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夢 窓 國師畫 像 

菓玖砹 集中、 數多ぃ 作者たち のぅちで、 最も 異色 ある 一人と して 
疎 石 夢 窓 國師を 推す ことができょぅ 〇七 代の 國師 として 尊ばれ、 足 
利 尊 氏. 直義の 兄弟と も. 相 許し、 後醍醐 帝の 菩提を 弔 ふために 天 龍 
寺を 創めた ことは 世に 普く 知られる ところで ある 0 

國師は 和歌に も 堪能で あつて 「正 覺國師 和歌 集」 を靖 し、 風雅 集 
以下 歷 代の 勒撰 集に も 選に 入つ てゐる ことを 考 へれば、 菓玖波 集中 
に その 餘 技の 見られる の も 怪しむ に 足らない 0 
書 像は 鎌 倉 t m 圓覺寺 塔 頭 黃海院 の 所 藏〇當 代 頂 相の 好個の 遺 例で 
あつて、 一 ii 一  描、 ょく その 人の 氣骨を 穿つ てを り、 しかも その上 
邊に は國師 の 自筆 自賛 さへ 加 へられて ゐる〇 ただ 惜しむべきは この 
書 際の 何人の 筆に 成る か 分明なら ざる ことで ある 0 
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C 一〕 露の 枕は 新 古今 集の 俊 成 卿の 女の 歌 
「あだに 散る 露の 枕に 臥し わびて 鶉 鳴く 
なり 床の 山風」 にょつ てゐ る。 淚に ぬれ 
た 枕を 指す。 枕を おきては 置く に 起く を 
いひ かけて ある。 前 句は、 淚を そそいだ 
枕を はなれて 曉の 鐘聲を 聞く の 意で、 孤 
网を まもる 悲しみを 示す 句。 

0 一〕 盡きな い 離別の 情に なほ またの 逢 ふ 
瀬を契るであらぅと添へた。逢ひながら 
別れを 惜しんで 歎いた 意を 附 けて ゐ る。 
00 名 •逸本 「後を」 

(四〕 學本 「契り けん」 

(式〕 互 ひに 手を さし かへ、 愛人の ために 
わが 手枕を ゆるした のは ほんのた だ 一度 
で 實に はかない ことょ。 

(六〕 それき 9 再 會出衆 ない わかれの まま 
にと 附 けた。 

(七〕 胸中の 悶悶の 情を 察して くれとの 前 
句は、 相手が 執念深くて 志を 遂げない 意 
にも 取れる。 


戀連歌 下 


露の まくらを おきて 聞く 鐘 


三 


四 


ル § 名殘 ある 別れに 後 やちぎ るらん  左 近 中將義 R 


五 


我が 手枕の 夢は 一た び 

六 


美 又も 見ぬ 人の 別れの そのままに  源  氏 賴 


七 


なほ かき くらす 心 知れ か 


卷第十 


宽 玫波集 C 下〕 


(一〕 土 本 「別れぬ る」 〇附 句は、 わかれ 
ての ちの 心情に とりなして、 賴み もな く 
に 位く を かけて ある。 

00 重なる 恨みを 述べた 前 句に 對 して、 

心 急ぐな、 夜の 明けない あ ひだは 語らぅ 
ではない かと 附け て、 深夜の 意に と 9 な 
した。 よも あけ じの 「よも」 は 上の 夜を 
受け、 まさかの 意を 兼ねさせた。 

( 一一 一〕 圖 •高 •小 •家 本 「よも あら じ」 
(四〕 それ かこれ かと 種種に 心の 迷 ふせ ゐ 
で、 聲を 立てて 泣いて ゐるだ らぅとの 意。 
(主〕 名 •京* 伊本 「ね やな かるらん」 
(六〕 附 句は 「ねを なく」 を 鶏の 鳴く にと 
り、 嘵鷄の ことと し、 そのと りを さらに 
取り あへ ずのと リ Q 意に 轉じ 、わかれが 
辛い のに 曉鷄に 燿され 、慌 しく わかれて 
哭 (ね〕 に 泣く と 連結した。 

( -fci 〕 最後の おしつ. めた 心を 人が 告げ るら 
しいとの 前 句に 對 し、 離 情 切切、 再會の 
測り 知られない のを 歎いた 意に 附 けた。 
(八〕 親しかった 契りが 全く 裏切ら 4、 恰 
も 赤の他人の やうに なつた。 

(ル〕 前 句を 破れた 戀と 見ないで、 4 -嘵に 
わかれてから まだ 程 も經な いのに 夕方の 
逢ふ瀨 が 持ち 兼ねる と附け 換へ た。 


S 七 別れなん 後は 賴み もな く淚 


^ : 遵 法師 


ふかき 限 ぞうき 愁なる 


- 


s< 待てし ば P 島 なかぬ 夜は よも 明け じ救濟 法師 


四  _  五  ノ 

心 まよ ひに ねを やなく らん 

J、 

S ル 曉 のと^^ あへ - r' うき ^ I れして 


人， p ヽ艰 6 のこ ころつ ぐらん 


九 一〇 


常曉 法師 


七 


またい つと 知らぬ 別れに 夜は 明けて 源  賴甚 


八 


かは る 契の ほどを こそ 知れ 


九 


九 二 別れ •て やまた 夕暮の 待たる らん/尊 阿 法師 


as 名 •小。 逸本 「け ふは ほどな し」 〇 
はかない 逢 ふ漱を 夢と 見て 眼前に ちらつ 
く 人の 面影は、 夢の あとの 互 ひの 間を 結. 
ぶ 契りの やう だとの ■前 句を 說明 する ため 
に、 註 釋附を 加へ た。 

(10 前 句は 疑ふ戀 、後 句は 一度 逢つて 再 
會の 期し 難い 戀。 

(一 a 狩 場の 野では 生き物が 殺される ので 
うらめしい との 釋敎の 前 句を、 狩には む 
かしは 鷹を 使用し /C ので これを 出し、 一 
且 放した 鷹は 招く と、 またもとの 手に 歸 
つて 來るや うに 調 養して あつても、 時に 
はは づれて 山野に 飛び去り、 再び 歸つて 
來な いこと が ある。 それに 托して、 一旦 
契つた 仲が 他には づれて 空しくなつた 恨 
み. の 戀を述 ベた。 放鹰 Q 盛んな 鎌倉時代 
の 作と して 時世の 匂 ひが 存 する。 

(一 〇 夏には 掬んで 飮んだ 泉の ほとり も 今 
日は 通り過ぎれば とい ひさした 旅の 前 句 
で、 普通なら ば その 當 時の 追憶な どを 豫 
想させる が、 紀貫 之の 「掬ぶ 手の 1  下に 濁 
る 山の 井の あ. かで も 人に 別れぬ るかな」 

の 歌を 踏まへ て、 水む すぶ と あるのに 關 
伽を もつ てし、 それに 飽かに いひ かけ、 
飽かぬ 別れを 忍ぶ と戀の 意に つけた。 


係は 夢よ b 後の ちぎ 


て 


一〇 


ルー ーーけ ふいつと なく また 別れぬ る 


卜 立 B  兼  l f3'i 


うたが ひながら 待つ 契 かな 


二 


ルー ーー ー 逢 ふこと も 後を ば 知らぬ 別れに て 善 阿 法師 


狩 場の 小 野の ぅらめしき かな 
•nj 一四 t し 鷹の それし 空しき 別れよ. 〇  隆赭 朝 m 


水む すぶ あた b もけ ふは 過ぎ ぬれば 


1 三 


九 S あかぬ ^1 れを しの ふ ば 力 6 ぞ 


M 月 法師 


卷第十 


五 


荛玖波 集 (下) 


i\ 


(一〕 前 句は 每曉 袖を 絞る とい ふを 身を 絞 
ると 强 調して いふ。 曉に 鳥は 附 合。 嘵鷄 
の聲を 恨む のは 若い 相思の 情で ぁるが、 
ここは 夜明けを 吿げる 鳥の 聲も 男女 相 逢 
ふ 夜分の ものと して、 夜の 間の 樂し さに 
引き かへ 朝には 歎く とした。 

00 名 本 「ぅきに」 

00 名 •逸本 「なほ 嘵 の」 〇_に 起き 出' 
でて 行 手の 道を 急いで ゐ るら しいとの 旅 
の 句 K: 見える 前 句。  ； 

(四〕 名 本 「いそぐ らん」 

(主〕 附句は 、通 ひ 來て睦 びかは して ゐて 
も、 人目を はばかり 曉 起きを し、 いそい 
そと 道を 急ぎ 行く と戀の 句と した。 

(六〕 父母 も內內 許して か、 通 ひ 來る路 に 
關守も 置かず、 邪魔な ものは ない と戀の 
喜びを 歌った 前 句に、 それでも 曉 の 鷄聲 
はわ かれを 促す ので、 それば かりは 恨み 
だとの 附 合。 

(七) 山路を 行く と、 ほのかに 聞え る 村里 
の鷄聲 が 旅情を 慰めて くれる ので、 鷄聲 
が 友で あると いつた 旅の 句。 

(八〕 明け方に 共寢の 人に わかれる と、 あ 
まりの 悲し さに 自分は 床に ひとり 泣いて 
ゐ ると 戀の 句に 収りな した。 


,曉 ごとに 身を しぼりら つ 

一  一一 

ルー 六 島の ねは あ ふょの ぅちにな しは てて 前 大納言 爲氏 


三  四 

曉お きの 道い そぐ らし 

五 

ルー - t: 逢 ひみても A 目を 思 ふ歸る さに  後 二條院 御製 


我が 通 ひ 路の關 守は なし. 

札一<  ょ な ょな の 限は 鳥の 聲ばか 6  後嵯峨 院 兵衞內 ft 


七 


ゆ-ふつけ 鳥の 聲ぞ 友なる 


八 


札 U 別れ路の あけ ゆく 床に われな きて 福 光園 院入 道魏 ■卽 


九 


契 ぞい まは 秋に な 6 ぬる 


(九〕 約束した その 月日 もす でに 過ぎて 物 
思は せる 秋と なつた。 

(一 S 大江 千里の 歌の やぅに 月見れば 千千 
に 物 こそ 悲しい 習 ひで あるのに、 天心に 
かかつ てゐる 月に 對 して、 なぜ それを 人 
の 彩 見に 思 ふかと みづ から 怪しむ さま 0 
述懐の 戀 Q 句。 

(一 0 後醍醐 天皇の 年號。 

(一一 D 前 句は、 月 も 紅葉 4 擧げ てない が、 
惜 秋の 句。 

(1 0 附句 は、 後 朝の わかれを 歎く 以上に 
今晚は 苦しい とした。 戀 の 心が 稀薄。 
(一四〕 前 句の 鳥の 聲は 朝と も 夕と もこと わ 
つてない。 一向 氣に もとめない との 意。 
(一 a 附 句は 兼ねて 嘵 起きの 苦しい 體驗が 
あるが、 たれが この 曉 の 鷄の聲 に 後 朝の 
歎きを する ぞと 、重く 取りな した 附眭。 


一〇 


竺〇 何 ゆ 忌に 月を かたみと 思 ふらん  後醍醐 院 御製 


嘉曆四 年內裏 七夕に 

- -- 

とま^ 〇 やする と 昔し き 秋 かな 

一三 

ル ーー ーき ぬぎぬ の 別れ も かく や 歎き こし 前 太 政 大臣 


一四 


それとは 知らす 鳴く 鳥の 聲 

一 五 

空 一一 誰か また この 曉に 別る らん 


左 近 中 將義詮 


(一 〇 前 句には はやす でに 曉 Q 鐘が 鳴る か 
と 驚きの 意が 含まれて ゐ る。 

(一 ^ 附句は 入相の鐘なら ば 相 逢 ふべき に 
と 後 朝の 歎きを 述べて ある。 「まし かば」 
の 下に 「嬉しから まし」 の 句を 補つ て 見 
る 格。 

卷第 十！ 


女の もとにて 嘵の 鐘の 聞え ければ、 


六 


曉の かねの 聲 こそ 聞 ゆなれ 
と 侍る に 


一七 


■一 これを 人相と M はまし か f 


小 


條院 ■ 


ょみ 人知ら T 

七 


荛玖波 集 9 ) 


八 


(二〕 名 •逸。 甫一 •小 本 「傑の こせ」 
(一一) 圖 •北 •大 。家 本 「かは る 夜に」 學 
•名* 高 e 小 本 「かは る 世に」 0 かは る 
世に とすると 述懷の 意と なる。 

(一一 一〕 これが 最後の わかれと なる のに、 人 
はまこと につれ なくて、 物悲しい 秋 さな 
がらの 狀態で ある。 

(S3 秋に 月を 配し、 有 明けの 月下に 悲し 
い 別れを 餘儀な くされて と附 けて ある。 
(一一 0 眞夜 なかに 見る のは 嘵まで 殘る 下弦 
の 月で あるとの 前 句。 

(六〕 仲間には ぐれた 一羽の やもめ 烏が 月 
下に 淋し さぅ に 鳴. いて 哀れを 添へ てゐる 
と附 けた。 

(七〕 前 句は 一面の 銀世界の なかに も 夜の 
間に 人の 通つ た 足跡は 印され てゐ るとの 
雪 E 京の 句 a 

(<〕 京 0 伊本 「今朝の 白露」 

(九〕 附句 は、 夜更けて 名殘 りを 惜しみ. つ 
っ 歸って 行った 戀 人の 足跡 だと 戀 の 句に 
附け なした。 

(一 0〕 學 •高 本 「夜 深に いつる 別れに て」 
(一一〕 一た び覺 めて ま 咬 寢にっ いた 枕の 濡 
れてゐ るのは 夜寒の 露 か、 わが 涙の ため 
か。 わが 淚で ある ことを 一層は つきり と 


元亨 元年 十月、 龜山殿 百 韻 連歌に 

一 

俤 のこす 有 明の 月. 

■ いた づら に A はつれな く かは るよ に 攀多院 御製 


三 


これ や 限 b の 人は 秋なる 

ル ーー 五ぅ き 別れ あ 5 明の 月に とめ かねて 關白 左大臣 


五 


夜中に みるは 有 明の 月 


六 


九 一一 六 別れよ 6 やもめ 烏の ねに 鳴いて  權 律師 定暹 


跡 こその これ 今朝の 白雪 

九5ポほぅきは夜ふかか6つる別れにて藤原資顯 


玉 X 淚:; 
章  の 
を 數 
た も 
の ネ由 
/むに 
のこ 
雁 そ 
の あ 
つ れ 
て 
に 
見 
で 

九  三 

盖 

仲 

久 


、 <  J/  3^. 


/C 


二 

九 一一 八月 もい 6 人 も 別れて 殘 るよ 


周 防 法師 


一一 一 


淚ばか 6 の殘る 手枕 


一三 


九 一ール 俤を 月に 忘れぬ 夜は 明けて 


荒木 田 守 ^ 


五 


もれぬべき こそ 憂き 名な 6 けれ 


六 


塞 別れ路を あま 6 忍ぶ に 夜は あけて 賢 可 法 師 


浮き出す ために、 愛人は 去り、 月影は 西 
へ かくれて、 夜は まだ 明け きらない 時と 
附け た。 

(一 10 人は 往つ て、 自分の 手枕には 淚ばか 
りが 殘つ てゐ る。 

(一一 0 去つた 人の 面影は、 無心に 空に 輝い 
てゐ る。 月を 見る と、 忘れる ことの 出來 
ない その 夜 もす でに 明けて、 いまは 涕を 
忍ぶ ょすが もない。 

(一四〕 守 藤は 伊勢 神官の 禰宜。 

(一 a 祕 して ゐたこ とが 世間に 拽れて 浮き 
名の 立つ のは 苦しい。 

(一 〇 わかれを あまり 惜しむ ために 夜が 明 
けて人目につくと附けた。 「忍ぶ に」 を 
甫 一本の 「慕 ふに」 とすると 、旅の わか 
れの 意が 濃厚と なる。 

(一七〕 幾 筋と なく 頰を傳 つて 流れる 淚の數 
は、 それを 受けた 袖の 上に 殘つ てゐ る。 
(一 C たのむ の 雁は 田 面の 雁の 意で あるの 
を賴む 意を 兼ねさせた 表現。 雁は 蘇武の 
故事に ょる 書信の 意に 使つて ゐ る。 懷し 
い 書信が あるかと 賴りに して ゐる のに、 
そのつ てが なく 淚を流 すと つづけた。 も 
し 見で を 打ち消しと しないと、 便りは あ 
るが 來な いのでの 意になる。 

卷第 十一 


荛玖波 集 (下) 


一〇 


(一〕 圖 •名* 甫 。神* 京 •北， 石* 逸本 
「まことな りけ り」 

(一一〕 これ も そのまま 形見 だとい ふ 述懐の 
句で ある。 拒絕 された 文を 身に つけて、 
せめての 慰めと して ゐる 。はかなき 戀。 

0 一〕 名 •小 •甫 一本 「圓 惠」 

( S 〕 腹立たし さを 述べて ある 前 句に、 手 
紙には くは しく 書いても、 逢ぅて 語る ほ 
ど 十分に 意を つくせない のが 遺憾で ある 
と 辯 護した 0 

(5 名 •逸 •甫 一本 「千 句の」 

(六〕 返した 人の 面影が 眼前に ちらついて 
忘れられ ぬとの 前 句を、. 紙め 裏まで 書き 
つめて た狀 をく り 返し 讀んで ゐ ると、 そ 
の 懇切が 身に 沁みての 意と した。 

(七〕 圖 。名* 北 •石 本 「家 平」 

(<〕 前 句は 見て 增す戀 を 述べ、 附 句は 種 
種の 書； 狀を くりひろげて 見る 意と した。 
(ル〕 大空を わたる M は、 ょく 秋と いふ 季 
節を 知つ てゐ て、 時を 違へ ず この 國を訪 
れ 0 0 

(一〇〕 名， 小 •逸本 「雁 ^ 」 

(一 0 親切な 玉章は ちよつ とした 便りに も 


これ もさながら かたみな b け， 


一一 


三 


S 一  かへ さるる 我が 玉章を 身に そへ て權 大僧正 圓思 


見る につけても 恨 こそ あれ 
ルー|1111 玉章に 心は つきぬなら ひに て 


左 兵衞督 直義. 


五 


關白 家の 千 句 連歌に 
かへ して 見れば あとの 涕 


九 § |^|章をぅらせばきまで書きなして藤原家尹朝臣 
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變 ひし さや 見る たび ごとに まさるらん 
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璧 と. 〇 あつめた る 人の たま づさ 


木鎭 法師 
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1 二 

丹 波忠峯 朝臣 


二 品 法 親王 


S かき 分けて 訪ふ人 もな し 
実 いつ* は 6 や 文の 詞に まじる らん  前 大僧正 賢 俊 

深. き 心の 色を 知ら ば や 

九 一一 冗 くれな ゐの * のす さびの 言の葉に 前 中 納言有 光 

忍ばず よよ その 誰に も 見せて まし 


■送られる かと 待つて ゐ るのに、 月日は は 
やく 過ぎて、 すでに 秋は 來 たと 書信の か 
き絕 えた 戀を 歎く。 

〇 一 0 名‘ 甫 一本 「忠 度」  . 

(一一 0 一列に なつて 飛んで 來る雁 の办れ も 
引きつ づき 見えて ゐた が、 この ころは 間 
遠に なつて 物淋しい との 秋の 句。 

(一四〕 附句 は、 身には なにも おもしろ くも 
ない 秋が やつて 來て 、雁は 人の 玉章を 足 
にかけ て 來 る とい ふが、 それ も かき 絕え 
てと 文の 絕 えた 戀〇 

(一 a 前 句は、 山里の 雪景を 詠 じた もの。 
むかし 在 原 業 平は 正月 大雪の 朝、 小 野の 
里に 隱栖 されて ゐる 惟喬 親王を お たづね 
して 「わすれて は 夢 かと ぞおも ふ 思 ひき 
や 雪 ふみわけて 君を 見. んと は」 と眞 心を 
披遞 した 話は 伊勢 物語に あるが、 附句は 
これを 背景と して ゐる 。あれほどに 約し 
て 置きながら、 雪 ;' C 妨げられて 來ない の 
は、 文に 僞り がま じつて ゐた かと 戀の句 
に轉 換。 

0 〇 深き 色には 紅が 附 く。 紅の 筆の す さ 
びと 金 葉 集に 詠んで あつて、 男女 贈答の 
艶書を いふ。 筆の まに まに 書いた 艷書に 
J1M (の 心底を 知りたい とした。 
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.0 一〕 春 雁 北 地へ 去る 春景 Q 句に、 書信は 
, ’互 ひに かは しながらと 附けて 、親しく 住 
みつかぬ 由を 寓 した 戀の 句と なした。 


■(一 0 水く きの あとは 筆跡を いふ。 戀の文 
が ほごに なつて 契りを 遂げな かつた 由に 
つづけた。 


荛玖波 集 (下〕  一二 

一 

〇 〕 隱 さずに たれに も 見せて やりたい と S 0  こ ひしと かける 人の 玉章  素暹 法師 
の 前 句に 戀 の 文を と附 けて、 腹い せの た 
め 暴露 的に あらは した。 


弓き 


かへ しても なほ 


う 


力 


>ly 


四 


<E W 僞書 の戀ハ 


S 一一 一 


筆の いつは げなる 玉章 


薄 原助廣 


いはぬ 心の奥 ぞ殘れ る 

C 五〕 文に 書き 盡 くさない 戀に かきな して  五 

ゐ る。  霞 玉章を 急ぐ 使に 書き さして 


左 近 少將善 成 


A 六〕 權聲を 思は せ. る 雁の 鳴く 音は、 なほ. 
聞え ながら、 その 姿は 雲に 消えて 見えず 
との 景物の 句に 對し 、雁から 玉章を 拈出 
.して、 「姿は 消えて」 に 「文字は なし」 と 
應じ 、なくに 涙を 配し、 手紙を 書く かは 
りに 思 ひの 限りを 淚で 示せば とした。 
(七〕 血の 淚すな はち 紅淚で 色の 染まつ た 
袖を 見せて やりたい と 切な 思 ひを 述べた 
旬を、 淡 墨で 書いた 手紙は 讀み 下しに く 
いのでと 輕く 扱った。 


(八〕 玉章の 通 ひ 通は ぬと きも あるので 契 
りの 不定と 輕く あしらつ た附け 方。 


姿は 消えて 鳴く 雁の 聲 


六 


九 g 玉章を 淚に かけば 文字 もな し 


むすぶ 契の など 定めな き 


八 


九 S 玉章の かよ ひ 通は ぬ 時 あ 6 て 


關白 左大臣 


淚に そむる 袖を 見せば や 

七 

S 六 玉章のう す 墨なる をよ みかねて  救濟 法師 


二 品 法 親王 


< 九〕 待つ 戀に對 し、 手紙に おける 眞僞の 
判 斷がつ かないで と、 あるいは 信じ、 あ 
るいは 僞るか と あやぶみながら 恃つ とし 
た 0 


かへ すがへ す も 待ち 誌び にけ 


九 


迄<  玉章に いつ. は 6 まこと 見え 分かで 藤 原 助 夏 


卷第十 


一三 


荛玫波 集 (下：} 


一四 


'(一〕 片思ひ を 詠んだ もの。 思 ひの 「ひ」 

に 火を 兼ね、 また その 緣から 焦る とい ひ 
下した。 

(一一〕 附 句は、 火に 煙、 こがる に 焚 物と 附 
け、 中古 上流 婦人が 衣に 香を たきしめる 
「そら だき」 のこと を あしらつ た 輕い 句。 
00 山の 水が 流れて 岩から 落ちて 瀧と な 
る やぅに、 ぜく思 ひが 心の 瀧と なる。 
■(四〕， 附句 は、 物 思 ひで 涙を 流す その 思 川 
や淚 川は 川の 名に なつて ゐ ると 心の 瀧に 
對 して附 けた。 思 川は 筑紫に あり、 淚川 
は 抽象的に いつて ゐ る。 

(五〕 思 ひ 渡る の 渡る はつ づける 意で ある 
のを 川を 渡る にと つて 淚 河を 附け 、みを 
つく. し ( 澪標〕 は 河 中に 立てて 出水め 量を 
見る 標木 で* あるのを 身を 盡 くしに いひ か 
け、 切ない 片戀を 述べた。 

(六〕 憂し と 見なが らの屬 句は、 述懷 とも 
見られる のを、 附句は 植へ 移らないで、 
いつまでも ひとり 思 ふ 心から 惱 むと 戀の 
.句と した。 

(七〕 人の 心は 神の 正しい、 心を 受けて 正直 
であらう との 意。 神祇の 句。 

《〇 附句 「なほ 祈れ」 は 「心 だに まこと 
め 道に かな ひな ば 祈らず とても 神 や 守ら 


人知れぬ 思 ひや 內 にこが るらん 

二 

S 九 M ■はしる き 袖の たきもの 


三  / 

流れて や 心の SI とな 5 ぬらん 
塞 Mra ひなみ だは 川の 名に あわ 


心には 思 ひ 渡れ ど 甲斐ぞ なき 


S  一 


五 


立 一泪の 河の みを つ 


0 0 


正 和 四 年 五月、 伏 見 殿の 百 韻 連歌に 
うしと 見なが r ら年 ぞ經 にけ る 


源 成 賢 朝臣 


導譽 法師 


前 大納言 爲氏 


六 


，ことかた にかへ 6 かねぬ る 心に て 前 參議爲 雄 


ん」 の 歌を 踏み.、 逆に 附け たもの。 御 注 
連繩 (ミ シメ ナハ〕 は 神前に 引く ものな の 
で、 末を 見る にかけ て-いひ 下して ある。 
(ル〕 片 岡の 森は 山城に あり、 注連繩 ひき 
はへ てな どょ く 歌に 詠まれて ゐ る。 -# J 句 
は、 意義が 獨立 して ゐな いが、 「祈る.」 な 
どの 詞を 呼び 起す。 

(一 0〕 かた そぎは 片側を 削ぎ 落す こと。 古 
い 神社 建築の 一樣 式であつて、 屋根の 棟 
の 押さへ として ある 千木の 片側を 削いで 
あるのを いふ。. 前 句は なぜ 片 fjl ぎな どい 
ふ 約束を 定めて 置いた かと 疑念を 挟んだ 
旬。 新 古今 集に 「わが 戀は 千木の 片そぎ 
かたくの みゆき あはで 年の 積もりぬ るか 
な」 の. 歌 も ある。 片片の 思 ひで 行き 合は 
ぬ戀 Q 意に も 取れる ので、 附句は 住吉の 
神に祈願せぬせゐだと注釋附とした。 

(一 0 水草の 生えて ゐる 野中の 淸水は 、埋 
もれて 人に 知られぬ とか、 忘れて しまは 
れるな どの 意を 喚び 起す 慣用句の やぅに 
なつて ゐ る。 前 句は、 つぎの 忘れ 果ての 
序と なつて ゐ る。 附句 は、 先方が 全く 自 
分を 忘れて しまつて は 情知らずの 名を 取 
る だら ぅ。 それは あの人の / C めに 遺憾 だ 
とした 0 
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人の 心 や 神に ひくらん 
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S1 一な ほい のれ 契の す ^ をみ しめ 繩 
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片 岡の 森の しめ 繩引 きそへ て 


I 祈に 


>Jy 


ぬ戀ぞ つれな き 


など かた そぎと 初 八 


らん 


一〇 


品 法 親王 


後醍醐 院 御製 


權中納 言 公雄 


九 S 住吉の 神に 祈らぬ もの ゆ 忌に 

寶治 元年 八月 十五夜、 常盤幵 殿 百 韻 連歌に 
水草 ゐる 野中の 淸水 ぅづ もれて 
室 ハ 名 こそ 惜しけ れ忘れ 果てな ば  山 階 入道 左大臣 


卷笫十 


一} f 


荛玖波 集 (下〕 


ヽ 

ナ 


(一〕 記念に 留められた 鏡が 曇つて 故人の 
姿が はつきり 見えない Q で 實に 感慨無量 
である。 鏡と 結びついた 語に 野 守 鏡が あ 
る。 この 野 守 鏡の 附合に 鷹が 用ゐ られ る。 
(一一〕 騰は 小鳥を 追つ てゐ るう ちに 小鳥が 
藪に 入る と、 自分は 高い 樹の 上に 留务つ 
て 見張つて ゐる 。鷹詞 にこれ を 木 居 (コ 
4 〕 とか 木 居 どると かいふ。 ここは 木 居 
に戀 をき かせ、 人を 思 ふ / C めに 日を 暮ら 
したと した。 

(一 |一 〕 せめては 切なる 意。 戀衣 は戀ひ する 
人の 着る 衣 0 ここでは、 衣を 裏返して 寢 
ると きは、 戀ひ しい 人が 夢に 見える とい 
ふ 習俗が •あるので 、この 現在の 身を かへ 
たいと 附け られ た。 古今 集の 「いとせ め 
て戀ひ しき 時は うば 玉の 夜の 衣を 返して 
ぞぬ る」 の 小 野 小町の 歌に ょつて ゐ る.。 
(四〕 前 句は おもしろ いはず の舂の 日永を 
空を 見詰めて 物 思 ひに 沈んで 暮らさう と 
の戀の 句。 附 句は 戀 衣を 受け、 衣の 裾 か 
ら 山の 裾 輪の 小 田と いひ 下し、 田を 打ち 
返す に なぞらへ てうち 返す の 序と した。 
.(IO 瀧を 落した M 邊 Q 景を敍 ベた 前 句に 
對 し、 石を 硯に 見立て、 文を 書く に 當っ 
て淚が 落ちて 硯の他 に 入る のを、 瀧の 白 


かたみの 鏡面 かは 


て 


九麦 はし 鷹の こゐ にぞけ ふは 暮れに ける 民 部 卿爲藤 


いとせ めて 苦し か 


ナ 


戀衣 


三 


s < 唯 ぅつせみの 身を や 力へ ま 


詠めての みや 春を 暮らさん 
S ル 戀衣す そわの 小 田を 打ち か 


後嵯峨 院 御製 


西 園 寺 人道 S 


池に 石 ぁる 瀧つ 白波 

突 of  く泪す す 6 の 上に 落ち そ ひて  救濟 法師 


見る に心ぞ 慰みぬべき 
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忘らる る 形見 ばか， 〇 のます かがみ 前 左兵衞 督爲敎 

e 

折を 知る こそ 泪な 6 けれ 

今 もな ほかた みの 扇 見る たびに  藤 原高秀 

七 

つらき 思 ひを、 しぢ のはし がき 

八 

小 車の めぐ b あ ひしは 昔に て  權少 僧都 決 宗 
文 はやると も 取 6 て だに 見 じ 

九 

梓弓 ひく かた あるときく ものを  藤原儉 篤 


玉に なぞらへ、 全く あらぬ ものに 仕立て  3 
た 附 句。 景色の 句から 戀に徙 した 表現。 

(六〕 前 句は、 見る 對象 物は あげてない。 

附句 は、 これに 眞澄 鏡を 附け た。 相愛の 
二 人が つ ひに 末と げられ ず、 せめて 贈ら 
れ た 形見の 眞澄 鏡に ょり 心を 慰める とい 
ふ 趣向に 連結した もの。  九 2 
(七〕 辛い 思 ひを したと いふのを 榻 (シ ヂ〕 

の 端 書と いふ 古 傳說に いひ 下した。 むか 
し 男が 或 女に いひ 寄つて、 女は 百夜 かょ 
つて 來て榻 の 上に 臥したら 逢は うと 答へ 
た。 その 男、 九十 九 夜 通 ひ、 百夜の 當日 
差し 支へ が 出 來てつ ひに 思 ひを 遂げな か  九 六 一一 一 
つたと いふ 傳說 。榻は 牛車の 轅を 支へ る 
机の 形の 臺。 

(八〕 附句 は、 榻 の 緣で 車を 點 出し、 車の 
廻る やうに、 囘り逢 つたの もむ かしの こ 
とで、 辛い 思 ひを したと つづけた* 

(礼〕 つれな き戀の 句。 梓弓は 引く の 枕詞  九 S 
で、 ひく 方は 愛を 捧げて ゐる 人を 指す。 

前 句は 懷 しく 思 ふ 人が いひ 寄つて くれた 
のに 自分で うけ ひく ことの 出來な い 事情 
の あつた のは 情ない 契り だと 戀の 述懐。 

(一 0〕 盃は 差したり 受けたり する ので、 前 
旬に 應じ 、下の さし もに かけた 管 鍵の 句。  九 六 五 

卷第 十一 


莞玖波 集 (下〕 


一八 


C 一〕 夢は 宵に 見る こと も あり、 明け方に 
: 見る こと も あり、 待つ とき も わかれる 前 
も 定まりがない。 

(一一〕 附句 は、 逢 ふ 夢 も 逢は ない とき も淚 
を 注ぐ ばかり だと 對附 にした。 

(一 C 一本の 古 扇 も その 人の 形見 だ。 

-( 四〕 光源氏が 六條 わたりの 忍び 步 きのこ 
、ろ、 と ある 家の 目 かくし 媒に 咲いて ゐた 
夕顏の 花を 一莖 求められた とき、 香を 焚 
.きしめた 白扇に 載せて 奉つ た 夕顏 のな さ 
け ある 物語の 一節に ょつて 附けた 。 

(no 學 本のみ 「ぅすき 契」 

(六〕 三 句つ づき。 はじめの 句は、 山の 泉 
.は 掏 ひ 上げても 濁つて ゐれ ばぅ ち 捨てる 
■と、 夏 または 雜の 句で あるのを、 つぎは 
山の 井の 淺 きと 附 合の 詞を 取り、 人心 淺 
きとつ づけ、 恨みの 戀を敍 し、 第三 句は 
淺 きの 反對に 、紅の 濃い 袖の 色は 血の 淚 
で 染めた であらう と附 けた。 

(七〕 夢の 語は ほんた うの 夢の ほかに、 は 
かない 意味に も用ゐ る。 この 句 も その 意 
昧で 、はかない の 意。 


よひ曉 も 夢は さだめす 
S  (見る 時 もまた みぬ 時も淚 にて 


三 

ふるき 扇 も かたみな b け 6 
空 ハ - t: 夕貌の 花の なさけ も 忘られず 


むすび や 捨てん 山の 井の 水 
人 >1> 淺き 契を 恨みし に 


と 侍る に 


六 


九 六 〈袖の b しほ や淚な るらん 


七 


惟 宗親孝 


權 僧正 良瑜 


後 宇多院 御製 


前 大納言 公明 


やがて 別る る 夢の 面影 


(八〕 附句は その 人 ゆ袅 に淚を 注ぐ ので あ 
るから、 やがて わかれるならば、 こちら 
の 涙 も 先方の 袖に 返して やりたい とい ひ 
廻し Q 巧みな 附け 方。 

(〇 藤 •圖 •北 •內 •大 •石 •甫一 •家 
本 「かたみは」 〇峯の 紅葉の 片 枝は 色が 
薄く、 片枝は 色が 濃い との 秋の 句。 

(一 S 人の 心には 相思 ふと 否との 別が ある 
と 第一 句に 對 比して 附け てゐ る。 

(二〕 第三 句は、 先方は 一向 さぅ いふ 氣色 
がない ので、 淚 にくれ てゐ る。 月が 照ら 
して わが 位く 顏を あらは に 示すならば、 
月 も恥づ かしい 感 じがす ると 附けた 0 


突 ル淚を も 人の 袂に かへ さば や 


九 


かたえ は 薄き 峯の 紅葉 ば 


0 


A 心 思 ひ 思は ぬ 色 見えて 

と 侍る に 

S 0  淚を 知ら ば 月 もは つかし 


權 大納言 實 夏： 


後深草 院少 將內侍 


大納言 爲家 


C 一一 0 前 句は、 その 人 ひとりに 信賴 する や 
ぅに も、 またもは や. たれ も 慰めて くれる 
もの もない とも 取られる。 

(一 a 附 句は、 ただ あなた ひとりと 思つ て 
ゐ るのに、 來て 慰めても くれぬ のはと 恨 
む 戀を詠 じて ゐ る。 


正 和 四 年 伏 見 殿 百 韻 連歌に 


一二 


さても こは 誰が なさけに か鐵 まん 


1 三 


交 一 とはで 過ぎし は « な b け b 


伏見院 御製 


(一四〕 前 句は 釋敎 Q 句。 後は み/、 つから 諦め 
の 句。 戀 Q 句と してよりは むしろ 述懷に 
近い。 


げに 先の世の 報いなる らん 


一四 


S 一  歎 かじよ 唯 我からの 憂き 思 ひ 


權中納 言 公雄 


蓮 玫波集 (下) 


一一 〇 


(一〕 戀ひ死 すれば、 さう させた 相手の 無 
情が 罪# であると 恨む 戀を 歌つ て ゐる前 
句に 對し 、附句 は、 輕 くさばいて、 さう 
であるから 死なずに ながらへ て ゐたと 人 
も 承知す るで あらう と附 けた。 
(1一〕血淚は袖を紅く染めるとの前句に.、 
「立 田 川から くれな ゐに 水く くるとは」 

の 業 平の 歌に より 立 田 川を 附けた 。その 
やうな 浮き名の 立つ は なぜかと 立つ に 立 
田を かけて いひ 下した。 

00 用事に 心を 取られて 捨て置いた 赤子 
が 泣き出した との 雜 の 句を、 捨て置きし 
に 重點を 置き、 他の 人に また 契り かは す 
なよ とい ましめ た 戀の句 ◦寂然 法師の 集 
に 「さらぬ だに 重きが 上の さよ 衣 わが 妻 
ならぬ つまな 重ね そ」 の不 邪淫 戒の 歌を 
踏まへ ての 作。 

(四〕 人は 疎く ある やうに とわれは 願つ て 
ゐるに の 意。 

(五〕 附 句は、 先方は こちらが 辛ければ 辛 
いほ ど 反 對に われを 慕うて ゐるら しいと 
附けた 0 

(六〕 名。！！  •甫 一本 「從 三位」 

(七〕 前 句 一中 絕えた 戀を いつて ゐるが 、 
獨立 ，しない 句、 つぎに なに かを 豫想 させ 


變ひ 死な ば その つれな さや 咎な らん 


1  ながらへ け b と A もこ そ 知れ 


淚の 色は 袖の くれな ゐ 
免 四 t に 故に かかる 浮 名の 立 田 川 


すて 置きし 我が 赤子 も 泣き わびぬ 
室 また あたらしき つまな 重ね そ 


善 阿 法師 


信 


法師 


道 生 法師 


うと かれとの み 人は 思 ふに 
交 六ヂら きを やな ほ あやにく に 慕 ふらん 從 二位 爲成 


六 


る。 附句は 、それでは 見ないでも よいと 
いふのを、 はかない ^ は 見なく ともよい 
とした。 新 古今 集定 家の 「春の 夜の 夢の 
浮 橋と だえ して」 の 本 歌に よつた もの。 
(<〕 字の 如く 栗 本宗の 句、 のちの 俳諧 體 
そのままで ある。 

C 九〕 附句は 、身には ねたまれる 理由 もさ 
らに はない のに、 その やうに 怒る のかと 
つづげ た。 

(一 0〕 心の 美しい ところが 俤に 見える との 

意。 

(一 0 附句は 「色 見えで うつろ ふ ものは 世 
の中の人の心の花にぞあ9ける」の本歌 
により、 人は とかく 氣が 多くて、 他の 人 
に 心を 移し やすいと 結んだ。 

(一 10 口では うまい ことを いつても、 心は 
別人と 許して ゐ るとの 意。 

(一一 0 身 こそ 思 ひに 任せない が、 眞 ある 人 
には 世人 もさう つらく は あるまい と 逆に 
附け た。 

(一四〕 名* 逸本 「つらから ず」 

(一 五〕 名。 神。 逸本 「雅 廣」 

( 一 〇 夜半 〇 寝 覺を 人が 訪れた やうに 思は 
れ たのは、 意外に も 鹿の 聲で あった と 山 
居な どの わびし さを 述べた 秋の 句。 


とても 又と / r え ^ てぬる 中な れば 


七 


S  見ず ともよし や 夢の 浮 橋 


八 


目を ひらきた ける 心は 恐し や 


九 


九 K  なにを かねた む 身には 覺えず 


一' 〇 


俤に 心の 花の また 見えて 

二 

九 ^ 人 こそ 人に うつ b 易け れ 


一一 一 


心は よその 契な. 〇 けれ 


ニニ 


1  ノ  ー四 


忠房 親王 


導譽 法師 


寂 意 法 師 


1 五 


欠 0 身 こそ あれ 人には 人 も つらから じ 藤 原賴廣 


六 


寢覺 をと ふは 鹿の 鳴く 聲 • 
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一一 


欠 

我 三 

:思二 

憂 一 

に 

ふ 

き 

か 

と 

き 

ひ 

含 

人 

な 

は 

の 

< 

我 

命 

な 

も 分 ど 

淚 

し 

や 

の 

ら 

つ 

落 

ぬ 

れ 

ち 

上 

な 

そ 

に 

含 

ひ 

て 

救 

源 = 

濟 

法 

義 . 

師 

篤 

いかなる 道に 生れ あは まし 
S1 I 迦ひ 死な ば來ん 世の 契な ほ賴め  素 阿 法師 

かた 田 心 ひなる 身を いかが せん 
S 人の 爲ぅか b し 先の世とは 知れ  藤 原貞直 

あまの 衣 や ほす 時 もな き 

ル 八 五 ^71 とほなる 中には 絕えぬ 恨に て  小槻景 實， 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 附句は 、鳴く を 泣く として 涙を 配し 
憂いと きは 淚を 落す と、 わびし さを かこ 
つた 戀の 句。 

(一一〕 心を 盡 くして その 人の 上を 思つて ゐ 
るのに、 そのし るし もな く、 先方は われ 
につれ ない の 意。 

00 人の 誠意を 無にする 人の 命は どうな 
るかと 附 けた。 右近が 「忘らる る 身を ば 
思は ず 誓 ひて し 人の 命の 惜しく も あるか 
な」 の 歌の 意と 相 通 ふ もの。 

(四) 善悪の 業因に ょりそれ ぞれ 地獄 •餓 
鬼 •畜生 •修羅 •人間 •天上の 六道に 生 
まれる とい ふが、 自分は 來世に は どの 道 
に 生まれる かしらとの 釋敎の 句。 

(主〕 もし 戀ひ 死す るなら ば、 來世も われ 
と 契る やうに 俤を賴 めと 色道の 上に 說き 
なした 0 

(六〕 人は 靡かず 自分 だけ 思 ふこの 身は ど 
うし やう もない との 切なる 戀の 句。 

(七〕 それは 前世で 人に つらかつた ためだ 
と釋敎 Q 義を こめて 愛の 上に 說 いた。 
(<〕 海人は 水に 入る ので 衣が つねに 濡れ 
て ゐて 乾す とき もない と 海人 生活の 苦を 
敍べ た。 

(九〕 逢ふ瀨 が 間遠で 容易に 相 見る ことの 


出來な いのは 男女 間の 絕ぇ ない 恨みで、 
濡れた 袖を ほす と. きもない とした 。恨み 
のうら は 浦に 通 ひ、 海人に 附 く。 

Go) 前 句は 諦めの 句。 附句は 、斷 乎た る 
處置 もしない うちこ そ 人の つら さを 痛切 
に 感じる と 同じ 趣きに つけた。 

(一 0 同じ 淚 とは 嬉し涙、 悲し 淚も 同じと 
の 義か 、あるいは わが 泣く 涙と 同じ 淚の 
義か 。いまは 前義に 從 つて 置く。 それが 
あなたの 方には どうい ふ 風に 落ちる やら 
の 意。 

(一一 D 附句 は、 人が われに 憂き目を 見す る 
ならば、 われ も 心を 鬼に し、 以前の やう 
に 淚 もろい 人と ならぬ ょうにと、 自分の 
心に 鞭を あてた さ菸に 附 く。 

(二 〇 書いて は 消し、 消して は 書いた ため 
か、 或は 書き 添へ 書き 添へ したため か 紙 
一而が まつ 黑 くなる までにな つたと。 

(一! 0 諾はな い 人を 戀ひ 焦れて、 身 も 痩せ 
細つ た ほどに、 心の たけ. を 書き 盡く した 
のでと 理由を 附 けた。 切なる 戀 の 句。 

(一 a あ ひ 見る を 得 ば、 よし 艷名は 謠はれ 
ると も 厭は ない 0 

(一 〇 その 人の ためには 命も愤 しまない ほ 
どで あると 熱烈な 戀 の 附 合。 


別れて 後は 恨 だに せず 


一〇 


S なほざ^ 〇 の 程 こそ A のう さもしれ 藝 律 ® 圓岛 


同じ 淚のな にと 落つ らん 

一一 一 

札 £ うきなら ば 我 も 心の か はれ かし  前 大納言 尊 氏 


一三 

くろくな るまで かける 玉章 

一四 

欠 八う き A の戀 ひしき ままに 身は やせて 1 少 僧都 永 蓮， 


一 五 

逢は ばぅ き 名 もょ しや 歎 かじ 

一六 

九 ^ A ゆ 忌は 命を だに も 惜しまぬ に  付 我 & 


卷第 


二三 


荛玖浪 集 (下) 

(一〕 秋の 野には ひ 廻つて ゐる 葛の 葉に 置 
いて ゐた 白露 も 風の ために 殘らず 吹き 落 
され、 白い 葉 裏が ひるが へつ て 見える ほ 
ど だとの 秋景 の 句。 

(一一〕 女の 許に 忍び 通つて ゐた 人が 曉 早く 
适 きて 歸 る名殘 りを しさに 袖が ぬれて、 と 
附け 加へ た。 葛の うら 風は 恨めしい 感を 
fc J させる もの。 そのと きの 點景 とした。 
00 源氏物語で Q 附 合。 髭黑の 大將が 玉 
葛の 君へ 心が うつつて しまつ / C ので、 夫 
人が 父の 式部 卿の 官の 許に. 引き取られる 
際、 長女榣 木 柱の 君が 從つて 行かれよう 
としない のをい ろい ろ さとされた とき、 
「いまは とて 宿 かれぬ とも 馴れ 來た る稹 
の 柱よ われを 忘るな」 の 歌を 書 レて つね 
によりか かつた 東面の 柱の ひわれに 笄に 
て 押し入れら れ 、母君は これに 對し 「馴 
れ きとは 思 ひ いづと もな にに より 立ちと 
まるべき 橋の 柱ぞ」 と 詠まれた ことを 踏 
まへ て附 けた もの。 ただし 賦 物の 四 字 上 
下略は なを ざり の 上下を 略してを さ G 成〕 
を賦 し、 三 字 中略は つぎの 句に 賦し たも 
のか。 そ‘ れ とも 忍ぶ を 名詞に 通は せて溘 
を賦 した もの か。 

(S) 前 句は 忍ぶ 戀 。散らすな よは 他に 洩 


露 もた まらぬ 葛の うら 風 
^ Q Ir る さの 曉 起きに 袖ぬ れて 


後深草 院辨內 侍 


三 字 中略， 四 字 上下 略 連歌に 
なを ざ 5 にょ 6 ゐし 宿の 棋柱 


三 


九ル ー 忘 ^ す 忍 ふ ふし も あら じな 


前 中 納言定 家. 


我戀 ふは 人に しられ じ 散らすな ょ 
3 1 f はかくれ なき 山な しの 花  從二 位家隆 


1> から 虫み よき 里を うかれき て 


五 


六 


£ 人 を 難 波の うらみけ らし も 


藤 原秀能 


らすな との 意。 附句 は、 隱れ處 もない 山 
とい ふより 山 梨の 花と いひ 下した 。散ら 
すに 花は 寄 合。 

(五〕 前 句、 住吉の 里に 住み心地の  よきを 
いひ かけ、 同國で ある 難 波に、 なにと い 
ひかけ い 浦と いふのを 恨みに いひ 下し、 
自責の 心を 敛 した 附 合。 

00 京* 伊。 家 本 「けらし な」 

(七〕 風の たよりに も訪 はぬ といつて 恨む 
戀を敍 ベ、 人心 秋と いふのに 飽きを いひ 
.かけて、 絕えた 戀 の 句 0 
(八〕 諦めて ゐな がら もまた 悶悶と して 人 
を 恨む 戀の句 0 

(九〕 憂き と 情との 交響を いつた 前 句に 對 
し、 別離の 憂き は泪 にて あらは し、 枕を 
ともに した 折りの 人の 袖の 移り香は 情に 
應じ 、前 句が 抽象的な Q に對 しお もしろ 
く 具象的に 附 けた。 後世の 匂 ひ附の 類。 

(一 S 前 句は、 曉 の 鐘、 嘵の 音、 曉 の 床な 
ど 本に よつて 區區で ある。 いまのは わか 
れ を吿げ る Bi Q 鷄 の 聲で あると いふ 前 句 
に、 鳴く を 泣く に 取り、 空泣きは しない 
と附 けた。 

(一一〕 實事 はなくて 浮き名が よそに ひろが 
つた。 

卷第 十一 


風の つてに もとはぬ 頃 かな 


七 


ル & 人心秋の末にやな6ぬら.ん 


<1 

身のう さを M ひしらず i よナ rt ど 

八 

I 誌び ては A を また 限み つる 


仙 寂 法師 


も 


これは 別れの 曉の& 


1 〇 


§  いまな くは 僞 b ならぬ [> こて 


うき 名 ばか 6 やよ そに 立 つら 4, 


良 阿 法師 


憂き に まじる はなさけな b け 6 

九 

室 (袖は ただ 人のう つ 6 がを 泪 にて  藤 原 信 藤 


承 胤 法 親王 


二 五 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 浮き名が 立つ の 立つ に 煙を 附合 とし 
須磨 Q 地名に 爲 (ス〕 の 意を 兼ねさせ、 鹽 
屋の煙 に 苦しい 意を も / C せて 附けた 。 

(一一〕 吉 野の 瀧は 官 瀧を 指 プ。 前 句は、 そ 
の 末には 白波が みなぎつ てゐ るとの 意に 
末は 知られず と： Q 意が こめて ある。 

(111) 附句 は、 その 瀧 水の 流れて 落ちる 吉 
野 川には 妹 背 山が 水に さへ ぎら れて 立つ 
てゐ る。 われら 妹 背の 間に も 妨げが あつ 
て、 紅淚 をし ぼる といつ て、 前 句の 白波 
に對應 させて ゐ る。 

(四〕 及ばぬ 戀 、あきらめて ゐる 意。 

(主〕 身を 知る に 雨を 附け るは 古今 集 業 平 
朝臣の 「數數 にお も ひ 思は ずと ひがたみ 
身を 知る 雨は ふりぞ まされる」 を 踏まへ 
ての 乍。 あきらめて ゐる 身に も淚 はとめ 
どのない 意に つづけな した。 

(六〕 前 句は、 大江千 里が 「月見れば 千千 
に 物 こそ 悲し けれ」 と 同じ 想。 古今 集の 
「わが 心なぐ さめ かねつ 更科や 姥捨 山に 
照る 月を 見て」 Q 歌を ふ. まへ ての 作。 
(上〕 附句 は、 人が われに つれない ので、 
秋の 長夜の わびし さ 苦し さも 味 はれて、 
憂 思に よつ て 秋が わかる と附 けた。 

(<〕 われに つらい 人は 人情味は 持つ てゐ 


ル欠 戀 をのみ 須 磨の 鹽屋の 夕 煙 


吉 野の il は 末の 白波 
兹紅は 妹 背の 中の 淚 •にて 


f を 知る にこ そ 契 b 賴 まね 
100 0  W ばか b ふ b ぬる 雨は 淚にて 


f 見る に 我は 心の なくさまで 
一 00  一 A^ のうきに や 秋を しるらん 


，つらき 人には 思 ひやは なき 

八 


二 六 

救濟 法師 


平  宗  一丁 


\イ 


大江成 益 


法眼 慶譽 


1001 一〆 かが 吹く 我. が 身に 知らぬ 秋の 風 寬胤法 親王 


ない 人との 前 句に 對し て、 われは 人を 飽 
きる とい ふい まは しい 風には ならは ない 
が、 あなたの あたり fc は 人を 飽きる とい 
ふ 秋風が いかに 吹く ぞと 、つら •いのに あ 
たつての 作。 

(九〕 M 玉な どは みな 海から 取る。 その 玉 
を 反覆して 偶の 意味に した。 海に とる て 
ふは 序詞。 附句 は、 戀のた めには 火に も 
水に も 入る と 熱情を 示した もの。 海に と 
るに 應 じて 水に も 火に もと 附けた 。 

C 一 S 人の 身の上を 聞いて 同情の 淚止め 難 
く、 袖 も 濡れた との 意。 

(二〕 聞く に 對し 見る とし、 われに つらい 
氣 色を 見て は、 聞いた 以上に わたくしは 
袂を 絞る と、 身の上の 憂き にと りなした。 
(一一 0 約束して 來な いのを 立腹して ゐたが 
いまは 全く 絕え 果てて、 つらかつた のが 
かへ つて 懷 しくな つたと、 絕久戀 の 句。 
(一 〇 相 逢 ふことは 難く、 いまは ただ 同じ 
世に 生きて ゐ ると いふ だけが お 互 ひの 契 
り だ。 

( 5 〕 附句 は、 この 身は 生きて ゐる とさへ 
御存じない ほど 哀れな ありさまで あると 
忘れられた 戀を前 句 以上に 强 調して 附け 
た 0 


海に とる て ふたまた まも 訪へ 


九 


一 00111 人 ゆ 忌は 火に も 水に もい b ぬ 


關白前 左大臣 


一〇 


聞く よ^ 〇 もな ほぬ るる 袖 かな 

二 

一 00 四 立ち そ ひて つらき けしきを 見て は 又 後深草 浣少 將內侍 


とはるべき 僞トノ を だに m みし 


一二 


一 00 W  つら か b しこ そ今戀 ひしけ れ 


左 近 中 將義詮 


ご-一 


问じ世 のみや 契なる らん 


1 四 


一 00 六 有. 〇 とだに 知らず ながらに 存 へて 照 海上 人 


卷第十 


•二 七 


荛玖波 集 (下〕 

(一) 名* 高 •大本 「結ぶ 云云」 の 句が 前 
句と 附 句と 逆にな つて ゐ る。 〇 前世の 因 
緣まで 情なく 覺又 るとの 意。 

(一一〕 源氏 夕顏 Q 卷 i'c ょり、 光源氏の 車に 
乘せら れ 、荒れた 河原 院に 一日 こもつた 
夜、 六 條御息 所の 怨靈 にと りつかれ、 は 
かなく 露と 消えた 夕顏 のこと を もつ て附 
けた。 靈は 結ぶ に附い てゐ る。 

(一一 一〕 前 句の ねを 泣きて は 蟲の聲 と 見る ベ 
きで あらぅ。 秋 夜 蟲の聲 を 耳に しながら 
月を 惜しむ 風情は、 鍾愛た ぐ ひなかつ た 
更衣の 卒去を 悲しまれる 稠壺 帝の 心境に 
似て ゐ るので、 源氏を 引いて 附 けた 句。 
靱 負の 命婦を その 里 邸に 遣は され、 比翼 
連理な ど 白樂 天の 長 恨 歌の 筋を 枕 ごとと 
し、 月の 夜を 歎き 明かされた ことな どが 
眼前に 展開され る やぅに、 わが 身の 悲し 
みは 比較に もなら ぬと した。 

(S〕 學本 「もの Q 數か は」 

(五〕 だまされながら、 懲りないで、 今宵 
はと 待ちつ づけて ゐ たのは、 甚だつ らい 
との 前 句に、 あの人よりも 心根が さう だ 
と 附けた 0 

(六〕 今日 絕戀 となるとは 豫 期しな かつた 
との 理由と して、 しげ しげ 通 ひ 來 るのを 


二 八 


むすぶ 契の 前の世 も 憂し 


一一 


一 0 S 夕顔のは かなき 宿の 露の ま 


前 中 納言定 家 


ょもすがら 月を 惜しむ にね を 泣きて 
100 < bH が 身の 秋は ことの 數かは  一 


品 法 親王 


こ b す 待ちつ る 身 こそ つらけ れ 
10 S A" よ b もつれな きもの 心に て  前 大納言 尊 氏 


絕ゆ べき ものと 思 ひやは せし 


六 


1010 


るを こそ 賴み もせし が 靑つ づら前 大納言 爲家 


七 


4- ょ b も かかる 言葉の 契に て 


我 二 思 

の ふ 
み て 
ひ ふ 
と 人 

b  の 

袖 言 
は 葉 

ぬ  の 
ら  こ 
さ と 
じ な 


(二〕 前 句は、 いひ さして あるので、 嬉し 
いと も 悲しい とも 附けら れる 。ここは 悲 
歎に 暮れた 意。 


f 

tAut 


常 盤 井 入道 ^ 酿 


賴み として ゐ たのに と 注釋附 〇絕ゆ の緣 
に つづらを もつ てした。 靑つ づらは 來る 
の 同音 繰る と絕 ゆに かかる。 

(七〕 名 •逸本 「今ょりは」 〇末が 案じら 
れる 契りを 述べた 戀の句 。 

( A 〕 名 だけで も 忘れ 草とは 辛い と緣 にょ 
つて 附け た。 

(九〕 心境は 時に かは り、 嬉しい 場合 も あ 
れば 悲しい 場合 も ある。 

(一 0〕 自分の 心 もぐらつ いて 賴り になら な 
いと 附けた 0 


10 二 


八 


その 名 も つらき わす ^ 草 かな 


冷泉 太 政 大臣 


/ 


弘長二 年 八月、 庚申 連歌に 


九 


思 ひ 出づる 折折 C とに かは  つつ 


一〇 


一 0 一一 一  我が 心さへ 賴まれ ぬかな 


後嵯峨 院 御製 


(一一 D 名 •逸。 甫 一本 「長き 思の」 〇 I 夜 
の 情が 長い 恨みと なると 反對の ものを 妓 
ベて あげた 0 


我 妹 子が ' 


か 6 の 契に て 


一二 


一 01 E3 なかき うらみ •のな ど殘 るらん 


西 0 法師 


卷第 


深き 恨を 知らせて しがな 


二 九 


寮 玫波集 (下.) 

< 1 〕 深い 恨みの 戀 。深き に 淵は 寄 合。 泪 
は 萬 葉 集には 戀の 水と 書いた 例 も あ 9、 
その 流れが たまつ て、 淵と なると 强 調し 
た。 新績 古今 集に 「きの ふ訪ひ け ふと 間 
.はずは 飛鳥 川 あす や淚 Q 淵と なら まし」 

の 歌 も ある。 

2 〕 圖 •名。 甫 •北 •大 •石 •家 本 「寂 忍」 
京 本 「寂 惠」 

010 報いに 來 世を附 けた。 死んで は極樂 
.淨七 /  I くこと ばかりを 願 ふ 習 ひで ある 
のを、 執念深く 來世 にも その 人を 思 ふと 
憂き 契りを' 呪 ふやぅ にい ふ。 

ソひ とり 住む 閑居の 垣の 上には、 青つ 
づら がは ひまつは つて ゐ ると 雜の句 。 
(五〕 附 句は、 青 つづらの 緣語 をた どり た 
た ぬと つづけ、 まだ 全く 絕え ない のに、 
訪は ぬは ぅらめしい と附 けなした。 

(六〕 しつくり と 互 ひの 間は 行かない が、 
といつ て 格別に 爭ふ ほどで もない。 

.(七〕 人と 人との 爭 ひとしないで、 戀の淚 
もつれな いとき の 淚も同 樣で と附 けた。 
(<〕 名 •大本 「契を かこと にて」 

(ル〕 心に / C のむ 戀ばか りでは ききめが な 
いと 恨む やうに 附け なした。 結ぶ に 元 結 
は附 合。 うら 若い 男女が 口約を たのんで 


一  s -ti 


三〇 


一 0 S 泣きな がす 泪は 淵と な 


h- 


寂 忍 法師 


憂き 契 こそむ. くいな 6 けれ 
一 01 六% ん よに ば 人 も 物を や 思は まし  十佛 法師 


, b すむ M 穗 にはえ る靑 つづら 


五 


たたぬ 別れの 人 も 恨め 


藤 原 秀.‘ 能 


爭ふ ほどの 心を も 見す 

一 OK  f ひしき も つらき も 同じ 泪 にて 前 大納言 爲家 


八 


賴むぞ ょ 結ぶ 契を 心に て 


九 


一 0 一九 


わが 元 結の いふか ひもな 


後深草 院辨內 侍 


年經 るぅ ちに、 はや 元服 もして、 やがて 
相見ょぅと思ふのに、その效もなく、も 
どかしい ありさまが のべて ある。 

(•10〕 前 句は、 景色の 句。 附句 は、 有 明け 
の 月を 戀 ひしい 人の 面影を 留めた ものと 
想像して 戀 Q 句と した。 有 明けに つれな 
きは 附合で ある。 而影も 月に 緣が ある。 
(一 0 五月雨の 降るな かに 郭公の 鳴く 夏景 
の 句を、 泣く 泣く 寢 ると 夏の 短夜 もない 
ほど 早く 明ける と戀 の 句に なした。 寢る 
は濡 ると 同音で 雨の 緣 語、 前 句は 寢わづ 
ら つて ゐる 五月の 夜景と した。 

(一一 0 あるときは 人の 咎に し、  あるときは 
わが 身の 罪に し、 •とにもかくにも 憂い 世 
の 中 だ。 

010 浮き名は 立ちながら 實は添 ふこと も 
ない と 憂い 契りの 注釋附 とした。 


山の端 遠き 有 明の 月 


一〇 


一 01 一 0  つれな くも 誰俤 をと どむ らん 

五月雨の 音に きこ ゆる 郭公 
二 

一 01 一一 なくなく ぬればみ じか 夜 もな し 


人に なし 我が身に なして 憂き 契 


一三 


一 01 ご 一 名は 立ちながら そふ こと もな 


冷泉 大納言 


信 照 法' 師 


導譽 法師 


(一 S 會者定 離、 定めない 契りは あの人の 
變りゃ すい 心に 倣った のか。 

(一 五〕 戀 の 甘酒に 醉ふ かと 思 ふと また 悲哀 
を そそる と附け た。 


一四 


一 5E 

一豊 戀ひ 


さため なき 契 や 人に なら ふらん 
)き にさへ 世の中 ぞうき 


救濟 法師 


卷第十 


三 一 


荛玖波 集 (下〕 


寬 孰 波 集卷第 十一‘ 


三 二 


(〇 前 句は、 端 書に 從 ふと 閏があ つて 二 
度 春を 迎へた 年な ので、 かぅ いはれ たの 
であらぅ。 

.(1 一〕 附句 は、 年內 立春の 意に 取り、 古今 
集卷 頭の 「年の 內に 春は 來に けり ひとと 
せを こぞと やい はむ ことしと やい はむ」 

の 古歌に ょられた。 

(一一 一) 附 句は、 谷の 小川に 張つて ゐた 氷が 
解けた のをい ふ。 古今 集に 「谷風に とく 
る 氷の ひまごと に 打ち いづる 波 や 春のは 
つ 花」 i あり、 「あら 玉の 年 立ち かへ る 朝 
ょり 待 / C るる ものは 驚の 聲」 などの 歌を 
踏まへ ての 心附。 

(四〕 心頭に 燃える 思 ひを、 煙を 噴く 不二 
山の 煙に 較べようかと の戀の 句。 

( S 藤 •京 •北 •大本 「煙に」 

、(六〕 附句 は、 淸見 が關の 深い 霞を 富士の 
煙に なぞらへ ると 春景 の 句に 轉 じた。 名 


雜 連歌 


建 保 五 年 四月、 庚申 連歌に 
|  口 野 山 二た び 奉に なりけ b 
一 Q S 年のう ちよ b 年を む 力 〈て 


け ふ鶯の 初音を ぞ 待つ 

と 侍る に 

ls #= 風に 谷の 小川もう ちとけ て 


後鳥羽院 御製 


後深草 院 御製 


所の 附 合。 

(七〕 前 句は、 地名の 秋 野に 春めく と、 を 
かし 味を 述べて ゐ る。 

(<〕 附 句は、 同じ 熊 野 街道の 切目の 王子 

とい ふ 地名の きりに 霧を かけ、 きりめの 

山に 霞と、 前 句と 同樣 の 詞の 滑稽を もつ 

てした。 名所に 名所、 秋に 霧、 春に 霞と 

四手 附 にした。 續詞花 和歌 集には 平忠盛 

の 作。 「熊 野の 道に て ある 山伏の 歌の 末 

をい ひ / C りければ、 本を つきけ る。 見渡 

せ ばき りべ の 山 も かすみつ つ あきつの 里 

も 春めきに けり」 と ある。 この 集の g 者 

が 小松內 大臣の 作と したのは 何に ょつた 
もの か 0 

(九〕 苔の 下を く <'' り 行く 水は 表面には 見 
えない。 新 古今 集の 西 行の 歌 「岩間と ぢ 
し 氷 もけ さはと け 初めて 苔の 下水道 もと 
むらん」 にょつ た。 

0 0〕 藤 •甫 •高 本 「見えず」 

0  0 下に 埋もれて ゐた 木の 枝に 浪が 打ち 
寄せる のを、 古今 集以 來浪を 花に 見立て 
「打ち出 づる波 や 春の 初花」 などの 類が 
あるので、 春の 來て 氷解け 岩間に 浪の花 
咲く さまに つづけた。 

(一一 D 橋 •小 •ィ本 「花 散て」 

卷第 十二 


不二の 煙 も 思 ひくら べん 

-S H (明け わたる 淸見が 關の 八重が すみ 後 二條院 御製 


春 熊 野へ まゐ りけ る 道に て、 ここは いづく と 人に 問 
ひ 侍りければ、 秋の 野 里と 申す とて 答へ ければ、 . 

七  • 

秋の 野 里は 春めきに け^ 〇  小 松、 大臣 


これを 聞きて 同行の 山伏の 中に 


八 


一 01 一七 


見渡せば 切目の 山は 霞に て 


九  一〇 

あ 6 とも 見えぬ 苔の T 水 

ニー 


よみ 人知ら す 


一 2 <埋れ木の枝には波の花眹きて  救濟 法師 


二三 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 ときどき その 地の 春を たづね たとい 
ふ雜の 句。 

0 一〕 附句は 、霞が 立ち わたったり、 池 水 
には 細波が 搖 ぎ、 綾 や 錦を 織る やう だと 
の 春の 景の句 にした 〇 折り 折りに 織りの 
音が 利いて ゐ 'て 綾との 連繫も 滑らかに 聞 
える。 霞の ことを 歌には 霞の 衣と 詠み、 
波に 綾織るな どと 朗詠な どに もょ くうた 
はれた。 

(一一 一〕 急に 雨に 會ひ 、雨具の 用意 もない の 
で、 袖を 帽子の やうに かぶる のは 名、 だけ 
は 袖の 笠で あるが、 實際 には 防げない。 
(S) 前 句の 笠を 三 笠 山に 取りな し、 春 日 
野の 奥の 山と いひ、 袖を かつぐ のを 霞の 
意に 取り、 山の 朝霞と 結んだ 取 成附。 

< 丑〕 蘇武の 故事に ょり 雁の 玉章と いふ。 
雁が音は ほのかに 聞え るが、 姿は はつき 
りと 見えない。 

(六〕 附句 は、 後 拾遺 集の 津守國 基の 「う 
す 墨に 書く 玉章と 見 ゆる かな 霞める 空に 
歸る雁 が 音」 の 歌を 踏まへ て、 霞が 隔て 
る やらと 結んだ。 薄墨は 玉章に、 霞は そ 
れ とも 見えずに 應 じて ゐ る。 

(七〕 古今 集の 「君なら で -/ C れにか 見せん 
梅の 花色を も 香を も 知る 人ぞ 知る」 の 歌 


三 四 


^-* 6 を. 〇 にこ そ 春を とひ つれ 


二 


一 S ルと もに 立つ 霞の 衣 水の あや 


三 


五 


そ rb とも 見えす 雁の 玉づさ 


六 


51 1 歎 墨の 霞 や 空を 隔 つらん 


素 阿 法師 


袖を かつぐ は 名のみ かさに て 
一 2 0春日野のぉくなる山の朝かすみ  順覺 法師 


前 大納言 爲家 


二 條院の 御 時、 承 香 殿の 梅を 折らせて 中宮の 御 方へ 
たてまつらせ 給 ふとて 

行きて は 見ね ど 折 6 て 見 ま -L を 

と # り于れ ば、 誰とは なくて 女房の 中， ょり 御返しに 


によつて 附けて ある。 古今 著 聞 集には こ 
の附 句が 前 句と なつて ゐ る。 

色 も 香 もえなら ぬ 梅の 花な れや 
に ほひは 千代 も か はら ざら なむ 
莬玖波 集の 選者が 加删 して、 載せた もの 
か 0 

( 八： I 花の なかに 特に 名花を 選んだ かとの 
間に 對 し、 古今 集 の r 色よりも 香 こそ あ 
はれと おも ほ ゆれ 誰が 植袅 そめし 宿の 梅 
ぞ も」 の 歌を 踏みて 附けた 。花に 名を 附 
ける のは 連歌の 常 法。-* 古 大宮人は 花を 
かざして 儀式に 參列 する 習 ひであつた。 
(九〕 涙は 嬉しい につけ 悲しい につけて 心 
と共に 出る ものであるから、 これを 神の 
言葉の やぅに 神聖の ものに 扱つて ゐ る。 
(一〇〕 附句 は、 神を 北 野天 神と し、 太宰府 
で 詠まれた 家を 離れて 二 月 三月 落淚數 行 
云云の 不 出門 行の 詩 および 紅梅 殿の 飛 梅 
の 故事を とり 入れて 附けな した。 

(一一) 午前 二 時 か. ら 三時までを 丑の刻と い 
ふ。 行 ひは 寺 寺に おける 勤行を いふ。 二 
月 十五夜に 入滅され た釋 尊の 涅槃 會をあ 
げて寺 寺の 勤行に 結びつけた。 前 句の 時 
は 丑に 憂し をい ひかけ、 雩隱れ をいた む 
意を よせて ある。 


七 


S1 一三 色 も 香 もえなら ぬ 梅の 花な れや  よみ 人知ら す 


花の 中に も 花や えらび 


八 


一 0 S 色よ b も ^ を 梅 のか V 


て 


關白前 左大臣 


九 


落つ る淚ぞ 神の ことの 葉 


一〇 


一〇善 眹く梅 や 家を はなれて 匂 ふらん  二 品 法 親王 


時は 


なる 寺の 行 ひ 


と 侍る に 

一〇皇 二月 や 夜中の 月の 雲が くれ 
遠き 難 波の 浦の 明け ぼの 


卷第 


三 五 


莞玖波 集 (下) 

(一〕 難 波の 浦の 曙の 遠い 眺めを 敍 ベた 前 
句に、 百 濟の歸 化 人 王 仁が 「難 波津に 咲 
くや 木の 花 冬 ごもり いまは 春べ と 咲く や 
この 花」 Q 歌を 上り、 仁德 天皇に 御卽位 
を お勸 めした 故事で 梅を 附け 、この 芳し 
い 匂 ひは どこの 里から •送られて 來るの か 
とした 0 

0 1〕 住む 人は ない が、 花は 當 時の 形見の 
やうに 殘つ てゐ るとの 前 句に、 その 稍に 
かかつ てゐる 月は、 うち 霞んで 欲しい と 
願は， ない けれども、 過去の 追懷で 泪がに 
じみ、 曇つ て 見える と述 懷の附 句。 

01 一〕 一度 別れて はまた めぐり 逢は うとは 
思は ない と絕戀 をうた つた 句。 

(四) 附句 は、 梅は 植袅て も 老いの 身では 
初花を 見る ことは 叶 ふまい との述 懷。 
Q0 薰物 合は 人人が 煉 香 £D 名を 隱して 置 
き、 これを 焚いて その 優劣を 定め、 勝敗 
をき める 遊びで、 かう いふ 聞 香の やうな 
高尙な 遊びに も 勝負を きめる の だ。 

(.六〕 鶯合 といつ て その 鳴き 聲の 優劣を 較 
ベる 類似の 物 合を もつ て 附句 とした。 俳 
諧體 の 對附。 

(七〕 花木の 繪 の 朽 木の 部分は 薄墨で 書く 
とい ふこと であらう。 


三 六 


一翼 


li-* が 里に 眹 くや この 花 匂 ふらん  源  宗 氏 


花は むかしの 名殘な 5 けり 
一靈 «" 'めとは思はぬ月も泪に'て 


ぐ， 〇 あはん と 思 ひやは する 

四 


救濟 法師 


10 一一 一八ぎ の 後ぅ 忌に し 梅のは つ 花に  後光明 照院紹 刘 _ 


五 


たきもの あはせ これ も 勝負 

一〇竞 1 1 聲に 鳴く 鶯を 籠に 入れて 


導譽 法師 


七 


薄墨は 繪に 書く 花の 朽木 にて 


八 


1 0S0 柳の 葉 こそ 筆の 名に あれ' 


素 阿 法師 


(八〕 附 句は、 墨に 筆を 配し、 花に 對して 
柳を 出し、 當時 柳の 葉と いふ 筆が 使用 さ 
れてゐ るので あしらつ たもの か。 

CO 裾野は はや 雪 消えの 下から 新芽が 萠 
えは じめ てゐ ると 春の 句に した 。山は 富 
士に附 き、 下萠え に 燃えを 利かせ、 煙の 
緣 として 附けた 。裾野の 春と 高 根の 煙と 
相對 して ゐ る。 

(一 0〕 出て 行つ た 人は ある 所に ゐ るとは 聞 
いて ゐる が、 もぅ 再び 歸つ て來な いと 絕 
戀を 詠んだ もの。 

(一一〕 歸る とい ふを、 鳥が 卵から 雛 化する 
意に とりなして 附け た。 巢守 は溫 めても 
孵化し ないで 巢のな かに 殘っ てゐる 卵を 
ぃふ。 

0 一一〕 亂れた 世には 非業の死を 遂げる こと 
が 多い ので、 立派な 人は 佛門に 遁 れ 、墨 
染の 衣を まとつ てゐ る。 

(一三〕 その 保 居の さまを 案じて、 さぅ いふ 
ところでは 花 だけが 友で ある 0 
(一四〕 名利 Q 心を 捨て 閑 雲 野 鶴を 友と して 
ゐる この 隱柄に 、浮き世の 友が 訪ねて 來 
たと 献 はしげ に 述べた。 

(一 a' 導 # の 附 句は 花時に もやは り隱れ 家 
は 隱れ家 だと 反 對に附 けた。 


富士の 根の 煙は いっか 霞む らん 


九 


1 0S 一山の すそ 野の 草の 卜 もえ 


10 


あ 6 とは 聞け ど 歸らざ 6 け b 

一 §一  鳥の 子の 一つ 殘る は巢 守に て 


賢き A は 墨染の 


由 

4f 


一三 


一四 


き 世の 友の 我を 訪ひ つる 


一 五 


仁 朝 法師 


乘阿 上人 


10 1 隱れ 家の 花 ばか 6 こそ 友と なれ  前 大納言 尊 氏 


二 品 法 親王 北 野 社 千 句に 


花睽 きて など 隱れ 家の なかる らん 導譽法 師 


業 玖 波 集 (下) 


三 八 


(一〕 左大臣は、 花に 月、 それに 霞が かか 
つたと し、 霞の なかの 月は 曇りながら も 
なほ 隱れ ない と - L た。 「照り もせず 曇リ 
もは てぬ 春の 夜の 朧月」 は それで ある。 
(一一) 春の 晩方、 霞の かかつた 山は 霞と 一 
つに なつて その： 區別 もつ かない。 

(兰〕 西に 落ち かかつた 日の 光りは 淡く、 
東に 月の出る ころには 日 も おぼろに なつ 
て 行く と、 春の 景氣 の 附合。 

(H〕 初春の 夕月を 詠 じた 前 句に 對 し、 千 
年の 巨木は 幹が 朽ちて、 その 洞の なかは 
宇津 保 物語 俊 蔭の 卷に ある やぅに 熊で も 
住んで ゐる ほど 大きい。 その 洞の 木に 花 
が 咳いて ゐ る。 前 句の 句 頭の 語音を 月の 
輪に 取り、 熊の 喉に ある 半月形の 白 毛を 
月の輪と いふ 變つ た附け 方を 試みた。 
(五〕 春 月が 橋の 稍に わづ かに 殘つて 霞ん 
で ゐるの を 槇の 葉が 月を 殘 してと いふ。 
(六〕 霞む に 花を 附け 、橋は 深山に 多い の 
で 山と 痛 じ、 殘 月に 曙を 寄 合と して 附け 
た。 花のと ぼ そは 花の 戶 の 意。 花が 戶に 
咲き かかつ てゐ るのを 指す。 

(七〕 人が 火葬場の 一片の 煙と 消えて 行く 
のは 悲しい こと だとい ふ 無常の 句。 

(<〕 樵 夫が 採る 柴 薪のう ちに 一緒にされ 


と 侍る に 

一§3^ぞ霞にかくれかねたる 


t 暮は山 も 霞 も f つに て 
一 0S 五 f いで ぬれば 日ぞお ぼろなる 


月の わづ かに かすむ 夕暮 


關白 左大臣 


一 0 S 


藤 原高秀 


_( tr のす むぅ つぼ 木ながら 花暌 きて 救濟 法師 


五 


稹の葉 や 月を 殘 して 霞む らん 


六 


一罨花のとぼその明けぼのの山 


七 


けぶ b とならん こと ぞ 悲しき 


た 花の 枝は ともに 燒かれ るかと 思 ふと 悲 
しみ. に 堪へ ない と 風流の さまに うつした 
附け方。隨つてつ茗のやうな註が加へら 
れてゐ る。 「この 句 ゅ袅に 時の 人 圓嘉を 
爪 木の 阿闍 梨と なん 申侍リ ける」 

(九〕 年年の 春の 懷舊を 抽象的に いつて ゐ 
y 前 句に、 附^; S、 老齢を 花に 慰めて と 
具象的 5 ベ ^ 

(一 0〕 若い 靑 春の ころには、 人に 訪はれ 、 
世に もてはやされて ゐ たとの 前 句に、 い 
まは 老いは てて 花咲かぬ 木の やうに 身を 
なして と、 老後の 述懐を 敍 した 附け 方。 
(一 0 圖本 「興 直」 

(一一 一) 人が 住まぬ か、 あるいは 家が 衰 へな 
どして 庭園が 荒れて 春 草が ぼう/ \ と 茂 
つて ゐ る。 白 氏 文集の 年年 春 草 生の 句に 
似る。 

(一一 〇附 句は、 久しく 他鄕へ 赴いて ゐた人 
がた また ま 故 國を訪 ふと、 住む 人 もな く 
空しく 咲いて ゐる 花の やうに、 われ も 同 
じさ ま であると 述懷の 旬と した。 

(一四〕 鐘聲を 聞く ほど もな く 夜が 明ける と 
いふ 夏の 前 句を、 老境に 入って は 目 覺め 
がちで、 春の 長夜 もはや 明ける と 季を轉 
じて 述懷 とした。 


八 


g 〈山人の 薪に まじる 花の 枝 


思 ひ 出は ただ 年年の 春 
一 〇 党 花に なほ 老の 命は ながらへ て 


圓嘉 法師 


權少 僧都 快宗 


昔の 春ぞ A にと はれし 

一§#ぃぬれば花暌かぬ木に身をなして藤原 #= 直 


一二 


春の 草と しとし 庭の 荒れし よ 


1 三 


11 我 さへ ともに 古里の 花 


あくるは 易き 鐘の音 かな 

一四 


神  爲淸. 


一 0 五一 一春の 夜の 寢覺 は老の & らひ にて S 原 時 S 


宽玖波 集 9 ) 


四〇 


(一) 夜 床の わびし さに 早く 起き 出たい。 
もぅ 鷄が 鳴き さぅな ものと 待つ てゐ る。 
老人 か、 旅立つ 人 か V あるいは 戀に惱 む 
人 か 明らかでは ない が。 

(一一〕 附句 は、 花盛りの ころ、 心は 野 山に 
あこがれて、 早く 床を 離れたい、 夜は ま 
だ 明けない かと 嘵を 待つ 意に した。 

0 一一〕 當て 事は とかくは づれや すいとい へ 
ば、 自分の 上に も豫 想には づれ 、なに か 
不吉の ことで もと 案じられる とい ふ 人事 
の 上の 前 句。 

(四〕 人事の 前 句を 輕く 自然の 上に 扱 ひ、 
花は 一日 も 長く 賞 m したいと 思 ふのに、 
あいにく そのころ は 風が 一層は げしく 吹 
きす さぶ と 附 けた。 

(no 風が 吹き荒れて 草庵の 雪も殘 さず 吹 
き拂つ たとの 冬の 句。 

(六〕 附句 は、 雪を 散る 花と 見て 山 庵の 落 
花を 詠 じた 句と じた。 

(七〕 あれ や これ やと 紛らは して ゐたが 、 
夕暮れに なつて 今日の 日 も 長かつた と、 
夜を 樂 -b みに 待って ゐる 人の 述懐の 句。 
(<,〕 花 下 忘 レ 歸因二 美景 一との 白樂 天の 旬 
の やうに 花に 見とれて 晝 間は 氣附 かずに 
過ごした が、 夕暮れに なって 春の 永日が 


一翼 


鳥は 鳴 


力 


と 明くるを ぞ# つ 


一 〇 五一 一一 春の 夜 もな がく 覺ゆる 花 盗 


三 


狄 の 中の M ふに たが ふこと わ 


四 


一 § 花の 頃 こそ 風は なほ 吹 X け • 


五 


柴の戶 には 雪 も 殘らす 


六 


一蓮 此 里の 花には ことに 風 吹きて 


七 


日の ながき を も 夕に ぞ 知る 


よみ 人知ら や 


關白前 左大臣 


二 品 法 親王 


I ハ 見る ^ はか へらぬ 花の木の もとに 導譽 法師 


わかつ たと した、 說明附 0 

(九〕 法 勝 寺は 白 河院が 御 建立に なつた 寺 

で、 六 勝 寺の I つ。 

(一 0〕 絲櫻 はし だれ 櫻の ことで、 花の 紐と 
くこと を 絲の綠 語を 利用して 縫の 綻ぶと 
仕立てた。 

(二〕 附句 は、 霞は まだ 立たない のには や 
花は 十分に 咲いた とい ひ、 霞みの ことを 
霞の 衣と いふの も その 緣でつ づけた。 

(一一 一〕 ちゃぅ ど その 折りは 山里の 春で あつ 
たとの 前 句の 折りを 折る 意に 取り、 一枝 
折る ことを 許された とつ づけた。 

(一一 0 前 句は、 夕 映で 見える Q か、 燈の光 
リで 見える Q か、 漠然と いつて. 季も あげ 
てない。  ： 

(一四〕 附 句は、 花は 霞 中に も 紛れないで そ 
れと わかる と附 けて 春の 句と し ^ 。なほ 
見える とい ふのに 應じ てゐ る。 花は 夜目 
にも 紛れぬ とか、 花ょり 明ける と 歌で：^ 
詠み 習は し來た つたのと 同 例。 

(一 a 山上の 花を 遙かに 眺める と 長く 蔭が 
うつる とつ づけた 。柿 本人 麿の 「足 引き 
の 山鳥の 尾の しだり 尾の ながながし 夜を 
ひとり かも ねん」 の 歌に よる 附合〇 


九 


卷第 


二 


10 五八 


一 0 五 九 


花の 頃法險 寺に て 


一〇 


絲櫻 花の ぬひょ 6 ほころびぬ 
と 侍りけ るに、 花見る 人の 中に 

11 

-1 霞の ころ  も 立ち もは てぬ こ 


を- 〇 からなる は 山里の 春 


一二 


三 


一四 


10 六 0 


ながながし きは 春の 日の 蔭 

一 5E 

山鳥の 尾の 上の 花を 遠く 見 


前 大納言 爲世 


詠み 人知ら す 


枝の 花を あるじに ゆるされて  藤 原忠賴 朝臣 


かげ もな ほ 里は 見えけ 


霞め ども 花は まぎれぬ 梢に て  源  氏 光 


て 


圓海 法師 

四 一 


荛玖波 集 (下〕 


四 二 


C 一〕 北へ 歸り 行く 雁は 春を 忘れずに かな 
らず 立ち去る とい ふのを 春に 花を 附け 
花は いかに 惜しんでも 別れが あると つつ 
けた。  % 
0 一〕 網 代は 冬季、 魚が かかる ために 杭を 
川 中に 打ち、 竹で かこつて ある もの 。白 
浪が その上に 打ち寄せ たと 水邊 Q 景を詠 
んだ。 

010 附句で は、 網 代を 網 代 車に とり、 白 
浪を 落花の 意 rc して、 落花が 花見 車の 上 
に ひらひらと 散り かかる 意に 取つて 附け 
た。 

(四〕 詠む るは 物 思 ひながら 見る 意。 

(一 II) 吹き 拂ふ 風で も 悉くは 散らさな いで 
幾らか 花を 殘し てゐ るのに、 月は 一層 か 
すむ とつら ねた。 


(六〕 時が 週ぎ て 行った、 そのむ かし もた 
だ 昨日の やうに 近い 感じが するとの 雜の 


雁が ね や 春を 忘れず 歸る らん 

一 2 ハ1花にかならず別れこそぁれ 


網 代の 


も哀ぞ よせけ る 


三 


權少 僧都 長驗 


i 小 車に 花を あらしの 吹き かけて  敬 心 法 


詠む る 月 やな ほかす むらん 
5 六 一一 一 mE だに も 花を ば 殘す 木の下に  救濟 法師 


文 和 五 年 三月、 西芳 精舎の 花見る とて 百 韻 連歌 侍り 


しに 


y 


六 


時ぅ つるむ かしは け ふの 昨日に て 


(七〕 その 思 ひ 出は 花の 夕暮れだつた と ^ 
の 述懐を 附け た。 

(八〕 京 •伊本 「出 や」 

(九〕 この 谷 陰に ょその # と對應 させた 0 
(一 S 風流な 人人は 春を 惜しむ 情が 痛切で 
あるが、 春 そのものは 別になん とも 田： 3 は 
ずに 無心に 暮れて 行く であらぅ。 

(二〕 人は 落花を 惜しんで ゐ るのに、 花を 
散らす 風は 平氣で 人の 心を 察しない と 順 
逆を對 にした。 

(一 〇 名 本 「風の」 

(一 a 通 ひ路は 雪に 跡つ けたと きから まだ 
殘つ てゐ る。 

(一 C 名。 逸 •大 一本 r 後 も」 

(一 a 雪を 落花に 取り、 通ひ路 を池邊 にあ 
ると して、 その 道 も 人ので なく ^ の 甫 一 つ 
た路 とし、 池の 面には 雪を 欺く 櫻が 散り 
敷き、 AI が 通つた 足跡は 雪に 印した ょり 
も 際立つ て 見える とした。 鳩 白 f ^. ®' ひ路 
は 寄 合。 

(1 0 蘇 東坡は 春宵. 一刻 値 千金と 謠つ てゐ 
るが、 やは 9 淸少納 言が 枕 草子に いって 
ゐるや うに 曙が 良い。 

(一七〕 淸 香の ある 花が 散った ゆ ふべ を 忍ば 
せる 曉 鐘を 聞いて と附 けた。 


10 S ことお も ひ 出 も 花の 夕暮 


卷 第 


二 


松風は この 谷 かげと 思へ ども 

九 

一 c 空よ その 嶺 よ. 〇 散る 櫻 かな 


關白前 左大臣 


前 大納言 尊 氏 


一〇 

心 もなくて 春 やゆく らん 

'  二  ご一 

一 0 突 散る 花のう きを ば 風 もよ も 知ら じ 藤 原 11 ^ 


5 六 七樓ち 


一三  一四 

かよ ひ路は 雪よ^ 〇 なほ 

も殘 b け 

1 五 


池のに ほと 6 


頓阿 法師 


一六 

春 一時は なほ も 明け ぼの 


一七 


一 0 六 〈花ち 6 し 夕に 似た る 鐘 聞きて 


相 阿 法師 

四 三 


荛玖波 集 (下〕 


四 四 


(一 0 藤 •圖 •京 •甫 •名 •北 •大 •早 本 
「わかれのぅ きは」 〇 憂き は數か ぎりが 
ない が、 ただ 一夜の ことから であつ たと 
萬と 一と 相對 して 述べた。 

(1 一〕 山の 木蔭の 笹葺 の 庵に 花が 散り 落ち 
る ゆ ふべ などは わびしい ものであるが、 
これ も 一夜の 憂き を 忍べば 格別 堪， へ- られ 
ない ことは ない とつ づけた。 一夜の ょに 
笹を附 けた。 

00 藤* 圖本 「雪 むら むらに」 〇雪 はと 
ころ どころ 殘つ てゐ るが、 雪解けの とこ 
ろ どころ には 春 草が 生えて ゐ る。 

(四〕 年年 故里には 花は 咲く が、 見る 人が 
なぃ と、 白樂 天の 「古 墓 何 代人、 不レ知 

姓與レ 名、 化爲 _ 路傍 土 —'* 年年 春 草 生」 の 
詩 意を 取って 附 けた。 

(主〕 夢のは かない 契りは それが 別れで あ 
った。 

(六) 文選 朱 玉の 高 唐賦に 一 婦人が 楚の襄 
王に むかって、 妾は 巫 山の 陽、 高 丘の 岨 
にあり、 且に朝 雲と なり、 暮れに 行 雨と 
なるとい つた 巫 山の 夢の 附合 。それを 直 
ちに 雲の やうに 見える 花の 散った 意に う 
つし 惜春の 情を 寄せた。 

(名〕 名は ありに 原を つづけ、 歌人 在 原 業 


よろ づの うきは 一夜な 6 け， 〇 
一 0 W 花の 散る 山の 木 かげの 笹の庵 


三 

雪む らむら の 野は 春の 草 
一 ^ 〇年年の花のふる里人庄まで 


五 


夢の 契 も 別れな b け 


六 


一 0 ± 朝には 雲と なゎぬ る 花 散， 〇 て 


七 


名は ^ 6 原の あと ふ 6 にけ. 〇 


八 


性遵 法師 


權少 ft 都 永 運 


神  貞嗣 


§11 雨露に しぼめる 花の 色 見えて  藤 原重宣 


又 5 身 九 
み の 
す、 か 
は ね 
我 ご 
れ と 
设 も 
にた 
な の 
し ま 
と  れ 
花 ぬ 
も 春 
知 
れ 

珍 

惠 

法 

師 


あはれ とい ふ も 愚な b け- 〇 

A だに も 花に 先 だつ 世の中に  大中 臣國親 


春 もい まは の 入相の鐘 

111 

山風は 花ち る 里の ゆ ふべ にて  付 # 法師 


弘安二 年 八月、 日吉社 奉納の 獨 連歌の 中に 
い たづら にこ そ 風 も 吹 くらめ 

一三 

山 @ ちるべき 程は ち. 〇 はてて  法 印定意 


四 五 


平と いひ、 その 遺跡 も 古くな つて ゐ ると 
いつて ゐる〇 

(八〕 附 句は、 古今 集 序の 六 歌仙の 評に、  一 2 三 
業 平の 歌は 萎んだ 花の 匂殘れ るが 如しの 
評語に よつて 附け 、古址に 雨に 濡れて ゐ 
る殘 花が 人の 情緒を 引く として ゐ る。 

(ル〕 神宫本 並びに 高 本には これ 以下 七 人 
の 前 句、 附句 が缺 けて ゐ る。 

(一 0) かねごとは 將來を かけた 約束、 それ -1 
も あてに ならぬ 春と述 懷 した 前 旬を わが 
行く末を のべて 惜春の 情と して ゐ る。 

(二〕 「今日 來ずば 明日は 雪と ぞ 降りな ま 
し 消えず ば あり 共…」 (業 平) といつた 花 
より 脆い 人生は 哀れと いふ も 及ばない。 

(一一 一) 九十 日の 春 景色 もい まは おさら ばと  一 S 五 
なる、 三月 晦日の 暮れ方の 鐘を 聞いて 惜 
春の 情に 堪へな いこと を、 能 因の 「山里 
の 春の 夕暮れ 來て 見れば 入相の鐘に 花ぞ 
散リ ける」 の 歌に よつ て附 合と した。 春 
もの 「も」 の 一字に わが 身の 意を もたせ 
て ある。 花 散る と ある 本よりも 花 あるの 
方が 山風に 對し 、心を 動かさせる 上に 古 
歌よりも 新味が ある。  1 
(一一 0 風は 花を 散らす のを 職と していつ て 
ゐる〇 

卷第 十二 


第 玖 波 集 (下〕 


四 六 


(一〕 紅葉の 風は 紅葉を 吹きは ちった 風。 
0 一〕 藤 •圖 •名* 甫 •京. 大 。石* 逸. 
內本 「是 にこ そ」 北 本 「道に こそ」 

(一 0 附 句は、 紅葉を 櫻の 紅葉と 取り、 紅 
葉の 風に 源氏の 紅葉の 加 貝を 取って これを 
附合に用ゐてゐる。 

C 四〕 西芳 寺は 西 山に あって、 夢 窓 國師が 
築いた 庭が いま：^ 有名で ある。 


(五〕 春の 月は 霞む 習 ひ、 暮れ行く 春の 夜 
はたれ に 惜しませる つもり か、 すべてが 
みな 惜しんで 涙を 流し、 各人の 袖に 宿つ 
てゐる ほどで あると 強調した 句作り。 
(六〕 一片の 花びら も 留めない 暮春の あり 
さま a 

(七〕 附句’ U、 春の 月は 朧に霞 む もので あ 
るが、 有 明けの 月 ももは や 霞に 包まれな 
い。 春は 花に も 月に ももは や 面影を 殘さ 
ないと惜春の旬。 

(〇 花に 別れなければ ならない 日 も 近づ 
いて 來た 。花から 花に 浮かれる 蝶の や； X 
に 輕ぃ -r の 身は、 殘り少 い 花の 上に 止ま 
る。 莊子の 夢を 底に もっての 作。 


紅葉の 風 も 空に こそ 吹け 


三 


一 s -t: 花ち. 〇 し 跡の 櫻 木 名を とめて 


救濟 法師 


四 


關白 左大臣 西芳 精舎の 花の 下にて 連歌し 侍りし に 
誰に 階し めと 春は ゆく らん 


五 


一 0K 人 ごとの 袖の 有 明かす む 夜に 


六 


花に ® II るる も あはれ いつまで 


八 


大 江. 成 種 


面影の なき こそ 花の わかれな れ 
一 ■霞き えたる 有 明の 月  法 印聯海 


一 0<0  かろき 身は 春の 胡蝶の 如くに て  導譽 法師 


思 ひ 出づる ぞうき 淚なる 


'■(札〕 血の 淚を 紅の 色と ■いひ、 岩つつ じに 
いふを 掛けた。 古今 集の 「思 ひ 出づる 常 
盤の 山の 岩つつ じいは ねば こそ あれ 戀ひ 
しきものを」 の 歌を 踏まへ ての 作。 述懐 
の 句を 暮春の つつじ 花に 轉 じて ゐる〇 
<一0〕 暮れて 行く春の ra 靜な隱 棲の 前 句に 
山陰の 地は 日が 早く 暮れて、 なほ 春で あ 
りなが ら 永日な しとい ひ、 下には、 レ 亡し 
くて 永日な しの 意を こめて ある 〇戶ぼ そ 
は戶の一部分の 4 、それを戶全體にぅつ 
し、 ここは さらに 庵の 意に 用 ゐてゐ る 0 
(一一〕 山麓に たなびく 絲 の やぅな 煙は 火葬 
場の 荼毘の 煙と して ゐ る。 

-a 一 d 甫 一 。 京 本 「末に」 

(110 附句 は、 春の 草の 萠 えて 行く のを 煙 
にょせ る ことにょり、 死んだ 人の 跡には 
やがて 春 草が 生えて 行く であらぅ と、 無 
常の さまに 附けた 。白 氏 文集の 「古 墓 何 
代人」 の 意を 踏まへ ての 作。 

G 四〕 學 。北 •高*  土。 ^- 本 「稱 阿」 圖 • 
橋。 石 本 「林 阿」 藤* - H1 •大 一本 「_ 阿」 


九 


一 〇 〈一  紅の 色とは 是を いはつつ じ 


人とは ぬ 柴の戶 ぼ その 春 暮れて 
一 0<  一一  山の 陰には、 ながき 日 もな し 

櫻は 散 6 ぬ あとの 面影 
一 0<1一1 木の もとに 八重 山吹の 花睽 きて 


二  一一 一 

けぶ 6 の 末の 見 ゆる 山 本 

一三 

一 0 <四 なき 跡は 春の 草に やな， 〇 ぬらん 


1 れて 見し 老木の 櫻 また 散 6 ぬ 


救濟 法師 


寂 意 法師 


木鎭 法師 


一四 

林 阿 上 A 
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四 七 


荛玫波 集 (下〕  。  -  四 八 

一 0< H£ 1 しめば とても 春は とまらず  源賴章 朝臣 


け ふ 過ぎ ゆく も 一時のぅ ち 
一 天六 #" ひがたく 失 ひやす き 春 暮れて  救濟 法師 


明日まで 花の 散 b のこれ かし 
S 5 ぁぢ きな く 後の 春を も 知らぬ 身に 源  義篤 

-(110 散らぬ は 花を 惜しむ 人の 散らない の 

をい つ、 / C もの Q  三 

S〕 附句 Q 「春ながら」 は 霞んで ゐ るの  散らぬ 別れの 花の ゆ ^ ぐれ 

.(5 f^ TlT l •逸。 大 一本 「氏 賴」  s« け ふ も 聞く 入相の鐘は 春ながら  源  賴氏 

<六〕 柴 庵を 訪れる と、 人は 岀て 行つ てゐ 
ない が、 花は 散リ かかつて 春の 彩 見を 止 
めて ゐ るとの 附句 は、 前 句の 花見の 友は 

■散らぬ ぅちとぃ ふ 句に つけて 感じ 深ぃ も  花の 友 こそ 散らぬ 程な れ 

< 5 人の 命は はかない ものであるから、 10 公 紫の 戶に 春は 殘 b て 人は なし  導 朝 法師 


< 一 〕 惜春の 情を 附合 にして ゐ る。 


<11〕 惜春の 情。 


當 面の ことを 要と すべく、 後の ことは 期 
せられない。 

(<〕 老いて は 春の 別れが 一層 辟し いと 附 
けた。 

(九〕 打ち 垂れ髪は お下げと いひ、 古の 婦 
人や 小兒の 普通の 髪の 形。 その 髮の 短い 
とい ふのを 夏の 夜の 短き にい ひ 下した。 

(103 附句 は、 拾遺 集の 「ほととぎす をち 

かへ りなけ うな ゐ子が うちた れ髮の さみ _ 
だれの 空」 Q 歌に ょり、 郭公の 聲を 短夜 
の 夢に 聞いた として 附 けた。 うな ゐ子は 
子供の こと。 前 句の 打ち 垂れ 髮に應 ず。 
ここにうな ゐ ことい ふのは 郭公を 指した 
もの か。 

(二〕 われは 人に、 山は 里に 對す 。山では 
人ょり さきに 郭公の 聲を 聞いて 喜んで ゐ 
るが、 かなたの 里では 聞きたい と 待つ て 
ゐるだ らう。 拾遺 集には 坂上是 則の 「山 
がつ と 人は いへ ども 杜鵾 まづ 初聲 はわれ 
のみ ぞ 聞く」 の 詠を 踏まへ た 作。 

(一一 D 夢のう ちに も 語り あ ふと 懷 しい 人の 
上を いつた 句を 郭公の 聲 とした。 六 翁の 
歌に 「うたたね Q 夢に や あらん 時鳥 おど 
ろく ほどに またも 聞えぬ」 を 逆にうつつ 
に聞ぃた聲が夢にも入るとした。 


七 


命を も 知らねば 後 もたの ま )^ ^ 


八 


一 0S 老いて ぞ 惜しき 春の わかれ 路 


藤 原冬隆 朝臣 


九 


一〇 

一〇九一  この 


うちた れが み. の 短よ の 夢 

はうな ゐこ とい ふ 名の 有りて ft 原高秀 


救濟 法師 


むかひの 里に A や 待つ らん 

二 

一 §一  我ぞ まづ 山に て 聞きつ 郭公 

.夢の 中に も又ぞ かたら ふ 

二 一 

一 §1 待ちえ つつ 聞きて ぬるょ の 郭公  乘 阿 上 \ 


卷第 十一 


四 九 


莬玖波 集 (下) 


五〇 


(一〕 藥玉 はいろ いろの 香料を 袋に 入れて 
裝 飾を 施し、 五色の 絲 をたら した 飾 ひも 
の。 五月 五日の 節句の 魔 除と して ゐ た。 
この 日 あやめで 軒を 葺 くことは いま も 行 
はれて ゐ る〇絲 かけて と あるので、 ささ 
がに (蜘蛛〕 を點 出した。 

0 一〕 橘は むかしを 忍ぶ よすがに なつて ゐ 
るので むかしに つけ、 袖に 片 敷く は寢る 
に附 く。 片敷 くは 片方は 上に 着、 片方は 
下に 敷く こと。 


け ふの 日に 袖の くす たま 絲かけ て 
一 S 四 あやめの 軒を つた ふさ さがに 


ぬる 夜の 夢ぞ むかしな 6 ぬる 
一 0 会 橘の 匂を 袖に かたしき て 


祐阿 法師 


源  親 光 


00 高 •大一 •小 •逸本 「名を も 雲井に J 
(H〕 十訓抄 十二に 出て ゐ る。 賴 政の 高名 
を 時鳥に たと ベて ゐる〇 月の 入る に 弓を 
射る をい ひかけ た。 


高 倉 院の御 時、 南 殿の 上に 鶴と いふ 鳥 鳴き 侍りけ る 
に、 賴 政を 召して 射 侍るべき よし 仰せられければ、 
五月闇の くらき に、 聲を しるべに て、 仕りけ るに 祿 
を かくる とて 後 德大寺 左大臣 


三 


まとと ぎす 雲井に 名を も あぐる かな 


四 


一 0 突 弓 張の 月の いるに まかせて 


從 三位 賴政 


(五〕 當て にもなら ぬが、 さすがに 夕暮れ 
は來 るかと 待たれる と戀 の 句。 

00 附 句は、 五月雨の 晴れ間の 月を 待つ 
意と した。 


五 

たのまれぬ とも まつは 夕暮 

六 

1 02 五月雨の はれま も 月の 頃に して  大中 臣憲宗 


(七〕 夏な きは 夏を 知らぬ 意 < 
(八〕 短夜は 夏の 夜。 景 氣附。 


夏な き 露の むすぶ 木の 下 

八 

10 欠み じか 夜は 明けても 月 や殘る らん 常智 法師 


底 r ?l r;  •橋 本  雲く 池-にも かげの 花み ぇて 

「禪 S 藤。 圖 •石. 內 •名 本 「 禪 場」  一§ 底なる 水の 月ぞ 涼しき 


法 印 SIO 陽 


G  〇 景 氣附。 


風 ばか 6 こそ 涼し か 6 けれ 
コ〇〇 むら 雨に 梢の 蟬の聲 ませて 


藤 原資 顯 


(11D 松風の 音が 涼しい の に 瀧の 落ちる 聲 
がま. た 谅昧を 加へ てゐ る。 

卷第 十二 


一! 一 


松風に 涼しき 瀧を 聞き そへ て 


五一 


宽玖波 集 (下〕 

<# 

( 一 〕 夕 山の 蝉の 聲を あしらつ て附 けた。 
00 秋の 夜寒む を 思 ふ 句。 

00 附 句は、 古今 集の 「あけたて ば蟬の 
をり はへ なき 暮らし 夜は 發の もえこ そわ 
たれ」 の 語を とつて 夏 蟬を賦 し、 鳴かぬ 
日は なしを 泣く に 取り、 佗び 人の 上に 及 
ぼした。表は夏の句で、裏は述懷めいた 
ものが ある。 衣に 對し 織りと 受けた。 を 
りは へは 引きつ づき 長長のと の 義。 

(四〕 晋書に、 孫康は 窓の 雪、 車 胤は 螢の 
光りを 燈火に かへ て 苦學 した 故事に ょつ 
た 附 合。 

(一一 0 附句 は、 火 取る. の 義にな し、 夏蟲の 
はかなく 身を 燒き 亡ぼす 意に 附く 。前人 
の 立派な 行跡に 對 し、 い たづら に 消え ゆ 
く不肯 の 身を， 愧づる 述懷。 

(六〕 懸 車は 漢書に 見え、 官を 止め 致仕す 
る こと'、 當 時の 制では 七十 歲。 花やかな 
時代は とつく に 過ぎ去つ て 老いが 來たと 
の 述懐の 前 句。 

(七〕 源氏物語 夕顏 の 卷に 、光源氏が 車を 
駐 め、. 夕顏の 花を 一枝 折り 取らせた こと 
を 語の 緣 として 車に 夕 顏を附 け、 その 花. 
とい ふので 花やかに とい ひ 下し、 かがや 
かしい 人生を / C とへ た。 


二 01 夕の 山は 禪の 


佗び 人のぅ すき 衣の いかな らん 

三  X 

ーー〇一一 蟬 のを 6 はへ 鳴かぬ 日は なし 


集めけ る 窓の 白雲 消えぬ るに 


四 


一 il 發の 火に も 文字は 見えけ 


ひ^ J  ひと^ 〇 そ さき 立 ^ し 跡 


五 


五 二 

平  重 時 


導譽 法師 


前 中納言 有 ® 


一一 g あだし 身は 夏 ある 蟲のた ぐ ひに て關白 左大臣. 


六 


車を かくる よは ひに ぞなる 


七 


二 0 五夕顏 の 花やかなる 時す ぎて 


相 阿 法師. 
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ょむ 歌の心は 人の 行衞 にて 
種 まく 草は 撫子の 花 

二，  ! 
くらげ も 骨は あると こそ 聞け 

舟人の もてる 雇 や 海の 月 


(<〕 歌の 想は 詠む 人の 志を 示す ものと い 
ふ 意。 

(九〕 大和歌は 人の 心を 種と してとの 古今 
集の 序の 語を 取つて 附け たか。 あるいは 
詞華集に 「種 まきし わが 撫子の 花 ざ かり  二 2 
いく 朝露の おきて 見つ らん」 の 歌の 上句 
を 取つた もので あらぅ。 

(一〇〕 北 本 「爲 阿」 

(一 G 骨の ない 海月に 骨が あると いふ、 難 
題の 句。 

(一一 一〕 附 句は、 くらげは 海月の 二字を あて  二 S 
るので、 舟人の 持 つ屬は 海の 月に 似て ゐ 
ると し、 扇には 地 紙 も あれば 骨 も あるの 
で 附合 とした。 

(一一 〇 一  夏は 佛徒が 六十 日 修業す る 夏 安居 
〇 ゲ アン ゴ〕 のこと。 夏 安居の 間 月に 親し 
む 意。  ニス 
C 一四') 险に こもる とは、 あたりを 吹きし き 
つて ゐた山 風が 松 間に 殘 つて ゐる 意。 

(一 五〕 吳 竹は 淡 竹の こと。 吳 竹の 林の 奥に 
煙が 立つて ゐる 。その 奥まつ たと ころに 
小院が あつて 人が 住む と 見える。 

(一 〇 その 小院に は 世間と 遠ざかつて 夏 安  二 0 ル 
居を 行ふ佛 徒が ゐ てと 前 句に 應じた 。こ 
もる は 夏 安居と 附 合。 

卷第 十二 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 普通の 秋で さへ 賴み .にならない、 殘 
秋は なほ さらの こと だ 0 
00 圖 。名 •イ •甫本 「秋に」 

(一一 0 老人は 若い 人より 脆い 露の命で あれ 
ばと 附けた 。 


二 


殘 6 の秋ぞ なほ もたの まぬ 


三 


二 10 老の 身は 人よ 6 露の命に て 


五 四 


關白 左大臣 


(四〕 遠く 隔っ る戀の 句に、 秋の たそがれ 
の わびし さを いま も體驗 して ゐ ると 附け 
た 0 

(一 0 曉の 空に 月が なほ 殘り 、この 上に も 
月を 賞せ よと あるのは 八月 十五夜 か 九月 
十三夜の 曉 の やぅに 感じられる。 

00 甫 •名* 逸本に よって この 附 句を 補 
ふ。 〇附 句は、 ただ 憂い 秋の 月と し、 隱 
れ家は 世間とは 變って 欲しい と附 けた。 
逆附。 

(七〕 甫 "名， 逸本に よって この 前 句 およ 
び 作者 名 「周 阿 法師」 を 補 ふ。 學習 院本 
等 諸 本は 源氏 賴の句 から 「うきことは」 
の附 句に つづいて ゐるが 、それは 誤りで 
ある。 


關白內 大臣に 侍りし 時、 家の 千 句に 
遠くなる そなたは なほ も戀 ひしき に 


四 


三 一け ふ もむ かしの 秋の 夕暮 


救濟 法師 


五 


なほ 月見よ とのこる. 曉 
ニー ーー 隱れ 家は 秋のう き 世に か はれ か 


源  氏賴 


七 


心 迷 ひや 淚な るら / i 


三 111 ラき ことは いつも 秋と も 分かぬ 身に 闺阿 法師 


(八) 憂き ことは 身を 離れない から、 ぅき 

そのものが わが 生命で、 外の 人には 全く 

ない のか も 知らぬ。  . 

(〇 藤 •甫本 「ぁはれ 我に や 限る ^ ん」 

0 0〕 老いの 身の 秋の 夕 ^ の わびし さは 相 

も かは らぬ と附 けた。 述懷の 句。 

(二) 秋風は 水の 上から 吹 X と 見えて 涼し 
ヽ〇 

(一 〇 川上の 霧は 柳の 枝に 露と 結ぶ らしい 
と冷眛 の 附合 。川は 水に、 露は 秋に 附 く。 
景 氣附。 

(M-D 秋の 憂い ことは 自分で わかつ てゐる 
はず だのに、 どぅして 物 思 ひを 增す こと 
を 作つ たかとの 意。 

G 四〕 荻の 葉の 上を 渡る 風は 高い 音を立て 

て わびしい が、 これを 植袅て 置かな かつ 

たら その 悲しい 聲は 聞かれな かつた のに 

と、 抽象的な 句に 具象的に 附け 加へ た。 

(一 e 每夕 さびしい 荻の 上 葉を 吹く 風を 聞 
<o 

(一 〇 せめて 月で も 出れば、 友と すべき だ 
.が、 月の 秋とは いひながら、 ひと 月の 始 
め ごろは 一向 月が 出ない とわび しさを 述 
ベた。 


**、 

憂き ことは 我が 命に や 限る らん 
ニー 四 老のゆ ふべ は 今までの 秋 


水のぅ へょ- 〇 秋風ぞ 吹く 
一二 

二 S 川霧 や 柳の 露と な^ 〇 ぬらん 


一三 


越 智通遠 


寂眞 法師 


憂き ことは 我と 知るべき 秋なる に 

一四 

ニー 六う 忌ず はき かじ 荻のう は 風  菅原長 綱 朝臣 


一 五 


この 夕暮も 荻のう は 風 


ニ ハ 


三 -fci 秋ながら はじめの 程は 月 もな 


秋風は 止む 時 もな く 吹きつ るに 


平  時 助 


卷第 十二 


五 石 


寮 玖 波 集 (下〕 

(一〕 秋風は 止まないで、 さびしく 吹く と 
いふのに 、桐の 葉が 落ちる 音は 雨の 音に 
似て 一層の わびし さを 加へ る。 桐の 大き 
い 葉を 取り出し / C のが 句 柄を 新しくして 
ゐ る。 

(一一〕 古い 都の 夜半の 月は たれが 賞す るの 
か、 さぅ いふ 人 も あるまい。 

00 藤。 圖 。早 本 「秋の 月」。 

(四〕 その 廢墟の 悲し さを いふた めに、 人 
間の 築いた 殿堂は 減んで しまつた が、 た 
、だ 悲しい 秋 ばかりは むかしの まま だと 附 
けた。 秋を 詠んで ゐるが 、杜甫 Q 國破山 
河 在、 城 春 草木 深の 詩を 底に もって ある 
作。 

(主〕 前 句 「思 ひしに」 と ある 本に ょれば 
その 附句は 「柴 の 庵は 常の 秋 かは」 と 逆 
附を 取るべき であり、 「思 ひしれ」 と 直接 
に 月に 訴へた 方の 前 句なら ば 「常の 秋風」 
の附 句に ょるべき である 0 
(六〕 秋 も 半ばは 過ぎ、 今宵の 月 も 更け わ 
たつた。  . * 

(W) 地上には 松に も その 下に ある 荻に も 
風が 吹き わたつ てゐ ると、 悽愴な 光景を 
つらねた。 

(八〕 その 忌垣に さして ゐる月 も 澄み わた 


二 K 桐の 落葉は なほ 雨の 音 


誰か 見る 古き 都の 夜半の 月 

四 

一一 U  秋 ばか b こそ 昔な 6 け 6 


れて 見る 月 も 哀れと 思 ひしれ 


五 


一ニ ー〇柴 のい ほ 5 はつねの 秋 かせ 


六 


月 も ふけ 秋 も 半ばは 過ぎに け 


七 


ニー ーーと もに 風 ある 松の した 荻 


.八 


忌垣の 月 もす みよしの 浦 
二 H 波 こ ゆる 松の 下 枝に 露み えて 


五六 

神  •爲淸 


圓孃 法師 


法 印弘全 


乘阿 法師 


藤 原長泰 


つて ゐ るとの 意。 住吉 の 浦には、 上中下 
の 筒 男 命を祀 る 住吉三 社が ある。 忌垣は 
そのめ ぐり の 垣 0 

(〇 松の 下 枝に 波う ちかけ て 梢に 露の 玉 
を かけて ゐる さま。 後 拾遺 集の 「沖つ 風 
吹きに けらし な 住吉 の 松の しづ枝を 冼ふ 
白波」 Q 歌を 踏まへ た 作。 さらに 月 や 露 
と 景物を 添へ、 その 風物を 觀るや うな 附 
合。 

(一 0) 自分は 世の 人が 嫌 ひに なつた、 秋の 
季節には 特に さう だとの 意。 

(一 0 暗涙に ょそ へられる 露は 茅の 葉に 置 
き あまる であらう とさび しい 風物の 上に 
うつして 附 けた。 

(一一 0 名 •大 一本 「木の葉の」 

(一一 0 白露の 置く を 奥に いひ かけ、 數多に 
對 しいろ いろと 附 く。 

(一 E3 〕 現實 の ものは 去つて 行く。. 袖の 上に 
映り 殘つ てゐる ものは 捉へが たい 月光 ば 
かりだ。 

(一 5 うつりの 緣から 紫 草を 出し、 その 花 
を 見て 月影を 忍ぶ と附 けた もの。 ゆかり 
の 草が 月の 異名と なつた のはい つ ごろ か 
ら のこと かわからない が、 ここ も附 合と 
した もの か 0 


二 一一 三 


10 


A は 秋なる 我が こころざし 


一二 


露 やちの 葉の 上に あまる らん 藤 原 親秀. 


秋の 頃 ほひ ある 所に 女 どもの 數多み すの 中に 侍りけ 
るに、 男の 歌の もとを いひ 入り 侍りけ るに 


白露の おくに 數 多の 聲すな 


h- 


よみ 人 しら ^ 


と # るに 末は 內 より 


ご 11 


一 11 一四 ^ のい ろい ろ あ 6 と 知らなん 


四 


うつ 6 殘るは 袖の 月影 


1 五 


一一 一 S むらさきの ゆか^' の 63 ■に" 化を みて 大江成 種. 


卷第 


五 七 


荛玖波 集 9 〕 


五八 


(一〕 鹿は 鳴いて 山の どこへ 行く ので あら 
つと 0 

0 一〕 松 間に 鹿の 聲が して、 秋風に それが 
つたは つて 來るど 附けた 。これにょり 鹿 
の 立つ てゐ ると ころがは つきり として 來 
る 0 

(一一 一〕 心が いふ ままに なつて くれれば ょい 
が、 意地 張つて ゐ るので 自分は 辛い と、 
わが 心なが ら制 しきれないのを かこつた 
述懷 。多分 戀な どを いつた もの。 

(四〕 附句 は、 伊勢 物語の 「大方は 月を も 
めで じこれ ぞ この 積もれば 人の 老いと な 
る もの」 の 歌に ょリ 、名月を 觀 賞す るた 
び ごとに 老いが 來る けれども、 心は どぅ 
ともす る ことが 出來な いと 轉換 した。 
(no 梢の 露は 地上の 水氣が 上つて 宿つて 
ゐ るの だ。 

C 六〕 附 句は、 空に あるべき 月が、 高山の 
松の 根から m てゐ ると 上下を 逆 , -I 配した 
秋景〇 

(七〕 秋の 空は 晴れたり 曇つ たりして 定ま 
らない 。 

(八〕 村 雲の 空 ゆく 月 も 秋の 空と 同樣で と 
附 けた。 時雨に 定まらでは 附 合。 

(九〕 前 句は 西 行の 山 庵の 歌を 思は せる。 


鳴く 鹿は 山の いづ 
二 一一 六 松に 聞え て 秋風の 


に 通 ふらん 


藤 原冬輔 朝臣 


三 


我 かための つら さも 知らぬ 心 かな 


四 


一一 5 老とな るて ふ 月を ながめて 


常 盤 井 人道倾 太 1 


五 


梢に の. ぼる 秋の しら 


六 


5 〈山の端の 松の もとょ 6 月 出で て  讀 A 知らす 


七 


又はれ 曇り 秋 €' 


るる 


八 


一一 一 U  村 雲の 空 ゆく 月の 定まらで 


住む A しらぬ 庵 ひとつ あ 


藤 原 長 卿 
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二 品 法 親王 


夢 窓國師 


權 僧正 良瑜 

五 九 


深山には 月見る 夜半 も少 きに  藤 原爲顯 

世を 捨てて 我が 住む 山の 隱れ 家は 

月ぞ忘 れず 袖を とひけ る  源  有 方 


附句は 、深山は 木の 茂みが 深いので、 一  一一 一一 一 0 
つ M Q 庵の なかで 友と すべき 月を 見る こ 
とも 少い にと わびし さを 思 ひやつ て 附け 
た 0 

.(一 0〕 前 句は 獨立 しない 句。 つぎの 說 明を 
待つて 意味が 通ず る。 隱棲で 袖を ぬらし 
てゐ ると、 月が 訪ねて 來て 袖の 涙の 上に  ニー ーー ー 
映る と、 月 だけは 舊 情を 忘れない やう だ 
と 述べて、 實は わびし さを 敍 ベて ゐ る。 

.(一、 一〕 琳 しさ 厭は しさを 强く述 ベて ゐ る。 

0 一一) あらまし の 山は 自分が 入らう と豫想 
して ゐる 山。 住む に 澄む をき かせ、 われ 
に 先 だち 月は あの 山の 上に 澄む とした。  二 一-三 
，(一一 一一) 住み 捨てた 里、 厭は しさに 立ち去つ 
た故鄕 、しかもい まに 忘れ きれないで、 

わびしい 秋は いま も 訪れて ゐる であらう  « 
かと 想像した 前 句。 

.(一四〕 M れ來て も 月は 同じさ まに ここに も 
照つ てゐ ると 附け た。  一一 三 三 

(一 5 葎は 荒れた 庭な どに 生える ので、 葎 
の 宿は 荒れ果てた 住居の 意。 

■(一 〇 思 ひ ある 身は 心配 ごとを 持つ 身。 秋 
の 月は た、 だ 瞵 めても 物淋しい、 まして 憂 
愁に滿 ちた 心を 持つ 身が 葎の 宿に 住んで 
:秋の 月を 眺めて はな ほさら だと 强 {あら  一一 一 S 

卷第 十二 


荛玖波 集 (下〕 


六〇 


.はした < 


-( 一 3 身を 秋に 飽きを いひ かけて ゐ る。 
厭世 觀から 遁世と 來 る ' -〇 しかし 人生の 浮 
沈は 浪の 上の やう だと 結んで ゐ る。 

<11〕 藤 •甫 •京 •大本 「沈む 世ぞ」 


身を 秋の 心は すつ る 習 ひに て 
一一 

一一 M うき しづむ こ' そ 浪の 上の CP 


性遵 法師 


-(111〕 本 地 垂跡說 から 八幡に まっる 應神天 
皇も八 幡大 菩薩 だ。 

.(四〕 名 本 「この 國の ぬし」 

'(五〕 かの 國とい ふので 西の 海を 附け 、筑 
紫の 箱 崎に も •名高い 八幡 宫が あるので、 
そこの 嘵月が 西の 海に 殘 ると 附け た。 
〈六〕 待ち人が 約束した 時が 立っても 來な 
いのに、 戶 もしめ ないで、 月を 見る さま 
に附 けた。 

'(七〕 心は 塵の 世を 超越して ゐる のに、 月 
は隱れ 家まで も われに ついて 來る 。さぅ 
して 物 思 ひさせようと、 いかにも ほ だし 
の ものの やうに 閑居の 月を 取リ 扱った。 

<<) 大 一本 「月 や」 名* 大 •逸 •北 本 
『月に」 


導譽 月次の 連歌に 


^  0 
五 


四 


ます も かの 國の ぬし 


一 5 〈箱 崎 や 明けの こる 月のに しの 海  救濟 、去 師 


まつ 宵の 程ぞ 過ぎぬ る 我が 契 


六 


一 S  稹の戶 ささで 月を こそ 見れ 


心. にはぅ き 世の 秋 も殘ら ぬに 


七 


八 


ニー ーー <  隱 れ 家まで ぞ月 はつれた る 


前 中 納言有 光 


藤 原 家 尹 朝臣 


明 a 庵 g  月 h む 


け の 
ぬ 外 
れ 山 
ば や 
月 な 
に ほ 
は し 
見 ぐ 

え  る 
て ら 
影 ん 
各 
な 
し 

法 


や す 
ど ぶ 
る 夢 
野 に 
中 は 
の そ 
淸 は 
水 ぬ 
か  い 
げ に 
見 し 
え へ 
て 

導 


設師  師 


顯法  法 


印  朝  千 


舟 出づる 浦ょ b 遠の 霧 晴れて 
月の 下なる 明け ぼの の 山  妙 


<11〕 景 氣附。  _  二 四 0 


.(二 0 むかしの 心境と かけはなれた 夢を見 
たとの 雜の句 。 

〇 一  0 結ぶ を 掬ぶ に 取つて 水の 緣 とし、 古 
今 集の 「古の 野中の 淸水 ぬる けれどもと  二 四 一 
の 心を くむ 人 ぞくむ」 の 歌に ょつて 附合 
とした 0 

-(一 S) 庵を 中央に して 四方を 垣の やぅに め 
ぐつ てゐる 丘の 上には なほ 時雨が して ゐ 
るら しい。 

<l a 北 本 「明けぬ まは」 〇 月下には 見え  二 3 一 
て ゐた外 山の 姿は、 夜が 明ける と、 全く 
M えなくな つたと 景色を 附け 合は せた 0 

卷第 十二 


< 九 〕 光明 遍照十 方 世界の 心を 詠 じた 釋敎 
の 句。 

0  0〕 明月の 光りと して 附 けた。 


i 


いづく を も 捨てぬ 光 や 照らす らん 
月には 殘る山 かげ もな し 


源  賴基 


m 

ま 二 今一 
た も 
こ あ 
ん る 

秋 露 

の の 

月 命 
の の 

頃 殘 
ま れ 
で か 


海 

部 

宗 

信 


莬玖波 集 (下〕 

<  一 3 露の やぅな はかない 命 も 消えないで 
.殘れ よと 賴む 句。 

'(一一 〕 前 句の， 露を 秋の 景 W として、 これに 
月を 附け、 來 年の 名月の ころまでは 命の 
びよ と 希 ふ述懷 の 附 句。 


0 0 露の 深い 故鄕 にい ま 住む 人の 心地は 
どんなで あらぅ 0 露には 淚をか けて ある。 
'(四〕 物 も 人 もみな かは つて ゐるが 、月 だ 
けは も 力 しなからの 秋を いま も 留めて ゐ 
る 0 

■(五〕 桐の 葉が 落ちる のは、 あたかも 雨の 
音の やぅ だとい ふ 庭 上の 秋の 句 0  , 
<六〕 秋 月は 山里では 木蔭の なかに 輝いて 
ゐ ると 景色を 附 けた。 


三 

住む A いかに 露 5 ふるさと 


四 


一一 II 四月 ばか 6 昔の 秋や殘 すらん 


嚴專 法師 


五 

庭に 落つ るは 桐の 葉の 雨 

六 

二 S 山里は かげの 中なる 月を 見て  成 阿 法 W 


< 七〕 前 句は、 人と 人と とも KC. 住む の 意。 
.(八〕 世を 遊れ た 草庵に も 月は 訪れて 照ら 
すと いひ、 住む を 澄む に 通は せて ある 0 
:無 、んの 月を 浮世の 月と いふの が おもしろ 
ぃ 表現で ある。 • 


ともに 住みし は 古鄕の 秋. 

八 

二 k 柴の戶 を 浮世の 月の なほと ひて  大江 成 a 


蟬の 鳴く 音 も かなしと ぞ W 


m 

秋 s 

月 ¢3 

鍾 

に 

や 

上 

を 

か 

な 

b 

含 

げ 

ほ 

秋 

< 

あ 

霜 

の 

寢 

る 

の 

霜 

覺 

有 

後 

や 

の 

明 

ま 

後 

の 

で 

< 

ち 

月 

殘 

ら 

更 

る 

ん 

< 

ら 

る 

ん 

夜 

に 

柴の戶 の 秋の 日く らし 獨 6 ゐて 

ここにす むとは 誰か 知るべき 

浮 草を かき 分け みれば 水の 月 

谷の 木末のう への 瀧 川 - 
遠山は 月 おち 鐘 やひび くらん 


藤 原雅廣 


よみ 人知ら す 


救濟 法師 


禪顯 法師 


昌信 法師 


( 九〕 日く らしは 終日の 義で あるのを 蟬の  一一 S 
名に 通は せて 附け た。 ひ. とり ゐるは 悲し 
に應ず る〇 

(一 0〕 わが 隱れ 家を たれ も 知る ま い。 

(一 0 住む を 月の 澄む に 取りな し、 浮 草の  一一 E3 八 
間の 月光の ことと して 附けた 0 


<一10 瀧は 谷の 梢の 上に かかり、 遠山の か 
なた に 月は 入り、 嘵 の 鐘の音は 鳴り響く 
やぅ だと 景 氣附。  二 ^ 
(一一 0 夜が 長いので 寢覺 めを して ゐ ると 鐘 
が 鳴る との 前 句。 造 句 上から 獨 立して ゐ 
ない。 

(一四〕 深夜、 月下に 霜が 置く のを 月の せゐ 
として 附けた 。夜更けて のちの 秋 月は 光 
'り も 冴えて 水 も 滴る やぅで ある。 鐘に 霜  一一 g 
は 附 合。 

( ■' 5 霜は 秋の 終りから 結び 初めて 初冬に 
繁い ものであるが、 霜の あとに もな ほ 秋 
が殘 るかと いふ 意。 

(一 〇 霜を 秋の ものと して、 月の 冴えた色 
に 見なして 秋 月を 附 けた。  51 


萘玖波 集 (下〕 


六 四 


< 一〕 前 句は、 殘 月を 賦した もの。 

<1 一〕 附句 は、 寢覺 めには たれ もが 月を 友 
とする 習 ひなので、 秋が そこに 殘る とし 
た。 

00 述懐の 句 C 

(EU 年を 積んで 老いと なる のを 近 江の 老 
曾の 森を つけ、 恨みには 裏 見る に 取つて 
葛を 附け 、物を 思は せる 風物の 句と した。 
(五〕 藤。 京* 圖。 內 *甫 。紳 。大 。北. 
高 本 「下風」 小 本 「下草」 大 一本 「下 か 
げ」  \ 
.〇〇 秋の 夜寒に 檮 衣の 聲を 聞く。 たち ま 
■ち 斷 え. 、たちまちつ づ く。 袖に 置く 霜を 
掃 ひのける ほど K: も 音の 斷續が あると つ 
づけた。 

Q 〕 名 •甫了 北 •大 •逸本 「時 寶」 小 • 
學 •高、 •伊*  土 本 「明 實」 _ 藤® 圖 •石' 
橋 •甫 一. 京 本 「時 實」 

-( 八〕 弦月な どを いつた 句を、 弓には はじ' 
弓と いふの が あつた ので、 櫨 (はじ〕 の 
枝に：！ 蛛 の 絲を かけて ゐる それに 見立て 
た。 はじは 普通に はぜと いふ。 

<  〇 藤 •名. 甫 •大 •北 本 「兼 源」 圖 * 
.內本 「窓 深」 


影 ほのかなる 有 明の 月 
一一  . 
il 一人 ごとの 寢覺に 秋 やの こる らん  中原 遠 藤 


三 


はかなく も 恨みて 年の 積- 〇 ぬる 


四 


五 


一一 S 老曾. の 森の 葛の 下 


秋 寒き 袖なる 霜を 拂ふま 

六 

一畐 しばし 砧 の聲ぞ とだ ゆる 


それ. を や 人の 弓 張と いふ 

八 


後深草 院辨內 侍 


七 


法 印時寶 


一 5 ささが にはは じの 立 枝に 絲か けて 法 印 f 深 


<ls 前 句は、 疲れたと き、 頰杖 をつ くこ 
とは、 われ も 人に か はらぬ とい ふ 意。 つ 
らづ A は 手を 杖の 如く 類に あて、 顏をそ 
れに 托して 休む 形で ある。 

(二〕 附句 は、 山 梨を 持つ て 梢に ゐる辕 の 
姿に ぅつし、 猿の 姿が 人 JH1 に 異ならない 
とし / C 0 

■( 一  一一〕 身の 思 ひかずかず とい ふのを 古今 集 
戀歌 五の 「曉の 嶋の羽 接き 百 羽が き 君が 
來ぬ 夜は 我ぞ數 かく」 の 歌に よらて 附け 
た。 鳴は 明け方 羽を しげく 羽ばたく もの 
として 聞え てゐ るので、 繁けれ といつ て 
前 句. の 敷に あまれる に應 じた。 

<ーー0 引く手あまたは 古今 集戀歌 四の 「大 
ぬ さの 引く手あまたに なり ぬれば 思へ ど 
えこ そ賴 まざり けれ」 Q 歌に よつ て 諸方 
からの 意で、 氣 Q 多い 人の 戀 の 句。 

(一四〕 附句 は、 古今 集 秋 歌 上の 「秋風に 初 
■雁が音 ぞきこ ゆなる たが 玉章を かけて 來 
つらん」 の 歌に より、 雁を 引き出し、 引 
く 手を 樂 器を 使 ふ 上の ことと し、 飛 雁を 
琴柱に 見立てた 趣向。 

(一一 0 雲井の 月を 波に 映つ てゐる 影に よつ 
て 眺め、 附句 は、 上に ある 雲の 波間の 雁 
を賦 した。 上下を 逆に 取りな した。 


一〇 


% 


つら づ 灸 つくは 人に か はらす 


一一 美 山 梨を. 稍の 猿の 折 6 もちて 


かすに あまれる 身の 思 ひかな 
一 5 曉の 鳴の 羽音は しげ けれど 


一三  - 

弓く 手 あまたに かよ ふ 玉章 
ーー灵斜なる琴柱に似せて飛ぶ雁ゃ 


舟に ては 波の 下なる 月を 見て 


一一 芫一 P2 


雲 ある M の 一つら 


詠み 人知ら す 


前 大納言 爲氏 


前中納 言有忠 


二 品 法 親王 


この 山まで も か b ぞたづ ぬる 


卷第十 


六 五 


莬玖波 集 (下〕  六 六 
(一 〕 學 •神* 高 •大一 •京 •伊本 「俊賴 J  二 B うき 心 秋に のがれぬ 身と なりて  辍原 i 夂顯 朝臣 


0 一〕 故鄕は 住む 人 も 家 も か はって 行く が 
月 だけは むかしの ままで あるから、 故鄕 
の 主と なした 擬化 法。 故 鄕に むかし、 月 
に 秋、 主に 人は 寄 合。 


(一 10 有りし にあらぬ は、 崩御 遊ばした こ 


古 鄕は月 や 主と な 6 ぬらん 
一 H ハー 人は むかしの 秋に か はらす 


朱雀院 の隱れ させ 給 ふける 秋の 頃 人の もとょり 


三 


君は また 有りし にあらぬ 夕暮 


と 申し送り 侍りけ るに 

:(0〕 附句 は、 蟲 の 鳴く を 人人の 泣く にた  _ 四 
とへ て附 けた。  一一 六 一一. いかに 聲 々蟲の 鳴く らん 


導譽 法師 


壬 生忠見 


(玉〕 甫 一本 「佐 保 川に 水せ き 入れ」 

00 短歌 形式の 連歌の 始め。 佐 保 川は 次 
和。 わさいね は 早稻 。ひとりは 稲の 名で、 
それに 獨 りを かけた もの か。 

:(七〕 富貴と なつて 故鄕 に歸ら ざるは、 錦 


萬 葉 集 連歌に 


五 


佐 保 川の 水を せき 入れて 植忌し 田を 讀人 しらず 


六 


151 # かる わさいね は ひと b なる 


中 納言家 持 


を 着て 夜行く がごと し、 と 朱 買臣が いつ 
た 故事に 基づき、 紅葉の 錦を 染める のは 
時雨の わざで あるので 附合 とし、 その 降 
るを 故鄕 にかけ た。 前 句は 述懷 、附句 ま 
秋景。 

(<〕 稻 葉の 雲は 稻 田の 穂の 實つた 景色を 
雲に 見立てて いふ。 前 句の 露の おきどこ 
ろは 定めて いつてな いのを、 附句 は稻に 
置いた ものと した •。附 句は、 續 拾遺 集覉 
旅 歌の 「民 やすき 田の 面の いほの 秋風に 
稻 葉の 雲は 月 も. さはらず」 と あるに 似て 
ゐ て、 眞の 雲なら ば 月を 遮る はず だが、 
これは さう でなくて 露 も 見えて ゐる とし 
た 0 

(九〕 うつろ ふは 色が かは つて 行く こと。 
花の 色の 多い とい ふのに、 黃 菊の I つを 
取り出し 、同色の 艳 の 色を あげた 0 
〇0〕甫 一 本 r 宗躬」 

(二〕 谷川め 小 橋には 鵲 の 橋の やうに、 紅 
葉が概 の やうに かかつて ゐる。 

(一一 0 埋れ 木は、 花 も 咲かず、 紅葉 もしな 
いもので あるが、 卷きっ けて ゐる 蔦が 秋 
k なると、 紅葉す る。 そこでは じめ て 秋 
を 知る とした。 橋には かかる、 紅葉には 
秋を 附けて 寄 合と した。 


二 六 五 


二 六 六 


紅葉の 錦き て やゆ かまし 


七 

二 S ぬれ ぬれ も 秋は 時雨の ふるさとに 前 大納言 爲氏 


夕霧の はれ ゆく 跡は 露み えて 


八 


な ばの 雲は 月 も 隔てず 


頓阿 法師 


ぅつろ ふ 菊の花の いろいろ 


九 


一〇 


もとは 黃なる もま じる 艳 にて  藤 原 家 躬. 


もみぢ を わたす 谷川の 橋 

ニー 

一 3 埋れ木 も 蔦の かかる に 秋し， 〇 て * 律師 源義 


卷第 十一 


六 七 


荛玖波 集 (下) 

(一〕 日影が まだ 殘つ てゐ るのに、 遠山に 
は 淡い 月が 見えて ゐ る。 

(一一：} 附句 は、 前 句とは 同時に 兩立 しがた 
いと 見える 他の 存在と して、 時雨に 紅葉 
しない 松と、 赤く 染め ちれる 楓と 同所に 
ある ものを もつ て對立 させた。 

0 一一〕 菊は 盛り 久しい もので、 他は みな 祜 
れ 果てて 淋しい 草の 間に、 ひとり 秋の 名 
殘り をと どめ てゐ るとの 意。 

(四〕 秋の 心と いふと 愁は しい 心と 考 へち 
れるが 、ここでは 秋を 昧はふ 心の 意で、 
家に あつては それほどで もない のに、 旅 
にあつ ては 一層 促進され る。 

(玄〕 菊の 露は 齡を 延ばす といつ て、 酒に 
和して 飮む習 ひが 行 はれて ゐ たので、 秋 
の 旅のぅ さを 樂しい さまに 附 げた。 

(六〕 わびしい 感じの する 家、 わけて 世を 
佗びて ゐる 人の 住家と 聞く と、 一層 淚を 
催す との 雜の旬 。 

(七〕 風が 紅葉を 吹きは. らふ 秋景の 句と し 
た。 打ちし めつ た 態。 

(<〕 老いを 歎いた 述懷。 

(九〕 黑髮 山に. は 白い 霜が 置いて ゐる とい 
ひ、 年老いて 頭髮が 白くな つたこと を聯 
想 させた 景氣附 。烏羽玉は 射 干の 實 、黑 


六 八 


日影ながら の 月の 遠山 


5<一^| .葉 ある 松を 分けて や 時雨る らん 三 善仲久 


秋の 名殘 やかれ 殘 るらん 

= ハ九 Sg ばか b 乾な き 草に なほ 見えて  眞阿 法師 

、  松 


四 


旅に ぞ 秋の 心す.， すむ る 


五 


ーーき 盃に 山路の 菊の 露う けて 


紀  賴兼 


六 


佗び 人の すみかと きけば 露け くて 


.七 


一5 風は 紅葉の か 


こそ 吹け 


俊圓 法師 


八 


我が身の 老とな b にけ るかな 


老ミ月 ミ 
は あ 
名 は 
殘 れ 

の  こ 

秋 よ 
ぞひ 
悲 ば 
し か 
含  b 

の 

rtb 

に 

て 


九 


烏羽玉の 黑髮 山の 秋の 霜 


從 二位 家 隆 


一〇 


よその a はこの 里の 暮 

昨日 今日 秋の あはれ の 打ちつ づき 承 胤 法 親王 


影 さむき 月の 桂の 枝ながら 


ニー 


西なる 里の 秋 やの こ 


源  信 


一三 


跡と ふ淚 月を 隱 して 


四 


古 鄕の秋 こその これ 淺茅原 


法眼 良 澄 


大中臣 性 員 

六 九 


いものな ので、 黑髮 にかけ た 枕詞。  一一 - tj 一一 
(一 0) 夜寒む になって、 檮 衣の 音は 近いの 
も 遠く、 遠 いのも 近く 聞え 浴。 ょその 砧 
が ここの 站の やうに 響いて ゐ る。 

(一一〕 秋の あはれ が 昨今う ちつづきと 一般 
的、 抽象的に その 次第を 附 けた。 打ちつ 
づきの 打ちが 姑に かかる。  二 七三 
(一一 D 古人は 月の なかに 桂の 巨樹が あると 
想像して 月の ことを 月の 桂と いつた。 都 
の 西、 1#: 峨に 近く 桂の 里が あるので 前 句 
に附 け、 寒月 Q 光りが 冴えた 下に 桂が 紅 
葉して 殘つ てゐ ると、 天上と 地上と を 結 
、び附 けた。  i 四 
(一 〇 むかしの 跡を 尋ねる と、 懷舊 の 涙が 
止めが たく、 眼は 涙に とざされて そこを 
照らして ゐる月 も 見えない。 

(一四〕 附 句は、 淺茅 原に なって 荒れ果て そ 
ぞろに 秋の 哀れを 留めて ゐ ると 附け た。 

(一 a 月を 見る と 感じが 深い。 古の 面影 も  二 - t: 五 
月の ある 今夜 だけで、 この 月が 入る とも 
はやむ かしの 感じは 起らぬ であらう と感 
慨深ぃ 前 句。 

(一六〕 附句 は、 老人に 取つ ては、 しるし ば 
かりの 名殘 りの 秋は、 一層 心を 傷ませる 
と附 けた。  2 六 

卷第 十二 


詮 


莬玖波 集 (下) 


七〇 


(一〕 孕む 薄は 穗を 含んで ゐる 薄。 開く ベ 
きとき を 誤らないで 尾花と 咲き出、 づ る。 
0 1〕 附旬 は、 懷胎 十月に よせてを かしく 
附け た。 


救濟 法師、 北 野 社 千 句 連歌し 侍りし 時 
一 これまで も はらむ 薄ぞ 時を 知る 
一一 ^ 十月に ならば 秋 もの こら じ 


素 阿 法師 


010 前 句は 紅葉の 賀 、附 句には 在 原 業 平 
を賦み 入れた。 

( s 〕 前 句の 繞るは 人 か 車 か 主格が 示して 
ない 0  % 

(五〕 附句は 、時雨の ことと IT た。 高峰に 
は 時雨し ながち 他方には その 模樣 もない 
ありさま。 


源氏物語の 卷の 名と 古今 集 作者と を賦 物にし 侍りけ 
/  る 連歌に 

紅葉の かせに 散 6 まよ ふころ 

とい ふに 


三 


一一 K 時雨な 6 比 良の 高 根の 神無月 


四 


山の 


力 


を V6 めぐら ざ b け 


前 大納言 爲家 


一一 ^ 1 1 かかる 高 根 ばか b の 夕 時雨  藤 原 助 夏 


(六〕 木の葉が 落ちる 音 も 露の 落ちる 音 も 
た、 だ 風が 吹く かと 思 はれる。 

(七〕 附句 は、 時雨の ことと した。 


六 


木の葉 も 露 もた だ 風の 音 

一一 <0  , 月見え て 跡は また 降る むら 時雨 導譽 法師 


(< 〕 [!-] . 名 •石 •逸 •大 。朱 本に よって 
「深山の」 云云の 前 句と 附句 とを 補つ た。 
(九〕 山と 麓で 一方は 時雨、 一方は 雪が 降 
る 〇 心 附。 


深山の 雪は けさょり ぞ 降る  ， 

一一 <一 W もとなる 里は夕 のし ぐれに て  性巖 法師 


(一 0〕 前 句は、 眞 Q 時雨。 

(一 0 附句 は、 風に 亂れる 落葉を 時雨と 見 
なして 附け た。 


一〇 


比 も 時雨の ふらぬ 日ぞな き 
ー ズーー‘6のこる木の葉も風にさそはれて海部宗信 


(一 1 D 前 句は 冷 澄の 水、 附句は 薄氷" 


すきて 下まで 見 ゆる 水 かな 


二 一 


二 八 一一 一山 川の 木 葉を とづる 薄氷 


讀 人知ら や 


卷第 十二 


七 一 


萘玖波 集 (下〕 


C 一 〕 秋の 紅葉は 大方 散って 地上に 委して 
ある。 梢の 風は 落葉の 上に も 吹いて、 限 
りと 見て ゐた 秋を 人 忍ばせる と 現 實の秋 
景か ら述麇 。 


00 古今 集雜馱 下、 文 屋有季 が 勅問に 奉 
笞 した 萬 葉 集の 時代に 關 する 「神無月し 
ぐれ ふり おける 楢 Q 葉の 名に お ふ官の ふ 
る こと ぞこれ 」 Q 歌に ょつて 句を tt 立て 
た。 前 句は 雜 、附 句は 表は 秋の 句、 意は 
雜で ■ある。 

「一一 一〕 消えた と 思 ふと また 降る、 幾度まで 
も 雪の つづく ことかと Q 前 句。 

(西〕 附句 は" 前 句の かへ りを 鷹詞に 取つ 
て * を 左手に す灸て 鳥 狩す る 跡の ことと 
した。 大鷹狩 は 冬に 行は れろ ので 雪に 應 
じて ゐ る。 


(no 月が 映るべき 水は 氷って しまつた の 
で、 冬 月は 空に 澄み わたつ て ゐ ると 前後 
して 見る JS。 


七 二 


品 法 親王 


今は とて 思 ひ 捨てに し 秋なる に 
ーズ四 木末の 風ぞ 落葉に も 吹く 

歌の 名に あ ふなら の 古 こと 
二 <五 木枯の 庭は ょろ づの 葉を あつめ  關白前 左大臣 


三 


飞 

し 


力 


四 


二八 六  め こ 


力 


まで 雪の 降る らん 

鷹 手に す ^ て 出づる 野に 救濟 、去 ® 


空に ぞ 冬の 月は 澄みけ る 


五 

やど 


と 侍る に 


一 5 舍 るべき 水は 氷に とぢら h て 


西 行 法師 


(六〕 御 百度を 踏む やぅに たれ もが 神詣で 
すると Q f- 句。 

Q) 甫本 「雪に あと ある」 〇道 芝の 霜の 
上を 踏んで 步を 運ぶ ので 跡が ついて ゐる 
とした 0 

(八〕 京。 學 •高* 早 本 「道の 芝草」 

(九〕 小 野は 霜枯れ、 山 本は 雪、 奥に 至る 
に從っ で 降る も のに も 違 ひが ある。 業 平 
の 小 野詣で を 踏まへ ての 作。 


(一 0〕 水上に 鳥が 遊んで ゐる 、そこに 氷が 
張つ たと 見た のは 月の 光りで あつたと。 


六 


この 神に 誰も あゆみを 運ぶ らん 


七 


八 


ー ー< 八 霜に あと あるみ ちし ばの 草 


法眼 慶譽 


ゆけば 雪 ある 山 本の 道 

一 一  < ル 霜枯れの 小 野の 淺 茅を ふみわけて 木鎭 .法師 


波を 立てた る 池の 浮 鳥 


一〇 


一 U0  月影は 水の むすばぬ 氷に て 


源  親 通 


# 


(一 G 今し がた まで 波の 立つ てゐ ると 見た 
池に、 月光が 映 じて まるで 氷が 張りつ め 
たやう だ。 もし さう、 だと すれば、 氷は 月 
の 姿に 結んで ゐる かも 知れぬ と 想像を 達 
しくした 表現。 


池 水に 波の たつとは 見えつ るに 
一ー ルー 氷 や 月の 姿なる らん 

淡 路の國 は 波の 遠島 


素 阿 法師 


卷第十 


七三 


宽玖波 集 (下〕 

(一〕 淡路に は. 三 原、 津 名の 二 郡が あるの 
で、 その 波 上 こ 浮かぶ 遠島に 月が 照らせ 
ば 影が あり、 水に 陕れば また 影が ある。 
月影 も 水の 影 一 も 氷の やぅで あると なして _ 
二 郡に 一一 氷 いひ かけた。 

(一一〕 月の こほりは 月光を 氷に 見立てた。 
01 1〕 氷の 張つ ■て ゐるゃ うな 池の 波の 上に 
鴛は 眠つ てゐ ると 景氣附 Q 


一一 九 一一 影 あれば 月と 水との 二 こ i 


•月の こ ほ 


水 も 流れず 


三 


二 s » 鳥は 池なる 波に ともねして 


七 四 


權少 僧都 永 運 


昌信 法師 


(03 冴えた 月の 光りに、 浦の 鶴 も 雪の 色 
に 見える と 具象的の 例と して あげ、 姿は 
見分けが つかぬ が、 聲で 知れる とした。 

(主〕 高嶺の 雪は 幾重 積もつて ゐるか 知ら 

れぬ。 

00 寒月の 光りを 氷と 見なして、 山 も 湖 
も 一つ さまで 幾重と いふ 差別が つかぬ と 
前 句に 應じた 。 

(名〕 山陰の 地は 寒く して、 日の出る のが 
待ち 遠い。 

(八) 水邊 !'c は 氷が 鎖 ざし、 川 舟は 氷が 解 
けなくて は 下る こと も出來 ない。 月日が 
立って 春の 來 るの が 待たれる とした。 


二 S 


白き は 雪の 色に こそ みれ 


四 


一一 S  月 寒き 浦の かもめの 聲 はして 


七 


日 こそ 待た るれ 寒き 山 か j 


八 


中原 遠實' 


五 

高 根の 雪は 幾重と もな し 

六 

月 寒き 比 良の みづ海 氷. 〇ゐて  道 光 法師 


一 u 六 川 舟を 氷る ところに さしとめて  よみ A 知ら f 


- *  _ 

fxj  'nj 

八  七 


ふ _ 

人 二 

染〇 

心 丸 

ま 

の 

め 

あ 

で 

來 

ぬ 

ら 

訪 

と 

に 

ば 

ふ 

て 

黑 

道 

も 

含 

れ 

>- 

ラ 

炭 

も 

そ 

含 

燒 

姿 

な 

や 

の 

を 

け 

殘 

袖 

か 

れ 

ら 

へ 

庭 

ん 

よ' 

の 

か 

雪 


七 

五 


紀 

祐 

•  1  •  —  • 

■  ■ 

藤 

阿 

阿 

原 

宗 

法 

法 

信 

基 

師 

師 

藤 

漕ぎ 行く 舟に 寒き 浦風 
一 一党 松 遠き 潮路の 雪の 朝び らき 

爪 木と る 山路は 遠し. 日は 暮れぬ 

一六 

一一 一 〇〇 雪 吹き おくる 谷の 下風 


C 九：} 道心が あれば 圓頂緇 衣の 姿に なれと 
.すすめた、 釋敎の 句。 

.(一 0) その 墨染めの 袖を 炭燒 男の 袖と した 
ところ 俳諧 體 、栗 本 衆の 作。 

'(一 0 訪問の 客が あれば、 一時は 慰めら- れ 
るが、 やがて 歸つて 行けば、 要するに 憂 
いことは 殘 る。 

.(一一 0 前 句の 憂き を 泥 (ぅき〕 の 意に とり、 
庭の 薄雪は、 踏んで ぅきが 出る のを 心配 
しては、 訪問が 出來な いので、 餘儀な く 
跡 づける と附 けた。 

(一 a 圖 。小 本 「路 阿」 

(一 0〕 景氣附 。汐路 の 雪は 白波を 雪と 見 立 
てた とも 考へら れる が、 前に 寒き 浦風と 
あるに 應じて まことの 雪の 朝と する も妨 
げない 。松 遠き は 海の かなたの 松林を い 
ふ。 朝び ら きは 朝湊 ょり 舟 出す る ことを 
いつたが、 のちには 朝 ぼらけ と 同じ 意に 
S ふ もの も 生じた。 

(一 五) 日暮れて 途遠 しを 小さな 薪 木を 拾 ふ 
人の 上に した 前 句。 

c 一六〕 附句は その 歸路の 苦し さを 述べた。 

卷第 十二 


荛玖 波 m- (下〕 


七 六 


< 一〕 遠景。 霞 中. Q 日、 雲 晴れる 山と 相對 
應 す。 

.〇〇 一說に 「西 佛」 「雨 佛」 「南阿」 に 作 


る _ 


010 前 句には 季は 示して ない のを、 附句 
は 冬と して ゐ る。 


霞に 出 づる日 こそ 遠 けれ 

一二 0 一  雲は るる そなたの 山は 見えながら 南佛 法師 


山 深き 道 やゆ ふ 


迷 ふらん 


三 


一一 一 01 1 横 も ひばら も 皆 雪の 陰 


平  重 時 


(0〕 木の間に かかって ゐる 夜明けまで 殘 
る 月の 光りは しみ 入る やぅで ある。 

(丑) 奥の 方の 山の 稹の 林には はや 雪を 見 
ると 深山の 冬旦足 。「み ■やま」 に 一見る」 を 
いひ かけた。 

.(六〕 甫 •京 本 「松の 一村」 京 一本 「はじ 
Q 一村」.  . 

C C 前 句は、 無常 述懐の. 句、 附句は 、「振 
り 捨て」 Q 「ふり」 を 「降 ¢.1 に 取り、 
.雪に 降り 埋められて ゐる 窓の 竹の 雪を は 
ちは うとす る。 ■前 句の 世は 竹の節 間 (よ) 
に 緣が ある。 附句は 冬で、 いは ゆる 取り 
.成し 附。 


四 


有 明の 月 も 木の間に 影 さえて 


五 


六 


一一 一 S 1 S をみ やまの 愼の ひとむら 


ふ b 捨て ぬれば 世 こそ 輕けれ 


七 


神  眞資 


一一 1 00 はらは ず ば 雪に や 折れむ 窓の 竹  頓阿 法師 


鳥のと ^ ck る や 夕な るら む 


< 八〕 前 句は、 ただ 夜分 だけを 示す ばかり 
であるが、 附句 は、 冬の 句と し、 とまる 
場所と して 竹の 枝と し、 その 一種の 吳竹 
に 日 も 暮れと いひ かけた。 

(九〕 前 句は、 四つの 時と あるが、 附句は 
冬の 句で、 花に 春を よせた。 


八 


一一 藍 ふる 雪に 日 も くれ Tr の 枝 たれて 

一とせ ながら 四つの 時 あ^ 〇 
一一 一 2 雪 ふれば 皆 白山の 花眹 きて 


卜 


部兼繁 


二 品 法 親王 


0 0〕 前 句は、 霜と 月と 白き を 競 ふやぅ だ 
とい ふ。 しかし 雪には 爭ふ こと もない と 
する 意。 

<一 〇 高 •イ本 「何の ことを か」 


. (一 一一〕 小 野は 山城の 地名、 むかし 惟喬 親王 
も 東宮の 位を すてて、 この 里に 世を 遁れ 
遊ばした ところ、 伊勢 物語に 在 原 業 平が 
ここを 訪れて、 「わすれて は 夢 かと ぞ思ふ 
思 ひき や 雪 ふみ. 分けて 君を 見ん とは」 の 
歌を上った。これにょって附けた。 


庭なる 霜は 月に あらそ ふ 

一 〇  二 

一一 一 S 零 ふら ば 何事を かは 思 ふべき 


一一  一 0 八 


橋を 渡らぬ 道 も あ b け 


ご 二 


〇 一一 〇 訊 訪 ^ の 氷 上を わたる 趣きの 附 句。  一一 一 S 水 もな き 氷のぅ へこ 雪 ふ^ c\ て 


導譽 法師 


小 野の あた 6 に 春は 來に け^ 〇 

111 

雪のう ち 夢うつつ とも 分か ざり し 前 大納言 爲家 


藤 原 知 春 


菀玖波 集 (下〕 


七 八 


道の ほとりは 霞む 松原 

t 

一一  一一 0 江に つなぐ 舟に や 雪の たまる らん 藤 原長泰 


<1 ) 名 本 「捨てて」 

<11〕 甫本 「待た f つ」 甫 一本 「待た るれ」 


身を すてし ょ b 友は またれす 
一一 一二 隱れ 家の み 山の S を ひと b みて  十佛 法師 


/ 


荛玖波 集卷第 十三 


(一〕 その 歌の 姿は いま も 心に 留まつて 忘 
れられ ない。 

0 一〕 「古の 夢を見し 人 まろ 寢」 の 句に 人 
麿を 賦 入して 前 句に 應 じて ある。 歌聖 人 
麿 夢想の ことを いひながら、 附句 は、 丸 
寢が 重くな つて ゐ る。 

0 一一〕 詩に 露 團團な どと ある やぅに、 露の 
玉の 丸い とい ふのを 丸寢 してと いひ 下し 
た。 袖に 淚 の 露が 置く 獨り寢 の 戀. の 前 句 
に、 夢の 俤と附 け、 これを 六條 家の 祖左 
京 太夫 顯季 が、 歌道に 執心の あまり、 夢 
に 歌聖 人 麿を 感得し、 晝家に これを 描か 
せ、 人 麿 供養を はじめて 行つ たこと とし 
た 0 

(四〕 待戀 の 切なる のを 時鳥を 介して 先方 
に訴 へる 意。 思 ふに、 ここに 鳴く 時鳥は 
やがて、 あの人 里に 鳴く と考 へる からで 
ある。 


雜連歌 二 


歌の 姿は 今 も 忘れず 

す 

二 

1 古の 夢を見し A まろ ^ して 


袂の 露の まろね してけ^ 〇 

三 

一一 一一 一一 一 歌 A の 夢の 俤繪に 書きて 


いかば か 6 待つ やと 告げよ 郭公 


關白 左大臣 


救濟 法師 


卷第 十三 


七 九 


荛玖波 集 (下) 

(一〕 附句 は、 ょくも 眠られな いで 夢 も 結 
ばない ことを、 枕が 夢を 泊めて くれない 
と擬化 法に ょつ てあらは した。 

0 一〕 前 句の 入りぬ るは 月 かなに か 明らか 
でない。 附句 は、 これを 閨 のぅちに と 註 
釋し た。 目覺め と 眠りと 相應 ずるが、 こ 
の 類は 用附 といつて のちには 嫌 ふ 習 ひと 
なつて ゐる が、 當時は 咎めな かつた もの 
か。 

010 前 句は、 長夜の 閑寂を 述べる。 かひ 
は 間の 意。 

(E〕 附句 は、 寢覺 めには、 過ぎ去つた こ 
と、 並びに 行末の ことまで 種種 思 ひつ、 づ 
ける と應 じた。 

(一 0 藤。 京* 學 。 1!] 。跡 •橋 •北 •高 本 
「物 もな し」 

0 C 無常 釋敎 Q 句。  . 

0 C 「消え」 と あるので、 燈 火を もつ て 
あしらつ た。 法苑珠 林と いふ 書に、 命 如 — 
風中燈 一と ある やぅに、 一つの 諺を もつ て 
附句 とした。 

(<〕 藤。 圖 •# •北 •橋 一。 高 本 「窓の 
前」 

(九〕 臥して ゐ るのを 起す Q が一つ の 勤行 
だと いって ゐる前 句。 行 ひは 佛 法の 勤行 


八〇 


一一 一一 四 夜半の 枕は 夢 もや どさず 


從 二位 家 隆 


い^ 〇 ぬる 後は 目ぞ覺 めに ける 
一一 一一 五 ^ ^ かな かに 老の眠 b はね やのう ちに 前 大納言 爲家 


一一^き かひよ と 夜は 閑 かな 


一一 一一 六 sra 覺 には 思ひ殘 せる こと. もな し  藤 原冬隆 朝臣 


六 


消え やすき こそ 命な れ 


七 


八 


一一 一一 - t5 ともし 火を しばし かかぐ る 風の 前 二 品 法 親王 


關白 報恩 寺に て 百 韻 連歌 侍りけ る 


こ 


九  一 〇 

ふす を おこす ぞ 夜の おこな ひ 


をい ふ。 佛家に は 六 時禮讃 といって、 晨 
朝、 日中、 日沒 、初夜、 中 夜、 後 夜に 念 
佛誦經 Q 勤めが ぁ x o 
〇〇〕 名 本 「夜半の 行 ひ」 

(一 0 附句は 、勤行の 時刻は それぞれ 定ま 
りが あるので、 それを 附けた 。子は 午後 
十二時、 丑は 午前 一一 時。 

(一一 D 戌の 時は 現在の 午後 八 時。 


一ー ニ  <  子 も 丑 も 六 時のう ちに 定ま. 〇 て  導譽 法師 


一二 


戍の 時よ- 〇 火を 克 もしけ 6 
暗き 夜 辜 家の あた 6 も 迷 ふらん 


藤 原高秀 


(二〇一陽來復して春風が一夜の間に軒に 
下つ て ゐる垂 氷を 碎く とした。 前 句には 
時を 明らかにして ない ので、 附句に ただ 
ひとよ (一夜〕 の ほどに とこれ を 明らかに 
した。 二 仪と いふた めに、 竹の節 間を よ 
とい ふので、 水を 取る寬 ■の 竹の 一よ とい 
ひ 下し、 間接に 山家の 風情を 匂は せた。 
(一四〕 嘵に歸 って 行った 人を 思ふ戀 の 句 〇*. 

(一 五) 白樂 天の 遺愛 寺 鐘 欹枕聽 に 基づいた 
附合 。頭を 枕から もたげて 遠 寺の 鐘の 鳴 
る 音を 數へて ゐ る。 獨り寢 のた めか、 年 
老いた せ ゐか 、とにかく も寢 られ ない ま 
まに 0 


軒の たる ひを くだく 春風 


ニニ 


3 0 水 かくる 筧の 竹の ょの 程に 


四 


すでに 歸る ぞうき 心なる 
ーー三一 庭 鳥の 八聲 のうちに 夜は 明けて 


遠き かたょ 


ぞ きこ ^ る 


一 五 


一一 一一 三 曉の ねざめの 枕 そばた てて 


春 阿 法師 


寂 意 法師 


前 大納言 爲氏 


荛玖 波. 集 (下) 


八 二 


(一〕 二 人で 語り合 ふ豫 想は なに か、 肝膽 
相 照らす 志士 か、 若い 男女 か、 人 も 時 も 
事が らも あげてない 前 句。 あ. らまし は 行 
く 末の 思は く。 

(11〕 附句 は、 その 時分を 附け 加へ て 戀人 
同士の ことと した。 鶏より さきに 夢の さ 
める といへ ば、 しのんで 逢 ふそれ と 知ら 
れ る。 

(一 0 谷の 廢寺 にも さすがに 人の 行き 通ら 
た 道 だけは 殘っ てゐ るとの 釋敎の 句。 
(四〕 夢の 窓とは 夢の さめ 方を いふ。 これ 
もは かなげ な 寺の 窓を よそへ て あるか。 
思 ひ 出 ある 夜の 夢は 忘れられない もの。 
それを この 古寺に とまつた 夢の ことと し 
た 0 

(一 0 名 •甫 •逸： K 本に より 作者 名を 補 

ふ。  . 

(六〕 心に 期して ゐない 旅に 出た とい ふ 無 
常の 句。 

(七〕 早く 起きて 旅 宿を 出た ことにと りな 
した。 まだ 夜は 明けない のに、 有 明けの 
月が 雲間に まよ ふので、 鷄は 早く 嘵を吿 
げたとした〇 

(<〕 會者定 離の ことわり： を さとつ て 見る 
と、 憂いつ らいは ただ 迷 ひの 心で、 人の 


二人 語る は 後の あらまし 


二 


一一 一一 一一 |  一 B- よ. 〇 も 先に や 夢の さめぬ らん  源賴章 朝臣 


文 和 五 年 三月、 西芳 精舎の 百 韻 連歌に 


三 


道な ほの こる 谷の ふる 寺 

一二 1 一四 SE れじな 見し は その 夜の 夢の 窓  關白 左大臣 


、じの 外の 旅に いでぬ 


る 


七 


五 


一 i 明け F よも 月の まよ ひに 鳥 鳴きて 


八 


ぅきは 唯、 ひまょ ひの 別れに て 


九 


一 H 六 鐘の ひびきに 又 鳥の 聲 


二 品 法 親王 


■  • 
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高  _ 


別れは それほど 歎く におょ ばない。 

(九〕 相愛の 男女の 二 人が きぬぎ ぬに 別れ 
ることとし、鐘が鳴つた、鷄が啼いたと 
歎く さまに した。 

0.0 〕野 中の 道は はやた そがれて ゐて 、旅 
行く 人は さぞ 心せ かれる ことで あらう。 
(二〕 遠 寺の 晚 鐘を あしらつ た附 句。 

(一 〇 もう 一度、 曉 の 夢を見た いとの 意に 
も、 また 彌 勒三會 の 曉にも あつて 悟りを 
開きたい との 意に も 取られる。 

(一一 11〕 附 句は、 ま、 だ 夜が 明けないで、 寢床 
のなかで 暖い夢 を 貪らう と輕い 意に そろ 
へた。 

(一四) ところどころめ 人と いふので、 夢に 
見る 近所 遠國 、さては この 世 あの世の 人 
人と、 一身で 逢 ふのは わが 身を わけて ゐ 
るので あらう とした。 

(一 a まばらの 垣內 はみ な あらは である。 
(一 〇 圖 •名 •甫 •京 本 「枕に あくる」 〇 
枕頭の 山里は 雲が かかつて 見えない と 逆 
附。 

(一 e' 藤。 學 •犬* 橋 •土 •高 本 「功 阿」 
大本 「相 阿」 


荛玖波 集 (下〕  八 四 

一  . 

(一) 名 •甫 •橋 •京 •逸本に ょって この  いつをと 賴む ことの 葉 もな し 
前 句を 補 ふ ◦  0 前 句は、 いまと ものち と  一一  ， 

も 別にた ょるとぃ _ ふ 言葉 もな く、 あっけ  一一 一一 一一 一  夢 なれ ^' さむる も 見る も 心に て  平  時  助 
ない 現實 であっ だ。 

(一一〕 附 句は、 これを 夢中の ことと して、 

見ても 覺 めても 心の せゐで あれば、 ど ^ 三  . 

_ ら にしても 差し 支へ なぃ とした。  時雨に S や ふ 6 かは るらん 
010 學 •高 •大 一。 小 本 「時雨 や 雪に」  四  X 

〇 寒さに っれて 窓外には 時雨が 雪に ふり 一一 一一 一三 覺めぬ る も 後には 結ぶ 夢な れば  善 阿 法師 
變る やらとの 冬の 旬。 

(四〕 附句 は、 夢は さめても また 結ぶ もの 

なので といつ て、 變化 のさ まを なぞらへ  E 

たか。  春の 名殘 をな ど 惜しむ らん 

(no 春に 別れが たく 名殘 りを 惜しむ のは  」、 

なぜで ぁ t か。  一 11 芎一 誰 とても 夢の まぎれの 世の中に  木鎭 法師 

(六〕 人生は 夢の まぎれの やうに、 極めて 
はかない ものであるのに、 その やうに 惜 
春の 情が なぜ 强 いので あらう か。  七 

0 〕 わたくし Q 惱み の 種に なって ゐる人  うき 人は 待つ よと だに もよ も 知ら じ 
は、 こちらでは いかに 待つ てゐ るか、 ま  八 

さか 御存じ あるまぃ と 恨む 戀を 述べた。  一一 1 一 S 心よ 6 こそ 夢は 見え けれ  平  高  基 
(<〕 附句 は、 夢 K: 逢つ て、 かこつたり 喜 
んだ りする のは、 自分の 心の せゐで ある 
とした 0 

老 の心ぞ かずかずに 憂き 


(九〕 「又 見えて」 はかず かずに 應じ てゐ  九  I 

る 0  一一 一 M とに 力く に 昔の 夢 も 又 見えて 


法 印弘全 


明け やらで 寢覺の 後 も 長き よ 


(1S 老人の 夢を 語る ので あら 


一 0 


う， 


1 ハ 夢を いくたび また 語 るら む  後光明 照院細 潮 g 


(一 0 心の 合って ゐる 人人と 洛 北の 小 野 山 
のさ まを 眺めよう。 


(ーーー) 附句 は、 ともに 長生して と 加へ た。 
小 野は 閑 院 家の 別莊 Q 所在地。 閑 院左大 
將朝光 卿 集には 「左右 大將 Q 御 車に て 出 
で 給 ふに 陣にて 左 朝 光 おも ふ どち 云々。 
右濟時 □れな るみち によは ひくは へて と 
あり」 と 見えて ゐ る。 


左右の 大將 おなじ 車に て 小 野の 山莊 ょりかへ りけ る 
,  道 こて 

おも ふ どち いざかくて 見ん 小 野の 山 左 近 大將朝 光 


と诗 るに 


ニー 


一一 5  峯なる 松に よは ひくら ベて 


遠山の 茂る 方には 風 吹きて 

一一 一三 八よ そよ b 見 ゆる 峯の 松原 


左 近 大將濟 時 


卷第 十三 


前 大納言 尊 氏 

八 五 


の 


荛玖波 集 (下〕 


八 六 


一) 甫一 •逸本は 千 句の つぎに 「連歌」 
二字が ある。 

(一一〕 學 。大 一本 「けり」 

00 名 本 「みさほ や」 


式部 卿久明 親王 家の 千 句に 

二 

いほ b の軒ぞ 傾きに ける 

三 

一一 一一 一ー ル 年へ たる 松の 柱 や 朽ちぬ らん 


久良 親王' 


(四〕 大 •圖 一本 「さえけ る」 

(五〕 名 •大一 •逸 •橋 本 「照 海」 


四 


霰は たま 6 霜は 消え ゆ 


五 


ニー § 鐘 聞きて なほ 夜を 殘す篠 の屋に  照 阿 上人 


(六) むかしの 旅は 野 JC 山に 假り寢 をす る 
こと も しばしばな ので、 枕頭に 嵐が 吹き 
す さぶ のは 別に かは つたこと でもない の 
で、 枕 や 嵐なる らんと いつた。 

(七〕 山里は わびしい が、 それでも、 松 蔭 
に 居を 占め、 風を 防ぐ だけの ことは 出來 
るのに と附 けた。 

(八〕 花 もな く 紅葉 もない から、 何に よつ 
て ふたたび 訪問を 受けられ やう もない。 
(九〕 わびしい 山の ^ であると 附けた 。 


六 


旅の 枕 や 凰なる らん 


七 


一言 山里は 松を かげに てす む ものを  關白前 左大臣 


八 


何に つけて か 又と はれまし 


九 


一一 S 一一 我 だに もす まれぬ 山の 柴の戶 


救濟 法師. 


〇〇〕 一條の 登山の 路から 家は 見えない が 
谷間に の、 ぼる 煙を 見た 景 氣附。 


山に の ほる は 道の ひとす ぢ. 


10 


一一 一四 一一 一 庵 見えぬ 煙は 谷の 木の まに て 


(二) 日の 入る のを 入り海に かけ、 內 海の 
暮れ方の 船が 人の 心を 引く との 意。 

(一 一一〕 附句 は、 雲間に 見えて ゐた 遠山が あ 
らはれ た. り隱れ たりす る 景色を 附け た。 
(一一 一一〕 はるか 向かう の 波間には 一 むらの 松 
林が ある。 そのうちに ゆ ふべ の 幕が とざ 
して 山 もな にも 見えな くな つた。 

(一四〕 夕 嵐は 鶴の 林に どう 吹きす さぶ かと 
大聖の 入滅を たと へた。 鶴の 林は 部 度拘 
尸那 城、 跋提 河畔に ある 沙羅 樹林で、 む 
かし 釋尊 入滅のと き 白 鶴の やうに 變 色し 
たとい ふので 名高い。 

(一 a この 夜釋 尊の 入滅は 法 華經に 薪盡火 
滅と ある その 語を 用ゐ 、薪が 盡 きて ゐる 
ので 煙 も 見えない とした。 

(一 〇 大一 •逸* 石。 橋 •藤 •京 本 「業 俯」 
圖本 「蘭 修」 北 本 「蘭 備」 學 •大本 「英 
備」 


日 も 入海の 舟を しぞ M ふ 


二 一 


一言 遠山の 雲に み ゆるは また 隱れ 


村の 松 こそ. 遠き 波間な れ 


三 


一一 一四 M 夕日 隱れて 山の端 もな 


一四 


いかが 吹く 鶴の 林の ゆ ふ あら 


一 五 


一一 一四 六 薪つ きて は 煙を も 見ず 


導譽 法師 


\ 


權律 師玄祐 


神業-脩 


卷第十 一一 


八 七 


荛玖波 集‘ (下〕 


冷 


八 八 


(一〕 山城の 小 野の 炭 - Ji きは 若い ときから 
それを 業と してす でに 翁と なつて しまつ 
たと、 まこと ^ しがない 生業を あはれん 
だ 句。 

0 一〕 末 細い 煙と いふの も炭燒 きには ふさ 
はしい 表現で、 山 庵は 古びて ゐると 結ん 
である。 一 

00 ほのかに 霞む 遠山の 末は 煙の やぅに 
見える。 

( g 〕 その 昔、 富士山は 煙を 噴いて ゐ たの 
で、 古歌には 富士に 煙 がつき ものの やぅ 
になつ て ゐる 。煙は 富 ± の ものと いひ、 
高山に 富士 を、 遠くには 煙を 附けた C 
( 5 圖 •名 •神 •逸 •橋。 北* 大本 「雲 
に」 〇前 句は 煙を 豫 想させる。 

(六〕 圖 •名 •石 本 「かくれる」 

(七〕 附句 は、 山里の 夕景。 


(<〕 前 句の 日を 火に 取り、 柴燒 きて と附 

け麵 

(〇 名 •甫 一本 「庵 (いほり〕 に」 


翁と な 6 ぬ 小 野の 炭燒 
一二 S 末 細き 煙に 山の 庵 さびて 


三 

高き 山な ほ 末 遠く あら はれて 

四 

一貢け ぶ . b は 富士の 物と こそ 見れ 


五 


七 


六 


とな 6 てぞ 山に かかれる 


一 S ル 里に たく 松の 爪 木の 夕 煙 


霜の 消 ゆる や 日に あたる らん 

A 

コ g 山陰 to , 庵には 人の 柴燒 きて 


了 阿 法師 


圓 海 _ 法師 


藤 原 家 尹 朝臣 


源氏 賴 


ril 


むる や 住家なる らん 


(一 0〕 薪を 取りつ くして 夕方 かへ る 意の 附 
句。 ねり そは 木の 枝を ねぢ て繩 のかは リ 
にす る もの ◦薪を 束ねる に 用ゐ る。 練 麻 
(ねり そ〕 を 結 ふとい ふのを 夕つ 方に いひ 
かけた。 

0 一〕 名 •學 •高 •京 一 •伊本 「かへ しほ 
すらん」 大 一本 「かへ て ほず らん」 

(一一 0 あまは 汐を欲 むので 袖を ぬらす。 汐 
木を ひろつ て 鹽を燒 けば、 袖は 自然に 乾 
くは ず だのに、 どぅして その やぅに 袂を 
絞る やらと つづけた。 

(一一 一一〕 春に なつて 珍ち しく 雪が 降る につけ 
業 平が 雪を 踏み わけて 小 野まで 惟喬 親王 
を お訪ね 申し上げた 伊勢 物語の 故事に よ 
つて 附けた 。 


〇 


一一 一 五一と b はつる 薪の ね 6 そ ゆ ふつかた 救濟 法師 


S やた もとを かくし ぼる らん 

一二  . 

一一 一 五一 一 拾 ふ 木を 又燒 くものと なすべき に良尋 法師 


今朝め づら 


ふれる 白' 雪 


一三 


一一 一 蓋 小 野と いふ 里まで 人の 尋ねき て  成 阿 法師 


(一 3〕 近き は 濃く、 遠き は 淡く、 むら むら 
に ^ じて 附 けた。 


夕立の 雲む らむら に 風 吹いて 


一四 


一一 S  近き 遠き も 山 や 見 ゆらん 


圓鏖 法師 


(一 五〕 憂き は 上 も 下 も 同じ わけで あるが、 
自分の 憂き はまた 格別 だ。 / 

(一六) となりと しては、 嵐に 吹かれて さび 
しい 響きを 立てる 松が ある ばかりで、 そ 
の峯 Q 庵に 住む 身の 憂さは 格別で ある。 


五 


ぅきにた ぐ ひは なき 身な b け 
一一 一羞 あらし 吹く 松を 隣の 峯の庵 


頓阿 法師 


卷第十 三 


八 九 


荛玖波 集 (下〕 


九 o' 


(一 〕 入相 9 鐘は 多く 山から 聞え る 習 ひで 
あるが、 いまは 里の 方から 響く。 里は す 
でに 暮れて ゐる 、•が、 山の 方には 夕日の 影 
はさして ゐ てと 0 


里ょ 6 ひびく 入相の鐘 

一一 一美 山に なほ 夕日の 影は 見えながら  丹 波 守 長 


(一一〕 前 句は、 すこし 難題. である。 それを _ 
特別に 通 ふ 道が あ S- として 解決した。 


旅に 出で ぬ も關 はこえぬ る 

二 

一一 ■山中の 庵に かよ ふ 道 あ^ 〇 て 


慶豪 法師 


00 藤 •學 •高 •京 本 「き a- 」 

(四〕 行き暮れて 春の 山邊に 宿りす るとの 
趣向を かへ て、 人家 もない 山の 松 蔭 も 一 
夜の 宿と なると わびしい 旅 寢を敍 ベた。 


三 


とまれば ここ も 宿と こそな れ 


四 


一一 一天 暮れに け b 里な き 山の 松の 蔭 


蔆原貞 直 


(五〕 待戀 をい ふ 前 句に、 人は 來な いで 庭 
の 松に 夕風が いつもの やうに 訪れる に 過 
ぎな かつた。 

(六) 名 •甫一 •大一 •逸本 「仁 li 法師」 


待つ かひの ある 契なら ば や 


五 


一ー ー壳 いつもき く 風は 夕の 庭の 松 


六 


仁 朝 法師 


—A 

ン J  く 

松 二 又 5 
原 吹 

の き 
あ た 
な つ 
た は 
の 沖 
里つ 
の 汐 
夕 風 
煙 


行 

祝 

阿 

部 

法 

行 

師 

親 

七 


け ふは 船路に 叉な b にけ 6 

A JL 

一一 一六 〇  山風は 浦なる 松に つた ひきて 


(七〕 海道な どの 長途を 旅する にあた つて 
昨日は 陸行して ゐたが 、今日は また 舟で 
行く  Q 前 句。 

(八〕 附 句は" 海 添 ひの 松風を 舟で 聞く 體 
で 附けた 。 

(〇 學 。小 本 「松を」 

(一 S 沖の 方には 汐風 がまた 荒び て ゐ る。 

(10 附句 は、 漁村の 夕 煙を 吹き 立つ とし 
た 景 氣附。  - 


(一一 0 同じ 世ながら 再 會の 期せられ ない 別 
れを敍 して ある。  认 
(一一 一一〕 名* 甫 一本 「こもる らん」 

(一四) 附句 は、 山 庵に 隱栖 してと 輕く附 け 
た 0 

(一 五〕 大本の み 「當 長」 

(一 〇 砂金を ひろ ふこと が 當時行 はれて ゐ 
た。 砂の 數は ょむ とも 盡きな いもの、 上 
のつ きぬに 應 じる。 

(一七〕 高、 小 本 「いづこ」 

(一 0 甫一本 「はしる ぞ」 學 •高 •小 本 
「はやき ぞ」 

(一 C 大朱本 「谷は しる」 


一二  一三 

この 世ながら や 又 別る らん 

一四  ノ  ー  五 

一一 一六 一一 古鄕を 山の 庵に すみかへ て  祝 部尙長 


こがねと いふは つくる ことなし 
一一 S 杯の 根よ 6  L セ さ ごな がるる み 山川 救濟法 師 


一八  一九  ノ 

水のは やき ぞ ^' はしるな 


卷第 十三 


rL 


荛玖波 集 (下〕 


一〕 水のは やきに 瀧を つく。 石は 苔の つ  一 1 一六 四 石高き 山の 奥よ 6 ii おちて 


_ ところ、 寄 合。 


九 一一 


藤 原 知 春 


00 月に 村 雲を 附打 、所所は いづく もに 

對 す。 


月の いづく も ほのかなる 


力 


SW 村 雲に ところどころの 山 見えて  顯英 法師 


(一一 一〕 學 •高 本 「夕 こもる 山」 

(E) 雪の 山 庵は 音の かすかな 松風が か 1 
つて さびしい。  二 


冬 ごもる 山の 庵の 雪の 中 


四 


一一 一六 六 音 かすかなる 軒の 松風 


寂 忍 法師 


(五) 圖本 「なほ」 

(六〕 人事の 憂き 節と 竹の 浮 節と 音が かょ 
ふ。 旅は ぅき ふしが 多い とい ふを、 竹 ま 
たは 籐を 編んだ 席の 上に 寢て と附 けた 0 
竹の 席は ぅき ふしに 附 く。 

〇〕 甫 •高 本 「ひとりねて」 

(八〕 さ 席の さは 接頭 辭 。苔の さ 席は 1 面 
に 茂く 生えて ゐる苔 のこと。 嵐 ふく. 苔の 
茵 (しとね〕 の堪 へが, /C いと。 


五 


うき ふしは ただ 旅に こそ あれ 


六 

やまがつ 


七 


一 1 5 山賤の 竹の むしろに 一夜ね て 


身に 寒く 吹く 松の 凰を 

一一 R 〈岩根なる 苔の さ 席 敷き わびぬ 


關白前 左大臣 


道 生 法師 


(九〕 百花 撩亂 、芳草の 繁つ てゐた 庭な ど 
の 秋の 末な どに あつて 荒れ果てた 意に 見 
える。 

(I S 附句 は、 むかし 見た 苔む した 石橋は 
いまは 跡 もな く 荒れて ゐ ると 廢殘 の 遺蹟 
とした。 名 本に 前 句、 笆ぞ となつ てゐ .る 
が、 その 方が 意が 通じ やすい。 

C  一 c ia 本 「人の かげ こそ」 

(一 e 人の 顏 の 多く 見える とい ふのを 袖 木 
引く 群衆の ことと した。 まさきは 野葡萄 
のこと。 その かづら は 綱に 代用され る。 


茂 か 5 し 色 ぞいた く 荒れに ける 
5 ル 苔の 石橋 跡 だに もな し 


前 大納言 忠信 


一一  あまた 

人の かほ こそ #' 多み え けれ  . 

一一 一  . 

一 1 S 杣木ひ きま さきの 綱に 手を かけて 平堯重 


1 に 小 け— 巧。 小 野は  けを ゃく 里の 一村 ぁる 山に 
山城の* 部に あり、 古 來炭燒 きで 著名。 一 S 一  薪 ® るを やを のと广 ふらん 


忠納 言忠嗣 


(一！ 0 勾 ふ 日影は、 輝く 光りの こと。 附句 
は 朝 霜の 置いて ゐた場 所を あらは して あ 
る。 樵路 Q 朝 霜は まだ 殘って ゐたに 、野 
に 出て 見る と、 消えて 跡 もない とした。 


匂 ふ 日影に き ゆる 朝 霜 


1 四 


5 一一  山に とる 薪の 道の 野に 出： でて 


常曉 法師 


卷第 十三 


九 三 


荛玖波 集 (下〕  九 四 

降 る 雨まで も 閑 かなる 音 

(〇 前 句は、 はつき りと 季は 示して ない  一 

が、 春の 句 か 0. 白樂 天の 廬山 夜雨 草庵 中  一一 一 - ti 一一 一  ひと 6 由む 柴の 庵に 夜は ふけて  高 階 重 成 

の 趣き。  〆 
0 一〕 長 壽 とても、 千歲が 限度で あらう。 

「千年と も數は 定めず 世の中に 限りなき  二 

身と 人 もぃ ふべ く」 Q 拾遺 集賀 の 歌の 裏  千歲 やつ ひの 限 b なる らん 

をい つ / C もの。  三 

(一 0 附句は 、前 句の 千歳を 北の 國に ある  5 a  是ょ 6 も 北なる 國の 名を 聞けば  救濟 法師 
山と 見なして 附 けた。 千歲 山は 丹 波 K あ 
り、 都から 北に あたる。 それを 指した か 
あるいは 舊蝦 夷な どに さう いふ 地名が あ  四 

ると して 附け た。  う 6 にも 見 ゆる 靑葉な 6 け b 
(四〕 學 。高 本 「かり」 〇 瓜の 名産 地は 山  五 

城 Q m S りで、 催 馬樂に 「山城の こま 一 霊 笛の 名の こまの ゎた b に 家居して 藤 原長泰 

の わたりの 瓜 作り」 などと 見えて ゐ る。  . 

前 句は、 瓜には 青 奪が あると いふの か 句 
意が 確かで ない。 

(5 敦盛 の 青葉の 笛から 靑棄に 笛と 附け  吹く 風の 音 こそ 空に 聞え けれ 

た。 笛には 犯 笛と いふの が あるので、 それ  六 

を 山城の 地名 取り、 前 句の 瓜に應 じた。 1  一 S 野中の 庵は 松の 下 蔭  藤 原 親政 

(六〕 風の 音 も 空に 聞え る だけで あるとの 
前 句に、 村里 離れた 野中に、 松の 下 蔭を 
占めて 作つて ある 小 庵は さびしく、 吹く 

風も柴 Qm には 訪れぬ と。  ふみ 分けて 誰が 通ひ路 となりぬ らん 


(七〕 「誰が 通 ひ 路」 に 「來し 人知らぬ」 と 
應じ 、荒れて 踏み 入る 人 もとが めない ほ 
どの さまを いふ。 蓬生は 荒れた ありさま 
を 示す。 生は 芝生、 淺茅 生の 生に 同じ。 
(<〕 藤。 圖 。名 •京 •大 。甫 •逸本 「卷 
の 名」 の 三 字、 學 •神 •早 本 「國の 名」 

の 三 字を 缺 く。 

(九〕 綠の稍 から 露が 亂れ 落ちる。 その 色 
まで 綠 色を帶 びて ゐ る。 

(一 0 〕學 •高。 神 •早 •伊 •京 本 「しぐ る 

る」 

00 附句は 、故鄕 には どの 家 もどのぅ ち 
も 蓬が 高く 延びて、 われ 劣ら じと 競爭す 
る やぅな 荒廢だ との 義 。露に 蓬は 附 合。 
いつもに 出 雲の 國 名を、 蓬生に 源氏の 卷 
の 名を 賦 す。 

(一一 0 名 本 「かょ ふきの」 0 古い 關屋の 荒 
れ 果てた 淋し さがい ひ盡 くされて ゐ る。 
守る を 漏る に 取り、 雨を 附けて ある。 茅 
葺 きの 軒 も それに ふさは しい。 

010 月影 もささない 谷 陰の 庵は もの さび 
しい。 まして そこで 雨聲 とま ぎれ る 松風 
を 聞く のは 一段と わびしい 。松風の 古葉 
を 吹き 落す のを 雨と 取つ たので ある。 
(一四〕 名 •前 一本 「長 鄕」 

卷第 十三 


1 ど し 人知らぬ 庭の よもぎ ふ  後深草 院少 將內侍 


八 


後鳥羽院 御 時、 源氏 卷の名 國の名 百 韻 連歌た てまつ 

りけ る 中に 


t  一〇 

いつもみ ど b の露ぞ みだる る 
5 <  家一 生の 軒端 あらそ ふ 古鄕に 


須 磨の 關屋は もる 人 もな し 
一一 m 茅ぶ きの 軒に 音せ ぬ 雨 ふ 6 て 


にも くらき 谷 陰の 庵 
UKO feH 風の 音 ばか b なる 雨聽 きて 


源 家長 朝臣 


救濟 法師 


藤 原永鄕 


九 五 


'  荛玖波 集 $ 
(一〕 藤 •圏 •學 •■北. 早 •京 本 「あさ ぢ 

における」 

00 蓬の 茂く 生えて ゐる ところは 露の お 
くと ころと きまつて ゐ る。 白露の あまり 
に 多い とい ふに、 その 場所を 附け た。 

0 一  0 照射の ために 狩人が ょつて 來て 荒れ 
たとい ふ 庵は、 淺茅 原に 殘つ てゐる 一軒 
屋 としたので あらう。 ともしは 照射の 字 
にあたり、 鹿の 夜間、 火に a 寄つて 來る 
のを 待つ て 狙 ひ 射つ こと。 

(四〕 11 を 結んで 文字に 代へ た 太古の 政は 
まつすぐ /c 。 

(五〕 物の 直 <'' なる 例に 引かれる 麻の 生 ひ 
たる 中に も 道が あると 附け た。 繩に 麻、 
す <■' なる に 道は 寄 合。 

GO 無 敫の 木立の なかを わけて 行く であ 
らう Q 

(七〕 It 句の いく 木を 人の 生きる 木 K: ®? り 
藥には 草で も 採る のに、 木で あると 藥草 
以上で あ b うと 附 けた。 

(〇 蓮の 葉には 雨が 注いでも 玉を なす。 
それで 露を 添へ ると いふ。 

(九〕 附句 は、 注 釋附で 、金 葉 集 の r 風 吹 
けば 蓮の 浮 葉に 玉 こえて 涼しくな りぬ ひ 
ぐらし の聲 JQ 歌 句に 取つ たやう である 0 


九 六 


あま 6 に 置ける 秋の 白露 


二 


一一 一  <1 淺茅 原い つ 住みけ ると 見えぬ かな 藤 原 信實朝 S 


ともしに 夏は 庵ぞ 荒れぬ る 

三 

一ー ー< 一一 淺茅 原い つ 住みけ ると 見えぬ かな 藤 原秀能 


四 


すぐなる は 繩を 結びし まつ 6 ごと 


五 


一ー ー八一一 一麻の 中に も道ぞ あ  -〇 ける 


品 法 親王 


六 


いく 木の もとを 分けて ゆく らん 


七 


一ー ー<5 藥 には 草を も A のとる べきに 


權少 僧都 快宗 


八 


池の 蓮ぞ 露を そへ たる 


(一 0〕 名 •甫 •逸 •北 •大本 「性 尊」 

0  0 圖本 「菱 のぅへ 葉」 〇蛙が 互 ひに 鳴 
きしき るのを M 合戰 とし、 小さい ものの 
爭ひ を © 牛角 上の 爭 ひとい ふので、 魅が 
菱の浮 草の 上で 鳴いて ゐる が、 それは 正 
しく 角の 上の 爭ひで あると。 禍 牛の 右 角 
上に 國を 持つて ゐた觸 氏と、 左 角 上に 國 
を 持つて ゐた蠻 氏と が 互 ひに 相爭つ たこ 
とは、 莊 子の 則 陽篇に 載つ てゐ る。 

(一 10 三 字 中略と いふのは、 句 中の 名詞 中、 
兰字か ら 成る 言葉を 中間の 一字を 省略し 
て、 二字の 言葉に 易へ る こと。 ここでは 
都 (みやこ〕 のなかの 「や」 を 略してみ こ 
(巫) を賦 したので ある。 もし 「あるじ」 

の 三 字 中略なら ば、 「あし」 となる。 四 字 
上下赂 はこの 句には 見えて ゐない 。 

(一一 0 そみ かく だ (蘇 民 書札〕 は 山伏の 異名 
で、 その 祖は 役の 行者で、 大和の 大 峰の 
窟で 修行した 。その 山伏たち が 岩屋の 主 
人と も 見えない との 意。 

0 S〕 訪ね そ 來ても 一向 無情 だと 戀 の 上の 
句。 

(一 5 來 るを 繰る に 取り、 宫 殿の 用材を 引 
く 野葡萄の 綱を 引き延ばして とつ けられ 
た。 下から 上へ 序の 體も つづけさせられ 


二 5 浮 草のう き 葉の 上に 水 こえて  性 遵 法師 


なに 事の 爭ひか ある 鳴く 蛙 
一 K 六 菱の 浮葉ぞ つのの 上なる 


良 阿 法師 


一二 


後鳥羽院の 御 時、 三 字 中略、 四 字 上下 略の 百 韻 連歌 

奉り 侍りけ る 中に 

おの づから 都に うとき そみ かく ^ 


一三 


一一 K 七 峯の いはやの あるじと もな 


前 中 納言定 家 


四 


一 五 


る もつれな き 戀の道 かな 


一ー ー<<  官木弓 く 正木の 綱手う ちは へて  後鳥羽院 御製 


卷第 十三 


九 七 


荛玖波 集 (下〕 


九 八 


±.0 

(〇 圖 •名。 甫 •逸本に ょり 「麓の」 二 
字を 補 ふ。  . 

0 1〕 竈 門 山は 筑前に ある。 春は 萠 えを 燃 
えに 取り、 秋は 紅葉す るを こが るるとい 
ひ、 竈に 緣 の ある 語。 霞は 春、 霧は 秋を 
受け、 煙の 緣語 で附 けた。 

(■ 0 無名 抄 「煙と ぞ見 る」 拾遺 集。 ィ本 
「煙と ぞな る」 

(0〕 往路と 歸路 とで 春は どちら、 秋は ど 
ちらと 順風を 待つ て 航行す る さまを つけ 
たもの か。 山 口の 大內 氏が 明と 交通した 
當 時の さまを 示した ものと 見るべき か。 


一ー ー<  九 


竈 山の 麓の 木に ふるく 書きつ けて 侍りけ るに 
春は もえ 秋は こがる る 竈 門 山  詠み 人知ら す 


と あるに 

霞 も 霧 もけ ぶ 


とぞ 立つ 


S 土 舟の 旅の 夜と ま 


四 


一一 一 § 風 かは る 春と 秋との 時を 得て 


藤 原元輔 


救濟 法師 


C 主) この 附合 のことは 袋 草子 三に 載って 
ゐ る。 桐 火桶は 桐 製の 丸い 火鉢。 霞 こめ 
たるとは 火桶の 繪に春 景色な どを 描いて 
あつたた めで あらう。 附 句は 繪で あるか 
ら 、花咲く ことな ども 覺束 ない とした。 
(. C 學本 r 忠實」 


堀 河 院の御 時、 中宮の 御 方に 渡らせ 給 ふに、 藏人永 
實 して 御所に 侍りけ る 桐 火桶を めして 遺は したりけ 
るに、 繪か きたる 火桶を さし 出づ とて 

かすみ こめた る 桐 火桶 かな 


周 防內侍 


と 侍る に 


(七〕 月は なかなか 出さぅ にない、 待つ の 
は 遁世の 身に もつ らい。 

(八〕 自分 もこ の 山陰を 出 ま いと 思 ふ、 と 
いで じを きつ かけに 附け た。 

(九) 心を つくす は、 その 方に いろいろと 
心を つか ふこと、 在 対 心の 意。 

C 一  0〕 京* It ， 學 •神 •高 •伊本 「山の ぃ 
ろかな」 藤 •市 一 •北 •大 •圖 •橋。 橋 
一* 高 本 「花の 道 かな」 甫 一本 「山の み 
ちかな」 

(二〕 花を 雲に 見立てて 附け た。 出典と し 
ては 紀貫 之の 「樓花 咲きに けらし も 足 引 
きの 山の かひょり 見 ゆる 白雲」 C 古今 集 春 
歌 上；} など、 その他す くな くない。 

(一一 0 學 •.甫 。神。 高 •小 本 「高 根 や」 

C 一 〇 木の葉 松風は 木の葉を 吹き散らす 松 
風を いふ。 その 音の する 方は いづく ぞと 
いひ かけた 前 句。 

(一一 0 山里の 夕暮れの ものと して 附け た。 
a a 藤 •學 * 甫 •鞞丄 八 •高 •北 V 橋。 
京 本* 「世を すくる J  o -lfr 捨人の 心とは 別 
であると Q 前 句。 

(一 〇 在俗の ものは、 その 生活 や 志望が 違 
ふな ど 世の常の ことを もつ てし ないで た 
だ 住所の 差異 ばかりで と附 けた。 


二 R 一花 や暌き 紅葉 やすらん おぼつかな 藤 原永實 


七 


遁れて も 月 待つ 夜半は うか 6 け 


八 


一 1 R1 一 我 もいで じと M ふ 山陰 


a 


一 〇 


をつ くす 花の いろかな 


一一 一 


一一 5 白雲の いく 重 高 根を 隔 つらん 


一三 


音は いづれ ぞ 木の葉 松風 


四 


一一 5  山陰は 鐘よ b さきの 夕に て 


一 五 


世を すつ る 人には かは る、 ひに て 


六 


一一 S  山に あらす 里に こそす め 


祝 部 行 親 


權中納 言 公雄 


關白前 左大臣 


前 大僧正 賢 俊 


卷第十 三 


荛玖波 集 (下) 


一〇〇 


(一〕 ■像の 掛け ものの 前には 花立てを 置 

いて ある。 

0 1〕 學 •高 本 r まつの 花 立」 

.(一一 0 香 爐には 一縷の 煙は 上つ てゐ る、 と 
追善な どの 座席の 狀景を もつ て附 けた。 

(四；} 名* 甫一 •大 了 逸本 「なく や」 〇 
水鷄 は嘵 はお のれの ものの やうに 思って 
曉 かけて 鳴く ことよ。 

水鷄 の 鳴き 聲は戶 を 叩く やうな ff で 
ある。 


繪をか けて 置く 前の 花 立 


三 


一一 S  雲と なる 香の 烟の 一た き 


四 


たつ や 水 鷄のお のが 曉 


五 


一一 S 松風の たたく は 柴の戶 ぼ そに て 


導譽 法師 


品 法 親王 


(六〕 名 •逸本 「つらし」 

0 ¥ T 神 •高 •大本 「公 時」 

(八〕 公明の 句には 場所を 示して ない。 御 
製は その 場所を 附け ちれ、 爲 藤のは 深山 
の 庵に かよ ふ 道を あげて、 兰句っ づきの 
連歌と なつて ゐ る。 


き 


僞 6 の くれを 重ねて 


- ,  六  七 

.111 れ てきく 音 さへ さびし 松の 虱  前 大納言 公明 


と # るに 


八 


深山の 庵に としのへ ぬれば 

と 侍る に 

一一 一 欠 ふみ 分く る 岩根の 道 も 跡 ふ， 〇 ぬ 


後 宇多院 御製 


民 部 卿爲藤 


(九〕 杉に 過ぎを いひ 懸け、 さう いふ 庵は 
ないで あらう か 0 

C1 S 杉には 三輪は 寄 合で あり、 かつ 古今 
集雜歌 下に 「わが 庵は 三輪の 山 もとこ ひ 
しく ばと ぶら ひ來 ませ 杉 立て る 門」 など 
あるのに よつて 附 けた。 

(二〕 三輪の 杉は 標木が 立つて ゐる が、 こ 
こには さう いふ ものの ない 杉を 見る。 

(一 〇 古歌に よつて 三輪の 杣 山を 附けた 。 
諸 本には 三輪を 「み.' のの」 「みを の」 「み 
たの」 「いほの 杣 木」 など 誤つた ものが す 
くな くない 0 

C 1 0 木の葉が 雨の 降る やうに 落ちる 音は 
さびしい。 風が それを 戸に うちつける 音 
を 人が 訪れた のかと 聞く。 風の たよりは 
それと、 いま 普通に いふ 風聞、 人の 噂な 
どの 意に よつて 附け てゐる 。 

(一四〕 御室 (三 室；} は 紅葉の 名所な ので、 時 
雨に つれ 紅葉の 色ます ことは いふ ま  一 e も 
ない。 

(一 5 附 句は、 夕日が 花やかに 照り そふと 
の 意。 


九 


かくても 杉の 庵 やは なき 


〇 


一一 S  きても など たづね ざるらん 三輪の 山信實 朝臣 


二 


二 一 


るし も 知らぬ 杉を 見る かな 


一 i 宫木 引く 三輪の 杣山 尋ね 來て  常 盤 井 入道 1 太 g 


ふるや 木の葉 ■の 音ぞ 寂しき 


一三 


1 山里は 風の たよ 6 に 人 待ちて  山 階 入道 左大臣 


一四 


二 室の 山は 色 まさ b け 


一 五 


S 一一  暮れ かかる 峯に 日影の さす ままに 後鳥羽 完 ■御製 


卷第十 三 


一〇 


松 = 結 = 
あ び 
れ か 
ば へ 
風 て 
の や 
か 夢 
げ は 
な 見 

る  え 

柴ま 
の し 
庵 


關白前 左大臣 


一〇二 

はたちは 過ぎし 年年の かす 

富 土の 根を かさね あげたる 山と 見て 左 近 少將善 成 


荔玖波 集 (下) 


(一〕 述懐の 前 句に 對し て、 附句は 、伊勢 
物語に 富士山を 形容して 比皲 山を はたち  一一 一一 011 一 
ばかり 重ね 上げた ほどと して あるので、 

年のは たちと あるのに 寄せて 附け た。 

(一一〕 魂 結びな r いふ ことを し 直して、 ま 
た 吉 夢を 得たい との 戀句。 

(一 10 松がなければ 風 も あたらな い-のか、 

幸 ひそれ が あって 風を 防いで ゐる柴 屋 は  一三 〇 四 
垣根を 結び かへ てと 附けた 。 


(四〕 山路の 旅の 最初に 目に 入った ものを 
附け たもの か。 

( 5 學*高*京一.伊本「宿に」 

C 六〕 落葉の 降りに 古り をき かせて 上の 幾 
年月を 重ぬ に 應じ次 。  、 

(七〕 甫 一本の み 「 4 りの 下 庵」 名 本 「杉 
の 下 庵」 

(<〕 前 句は 獨立 しない 句。 墨染めのは、 
ゆ ふべ の 頭に 冠して ゐる が、 墨染めの衣 
を まとぅた 僧侶と いふ 意に あてた ので あ 
らぅ 0 


山路の 旅に 今 出で にけ 


四 


g 五 古鄕の あれし に ® たる 柴の庵 


五 


住む やまに 幾年 月を 重ぬ らん 


六 


一一 一国 落葉 ふ 


七 


る まつの 下 庵 


八 


墨 染のゆ ふ 山 こえて ゆく 道に 


導譽法 師 


源 兼 


(九〕 附句 は、 奥は 暗い とい ふのを 鞍馬に  九へ  、ミ， 7} 、 こ？  ,  T  , , 

轉じ、上の墨染めのに應じた。木がくれ一遷もく一鞍馬の * の木力くれ  相 阿 法師. 
は 木蔭に 同じ。 

のがれて は 又も あら じと a ひしに 

(一 S 又も あら じは この 世には} 一度と ゐな  一 0 

ぃとの 意。 前 句の 述懐を 輕く 扱って、 山  一三 ◦八む すべで かげの 見 ゆる 山 7]c 神  貞 P 
水は 手に 掬つ て 見る と、 その 影が 水中に 
あると した。 金 葉 集雜部 上には 「世の中 
はぅ き 身に そへ る 影 なれ や 思 ひ 捨つれ ど 

離れ ざり けり」 の 歌の 意に 通 ふ ものが ぁ  初音 かたら ふ 山 郭公 

る。  二  • 

(二〕 山 郭公の 初音を 告げる のを 初音 かた  一一 一 f  我が 庵の 寂しき 程を しらせば や 山 階 入道 左大臣 

らふと いふので、 それを 友の やぅに 見な 
して 附けた 。  . 

つら か 6 し 人の ^ を しるべに て 

11111 〇 むなしき 跡を 三輪の 杉 村  西 園 寺 入道〗 5 太 1 


一三 

かたぶく よは ひ 淚とぞ なる 
一一 一一 一一 我が 猶兔し 松 も 老木の 姿に て.  法 印 聽海. 

卷第 十三  一 〇 三 


(一一 0 三輪に 見る を かけ、 杉 村は しるべに 
附く 。われに 無情であった 人の 心を 案內 
者と して わが 行くべき 道を 定めるな どい 
ふ 意味の 前 句を、 亡くなった 跡を みる 三 
輪の 杉 村 のなかにとした。 

(一一 0 前 句は、 老いての 述懐。 

(一四〕 附句 は、 植木の ■姿に とった。 


益 玖 波 集 (下〕 


〇四 


(一 〕 甫 •高 本 「白雪」 

■.'て 

(一一〕 景氣 附。 

(一一 0 つばな は淺 茅の 花。 白い 穂を 含んで 
ゐる とき、 子女が 拔き 取つ てま まごと 遊 
びに する。 草 XII りの 童子が 歸つて 行く 野 
の 情緒の 前 句。 

(四〕 ねぶりの 木は ねぶり 木、 または 合歡 
木。 眠る とい ふに いひ かける。 附句 は、 
遊びく たびれ 7C 草 XIJ りの 童が 木の下に 休 
むと 居眠りを する。 その 木は ねむり 木で 
あると した 0 

(no 前 句は、 神無月の ころの 時雨の 悲し 
さを 述べて ゐ る。 

C 六〕 甫 一本 「秋ぞ 悲しき」 

(七〕 附句 は、 深山の 夜の 瀧の 音の 悲し さ 
もの おそろし さを 附 けた。 

(八〕 學 •大一 •高 •伊本 「ょるの 聲」 
(九〕 伯 夷、 叔齊が 首 陽 山の 蕨を 取つた や 
うなつ ましい 生活を 聯想され る 句。 

(一 S 名* 甫一 •大 •小 本 「はつかなる」 
〇附句 は、 爪 木 も、 つましく 單に一 拳と 
わづか な ものを 附けた 0 


苔を ヲづむ もけ さの 初 S ‘ 

一三 一一 一 吹く 風 も 横の 木隱れ 音 こめて  善 阿 法師 


つばなぬ く 野に かへ る 草 刈 

一一 i 陰に ゐて 休めば しばし ねぶ 6 の 木救濟 法師. 


うち 時雨れ ては 時ぞ 悲しき 
一一 2 雲に 聞く 深山の 瀧の よるの 波 


信 照 法師 


花の 頃 報恩 院 にて 百 韻の 連歌 侍りし に 


九 


蔵と 6 にや 山を 出づ らん 


-  〇 


一一 一一 一 五 わづ かなる 柴の つま 木の 一 拳 


關白前 左大臣 


(一 0 戀 Q 句に も 取られる 前 旬。 


たが 音 づれ と M ひな さまし 


品 法 親王 


011 1〕 龜 山は 京都の 西、 嵯峨 にある。 古今 
集賀 歌の 「龜の 尾の 山の 岩根を とめて お 
つる 瀧の 白玉 千世の 數か も」 の 歌の 詞に 
ょつて 附合 とする。 古歌は 賀 の 意で ある 
のを、 これは 吹く 風の ために 瀧の 玉が 散 
ると した。 

(一四〕 人里には さぅ でなくて、 自分 だけに 
はつれな く 鳴く 音を もらさぬ と 郭公を 恨 
む 意。 

(一 a 附 句は、 悟りの 開けない 人は、 一旦 
山に のがれても、 そのまま ゐ つかず、 ま 
た 山から 浮世に 出て 來 ると あらぬ 意に 附 

f o 

(一 〇 高 •大一 •逸本 「あつむる 一 


山の 岩根を さして 吹く 風に 


一三 


一一 2 漉の かす そふ 玉 ぞく だ 


る 


一四 


つれな きは 己れ ひと b の時& 


一 五 


5 八す み 得ぬ A は 山を いづな 


六 


S を あつめて 山と こそ みれ 


前 中 納言定 家. 


善 阿 法師 


一一 S 富士の 根は 人の 語る も ゆかしくて 頃 覺法師 


卷第十 三 


一〇五 


鉻玖波 集 (下〕 


一〇六 


C 一〕 前 句は、 人の 耕す こと、 附句 、猪が 
小 田の なかに 穴を 掘る わざに 轉じた 。 


荒れた る 小 田を 又 かへ すな 6 
一一 S  あし 引の 山に 臥す 猪の よはに 來 て西圓 法師 


(一一〕 深山で 一鳥啼 かずとい ふよりも 一聲 
鳴いた 方が さびしい。 

(三〕 附句 は、 夜の 明ける のは 遲く 、日の 
暮れる のは 速い と 深山 Q 狀 況を附 けた。 


霞む み 山の 鳥の 一尊. 


三 


一一一ーーーー 柴の戶 の あくるは 晚く 暮れ 易 


品 法 親王 


(四) いかに 待つ とい ふのを 紀 伊の 待 乳 山 
にい ひかけ た。 

(no 附句は 、來れ ばを 暮れは に 利かせ、 
臥す ベ き 庵を 作らう と附 けた。 


一一 一三 一一 


四 


佗び 人を いかに 待 乳の 山越えて 


五 


れは ふすべき 庵む すばん 


常 盤 井 人道 ^ g 


菀玖波 集卷第 十四 


雜 連歌 三 


(一〕 鏡の 山は 東 近 江に ある。 鳴の 海は 琵 
琶 湖。 AI は 水鳥。 に ほてる やは、 鳩が 水 
面に 照り かがやく 意。 AI の 海 または 近 江 
の 海の 枕詞と して 用ゐら れ た。 ぅつりは 
鏡の 緣、 名所に 名所を 附け た。 

00 全く 忘れて しまつたら、 折角の わが 
名の 立つ のが 惜しい との惜 名戀 Q 前 句。 
(11|3沙14-潟にょく見るぅつせ貝、すなは 
ち 肉の ない 貝殼の やぅに 實がな くて はと 
景物を もって 序の やうに 附け た。 萬 葉 集 
卷 十一には 「住の 江の 濱に よると ふうつ 
せ 貝み なき こと もて われ 戀 ひめ や も」 の 
歌が ある 0 


後鳥羽院 御 時、 百 韻の 連歌た てまつ りけ る 中に 
鏡の 山に 月ぞ さやけ き 

1 一一に ほてる や 鳩の さ ざ 波う つ 6 來て從 二位 家隆 


名 こそ 惜し けれ 忘れは てな ば 

三 

二 一三 四 あさ 6 する 汐干 のかた のうつ せ 貝 後深草 院少將 


卷第十 固 


一〇七 


菀玖波 集 (下： I 


〇八 


(〇 圖 。甫本 「我 袖に」 

(一一〕 消え かへ るは 全く涫 える 意で、 心の 
めいる こと。 袖の 裏と つづけて、 心 (ぅ 
ら〕 Q 意に 轉じた 。灯火は 上句の 消えに 
應 じる。 前 句は、 戀の 句で あるのを、 附 
句は、 出 羽の 袖 浦の 灯火に 對 する 哀感を 
詠んだ 旅の 句。 

010 前 句は 獨立 しない。 汐垂 るる 袖と い 
ふのを 伊勢の 袖湊 にい ひ 下した。 「鹽た 
るる 伊勢を の あまの 袖 だに も ほすな る 隙 
はありと 社き け」 (千載 集戀歌 三〕 などの 
古歌に ょつて 語を 成した もの。 夜半に 釣 
りする 漁夫の 苦しみを 思 ふ附け なし。 
(四〕 普通なら あまは 製鹽 のために 汐 水を 
桶に 汲んで 運ぶ Q に、 これは 燒かな いた 
めの '/^ を 欲む のか 知らん との 前 句。 

(五〕 附句 は、 大荒れの ために 小舟の なか 
に汐 水が 澤山に 入つ たと 附け 、それを 汲 
み 出す さまに 取りな した。 

(六〕 夜明け 方の 月が 霞んで ゐ ると 春 月を 
詠んだ 前 句。 

(七〕 芦 火の 煙に 霞んだ とかは つた 趣向で 
詠んだ もの。 な だの 鹽屋 は攝 律の 名所。 
水 邊に萣 が 多く、 浦の 民は 燃料に 用ゐて 

.0 る。 


消え か 


忍びて しぼる ®- が 袖の 


一一 着 うら 悲しき は 浦のと もし 火 


しほた るる 袖の 湊を尋 ぬれば 
一一 一三 六 伊勢を の M の 夜半の 釣 舟 


や‘ かぬ ^ をや餐 はくむ らん 


五 


s -ta 風 あるる 浦の 小舟に 波 こえて 


六 


有 明の 月は ぅす 霞みつつ 


七 


八 


えびす こころ もな ればな b け 


後嵯峨 院 御製 


源 家長 朝臣 


前 中 納言爲 相 


一11三<  芦 火た くな だの 鹽屋 のぅら 風に  後鳥羽院 御製 


(八〕 えびす 心は 物の 哀れを 知らない 心、 
伊勢 物語に 見えて ゐる 。さう いふ 人で も 
P れる とょくな るの 前 句 0 
(九〕 釣 舟で 一夜 親しくな つたの も賴 もし 
いとした 附 句。 

(一 0〕 横の 木蔭が つづいて ゐて 川上の 樣子 
はわから ない との 前 句には、 林の なかの 
靜 けさは 太古に 似た 趣きが あ 〇 との 意が 
含まれて ゐ る。 

0 W 他の 方には 川上の 波風の 相う つ 音が 
どうどうと 聞え る、 b しいと 附けた 〇靜と 
動と をから ませた 附 合。 

〇一〇 1 方 野路には 騎る 馬を 進ませょうと 
して ゐ る。 

(一一 0 野 添への 海岸には 時刻に なつた と 見 
えて沙 がさす。 おくれて はならない と 急 
がせる に應 じて ゐ る。 鳴 海 湯は 尾 張の 名 
所。 太 田 道灌が 斥候に 出て 詠ん / C 說 話に 
先行す る 趣きが ある 附 合。 

(一! 0 漕ぎ 行く 舟は 名殘 りを しく 霧中に か 
くれ、 浦の 松原は 波の 上に 浮かんだ やう 
に 見える と水邊 の 句。 景氣附 0 
(一 a 附 句の 語句は 救濟 のは じめ て唱 へた 
ことか、 一般の 諺を 用ゐ たか 明らかで な 
い。 謠曲芦 XIJ にも この 語が 見えて ゐ る。 

卷第 十四 


九 


一一 S  釣た るる 舟を こよ ひの 隣に て 


〇 


川上 しらぬ 横の 木が くれ 

二 

一一 8  波風の あらそ ふ 音 や 聞 ゆら 公 


一二 


野を 行く 道 や 駒を すすめん 


一三 


一 量 一浦は はや ^ さす 程に 鳴 海 潟 


漕ぐ 舟 も 汐瀨の 霧 


だ つらむ 


一四 


一一 雪 一波に うきたる 浦の fe 原 


草の 名も听 によ， 〇 て かは るな 


一 五 


511 -1 難 波の 芦は 伊勢の 濱荻 


讀 人 しらず 


承 胤 法 親王 


前 中 納言有 光 


夢 窓國師 


救濟 法師 


〇九 


莖玖波 集 90 


一〇 


注釋附 。具象を もって 前 句を 生かす。 


(一〕 莒屋は 攝津に も 伊勢に も あるが、 こ 
こは 筑前 のを 詠んだ もの か。 さう すると 

洲 崎は 博 多 灣をつ つむ 海の 中道で、 景氣 
计〇 

KT 

00 甫 一本 「風 さえて」 

(一一 0 雨から 風 1C なる、 動いて 行く 曉の景 
色に 靜かな 海景を 附けた 。 

(四〕 かげは 山 か 磯 陰 かで あらう。 前 句は 
眼に うつる 靜かな 冬 景色。 

(主〕 附 句は" 耳に 訴 へる 汐風 Q 動きを 一 
つに 結合した もの。 

(六 G 圖本 「澄て」 

2 〕 名？ 逸本 「汐 干は」 

(〇 大きい ものに 小さい ものを 附けた 。 
氷の やうな 月は 汐干潟 一面に も、 捨 小舟 
のなかの 水に も 同じく 影を 宿す とした 0 
(九〕 奔放 不覊で 物に ひかされ / C りしな レ 
心を 繫がれ ぬ 心と いふ。 それを 沖 中の 破 
れ舟 にたと へた。 文選には 泛乎若 二 不レ繫 
舟 一と あり、 白 氏 文集には 不繫舟 隨去住 風 
などと 見えて ゐ る。 


芦屋の 沖に 舟ぞ ただよ ふ 
一一 書 洲崎な る 松の梢に 風 越えて 


風になる 雲の 外ょ b 夜は 明けて 

三 

ニー ーー ーー 五 波の 上なる 山の 


四 


一一 一一 三 六 


かげに 見 ゆるは 松の 白雪 


五 


六 


道 生 法師 


中原 遠康 


i ょり 吹きた る 風の 音 聞きて 勝圓 法師 


七 


沙 干の 月 や 氷な るら む 


八 


一 雲 捨 舟の 中にはた まる 水 あ 6 て 


大 江宣淸 


<1 0〕 これ や このは これが それと 同じで い 
は ゆるの 意〇贺 茂の 川 波 以下は 諺と 見え 
るが、 意味 不明。 源平 盛衰 記に 山 法師と 
双六の 赛 とともに 手の 着けられな いもの 
の 一つに 賀茂 川の 水が あげて あ 〇 から、 
人力 も おょばない すぐれ / C 意に 取つ たも 
のか。 他に 類のない 高 砂の 松、 瀨戶內 海 
の耍津 Q 室 Q 海、 似た ものを 附 合した 遺 
句 か。 

00 梨の 枝で 杖を つくる か、 明らかで な 

ヽ〇 

レ 

<1  一 D 晋の 王祥は 繼母が 自分を 打つ 杖が 弱 
くな つたので、 母の 體力 が衰 へたと 思つ 
て 泣いた とい ふ 話から、 垂乳 根の ぅつた 
び ごと. にと 附けた 。ぅつには 浪など の 語 
が 常に 用ゐら れるの で、 「さくら あさのを 
.ふの 浦波 立ち返りみ れども あかず 山 梨の 
花」 (新 古今 集雜歌 上：} などの 例で お ふの 
浦波を 間に 抉んで 前 句に 應じ た。 

0 10 锲山 には 傳敎 大師以 來絕え ない 法の 
灯と ともに 貴い 箱を 傳へて 來てゐ る。 
010 前 句の 箱から 浦 島を 出し、 それを さ 
ちに 浦 や 島の 意に 取り、 比 枝の 山上から 
眺める 湖上 Q 勝景を あしらつ て附 けた。 

< l a 霰に まじる 霜は 冬の 景。 


なほ 繋がれぬ 我が 心 かな 


九 


一一 一長 沖 中に われた る 舟の 綱手 繩 


後深草 院辨內 侍 


10 


これ や この 賀 茂の 川 波 室の 海 
一 = 三九 靑 葉の 松を 高 砂の 浦 


品 法 親王 


なしの 杖 こそよ わくな 6 ぬれ 


一二 


一一 8  たらち ねの お. ふの 浦波う つたび に 良 阿 法師 


一三 


いにしへの 箱の 傳 はる 比 枝の 山 


一四 


一 湯 一浦 島み えて 近き みづ うみ 


權少 僧都 永 運 


一 五 


靈に まじる 霜を こそ 見れ 
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寮 玖 波 集 (下〕 

<  一 3 松原の 彼方の 浦に 汐干 狩を する 人を 
遠くから 見て いつた もの か、 すると 春旦眾 
に轉 じた もの。 「霰ぅ つ ぁられ 松原 住吉 
の」 などの 古歌 も 底に 踏まへ ての 作 か 0 
( 一 一〕 千鳥は 波間にぅ つる 月を 友と して 鳴 
いて ゐる〇 

00 學本 「 B4 くな り」  . 

(四〕 漁を 事と する 海人は たれを 友と 思 ふ 
やらと 附け た。 

C 主〕 ぁし 屋は 芦葺 きの 家で 海人の 住家 0 
海が 近いので 波が ときどき 打ち かける。 
•(六〕 軒に 波が 打ち かか 〇 ので、 衣は 濡れ 
て 乾し かねてと 前 句を 受け、 さらに ^ を 
汲む ためにつ ねに 袖が 濡れる のを つらね 
た。 藻沙 くむは 鹽を つくる ための 水を い 
ふ。 

-( 七〕 前 句の 里は 谷 陰 か 山 ふところ か、 ど 
こと も 定めて ない。 附句 は、 海邊 Q 里と 
して、 防風 林な どの 松が 霞んで ゐ るのを 
煙. と 見立てて 附 けた。 

(八) 古今 集覉旅 歌の 「ほのぼのと 明 石の 
■浦の 朝霧に 島が くれ 行く 舟を しぞ思 ふ」 

の 歌に よって 阶合 をして ゐる 。沖へ 出て 
行く 舟が 見えな くな つたのを 歎く 前 句に 
■..浦の 松原が 島陰に なった のを 惜しむ、 レで 


一一 養 松原の あなたの 浦は 汐干 にて 


一一.  三 

波間の 月に 千鳥 鳴く 聲‘ 

一一 着 一® 人は 誰を 友と か M ふらん 


里の 煙 やょ そに 立 つらむ 
二 靈浦 にある 松 一 むらと 見えながら 

行く 舟の 跡を しぞ思 ふ 沖つ 波 

八  ， 

一一 震 島が くれなる 甫の 松原 


寂 意 法師 


源氏 種 


五 

あし 屋の 軒に. 波ぞ かかれる 
一一 雷 藻汐 くむ 海士の 衣を ほし かねて  藤原定 信 


禪顯 法師 


中原 遠實 


附 けて ゐ る。 

(ル〕 都を ばは る ばる と 離れて 來た との 前 

旬。 

0  0〕 光源氏が 須磨 浦に さす ■ら へた ことを 
もつ て附 合と した。 

(二〕 ここに 來て 幾年 か、 須 磨の さびしい 
浦風 も 久しく 聞き馴れて、 いまは なんと 
もない との 前 句。 彼の 行 平 中納 言が 罪を 
得て 須磨に 流された とき 「わくち ばに と 
ふ 人 あら ばす まの 浦に 藻鹽 たれつつ わぶ 
とこた へよ」 と 歌つた 古今 集 雑歌 下の 歌 
による 作 か。 

(一一 一〕 これに 反して、 あまは すこしも 佗び 
る 心がない、 その 心 持で 聞き馴れた と 逆 
に附 けた。 

(一一 0 嘵 起きす る 人は われらより 早く 立つ 
と 見える。 それは 霧 か 霞 かのぅち に 鈴が 
音た てて 行く 人 か、 または 錨を 拔いて 船 

出す る 人 か、 前 句は いづれ とも あげてな 

ヽ〇 

レ 

C 一四〕 附句 は、 夜行く 舟の 燈 火を それと 指 
した〇 

(一 a 附 句は、 煙の 立つ 場所を 海 浦と し、 
人家は 疎で あるのに、 藻汐 の 煙が 盛んに 
立ち 添 ふから とつ づけて、 前 句の あまた 


九 


都を ば 雲居の ょそに 隔て 來て 


一〇 


一一 3 袖まで ぬらす 須磨 のうら 波 


寂 忍 法師 


聞きな れた るは 須 磨の 浦風 
一一 H < なか なかに 佗びぬ は 海 土の 心に て 關白前 左大臣 


旅に 先 だつ 友と こそな れ 

一四 

二 ■ともす 火 や 遠き 夜 舟を 知らす らん 寂 意 法師 


なにの 煙の あまた 立つ らん 
一一 8 海士 のす む 里には 家 も つづかぬ に 道元 法師 


卷第 


二 一一 


第 玖 波 集 (下〕 


に _〗じ た • 


(一〕 いづこに を 求めよぅと いふ 前 句は 
旅行 中に 宿るべき 家を 切りに 求める 意。 
0 一〕 附句 は、 夕堙  がと ころ どころ rc 見え 


る- 


それを. たよりに とした 趣き ( 


00 學 •大 一. 神 •京 本 「里の 近き」 甫 
一 •名 •逸本 「浦の 遠き は」 

(四〕 前 句、 松の 一村は 小景、 附旬 は、 海 
上の 大量。 


一四 


旅に いづれ の 宿を とは まし 
二 

一 S 一浦々 の 里 かと 思 ふゆ ふけぶ 6  眞呵去 ® 


.三 

浦の 近き は 松の 一村 

四 

i 一山 見えぬ 波の 上よ. 〇 夜は 明けて  胤 憲法 師 


'(王〕 前 句は、 海上の 大觀 、附 句は、 洋上 
の 點景。 


山の端は あ  と 見えぬ^^ 路 こて 
一! i  入日に ちかき 沖の 釣 舟 


頓阿 法師 


00 みは かせは 御 佩刀。 

〈七〕 附句は 、沖つ に 置きと 沖と をい ひか 
け、 身の 置きと ころも 知らないと 恐灌の 
.意に 盗賊の 異名 白波を 寄せた。 


後 醒醐院 の 御 時、 節會の 日御劍 のぅせ たりけ るに 

六 

御は かせを 誰つ かの まに 取 b つらん 藏 人 , tfe 円褰 


と 侍りし こ 


七 


一 雲 身を ばい -d 


沖つ 白波 


紀 宗 基 


(八〕 平安時代 初期の 雅び 男、 左大臣 源融 
が、 河原 院 の 庭に 陸， 奥の 鹽 釜の 浦を 摸し 
て、 每日汐 三十 石を 難 波 浦から 運ばせ、 
鹽燒 く風淸 まで も 摸した とい ふ ほどで、 
伊勢 物語には 業 平が 「鹽 釜に ぃっか 來に 
けん 朝な ぎに 釣りす る ♦はこ こに ょらな 
ん」 と 詠んだ ことが 見えて ゐ る。 これに 
ょつ た 附 合。  . 

(九〕 近くの 花は いふまで もな く、 遠くの 
花の 散りぎ はまで も 惜しんだ との 前 句。 
(10〕 かなたの 山、 こなたの 山から 落ちて 
來 て、 一つに 出合 ふ 水の 白波が その 名殘 
りで あると した。 遠近の 落花は 谷水に 運 
ばれて、 行き 合 ひで 一つに なり、， 白波と 
見える とした 趣 向 〇 

(二〕 名 •甫一 •北。 大一 。學 •土： 伊本 
「唯一す ぢの」 ◦水を 賴む とだけ では、 
灌槪か 運輸 かどちら のた めで あるか わか 
ちない。 

(一一 D 附句 は、 杣 の 狡を 下す ことと しだ 注 
釋附 。拾遺 集戀 五の 「とに. かくに 物は 思 
はず 飛驛 たくみ 打っ 墨繩の 唯一す ぢに j 
の 歌に よる 寄 合。 * 


年の 積る を 知らぬ は. かな さ 
S 五 ^ f 歌の 浦に 多 かる 玉を 拾 ふとて 


池 波まで もうらの 面影 
一一 震し ほ憲を 都に うつす 殿 作 


ky 


九 


遠近の 花の 別れを みつる かな 


〇 


，ニー 蓬 山の ゆき あ ひの 水の しらなみ 


唯一す ぢに氷 を賴 みて 


二 一 


一 S 八 ひたた くみ 利の S を 下す かな 


寂 忍 法師 


救濟 法師 


京 月 法師 


條內 大臣 
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一； 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 柳の 眉は 柳の 芽を いふ。 蒲柳の 芽は 
特に 眉に 似て ゐる 。それが 風に 吹かれて 
¢2 れ散 るを いふ。 

0 一〕 きしの 額は、 河岸 や 池畔の 上部を い 
ふ。 白波が 打ち寄せて 恰も 冼ふ やぅ だと 
した。 朗詠に、 氣 霽風梳 二 新 柳 髪 —'* 氷消浪 
洗 一一 舊苔鬚 一 が ぁる。 

(三 3 鳥の 子すな はち 卵を 累ね る危い .世 さ 
へ 治まつ てと いふ 意。 

(四〕 場と いふ 鳥は 芦原の 去年の 古 巢の上 
に また 巢を かける ので 附 けた。 おどけと 
を かし 眛を 主と した もの。 

(主〕 沙 石集卷 五には、 奥 入のと き 名 取 川 
にて 「賴 朝が 今日の 箄に 名と り 河」 と ぁ 
るのを 採つ たもの。 

(六〕 前 句は、 名を 取る に 陸 前の 川 名を い 
ひかけ た。 

(七〕 附句 、かち わた リに戰 勝を 兼ねさ， せ 
ひとりに 對し 、もろともに と附 けた 〇賴 
朝の 得意、 梶 原の 機智、 と' もに ぅかが ふ 
ことができる 0 

(八〕 # し 枝を する ために、 あまり 根分け 
をす ると、 本樹が 枯れる Q 意。 

(ル〕 山川に 架けた 橋の 一方が 落ちる と、 
本の 橋が 渡れなくなる とさ まを かへ て： iz; 


一三 六 一 


ヽ 

1\ 


翠なる 柳の 眉は みだれけ 6 

二 

一一 戀 きしの 額を 洗 ふ 白波 


慈 願 法師 


三 


鳥の 子を 重ぬ るよ さへ を さま. 〇 て  . 

一一 i 鳩の ふるすの 殘る 芦原  導譽 法師 


五 


秀衡 征討の 爲に奧 州に むかひ 侍りけ る 時、 名 取 川を 
渡る とて 


六 


我 ひと 6 け ふの いくさに 名 取 川 前 右近 大將賴 朝 

七 

君 もろともに かち わた 6 せん  平景寺 


枝を， 分けて ぞ 木は 枯れに ける 
i 山川のは しの かたがた 先 落ちて 法邱寺 宗 


けた。 


(一 0〕 軒端が やぶ るれば と あるのに 應 ずる 
ために、 古い 笕を もつてし、 形 ばかりで 
實用に 供し がたい ものを あしらつ て附け 
た 0 

(一 0 垣が 古びて しまつて、 それを 寄せ か 
けて あつた 松の木 も 朽ちた と廢 園を 敍し 
た 前 句。 

(一一 一) 筧の 末が こ はれて 水 も 通は ない と附 
けた。 


程 もな く 底の 軒端の やぶ るれば 


一〇 


一一 一一 六 11 一 古き 覚は水 もった はす 


かき ふ， 〇 にけ^ 〇 朽ちし 松の木 
一一 S 水った ふ 竹の 寛の 末た えて 


善 阿 法師 


覺勝 法師 


(一一 0 釣りを する 舟は、 ここに かしこに た 
だょ つて 居所が きまらない。 

(一 S〕 海 濱で あま 乙女な どが 拾 ふ 海藻は、 
風の ために 見えたり 隱れた りして これ も 
定まらな いと 類似の ものを 附けた 。 

(一 a 風が 强けれ ば 波の音 も 高く、 弱 けれ 
ば 低い とい ふやぅ に、 波の音は 風に 答へ 
る やぅ だ。 

(一 〇 川を 隔てて 向か ひの 里に 住む 人が 互 
ひに 聲を かは す やうな と 相似の ものを あ 
しらつ た。 
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一一 一一 六 五 


後鳥羽院の 御 時、 百 韻 連歌 奉りけ る 中に 


ニニ 


あと も 定めぬ 海人の 釣 舟 


t  く 風に 拾 ふ 玉藻の みが くれて  前 大納言 忠信 


一 五 

風 


こた ふる 浦波の 音 


一 S ハ ; 11? 越えの むかひの 里に 人 住みて  救濟 法師 


一七 


谷— 

- 石 

川 

を 

の 

並 

淺- 

ベ 

き 

て 

流 

道 

れ 

に 

は 

橋 

そ 

も 踏 
な め 
し 


三- 

まかす る 水の 聲や 立つ らん 
せき 入る る 心の み ゆる 音 羽 川 

これまでは 車 も來つ る 寺の 門 
網 代に かかる 宇治の 川 波 

八 

松の 稍を 波 や こすらん 
"Z1 1* の 音よ^ 〇 上に il お ^ て 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 飛び石 傳 ひの 茶 庭の 上に も 取られる 
のを、 附句で は、 山 Q 奥地の 淺い 谷川の 
ことと した 0 

00 京 •甫 一. 高 本 r 淺瀨 わたれば」 
(一〇まかすは引くこと〇庭に引いた火メ 
灑とな つて 音を立てて 落ちる Q  f'o 
C 四 〕 前 句の 音を立てて 落ちる ■瀧の 音に、 
風雅の 心が 見える と附 けた。 音 羽？ T は 欠 口 
東。 聲に音 を附 ける Q は 用附 として 鐵ふ 
習 ひも あるが、 川の 名で 差し 支へ ない と 
した 0 

( 主〕 名. 高 •逸本 「これまで' そ」 〇格 の 
高い 寺には 車を 門內に 乗り入れる ことを 
禁じて ゐ る。 

(六〕 附句は 、この 車を 網 代 車に 取り、 そ 
れを冬のころ魚を捕るために宇 '^ 併2ど 
に 設ける 網 代 Q ことに 轉じ 、それに 川 fl 
が 打ち寄せて ゐると 別 義に 扱つた。 

Q 〕 名 •甫 •高 •石 •逸本に ょり 乍 者 名 
を 補 ふ。 

c 八〕 前 句は、 住吉 浦な どでは 高浪が 寄せ 
て來 たと き、 たまに 見る 景色。 

C 九〕 附 句は、 山上の 瀧を 配し、 瀧 波が 松 
の 梢に 落ち かかる として 場面を 變 へた。 
a  0〕 袖に とまる 涙は 妹 背 川の 瀧 波が かか 


i 


5 X 


一一 S 


i 


二八 


林 阿 法師 


藤 原冬鋈 朝臣 


藤 原 知 春 


大江成 種 


つた ものと した。 妹 背 川は 紀伊 の 妹 山と 
背 山の 間を 流れる 川の 名で、 男女 相愛の 
間を 割いて ゐ ると 見た。 

(一一〕 三日月な どの やうに 早く 隱れ て、 見 
る 間 もない 月を いつた。 

0  一 0 北 •大 一* ィ本 「山川の」 〇附 句は 
その 淡い 光りの 映つた 山の 谷水 も 大きな 
松の木で 隱され た 場合と した。 

010 前 句は •再會 を あてに して ゐた が、 
その かひ もな く 大空を わたる 月日 も 空し 
く 隔てた との 戀 Q 句。 

(一 SJ 附 句は、 律の 國 の 民家は 「律の 國の 
こやと も 人を いふべき に 隙 こそな けれ 一 韋 
の 八重 葺 き」 ( 後 拾遺 集戀二 〕 とうたは れ 
て ゐるや うに、 葦を 重ねて 葺いて あるの 
で、 空行く 月が 隔たつて 月の 光りが 入ら 
ぬと 景 の 句に 轉 じた。 

(一 5 大和の 飛鳥 川は 淵 潮の かは り やすい 
例に いはれ て 來てゐ るが、 人の 世 も わが 
世 もこれ に比べて 果して どうか。 

(一 C 學 * 高 本 「おなじ」 

(一七〕 前 句を 裏書きす る やうに、 水の 泡よ 
りは かないと 附けた 0 

(一八) 生きて ゐ るの が 不思議 だとい ふ述懷 
の 句。 


落つ る淚 はまた 袖のう ち 


一〇 


1 これ や この 妹 背の 川の 瀧つ 波 


見る 程 もな き 月の 影 かな 
5 一一 山水の 流れは 松に 木が くれて 


一三 

いた づらに 空 ゆく 月に 隔たりぬ 

一四 

一一 一 2  ふき 重ねた る 芦の 屋の里 


一 五  、  一六 

人の 世 も 我 か 世 もい さや 飛鳥 
二 S  水の 泡よ 6 げにぞ はかなき 


一八 

さすがに 生ける 命な 


神爲淸 


樂阿 法師 


信實 朝臣 


伊勢大輔 
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rb 


は E め0 
つ ぐ 
せ  6 
川 あ 
汲 ひ 
め  て 
ど も 
た 甲 
ま斐 
ら な 

ぬ か 

水  b 
車け 


後嵯峨 院 御製 


西 山の 瀧 おとした ると ころの 障子に 

瀧の 白絲 くるべく もな し  一 
と 書きて 侍りけ るに、 そばに 書き付け 侍りけ る 
谷 刀の 心細き にかき たえて  俊賴 朝臣 


つれと もしらぬ ことぢ は 主 もな し 
岩 こす 波 も 松風ぞ 吹く  二 品 法 親王 


三 


(一 C 逸本の み. 「いづ 九-ともき かぬ」 

00 齋宫 女御の 「琴の 音に 峯 Q 松風 かょ 
ふらし いづれ の 緖ょ りしら ベ そめ けん」  一一 11 七 六 
(袷 遺集 雜上〕 の 歌に ょって、 琴柱に 松風 
を あしち つて m けた。 岩 越す 波 も 松 ®; の 
やぅな 一種の 音樂で あると した。 ことぢ 
は 琴柱、 琴の 胴の 上 ,, C 置いて 铉を 支へ る 

もの 0 

(四〕 再 # しても いまは その かひがない と  一 遺 
の戀 Q 述懐の 前 句。 

(五〕 前 句の め r リに水 車を 附け 、敬んで 
も 溜らぬ ので かひな しに 應 じた。 大和， っ 
初. 潮 あた リでは 水車を 川のと ころ どころ 
にか (T たので 用ゐ たので あらぅ 〇雜の 付 

句。 

(.六〕 前 句の 瀧の 白絲は 繰る Q 序で、 絲く 
る 臺に反 轉の一 .一字を あて、 これを くるべ 
きと 讀ま せ、 やがて 來 ると いひ 下した 0 

S 名 •甫 一 •大 一 .高 •學 •神 •京' • T 
供 本  一く る 人 も」 

(八〕 附 句の 心細き の 細き は 白 絲に應 ず。 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 消え やすい 水の 泡が 消え もしないで 
終 ^ つて ゐると 逆に 附け た。 


二〇 


煙 


及 

はやき 瀨の 水のぅ たかた 消え もせで 素 31 法 5 


(〇 板戸 あるいは 板筇 きの 隙間から 洩れ 
て來る 月光を 見る と廢 屋の ありさまを い 

つた 前 句。 

(一 0〕 藤本 以下 「待 人の」 甫一 •伊本 「舟 
人の」 〇附 句は、 月 待つ 人が 大 橋の 下に 
舟 かかりして 橋 板と 橋 板との 隙 問から 月 
を 仰いだ とした。 

(一 0 僅かに 海人が 通 ふさ さやかな 路が浦 
に 一筋 あると Q さびしい 前 句。 

(一一 0 附句 は、 捨 小舟が 橋に 代用され てゐ 
ると 應 じた。 

(一 a 高波に ぎら はれた 鹽屋 漁村の 跡は 實 
に 慘 た る も. のが あるとの 前 句。 

(一四〕 磯馴れ 松には 鹽を燒 く 煙に まが ふ 霞 
がか かつて 長閑に 見えながら と 暴風雨の 
あとの 靜 けさを あげ、 その 前後の 對照の 
甚だしい のを 附合 とした。 

(一 5 前 句の 心 心と あるのを 男女、 夫婦、 
親子な どと しない. で、 職業に ょつて 樵 夫 
と 海人と を 選び、 樵 夫が 漁村に 來て 銘銘 
思 ひ 思 ひに 語る と附 けたが、 その 語ら ひ 
集 ひは 珍ら しい 境地。 

(一 〇 水無月 晦日 また 十二月 晦日に 川邊に 
行つ. て 罪障を はら ふ 御祓の 日に めぐりあ 
つたと いふ 神祇の 句。 


板 間 も 

一〇 


る 月を こそ みれ 


一壽 まつ 人の こよ ひは 橋の 下に ゐて  よみ A しらす 


浦には 誓の かよ ふその みち 


ニー 


一一 11 <〇  拾 舟の 古き や 橋と な b ぬらん 


一三 


鹽屋も 里 も 波に あれぬ る 


一四 


六 


御祓す る 日に め 


逢 ひぬ る 


導# 法師 


一一 一一 <1  たかぬ 火の 煙は 松に 見えながら 


こころ こごろ のこと 語るな 6 

一 五 

S<1 一山 人の こよ ひは 浦に とどま 6 て  藤 原高秀 
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ニニ 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 附句は 、前 句に めぐる と あるので 車 
を附 けた。 また 御祓には 茅の 輪を こえく 
ぐり、 その 祭具は 一切 河 海に 流す 償 例な 
ので 川 波 もよ しが ある。 

(一一〕 學本 「かけて」 高 本 「ぬけて」. 

00 附句は 、 « 畓する 市場を 離れて、 あ 
たりの 風の 聲 、水の 音の やぅな 自然を な 
らべ あげて 對應 した。 

(四〕 飛鳥 川の 水は 昨日より 今日は 增 した 
とい ふ 句。 飛鳥 川は 昨日 今日の 緣 語。 
(五〕 藤* 圖 。學。 高 •小 •早 本 「あ ふ瀨 
も」 〇附 句は、 古今 集雜歌 下の 「世の中は 
なに かつね なる あすか 川き の ふの 淵ぞ今 
日は 瀨に なる」 の 歌を 踏まへ て、 雨に よ 
り 淺瀨が 淵と かは ると 水邊の 句。 逢ふ瀨 
となつ てゐる 本に よると 戀 の 句と なる。 
(六〕 名 *甫 •逸 •大 •朱 本に よって 作者 
名を 補 ふ。 

(七〕 洛 西の 嵯峨 野は、 蝤峨 天皇が 弘仁年 
間 行幸され、 離宮を 設けられた 地、 すな 
はち 都の あつた 地 だから 故鄕 とい ふ。 吠 
のさが (性質〕 として 露の 降る とい ふのを 
故鄕 とい ひ 下した。 

(<) 芹 川は 小 倉 山から 出て 桂 川に そそ r 
川。 「御幸せ し 野邊の ふる 道 ふみわけて 


一一 2 川 波は 水の 車の 輪を こえて 


と') 


兰 


力く に 紛れ 易き は 市の 中 


一一 一 2 槍 M の： あら' し 三輪の 川 音 


四 


飛鳥 川き の ふに け ふは まさ 6 け 


五 


一一 一 一金  あさ 潮 も 淵^ 3 FF とこ そへ よれ 


七 


秋の さが 野の 露の ふるさと 


ニニ 

素 阿 法 師 


木鎭 法師 


六 


前 大納言 尊 氏 


八 

一一 一 5 ハ 芹 川の さ ざれ ふみた る 跡な れや  前 大納言 尊 ^ 


殿上のを の 子ども 桂 川に 逍遙し 侍りけ るに、 夜に 入 
りて 歸る とて、 川を 渡り 侍る に、 星の 影の 水に ぅつ 


跡た えせぬ は 芹 川の 水」 (六 百番 歌合 冬) 
など歌に多く詠まれてぁる。これらの歌 
を ふまへ て 名所を もつ て附 けた もの。 


<九〕 星と 天の 戶寄 合。 實方 集、 公任 集に 
は 所見な く、 小 大君 集に 載って ゐ る。 


りて 見えければ、 

水底に うつれる 星の 影 みれば 


と # るに 


し 


天の戶 わたる 心地 こそ すれ 


前 大納言 公任 


實方 朝 K 


a e 甫 一。 名。 大一 •逸 •高 本 「年頃は 
たてを そろへ ておりし かど」 〇古今 著 聞 
集卷 九に も 見え、 ほころびに 對し絲 の 亂 
れと附 けたので ある。 

<一0 酒を# めた もの 〇樂 しく ある 心も醉 
ひに よって 亂れ るとの 前 句。 


貞任 •宗 任が 衣の 城 おとして おひかけ て 
ころもの たては ほころびに け. 〇 


と 侍る に、 馬の 鼻を かへ して 


一〇 


一一 ー ー< 〈年を 經し絲 のみ だれの くるし さに 安倍 貞任 


二 

忌 ひは 心 やうき 世なる らん 
一一 X ルい ましむ る その 盃を 手に とるな 


品 法 親王 


卷笫 


一二三 


窠玖波 集 (下〕 

.(一〕 姓名の か はつた 人な どが たづね て來 
てもちょ つと 思 ひ 浮かべる こと も出來 な 
かつた が、 顏を 見たら 舊友で ある ことが 
わかつ た。 

(一一〕 十寸鏡 (ます かがみ〕 は 眞澄 鏡に 同 
じ。 附 句は、 而に對 して 裏を つけ、 鏡は 
裏を 見ても しかたがない、 表の 方 こそ 知 
られ ると 附け た。 

0 一  0 手紙の 上な ど ばかりで 逢は なければ 
しかたがない との 戀の 句。 

(四〕 附句 は、 逢 ふを 合 ふに 取り、 玉 櫛 笥 
を 取り出して、 くしげ には 蓋 も あり、 か 
け ごも ある。 かけごは 笥の緣 にかけ. て そ 
れに はまる やぅに した もの 。それを 他の 
笥にか けて は 合 ふこと がない といつ て 逢 
はぬ に 通は した。 

C 玄 〕 ひぢが さは 肘を 頭に あげて 雨を 凌ぐ 
こと、 ここは 袖を かざす。 

(六〕 麻衣の きれ 地が 陸 奥の 希 布 (け ふ〕 の 
細 布の •やぅに 狹い ので、 手を まくつて 时 
.笠に したと 附け た。 

(七〕 名 •甫 •高， 大 •石。 逸 •大本に よ 
つて 「あゐ 蒔く」 の 句を 補 ふ。 〇藍 畠、 
瓜 畠 どちらになる かとい ふ 意 0 
'(八〕 附句 は、 拾遺 集雜 下に 「音に きく 狼 


一二 四 


面を 見て ぞ友 としら るる 

一一 I 十寸鏡 うらには うつる 影 もな し  信 照 法師 


逢は ず ばは ての いかが あるべき 
i  玉く しげ あらぬ かけごを 取 6 かへ て 小 « 千宣 


雨は ふ. 〇 きぬ 袖の ひ ぢか さ， 

1 一麻ぎ ぬのは たば^ 〇 せ ばき まく b 手に 六條內 大臣 


ぁゐ 藤く 畠 瓜の みその ふ 

一一 霊 物に そむ 心は とな b 斯くな b て  關白前 左大臣 


その 樂 しみの 數は覺 えず 


花； 秋 
紅 の 
葉 名 

い 殘 

や  ヴ、、 

つ  そ 
れ 春 

も に 
散 ひ 
る と 
を  し 

惜 き 


む 

ま 

に 

品 

法 

親 

王 


九 


四つの 時の ^ ほととぎす 月 雪に  前 大納言 尊 氏 


一〇 


學びの 道に いと ど 悲しむ 
ただし ばし 肱を 枕の 醉の中 


前 大納言 尊 氏 


一二 


春と 秋とは 己 かいろい ろ 


ニニ 

同じ 木 


ふたたび 

二度 ぞ 見る 花 紅葉 


信眧？ 法師 


四 


また 驚く や 別れなる らん 

びした ひ來て  南佛 法師 


一 五 

春秋の なご 


こ 


の わたりの 瓜 作りと なりかくな りなる 心  一一 一一 S 
かな」 の 歌に より 物に 染む 藍に 附け 、心 
が あちらに なり、 こ. ちらになる 意を 瓜に 
つけ、 と〃 かく 迷 ふとした。 

.(九〕 樂しみ .の數 と いふので、 春夏秋冬の 
代表的 景物を 悉く あげた。 

(一 0〕 「學 びの 道に」 の 前 句、 附句 は、 他  一 €■ 五 
諸 本に なし、 大 •朱 本に だけ ある。 

<一 一〕 附 句は、 顏囘の 一簞 食、 一瓢 飮 、在 
二陋柺 T 不レ改 u 其樂？ 孔子の 飯 二 疏 食一飮 
レ 水、 曲 レ 肱而枕 レ 之、 樂亦 在 ~ 其 中 T といっ 
た 論詰 Q 語に よつ て附 けた。 

(一 a 名。 甫 •逸 •高。 大 。朱 本に よって  一壽 
前 句、 附 句を 補 ふ。 ◦花は 春、 紅葉は 秋 
を 暗示した やぅな 前 句。 

-( 一一 0 櫻の 木は 春は 花、 秋は 櫻 紅葉と いっ 
て 紅の 葉を 賞で られ るので、 一つを もつ 
て 春秋を 兼ねさせた のが 趣向。 

<一 四〕 別れに 對 して 豫 期しない 邂逅に おど  一一 一一 S 
ろいた 意が 含まれて ゐ る。 

'(一 a 附 句は、 それを 人事で なく、 季節の 
上に ぅつした。 

(一 〇 春秋の 優劣は はやく 古事記。 萬 葉 集 
などの 古典に 見えて ゐるが 、ここには 名 
邊 り 惜し さが 同樣 として ある。  一一 一一 欠 

卷第 十四 


荛玖波 集 (下〕 


ー ニナ 


め 終 6 のな きことは な 


<  〇 物に 本末が あり、 事に 終始が あると  レ D 
いった 人事に 關 した 格言の 前 句。  プ> 

0 1〕 書物は いづれ も卷 首。 卷軸が あると 一 館  ^ ず あまた 見えた る 文の卷 ^ 
輕 くさばいた. 附 句。  - /一 


素 阿 法師 


< 111 〕 官位の 上に ついて 述べた 前 句。 

(四；} 附句 は、 世世の 和歌の 上に とりなし 
た 0  ' 

<主〕 神 •京 本 「運 智」 學 。高 本 「運 知」 


三 


その 名 あつめて 位を ぞ 知る 


四 


一屋 今までは 代々 にたえ せぬ 倭 歌 


五 


蓮 知 法師 


■(六〕 前. 句は、 吉凶の ことは いつて ゐない 
が、 左右の 人 もみな 泣いた と ある。. 

(七〕 附句 は、 歌合の ことに 取り、 憂き 戀 
の 歌と いふので 袖 ぬらす に 附 けた。 歌合 
は 左右を つがへ て 一番 とする ので、 前 句 
の 左右に 應 じて ゐる 。歌合には 勝つた 者 
、は 嬉し 淚にヽ 負けた 者は 悔やし涙に、 双 
方と も 泣く と 趣向した。 

'(八〕 水は 方 圓 の 器に 隨ひ 、人は # 惡の友 
によるとの 格言を そのまま 前 句に。 

'(九〕 誠の 心 ある 人に ま . 1: はるべ しと 附け 
た 0 


^  X 

七 


も 右 も 袖ぬ ^ - 'L け 


一 g 一う き戀の 心を よめる 歌へ 口 


八 

，卜 6 

九 


あ 


I  ちかづ 


も その 友に 似る 心に て 

べきは まこと ある 人 


順 覺 法師 


安倍 宗時 


(is 野に 伏兵が あるときは、 飛 雁行を 亂 
るとの 兵書の 敎へ は、 / V 幡 太郞義 家が 大 
江 ^ 房から 受けた。 これを 寄 合と した。 
〇〇 伏しを 節 (ふし〕 に 轉じ ヽ節卷 きの 弓 
とい ひ 下し、 その 蔭に 雁が 亂る とした。 
ふし 卷きの 弓とは 弓の 節を 藤で 卷い たも 

の 0 

(一一 一〕 學 •高。 甫 •京 •小 •伊本 「定 秀」 
(一 〇 今日の 名月は 武人 も雅び 男の やぅに 
賞觀 する であらぅ。 八十 氏人は 武士の 事。 
(一四〕 弓を 引き絞つ たと ころは 弦月に 似て 
ゐる 、それを 所緣 として 附け た。 しかし 
風流の 上で なく 練武 Q 上に 取附 とした。 
(一 a 名 •甫 •高 •逸* 大本に ょって 附句 
を 補 ふ。 〇世が 太平 だとい ふのを、. 弓矢 
の お蔭で とした。 おしなべては 一 樣にの 
贲、 その おしが 弓の 緣 語。 

(一 〇 政治が 善く、 無爲 にして 化すの さま 
をい つた 前 句。 

(一 C5 附句 は、 後世に 至って 人智が 進んで、 
水を わたるには 舟を 作り、 陸行には 車を 
作り、 次第に 巧智が まさると した。 

(一八〕 鬼 i-c 似た 翁とは 而貌に ついてい ふの 
か、 あるいは その 行 爲のお そろし さを い 
つた もの か。 


一〇 


翅みだ れ てわたる 雁が音 


“ のの ふ 


ill 一  武士の 野に ふし まきの 弓 か 


一二 

藤 原宗秀 


一三 


八十 氏人 も GT は ^ るら L 


四 


一 g 四と 5 馴 るる その 左手の しらま 弓  善 阿、 去師 


おしなべて こそ 世は 閑 かなれ 


一 五 


一屋 今まで もと 5 つたへ たる 梓弓 


源信武 


六 


ょしあし も 分かぬ は 君の 惠 にて 


一七 


5 0 六 車を 作る 


こ 


みな 


> ノ 


前 大納言 尊 氏 


一 八 


鬼に 似た るは 翁な b けり 


卷第 


一二 七 


小 二人 二 
車の 
を 見 

や  分 

b た 
止る 
む 文 

る  の 
に は 
し し 
ぢ か 
立き 
て 
て 


源 

源 

常 

素 

性 

秀 

顯 

曉 

阿 

遵 

氏 

朝 

法 

法 

法 

賢 

臣 

師 

師 

師 

•巾に 賣る炭 一車 や b 出 だし 


S の 中には 逢 ふ A もな し 

五 

野に 放つ 駒の あしたに 跡と ひて 

六- 

名を 思 ふには 命 惜しまず 
弓と b は 引き返さぬ を 道に して 

七 

まつ b ご とに ぞ 品を 定むる 

八 

弓矢を ば. その 家々 にと る ものを 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 附句 は、 炭屋 の 翁が 市に 賣りに 行く  las 
若者の ために、 車 一輔に 炭を 滿 載して や 
り、 送り出した ときの 餌な どの、 黑く世 
に 似ぬ 姿で あるのを 思 ひよ せて 附け たも 

の 0 

(一一〕 使 ひが 見せた 手紙のは し 書きと ある 
だけで、 いかなる 場合に、 いかなる 事件  一四 〇 八 
が續 出す るかは さらに 示して ない。 

(一一 一〕 附句は 、過ぎ行く 車に 使 ひが 來會つ 
て、 榻すな はち 車の 轅を 支へ る 小 椅子の 
やぅな 臺を 置いて 車を 駐 めた。 

(四〕 雪中には 往來が 困難で、 逢 ふ 人 もな 
いとの 前 句。  一！ 一〇 九 
(主〕 齊の管 仲は 野に 駒を 放して、 それに 
よつて 道を 知つ たとい ふ 故事に よつ て、 

F»J の 脚と いふのを 早朝 rc 轉 じ、 朝早く 人 
を訪 ふたが、 雪で 逢 ふ 人がない とした。  / 
(六〕 名 •甫 •石 •逸本に よつて 前 句を 補 

ふ。  一  H0 


(七〕 しなは 階に て 上下 それぞれの 階級を 
わかつ をい ふ 0 

(八〕 附句は 、その 家家と 應 じた。 

(九〕 前 句は、 釋敎の 句。  一四 一一 


弓 3 法 A 
取 に 
は 入 
馬 る 
の  こ 
口  そ 
を 心 
も な* 
引  b 
き シナ 

つ れ 
ベ 


九 

救 

性 

導 

周 

濟 

遵 

譽 

阿 

法 

法 

法 

法 

師  師  師  師 


靑地 赤地 も 錦に ぞ ある 


二 一 


一5111#ふは左6右りのきほひ馬 


一三 


舟 こぐ 浦は 紅の 桃 


一四 


一 ■唐 國の虎 まだら 毛の 犬 吠えて 


一  i 

ま， ことに 月の 影は あるかは 

S 猿 叫ぶ 岩根が くれの 苔の 水 


'(一 S 附句 は、 法を 乘りに 取り、 馬を 附け 
た。 武士は 君の ために 馬の P を も 取る と 
した C 

(二〕 錦に 青地、 赤地の 種類が ある やうに 
紅葉に も 赤 や 青葉 まじりが あつて 錦に 見 
立てる との 前 句 0 

C1  一 D 附 句は、 それを 五月 五日 右近の 馬場 
において 行は れる 美しい 裝ひ をした 競馬 
の 上に 轉じ て附け た。 

(一 a 水 村に 紅 桃が 咲き匂うて ゐ て、 觀賞 
の 船は 岸 近く 寄せて ゐる 。桃は 中國 人の 
好む 花であつて、 唐繪 に ょく 見える 圖で 
ある。 

(一四〕 附 句は、 唐國 とつけ て、 虎の やうな 
斑 毛の 犬を 添へ た。 

(一 5 學本 「まことは」 〇 月影は 手に 提へ 
る ことは 出來な いので、 前 句は、 眞に存 
在す るか どうか 疑 はれる との 意。 水中の 
月影を 捉 へょうと す §• 喩へは 佛典に 見え 
てゐ る。 それを 踏 % へての 作。 

(一 〇 兰峽に啼く-秘でなくとも岩陰にぽた 
り ぽ たりと 雫の 落ちる 苔の 水の 音は 一入 
さびし さを 增す 。その あた 9 のさび しい 
さまを 附 けた。 

(5 大 一本 「秋の 水」 

卷第 十四 


薬 玖 波 集 (下〕 


一三 〇 


■C 一〕 學 • 高 本 「ぅき 中は」 〇 長き 夜、 雨 
聲 、辕 の 叫び 聲 、どれ も 憂き ことを 重ね 
た。 ましら ( 猿〕 に 增す をい ひかけ た。 


念 


<一 一〕 文選の 胡馬 依 U 北風 T 越 鳥巢一 一 南 枝 一の 
古詩の 心で 附合 。ともに 故鄕を 忘れぬ も 

の 0 


長き 夜 さらに 雨を 聞く 音 

一 

一四 一六う きことは 誰も ましら の 鳴く 聲に 源晓賢 朝臣 


さむくなる そなたに 駒 やいば ふら 4, 


一四 一 - ti 鳥は 南の 枝に こそす め 


前 大納言 尊 氏 


三 


'(一 0 夙く から 世人と 離れて 隱栖 の 志の あ 
る 句。 

<四〕 附句 は、 籠の なかの 鳥が 天を こがれ E3 
る 意。 類似に ょシ附 合。 


はやく も A に 遠ざか， 〇 ぬる 
一 SK 籠のう ちを 忘れ 易き は 放ち 島 


十佛 法師 


(五) 前 句は、 夕日の 空で あらぅ。 

_( 六 〕學 ® 高 •小 本 「雲 かな」 

■(七〕 穴 飛ぶや は、 空を 飛ぶ こと。 やは 助 
詞 。天 飛ぶ やは 枕詞の やぅに 用 ゐられ て 
来た。 稱ぉ ほせ 鳥は 古来 わかり 難い。 壬 
j 一 集 「.秋の 田の 稍 負せ 鳥の こがれば も 木 
Q 葉 催す 露 や染 むらむ」 〇附 句は、 紅の 
日影に 珍ら しい 鳥が 飛ぶ と咐 けた。 


建 長の 頃、 毘舍門 堂の 花の 下の 連歌に 

薄 くれな ゐに匂 ふ 空かな 


とい ふ 難句の 侍りけ るに 


七 


一归冗天飛ぶや稻おほせ鳥の影みぇて  素暹 法師 


C<〕1 つ 梢に とまつて ゐる鷺 と 鴉とは 色 
や 形 ばかりでなく、 鳴き 聲まで も 相 異な 
ると つづけた。 當 時の 人の 上に も擬 した 
ところが あるの かも 知れない。 


(  〇 敦盛 遺愛の 靑 葉の 笛に 對して 笛の 音 
取りの 寄 合を 用ゐ 、同音の 寢鳥に 轉 じ、 
竹の 青葉に 啼き さわいで ゐ る -t 附け た。 


鳴く 聲ま でも 似 も あはぬ かな 
so 鷺鴉 ひとつ 梢の 松に ゐて 

*  靑 葉とは 笛の 名に こそ 聞きつ るに 

九 

il 汁 に騷ぐ やね 鳥なる らん 


源 光 


妙葩 上人 


(一 0〕 浦に 寄せる 波、 松 吹く 風、 ともに そ 
の 音が 高い とい ふのを、 播 磨の 高 砂の 浦 
にい ひかけ、 さらに 松 K: 親しい 友 鶴が 相 
能んで 啼 いて ゐ ると 聲 Q さまざまを 疊み 
かけて 附合 とした。 


波と 風との 高 砂の 松 
一 se 一友 鶴の 相 生に 鳴く 音を そへ て 

長き 夜す がらすで に 明けぬ る 
S 一一 一一 鷄のお のが 時し る 音を 鳴きて 


周 阿 法師 


藩 原長泰 
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ニー ニ 
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一三 二 


(1 ) 前 句、 松の 一む ちの なかには 人家が 
あるら しく、 一夜の 宿は 請 ふこと が 出來 
さう だと、 旅に あつて 夕暮れ 者を 求めら 
れる ときの うれしい 豫感。 


とま 5 とは 見えた る 松の 一村 
is  夕は わきて 立つ 煙 かな 


後光明 照院扁 ¢1 


(一一〕 前 句は、 待戀 Q 句。 

(.一 0 附 句は、 その 時刻の 風物を 敍 ベた。 
雲の 旗手は 雲の かたまりが 旗の やうに ゆ 
れてゐ るのを 指す。 


後鳥羽院 御 時、 百 韻 連歌 奉りけ るに 
詠めて 空に 誰を また まし 
一！！ 一一 五 風騷ぐ 雲の 旗手の 夕暮に 


西 園 寺 人道 ■太 g 


(四〕 僧衣を 着けて ゐて も、 人が 別に 不思 
議 とはし ない。 

(五〕 附 句は、 夕方は 暗くて 物の あや 目 も 
見え. ない ので、 色の 區別が ないた めに と 
した。 はづ した 附 合。 

(六〕 和歌の 道に 志がなかつた との 前 句。 

( 5 大和言葉を 生まれ 故鄕 の 方言に 取 y 
なし、 早くから 都を 離れて 田舍 にぅつつ 
たために、 本國勿 言葉を 聞く こと も 稀で 
あると 趣きを かへ た附 合。 

(<〕 甫 •名 •逸 •大本 「すてて」 


四 


人のと がめ ぬ 墨 染の袖 


五 


一四 1 一六 夕暮は その 色と だに 見え わかで  信實 朝臣 


六 


ょそに のみ 聞 


やまと 

倭 言の葉 


一 S  一 - fc: 我は はや 奈 良の 都を 住みかへ て 


遊女 


王 


(ル〕 小島 山は 美 濃國揖 斐郡に あり、 赤阪 
の 宿から 谷 汲 街道を 四 里 ばか 9 行つ たと 
ころで、 北朝の 天皇が 文 和 二 年 六月ょり 
八月まで 行宮と された ところ。 土岐 氏が 
邊鄙な がら も A 分の 領地に しばし 御幸の 
あつた ことを 光榮 として 詠 じた 句。 

(一 S 名 •甫一 •逸本 「雪に も」 〇霜 にも 
時雨に も 紅葉し ない 松 も 雪には その 重さ 
のためにな びくとの 前 句。 

(一 0 千年の 松 もく だかれて 薪と なるとい 
ふ 古詩の 心に ょつ て概 を附 けた か。 山里 
の 暮れ行く 狀況 を附け 加へ た。 

(一一 一〕 前 句の 寢られ ない とい ふを 受けて、 
あばら 家に 寢てゐ るた めと した。 風を 枕 
のつ づきは か はつた 表現で、 附句の 山で 
ある 0 

(一 〇 灑の 音を 雨聲 とした 前 句。 

(一四〕 逸本 「雨に まが ふ」 〇附 句は、 それ 
は 5S パので Ml かと 想像して 附け たもの。 


君が 御幸は 名 こそ 高 けれ 


九 


ももし 舌 


一 e K  これ もまた 百 敷な b し 小島 山 


一〇 


8; にぞ 靡く 松の 一 もと 
一四 一 U 山 呈は雲 もけ ぶ 6 も 夕に て 


更 くる 夜までは 見る 夢 もな 


一二 


一四 一一 一 0  篠 の屋の ひま もる 風を 枕に て 


一三 


暮れに け 6 川上 遠き 瀧の 音 


一四 


一望  一 ffi に まよ ふや 嵐なる らん 


源 賴康 


禪源 法師 


中原 貞賴 


二 品 法 親王 


卷第 十四 


三 三 


藭玖波 集 (下〕 


ダ 


一三 四 


蕹玖波 集卷第 十五 


雜 連歌 四 


(一 〕 懷しぃ 人の 俤が形 見の やぅに 添 ふと 
の 戀の句 。 

(一 C 亡き親の 生前の 面影が： 同じ年 配に 
.なった 老いの この 身に 添 ふ と述懷 のさ ま 
に附 けた。 

(三) 古 庵は 全く 苔に 掩はれ てゐる ものの 
やう だ。 

(四〕 附 句は、 庵主は すでに 故人と なって 
た' だ 名跡 ばかりが 存 して ゐ ると 懐古の 體 

にいつ て ゐる〇 


二 品 法 親王 家 月次 連歌に 

一 

その 傅 やな ほ も そふら ら 

一一 

ill たらち ねの 別れし ほどに 身は 老いて 導譽 法師 


ふるき 庵は ただ 苔の 下 

四  -  , 

1 一一  名 ばかりに 昔の 人は とどま. 〇 て  救濟 法師 


(Hu 前 句は、 愛人の 涕か たれ か 不明。  その ^ は 身を も 離 ^ " f 
(六〕 附句は 、慈愛 深い 親の ことと して、  六  J  馬- 

ず っと 以前に 別れた 俤がぃ まも 殘 ると 追  ilia 垂乳 根を 見し 年 m： は 隔た. cn て  久良 親王 
慕の 句。  - 

(七〕 前 句は、 ひとたび 大宮人と なつて ゐ  W のの ふ 

た 身が、 また 武人に 下がった との 意。 中  武士の 子供の •末に 又な 6 て 
古には 武人の 地位は 低かった ので ある。 ‘  八 

(<〕 子供に 親、 武士に 弓矢を 附 けて 附句  5 w  親のを しへ し 弓矢を ぞ とる 

として ゐ る。  . 

(〇 學本 「源 長義」 高 本 「源 茂 長」  . 

夜は 長く 齡の 末は すくなくて 

(一 0〕 老年に なって 過去の 思 ひ 出は 相當あ  一 〇 

るが、 將來 の 期待は 全くない と 老いを 歎  11 H1H ハ 思 ひ 出は あ b あらまし はなし  前 大納言 尊 氏 


(5 懷 しい 故 鄕に歸 っても 淚を 流す。  故 鄕に歸 b てもぅ き淚 かな 
(一一 0 友達は みな 故人と なつて しまつた の  二 一 

でと 理由 附〇  一望 -tj なれし 昔の 友 ぞ少き 


(二-一〕 過去を 追憶す る 心は こ. の 身を 離れな  一三 

いが。  昔を 思 ふ 心 ばか 6 は 身に そ ひて 

‘卷第 十五  一三 五 
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一  . 

一 M 八老 の姿ぞ あらず なりぬ る 

冬まで 蟲の 音は 殘 b け 5 

三 

一詈老 の 身 も あるかな きかの 命に て 


八 


行く 年を 送 6 迎 ふる 寐覺 には 


九 


11 昔 こ ひしき 賤の孕 だまき 


高山 上人 


藤 原冬隆 朝臣 


よみ 人知ら す 


後嵯峨 院 御製 


從 二位 家隆 


(一〕 姿は 心と 違つて むかしの やぅで ない 
と 老いを 歎じた。 

0 一〕 不思議に 軟の蟲 Q 音が 冬まで 殘つて 
ゐる〇 

(一〇名* !!'1 0逸"大8朱本によつて附句 
と 作者 名と を 補 ふ。 〇 老人の 命 も 蟲の音 
と 類似の ものと して 附 合。 

(四〕 名。 甫 。逸本に よつて 前 句を 補 ふ。 
〇伊 羿諾 、伊 弊 册二 尊が ともに お下りに 
なつた 天の 浮 橋。 

C 五〕 一一 神は それから 天の 御 柱を めぐり 妹 
背の 契りを 結ばれた と 記紀の 古 傳說に よ 
つての 附 合。 

(六〕 前 句には、 かかる 代 業を 爲つと 倭 文 
布 (しづ〕 にい ひかけ、 やがて それを 作る 
孕 環 (をだまき〕 とい ひ 下した。 

(七〕 倭 文 布を 賤に 通は し、 人は 貴賤に か 
か はらず みな 過去を 思 ひ 出して 忍ぶ と附 
けた。 「いにしへの 倭 文 布の 苧 環く 9 か 
へしむ かしを いまにな すよ しもが な」 (伊 
勢 物語〕 の 歌を 踏まへ ての 御製。 

(〇 暮れ行く 年を 送り、 新しい 春を 迎へ 
る 寢覺に はとい ひさして、 つぎの 句を 呼 
び 起して ゐ る。 

(九〕 附 句は、 「むかしを いまに」 の 歌を 踏 


み、 繰り返す 意の 象徵に 用ゐた 附 合。 
(10〕 前 句は、 白樂 天の 廬山 夜雨 草庵 中の 
意を 汲み、 これを 旅で 眛はつ たと した。 
なほ 大江以 言の 故 鄕有母 秋風 涙、 旅館 無 
人暮雨 魂の 詩な どを 踏まへ ての 作で あら 
うか 0 

(一 0 伊勢 物語の 「春 日 野の 若紫の すり 衣 
しのぶの み. だれ 限り 知られず」 を 踏まへ 
ての 作 か。 信 夫の 衣に 忍ぶ. を かけた もの。 
この 前後に 一句 脫け たか、 つぎの 「住み 
馴れし」 の 前 句で あらう か。 

(一一 0 名 •京 •伊本 「なみだの 水」 早 本 
「すみ だの 水」 〇故鄕 の ものは、 山水は 
いふまで もな く 一木 一草 も 追憶の 種と な 
るので 附合 とした。 姿の 水とは 影を うつ 
した 池沼な どを 指す のか。 須磨 •兵 庫の 
間に 姿の 池が あり、 のちの ものながら、 
江戶 名所には 面影 橋が あるが、 同じ ゆか 
りに よって 名を 得た もので あらう。 

(一一 0 甫 。逸 •伊本 「うつしけ る」 

(一四〕 甫 。犬 •朱 •石。 逸 •橋 本に よって 
「淨心 法師」 以下の 十一 一字を 補 ふ。 


1 〇 


雨 そそぎ 程 ふる 夜半の 旅寐 して 
一四 四 一ーー むかし 戀 ひしき かたみを ぞ 見る  前 中 納言定 家 


しのぶの 衣 名に や 立つ らむ 
住み 馴れし 是も 昔の 古鄕に 

とい ふ 句に 

一四 四 四す がた の 水 や 思 ひ いづらん 


藤 原則 俊 朝臣 


藤 大納言 爲家 


前 中 納言定 家の 家に 三輪の 杉う つし 植袅 たりけ る殘 
り 侍る を 見 

ー フーつ したる 三輪の 杉をぞ 今ぞ 見る 淨心 法師 
と 申し 侍りけ るに 


卷第 十五 


一三 七 


莬玖波 集 (下) 

( 一 〕 意義は 隱れた ところがな い。 古今 集 
雜歌 下に 「わが 庵は 三輪の 山 本 こ ひしく 
ばと ぶら ひ 來ませ 杉 立てる 門」 などの 古 
歌' が ある。 


0 一〕 「たれを かもしる 人に せむ 高 砂の 松 
も 昔の 友なら なくに」 ( 古今 集雜歌 上) の 
歌を 思 ひ 出される 附 合。 


旨 五む かしを 殘す 宿の しるし こ 


(三〕 入相の鐘は さびしく 入 涅槃 Q しるし 
の やうに い 1> 習は して ゐるか ら附 合と し .一四 四 - t: 

た 0 


一三 八 

紀 宗 基 


我がと しになら ぶ 齡 のまれな れば 
一一  - 
一 g 六 1J 力し か ^ の 友た にもな し 


丹 波 守 長 


聞か ' t' ともょし 入相の鐘 

三  . 

明日 またぬ 老は 心に しるものを  宏元 法師 


(四〕 前 句は、 霞 中の 春 月を 賦 した 句。 

C 五〕 附句は 、老いの 眼が 霞んで、 過ぎた 
むかし も覺 えぬ やぅに なつた とした 0 

(六〕 前 句は、 死を ねがって ゐ るのに 命は 
平氣で あるとの 意。 

Q ) 神 •京。 伊本 「改 阿」 學 •大 了 早 
本 「救 濟」 


有 明の 月見え なから 霞む ょに 
一灵お ぼえず な 6 ぬ老 のい にしへ  是宗親 孝 

なほ つれな き や 命なる らん 
一四 四 ルす てかぬ る 身には 老 のみ 重なりて 存阿 法師 


(八〕 前 句は、 浮世を 呪 ふやぅな 意。 

(九〕 附句 は、 山林に も 遊れ たいとの 心を 
抱きながら、 なに 憂き 世 だとい つて 厭 ふ 
こと やら、 世は さやうな もので もない と 
した 0 


-1 


なに かは さの み 憂き 世なる らん 

山まで も 跡は とめ じの 心に て  村存 法師 


(一 0〕 名* 甫 •逸。 大 •朱 本に よっ て 附句 
および 「作者 名」 を 補 ふ。 ◦身を 岩屋の 
ぅちに 隱 して ゐ る。 だから 浮世では われ 
は 故人と 扱は れてゐ るで あらぅ。 

(二〕 名 •甫 •逸 •大 •朱 本に よって 前 句 
を 補 ふ。 〇前 句は、 遊れ れば 浮世の 苦し 
みは 受けないで よいとの 意。 

010 附句 は、 住む に 澄む をと り、 遁れた 
草庵には 浮世の 月が 相 か はらず 照つ て ゐ 
ると 逆に 附けた 。  ， 


身を Is 


こ 


る 岩屋 戶 のうち 


一〇 


一里 拾て し 世に 我 や 昔の 人な らん 


順覺 法師 


すめば ぞげ にはぅ き 世と も 知る 
一雪 一 かくれがは なほい にしへの 夜半の 月 村 我 法師 


(一一 11) 前 句の 命は 運命の 意で あるが、 附句 
のは 壽 命の 意に 取りな した。 

!(一四〕 藤 •甫 一 本 「重 種」 


きを 語る も 命な 6 け 


KV 


一三 


一 雲 一殘る 身の 昔の 友に また 逢 ひて 


一四 

大江成 種 


卷第十 五 


二 一一 九 


老二思 _ 
ぃ ひ 
ぬ い 
れ づ 
ば れ 
先 ば 
だ 人 
っ あ 

數ま 

に た 
の な 


さ 

れ 

て 

勝 


四 

〇 


譽 

法 


窓 

國 


眼 
良 四 


法 


國 


老 のぅきに ぞ身 はかは^ 〇 ける 

三 

いにしへの 友 も 我を や 忘る らん  法 

秋風 も 身に しむ 里は 荒れは てて 
むかしの 友は 夢に だに 見ず  夢 

關白 家の 月並の 連歌に 
人 こそ さか- CN 我は 老が身 
むかしに も 近き 遠き は ある ものを 導 

と あるに 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 わが 記憶に 留まる 人を 指 折って 見る 
と 決して 少くな いと 故人の 上に いふ。 

(一一〕 附句 は、 ひとり 残された とわが 身の  一 E3 一 S 
上に 扱 ふ。 かずは 前 句の あまたと Q 寄 合。 


00 老いて はむかし の 花やかな ものは 全 
く 失せて、 殊に 憂き身の かは り 方が 甚だ 
しいので、 舊友も われを 思 ひ 出で ぬ <'' ち  5 五 五 
ゐで あらぅ と述懷 Q 句。 

(四〕 名 •逸 •大 一本 「良 澄」 甫 一本 「良 
隆」 

(•五〕 前 句は、 里は 荒れ果てて 秋風 も 身に 
沁むと 上下して 見る 句。 平家物語の 後德 
大寺 左大臣の 今樣 の 詞にも 似通った もの  -S 
が ある 0 

◊ 舊き 都を きて みれば 
淺茅が 原とぞ あれに ける 
月の 光りは 隈なくて 
秋風の み. ぞ身 には、 めむ 
(平家物語 卷 五所 出〕 

(六〕 附句 は、 あまり 荒廢 して 舊友も 夢に 
も 入らない と附 けた。 


(七〕 三 句つ づきで、 さかりと 老いに 對 し、 
古に も 近き 遠き と應 じ、 つぎには これに 
この 世、 さきの 世と 附けた 。 


(<〕 一む かしは 二十 一年を 指す こと も あ 
るが、 普通は 十 年を いふ。 高齢で 明日の 
命 も 知らないと 老いを 歎いた 附 句。 


七 


U 五 - ts 捨てし この 世ぞ さきの 世になる  周 阿 法師 


明日まで とても 賴み なの 身 や 
s< 幾む かし 覺えぬ 程に. 過ぎぬ らん  源 氏賴 


(九〕 前 句は この 世に おける 門出の 別れ。 
(一 S 附句 は、 死後に たどる 道の ことに 轉 
じた。 別れに 道は 附 合。 


九 


故鄕の 別れは 誰もう きものを 


一 〇 


一四 竞 知らず 我が身の 後の世の 道 


二 品 法 親王 


(二〕 前 句は、 世に あるとき も 遁世しても 
淚はつ きないとの 意。 

(110 學 •高 本 「淚 の 果ては」 京 •伊本 
「涙の 末の」 


一一 一 


身は 捨てぬ 淚は 果ての よも あら じ 

1S 六 〇名殘 もさら ばな き 人に なれ 


關白 左大臣 


(一一 〇 前 句の 身の 果てと あるのを 火葬の こ 
ととし、 雲に 消えて 行く ゆ ふべ の 煙を ど 
う 見る かと 炊 煙の さまに なぞらへ て附け 

た 0 

卷第 十五 


一 e ハー 


我が身の 果ては おも ひ 定めす 

I 三  V 

いかに 見む 雲に まぎる る 夕 煙  救濟 法師 


菴玖波 集 (下〕 


四 二 


( 一 3亡 き 人の 跡は 行方が さらに わからな 

ヽ〇 

レ 

0 一〕 巫 山の 夢 の 故事に ょつて 附けた 。 文 
選 高 唐 陚に楚 王の 寵を 受けた 美女は 別れ 
に 臨み、 「妾は 巫 山の 陽、 高 丘の 蛆に あり、 
且に朝 雲と なり、 暮れに 行 雨と なり」 と 
別離を 惜しんだ 說話が あつて、 わが 文學 
に 引用され たもの がすくな くない。 

(一一 一〕 夢の なかなる 身とは はかない 身を い 
ふ。 

(四〕 附句 は、 時は 刻刻に 移つて 行き、 や 
がて 夜になる といつ て 夢に 應じ 、底には 
人の 無常を ょせた もの。 

(五〕™ 綺 旅の 句を 釋敎の 上に ぅつす。 

(六〕 學 •高 本 「稱阿 法師」 大 一 。 北 本 
「講阿 法師」 藤， 圖 。名 本 r 講阿 上人」 
(七〕 石火は 燧石で 打ち出す 火。 電 火の や 
ぅには かない 例。 この 喩へは 古く 禪錄に 
見え、 また 千 五百番 歌合 卷 二十に も 「石 
の 次に この 身を よせて 世の中の 常な ず 
さを 思 ひ 知る かな」 と ある。 前 句の 打ち 
とい ふ 語に 石の 火を 附け てこの 身の 無常 
を 示す。 


行衞 もしら す 亡き人の 跡 
二 

i 一雨と な b 雲と な. 〇 て や 迷 ふらん  源  言  武 


三 


夢の 中なる 身を 歎くな 6 

四 

一 S1 一 ほど もな く 光 も 影もう つるま こ it 可 上 A 


山中 こ ゆる 旅の 道づれ 

五  丄ヽ 

一 S 四 後の世 もと もに 行く ぞ と M は^ H や稱 阿 上-^ 


この 身のは. て も 打ちな げきけ 6 

七 

一 E3 六 五 石の 火の 消え やすき こそ 命な れ  隆圓 法師 


あだな 6 と 聞きし 別れの 世の中に 

1S ハ 六 誰も つれな き 習 ひを ぞ 知る  前 大納言 宣資 
おく も あだなる 草の 夕 露 

一 s -t: 消え やすき 命は いつを かぎらぬ に 前 參議彥 良 

ぅれへ ある 身は 日 こそ 長け れ、 

一 S 〈惜しまぬ に 何と 命の 殘 るらん  藤 原 寺 綱 


<<〕 平絹は 平織りに した 絹布で、 綾な ど 
と比べてず つと 粗末な もの。 

'(九〕 唐衣は ここでは 地位の 高い 婦人の 禮 
.服の 方では なく、 唐から 舶來 の 意味で 上 
-等の 衣を 指す。 


卷第 


五 


延喜 御門 朱雀院 の御讓 位の 後、 公忠 朝臣 五位の 藏人 

八 

にて 侍りけ るが、 ひらぎぬの 裝 束に なりて 參り 侍り 
ければ、 女房 申しけ る 


程 もな くぬぎ かへ てけ 6 唐衣 


ょみ 人 しらず 

四 三 


荛玖波 集 (下〕 

(一〕 この 連歌は 公忠 朝臣 集、 俊祕抄 、無 
名抄 にも 見えて ゐ る。 埒も ない、 あやな 
しとい ふ 語を 唐衣の 緣語 として 綾な きと 
かけた。 

00 附句 は、 今 幾た びかと いふのに 對し 
て 長い 命と 慰めて いふ。 萬 葉集卷 二に 天 
智 天皇の 不豫に 際し、 太后が 上った 「天 
の 原 ふり さけ 見れば 大君の みいの ちは 長 
く 天 足らした 9」 の 歌の 趣きに 似通って 
ゐる 。作者の よみ. 人知らず は、 沙石 集に 
よると、 妹 若狹 局の 作と 見えて ゐ る。 

(一 0 藤* 圖 。甫 •北 •藤本 「命な りけ り」 
(四〕 前 句は、 增さ る戀の 句。 

■(主〕 秋の 夕暮れは もの おも ふ 習 ひで ある 
が、 わが 死後には 一層 物 思は んと 人の 上 
になした。 新 千載 集卷 十二、 源 兼 氏の 「戀 
ひ 死ねと する わざしる きつれ なさに まさ 
りて 憂き は 命な りけ り」 の 歌を 踏まへ て 

'f o 

-( 六〕 煎 句は 「たれを かもしる 人に せむ 高 
砂の 松 も 昔の 友なら なくに」 の 歌に より 
一人 長生した と 人の 問 ひに 答へ た 句。 
'(七〕 附句 は、 友がない とい ふが、 自分は 
よく 訪れた。 その やうに 死後に わが 跡を 
訪 へと 附け た。 


四 四 


一 S 九 あやなき ものは 世に こそ あ b けれ 源 公忠 朝臣 


わ づらひ 侍りけ る 時、 最後の 連歌せ むと て、 人人 數 
多來た りけ るに、 みづ からの 句に 

あはれ げに今 幾度 か 月を 見む 


素暹 法師 


と 侍る に 

一一  三 

5 0  たと へば 長き 命な 6 とも 


よみ 人知ら す 


四 


これよ^ 〇 もま さる、 レに 成 b やせん 


3E 


1 S 一  我が 後の世の 秋の ゆ ふぐれ 


よみ*^ しら ^ 


六 


むかしの 友ぞな しと 答 ふる 


七 


一 ^ 一一 末の m に 我と ふ C とく 人 もと 


二 品 法 親王 


年年に いと ど 昔 や 遠から む. 
311 一老の 命ぞ 日日に 少き 


信 照 法師 


(<〕 藤 •高 本 「半は 過ぎぬ らん」 


ょは ひ 傾く 身 こそ あだな Jh, 

•  tv\ 

一畐む かし 見し 人は 半ば や 去 6 ぬらん 木鎭 法師 


思へ ば これ ぞいに しへの 夢 
一 E ^ 世の中の つねな きこと に 驚きて  鏡觀 上人 


九 


(〇 前 句の むすびは 家を 造る 意。  むすび 定めぬ 草の 庵 かな 

( !l 3 8f £« if B 1  _ fio SQ  中に も、 


ばし 夢を みて  和 氣仲氏 


卷第 十五 


四 五 


荛玖波 集 (下) 

(一〕 罪を 知らせる 鏡は、 閻魔 王の 前に 置 
かれて ある 淨頗 梨の 鏡の こと。 Q ちの も 
ので あるが、 犬 筑波 集には 「十 王 堂に 秋 
風ぞ 吹く」 「淨頗 梨の 鏡に 似た る 月 出で 
て」 の 句が ある。 鏡と いふのに うつす を 
附けて ゐ る。 

0 一〕 笕の 水は 苔の 下を く <'' つて 音を立て 
ない ほどで ある。 

(一 0 附句 は、 苔の 下を 墓の なかの 意味に 
取り、 笕 Q 水の 落ちる 音が 聞えぬ やうに、 
あの世の たょりは 婆 婆の 世界には ひびか 
» と 取 成附。 

(四〕 この 世に 望み. を絕つ た 身に、 命 ばか 
りはつれ なく 殘つ てゐ ると 死を ねがつ た 

逑懷。 

(五〕 見て 逢へ ない 戀 をうた つた 句。 

(六〕 附句は 、この 世を みまかつ た 人を 見 
ると し、 わが 身を それに 比べた 無常の 句。 
(七〕 年を 經れば 、いま もむ かしになる。 
永劫の 上から 見れば、 現在 も 過去 もさ ほ 
ど區 別は ない との 前 句。 

(<〕 附 句は、 うつつ も 夢 も 同一 だと 附け 
た 0 

(ル〕 花に 浮かれ、 蝶に 戲れる 浮世の 春は 
別に 望み もしない と 無常を こめた 述懐の 


一四 六 

罪を しらする 鏡 こそ あれ 

一 g -t3 後の世 や このよの ことを うつす らん 權 律師 定暹 


筧 の水ぞ 苔の 下なる 
s< «" の 世は 音便き かぬ 別れに て 


今は われ 跡を とめ じと 捨つる 身に 
一 S ル 命 ばか b や m に殘 るらん 


素 阿 法師 


源賴基 


見る につけても 世は うか b け 6 
一四 <Q  y き 立つ に 殘る身 とても 賴まれ す 荒木 田長範 


いま またい つの 昔なる らん 


句。 

(一 © 學 •高 •小. 藤 •神 •早 •京。 伊本 

「しのばし」 

0  0 驚けば は 夢の さめる こと。 思 ひには 
種種の 相が 浮かぶ が、 覺めて 見る と、 わ 
が 身に 關す るは かない ことば か り だとは 
かない 述懐。 

〇ーー〕 老少不定、 さき 立つ 子の 靈を 親が 祭 
る やうに、 豫 期しないで 人の 跡を 訪 うた 
とつら ねた 0 

(I 一一 D いつにな つたら 悟れる かとの 釋敎の 

句。 

. C 一  四) 藤 •學 •神 •大 •北。 小* 高 •圖 
早 •京 本 「ょは ひ」  . 

(一 a 迷 ひの 語が あるので 夢と 附け 、目覺 
■めて ゐたが 、また 眠つ て 夢を 貪つ / C とし 
'た。 

(一 〇 前 句は、 旅の 別れの 句。 古の 交通は 
多く 馬を 用ゐた 。その 尾の 長い やうに 長 
途を 行く 人の 上に いつた もの。 
a 七〕 附 句は、 十二支に ょり 馬に 對し 羊を 
あしら ひ、 涅槃 經に 人の 命が 刻刻 死に 近 
づ くこと が 屠所の 羊の やう だと あるのを 
引いて、 旅路の 別れを 惜しむ は あたらな 
いとした。 


八 


一 3  現と て 夢に か はれる こと もな 


よしや 浮世の 春は したな し 

二 

1 23 八 一一 驚けば 身より 外なる 夢 もな し 


屋 


平 兼 


道 珍 法師 


思 ひの 外に あとを こそと へ 
一二 

§! 今まで も わか かるべき は 先たち て 十 ® 法師 


一三  一四 

いつを 限 6 のまよ ひなる らん 

1 £ 

一四  <四 寐覺 して 又 夢の 世に なりに けり  良 阿 法師 


一六 


その 馬の 尾の ながき 別れ路 


卷第 


If 


誰 とても 羊の あゆみ 待つ ものを  導譽 法師 

一四 七 


貞. 


荛玖波 集 (下) 


四 八 


(一〕 春 もほんの ひとときで 、ぅつり 行く 
早 さは さなが . i 夢の やぅ / C との 前 句。 

0 一〕 世の ことは なに 一つと して 永久の も 
のはない から、 春 もさう だと、 前 句の 個 
に 對し全 的の 注 釋附。 

00 京 •伊本 「ながらへ に」 


春 一時 ぞ 夢のぅ ちなる 

二  三 

s < 六 何事 も あ 5 はてぬ 世の ことわ. 〇 に 高 階 重 成 


(四〕 前 句は、 見る 戀 、それを 故人の 庵の 
櫻を 見て 春の 懷舊 となした。 

(玄〕 前 句は、 草 も 木 も 枯れ 萎れて 旱天に 
雨露の お蔭を 待つ さま、 やがて 民草の 上 
にも かけて いはれ る。 

(六〕 附句 は、 山陰に 隱栩 して 靜か に佛道 
を 志しながら やはり 君の 恩擇を 受けたい 
とした 0 

(七〕 かつて 身の 面目に なつた こと や、 大 
いに 悦びを 感じた ことを、 心に 描き、 追 
想す るの がいは ゆる 思 ひ m である。 それ 
がむ かしに ぞな ると いへ ば 詮方ない 意。 
(八〕 附 句は、 世は 厭は しいと 思 ひながら 
遁世 もしない のに 年老いて と條 件を 附け 
加へ た。 


見て こそい とど戀 ひ 


力 


けれ 


四 


m s なき 人の 庵に のこる 櫻 花 


救濟 法師 


五 


なほ 南 露の 惠をぞ 待つ 


六 


s<< 山’ 陰を ねが はんとす る 我ながら  關白前 左大臣 


七 


思 ひ 出は なほ 昔に ぞなる 


八 


ISA 世のぅ き 捨てかぬ る 間に 老の來 て 太宰權 帥俊實 
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四 

九 


身は 數なら で まじる 世の中 
10 

厭 ふべき ことわ、 0 までは 知， 〇 ながら 


うき 低に つづく 又 山は な 


一二 


捨つる 身の 心 や 人を 離る らん 


たへ て 住む さへ うき 世な^ 〇 け b 
明日 知らぬ 身を 有 6 が ほに 捨て かねて 


(九〕 取り柄の ない 身で 世間に 介在して ゐ 
るとの 前 句 0 

(10〕 遊 世すべき 理由は 知りながら 思 ひ 切  一 ^ 〇 
れ ぬとの 條 件附。 

(二〕 前 句は、 隱 M して ゐる 山と 浮世とは 
隔絕 して、 そ ■の 間を 繫ぐ山 もな しと おも 
しろく 述べて ある。 

(.一 10 名 •甫 •甫一 •小 •逸。 石 本に ょつ  一 ^ 一 
て附 句を 補 ふ。 〇附 句は、 世捨て人は 心 
で 世間を 離れる だけで、 山と いつても こ 
の 世と いつ て も 別に さぅ 隔た つて ゐるも 
のでは ない と 逆に 附 けた。 

0 0 名 •甫 •甫一 •小 •石 •逸本に ょつ 
て 前 句と 附句 とを 補 ふ。  一四 九 一一 
(一四〕 現世と 後世と 相應 じて 附 けた。 理想 
と實 際とは つねに 齟齬が ある。 後生を 願 
ひなから も。 


i  一 


莬玖波 集 (下〕 
(一〕 あらまし は 將來に おける 期待。 

(一一〕 門 文は 誤寫 か。 讀文 となつて ゐ るの 
も ある。 あるいは 石文の 誤 y か。 石文な 
らば 道 しるべの 石文で あらぅ。 字が 風雨 
に 消えて 讀め ない ので、 かひ もない とし 
たらしい。 

00 附 句は、 それを 墓石に とり、 法名を 
刻んで あるので、 たづね て 迷 ふとした の 
か 0 

(四〕 前 句の 深き _は 山の 奥深い と 露の し' げ 
き 意と を 兼ねて ゐ る。 山 居の 句。 

00 附句 啦 、露の 緣語 置く を 身の 置き ど 
ころと 附 けて 述懐の 句と した。 

(六〕 學 •高 •早。 京 本 r 導譽」 圖 •大 一 
本 「道 朝」 

(七〕 ほんのし ばらく の 間に も 時が 立つ と 
刹那の 止まない ことを 述べた 前 句。 

「 八 〕 大 一本 「捨てし」 〇 世捨て人は 三界 
に 家がない とい ふから、 柴庵に も 長く は 
留まらない と 思つ てゐ るに と ^ 件を あげ 
た。 しばし に柴は 音調を 装つ たもの。 
(九〕 人の 情に ほ だされ、 その 冥福を 祈る 
ためな どで、 ただ 一つ ある 身で ありな が 
ち 遁世した と附 けた。 


I 五〇 

一  ' 

S S あすとい ふべき あらまし もな し  原 


長 


门文や あるか ひもな く 速 ふらん 


三 


一 S  身を 捨て A にもとの 名 もな 


崇世 法師 


四 


露の み 深き 山 かげの 庵 

五  < 

g 六 捨てて だに 身は おきかぬ る 世の中に 導譽 法師 


七 


■か， 〇 そめなる に 時う つるな 


八 


一 捨 つる 身の しばし と 思 ふ 柴の庵  大中 臣實直 


A のな さけは 忘られ もせす 


九 


一党<ひとっぁる命をも叉捨てにけ 


前 大納言 尊 氏 


Cl 0〕 憂さに とざされた この 身は 出る の も 
入る の も 行く の も 止まる の も それに 左右 
せられて ゐ る。 

(二〕 形骸 ばかりでなく、 心に 期す ると こ 
ろ も それ 以外に ない と附 けられた。 


I 〇 


身 やうき ことの 陵 6 なる らん 


と 時る に 


一 0 究 とても その M ひとるべき 道と して 今上 御製 


(一一 0 半生の 過去を 顧みれば さながら 一時 
の 夢の やう だ。 今後 も 同樣で あらう。 

(一一 0 みな わが 心 か L 起る ことで あるのに 
と條 件を 附け たもの。 


一二 


これよ 6 後 も 一とき の 夢 

と あるに 


一三 


一一! 100  何事 も、 レの なせる 世の中 


心から こそぅき 世と もな れ 

(一! 0 憂き 世は みづ からの 心から 作りな す  一四 

ので ある。  匪 身 ひとつは 安 かるべき を すても せで 關白前 左大臣 


(一 a 野邊は 寒さの-ために 朝露が 置いた ま 
ま 凍つ て 夕 霜と なる の だ。 


一 五 


朝露ながら 野 邊の夕 霜 


卷第 十五 


五一 


荛玖波 集 (下〕 


う 


(一〕 露から 置く の緣 にょつて 朝露の や 
な 人生、 身の 置きと ころがな く 困つ たと 
悲觀 的に 附けて ある。 

0 一〕 故鄕は 家が そのままで あれば、 住む 
人が かは ると 「行く 水の 流れは 絕 えずし 
て 云云」 Q 方丈 記卷 頭の 文と 同じ 趣き。 


一 五 


一 五 〇 一一  我 ひと b 置听な き 身と な. 〇 て 


品 法 親王 


故 鄕は又 や あるじの かは るらん 
一玉 0 三 捨てて 出で しは うき 世な， 〇 け. 〇  佗 阿 上人 


010 春のぅ ち 最も 人の 心を 引く のは、 夕 
暮れの 鐘の 聲と いふには、 花を 惜しむ 意 
も あ 〇 のを、 附句 は、 年老いても はやな 
■んの 期待 もない 身には、 死より ほかには 
ない として、 悲しい ものと して 結び 合は 
せ /c o 

(E〕 前 句は、 互 ひ >c 袖を 絞る Q は 若い 男 
女 か 生別の 場合 か、 說 明して ない。 

(五〕 附句 は、 老人の 夜半の. 物語と 限定し 
た 0 

(六〕 この 前 句 および 附句は 、松 井 博士 所 
藏 大本に より 新たに 補 ふ。 〇前句 は、 つ 
ぎに 生まれるべき 淨 土を 豫 想して、 娑婆 
の 世を 背いた との 意。 

(七〕 附 句は、 苔の 衣すな はち 僧衣を われ 
に 貸せと を かしく 咐け た。 


春の あはれ は 入相の鐘 

三 

一 五 § あらまし の 今は つきぬる 老が 身に 救濟 法師 


四 


たが ひに 袖を ぬらしけ るかな 


五 


S 五 夜を 殘す老 の 寐覺の 物が た 


6 


まつ あらまし に 背く 世の中 
一璧ハ  A の 著る 苔の 衣を 我に かせ 


妙 阿 法師 


善 阿 法師 


(八〕 前 句は、 山 住 ひの 生活難を ぅたった  A 

もの。  山 住みは 明日の 粮だ になき ものを 

(九〕 附句 は、 身 後の ことを 豫期 する も お  L 

よばない との 意。  一 養 誰 とても 身 まかる 後の なれのは て 


すたれたる 身 も 世には あ b け b 
S 〈心に もま. かせぬ 物は 命、 にて  前 大僧正 賢 俊 


(一 0〕 月は 人の 袖と わが 袖と を區 別して 日 雲  一〇 

ちせ たり 照らし / C りする のか。 自分の 袖  袖を 分けて や 月は かす ^. し 
は淚 に 濡れて 月が 霞んで 映つ てゐ る。  一一 

(一 0 附句 は、 それに 添って、 自分の 心は S S 身のぅ きは 春の、 レ も 秋なる に 

樂 しく あるは ずで ある 春の 日 も、 秋の や 
ぅに 愁ひ にと ざされ て ゐる〇 

(一 〇 奥地に 分け入る につれ て 人里は 次第  ご| 

に 遠ざかった と 山 行の 前 句。  山ょ 6 は 里 こそ 遠 <' な b に けれ 
(一 〇 人里離れた この 山地に 隱栖も あれば  一三 

と 希った 附句。  5 〇 やがてす むべき 隱れ家 もがな 


卷第 十五  一 五三 


關白前 左大臣 


中納 言忠嗣 


わ 四 

1 捨三 
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な  一 

五 

源  二  四 


義  法 

親 

篤  王 


過ぎし はいつ の 昔なる らん 

老い ぬればい まみる こと も覺 えぬ に 導 # 法師. 


宽玫波 集 (下) 

(一〕 遁世しても 同じ この 世の中で あるか 
ら 、やはり 訪問され るの がぅる さい 意。 

0 一〕 附句は 後 附。  一 五一 一 

(一 0 ひとたび 佛門に 歸 依して からは、 心 
に 描く はかない ことは なに 一つな かつた 
のにと、 前 句は、 なに か 欲する ものを 引 
き 起す。 

(四〕 附句は 、人の 通 ひ 路も あるかない か S 一一 一 
に 見える くら ゐ の 隱れ 家が 一軒 見つかつ 
たと きには、 自分 も かう いふと ころに 主 
みたい と 淡い 執着を 感じた と附 けた。 


一 五一 三 


C 五〕 薪を 負 ひを 老いに いひ かけ、 さぅ い 
ふ 身で 坂を 行く  苦しい とした。 

(六〕 人に さき 立って 涙を 催す のは 世を 憂 
へる ため か、 家に 不幸が あった ため か、 
前 句には 示して ない。 


谷 行く 道は 阪ぞ 苦しき 

五 

一 五一 四 山に とる 薪を 老 のうき 身に て  哇遵法 雨， 


六 


人に 先 だつ 淚な りけ 


<七〕 附 句は、 一つで も 年上で あれば、 世 
を 去る こと も 早い として、 老いを 歎^ さ 
まに 附け た。 


(<3 自分の 健康を 賴んで 長生す ると 信じ 
る 人 も、 虚弱で 自信を 持たない 者で も、 
みな 定命が あると 附 けて ゐる 。「たのまぬ 
に賴む も」 -ti 「心 かは り」 に、 「人の 命に 
て」 は 「世に 定まらず」 に應 じて ゐ る。 
■(九〕 われに 對し てひどい 仕 打を したので 
すぐに 報いが 來 たと かれみ. づから が 歎息 
する であらう と、 つれない 人の 上に つい 
ていつ てゐる 0 

-( 一 0〕 前世の 宿業を 知らない 結果で と、 自 
分の 上に いった 附句。 


<一0 前 句は、 世 Q 憂い こと、 附句 は、 わ 
が 身の上を くらべ た 附 合。 

-( 一一 0 北： K  一  •圖本 「かねて 知られぬ」 
(一一 一 D 日は 立てば、 つい 昨日の ことで も 今 
日の むかしで、 歲月は 流れて 行く。 それ 
に氣が つかないで 老いと いふ 氣分 になつ 
た と 連結した。 


七 


卷第 


五 


一 五一 五 


年 もまされ ば 老と思 はれて 


南佛 法師 


心 も かは b 世 も 定めな 


八 


一 五 K  たのまぬ に賴む も A の 命に て 


藤 原忠賴 朝臣 


九 


このたびは 報い あ b て や 歎く らん 


一〇 


5 七 いかなる 身と も 知らぬ 前の世 


行 阿 法師 


世のう きこと を 誰に とは ま 


二 一 


5 〈我と だに かねては 知らぬ 身の ゆく へ大中 臣憲宗 


すぐれば やがてけ ふの いにし 

一三 

一完 知らす して 老の、 ひに な b にけ 


藤 原 信 藤 

一 五， 五 


荛玖波 集 (下〕 


五六 


<1〕 隱れ 家がない とい ふが、 心を すまし 
てゐ ると、 どこでも 住まれる と、 澄む に 
住む をい ひかけ た。 

〇〇 岩間に 跡を つけ、 道の ない 山を 切り 
開いた のは たれで あらう か。 多くは 一宗 
の 開山な どで あらう。 

00 自分は 世を 捨てた のが 晚ぃ のでな に 
もな し 得ない と附 けた。 


とにかくに 世に 隱れ 家ぞな か h ける 

一 

一丢一〇心のすまばやすき身なれど  寂 忍 ^ 師 
二 

誰か さて 岩間に 跡を つけつ らん 

三 

5 一一 我 か 身ぞお そく 世を も 陰て つる  善呵法 帀 


〈四〕 間を置いてた まに 逢 ふのは、 情ない 
契り / C との 戀 の 句。 

(五〕 人の 口には 戸は 立てられな いとい ひ 
わけを 注して 附 けた。 ことしげき は 世間 
の 言 繁 きをい ふ。 


—11 


.> ノ 


花 ゆ 忌 山の 奥に 來に 

蓋ーー身を捨っる人のぁるにはともなはで救濟去師 


間遠に 逢 ふは ぅすき 契ぞ 


五 

こと 


げき 世は 憂き 物と いひな して 法 印定意 


思 A 持 
ひ ち 
子 か 
は ぬ 
佗 る 
び 身 
人 を 
に 捨 
だ て 
に て 
あ 見 

る よ 
も か 
の し 
を 

道 

光 

法 

師 


卷 

第 

十 

五 


五 

七 


爪 木の 山の 遠き 道 かな 

八 

さの みな ど 身を もち かねて 歎く らん 藩 原雅朝 朝臣 


3 たた ひ 


これまでは 二度し つる 思 ひかな 
せめて  一 A, の 親に 添は ば や 


素 阿 法師 


ハ 八〕 爪 木の 山とは 小さな 薪を 取る 山の こ 
と 。その 道が 遠い とい ふこと から 身を 持  一一 iji 一 五 
ちかね てと つ. らね 、その やぅに 歎く にお 
ょばない にと みづか ら 悲しむ 人の 上 も 想 
ひやつて 附 けた。  • 

ハ 九〕 佗び 人の 身に も 可愛い い 子は ある。 

だから 身を 捨てて 考へ 直せば、 苦にする  一 Mi ハ 
におょ ばない と 一 憂 一喜の ことわり 附。 

思 ひ 子は 可愛い 子。 佗び 人は 時を 得ない 
者、 零落した 人。 

(一 S 二度に 對 して 一人と 數で相 應じ 、二 
，度の 苦しみ. とい ふより 繼母に 添は ないで  一 3S. S 
ゐたい となした 〇 


. ■關白 家の 百 韻 連歌に 
0 〇 幾年 も 幾年 もた だ 波が 打ち寄せた 海  六 

岸に 名殘 りを 留めて ゐる ほどの か. すかな  名 殘の中 こすぎし # 秋 
■狀 態で 送つた との 意。  七 

S 附句 は、 樂 しぃ 思 ひ§ ぃつ ぁつた  I 思 ひ 出は 身の いつ ぞ とも 覺えぬ に 藩 原 家 尹 朝臣 
のか 殆ど 自分に わからない ほど だと、 は 
かない さまに 附けた 0 


寮 玖 波 集 (下) 


五八 


<1〕 前 句は 冬 景色、 附句 は述懷 。雪には 
積もる を、 詠めには 歎きを 附け た。 


梢の 雪 やけさな がめ まし 

一吾<  いた づらに 積れ る 年を 歎く かな  前 大納 9 爲世 


-0 一〕 暮れ ゆく 春を 惜しむ とい ふ 前 句に. 對 
して、 不老 門前 日月 遲の 朗詠の 句を 附け 
た。 

010 「名に おひて」 の 句 以下 四 句は 名 • 
逸本には なし。 「雜 五に 入る」 〇前 句は 
常 盤 山と いふ 名に ちなん で、 紅葉す る 秋 
4、 雪降りつ， もる 冬 0 日 も 面が はりし な 
いでいつ も靑靑 として ゐ るとの 意。 

<四> 前 句は、 年を 積んだ せゐか うれしい 
思 ひ 出がない とい ふ 意。 

(五〕 附句は 、憂き に 馴れる と 物忘れす る 
と 見える と附け た。 


0 


一 雲 


限 6 ある 春の 日數の 暮れ ゆく を 
老いせ ぬ 門に いかで 入ら まし 


三 


名に おひて 面が は^ 〇 せぬ 常 盤 山 
51 〇 誰か 岩屋に 住みは じめ け A, 


四 


思 ひ 出で もな し老 のしる しに 

五 

うきこ そは 物忘れす る、 ひなれ 


貧 


大納言 經綱 


南佛 法師 


權少 僧都 長驗 


. 蕹玖波 集卷第 十六 


(一〕 苦 竹 •淡 竹な ど 筍に ょりても その 種 
類が わかる との 前 句。 

00 附 句、 竹の 緣の ふしを 伏 見に いひ か 
け、 御自身は 伏 見 天皇の 孫、 後伏見 天皇 
Q' 皇子で あられる ところから かぅ お附け 
になった。 述懐の 句。 

00 甫 一  •名 「なに i 止め」 

(四〕 附句 、本に ょりて 「それと」 「それ 
に」 また 「それを」 など あるが、 いま 「そ 
れ を」 を 取る。 〇 作家は 名門の 人、 名を 
竹帛に 殘 すべきに、 そこを 思は ないで、 
親の 跡を 汚さぅ ことを ひ / C すら 畏れて ゐ 
ると した述 懷 Q 句。 

(五〕 覇業の 半ば 以上 成った ときの 句と 思 
はれる。 はえある 過去の 嬉しい 思 ひ 出を 
追懐して Q 作。 


雜 連歌 五 


竹に おやこの 名 やしら るらん 
一一 


一霊 數な らで殘 るふし みの 跡ながら  二 品 法 親王 


三 


この 身を なにと とどめ 置 くらむ 
S1111 それを だに 思は で 歎く 親の 跡  關白前 左大臣 


五 


思 ひ 出 お ほき 昔な 6 け 


卷第 十六 


一 五 九 


荛玖波 集 (下〕 


六〇 


5 一 H  今と てもう きことは なき 我ながら 前 大納言 尊 氏 


0 〕 Tfi 本 「人 ごとに」 と ある。 〇世に 處 
する のは 難く、 身を 律す るのは 比較的 や 
すい。 前 句は、 一般につ いて、 附 句は、 
自分 一個に っぃ ていふ。 一正 一反の 逆附。 


人 ごとの 世 わたる 業は くる f きに 
ill 五 我が身に なれば うき ぞ忘 るる  夢 窓國師 


0 1〕 物 思 ふに 憂き を附 く。 前 句を 受けた  二 
註 釋附。 


ながらへ て 哀れに 物を 思 ふらん 

二 

一 雲 身の ある ほど や 憂き 世なる らん 


權 大納言 良 冬 


〇一〇 前 句は、 孤獨 のさび しさを かこつ 意。 
(四) 附句 は、 却つ て それを 喜ぶ 意に した。 
隱栖 の 身は 靜か さを 愛する が 故に。 

(一 前 句は、 一時は 時め くもまた もとの 
杢阿彌 とい ふ ありさま だとの 意に て、 失 
意 落莫の さまを 敍 して あるに、 附句 は、 
人の 命は 憂き にも 堪 へる との 心。 幾多の 
艱難に 遭遇しても むかしの ままに 殘 ると 
生命の 强 さを 述べて ある。  . 


三 


人に とはれ. ぬ 宿の ゆ ふ暮 


四 


51 七 山 蔭は 思 ひし ままに 住みな して  承 胤 法 親王 


昔ながら に 殘るも との 身 

五 

SK ぅきにな ほっきぬ は 人の 命に て  久良 親玉 


源氏 國 名を 賦物連 歌に 

(六〕 世を 捨てて、 伏 見の 里に 精進して ゐ 

るとの 前 句に、 ぃっまでも/ J の やぅな 狀  伏 見の 里に ^ すまして 
態で この 世を 送りたい との 意 で 附けな し  六 

た〇前 句には 源氏の 卷 の 名須 磨を、 附句  5 ル 世は 捨てぬ いつも やかくて 過ごさ まし 前 大納言 定資 
には 國名 出！ 賦 して ある。 


(七〕 人生は もろい ものであるから、 生が 
あつても たのみ. とならない との 前 句を 受 
け、 身を 捨てて 山林に 遁れて も 命は すて 
られな いと 逆に 附けた 。 

(〇 橋 一 •高。 早 •伊本 「すてられぬ は 
ただ」 と ある。 

( W 浮世の こらは 心頭に なぃ 隱遁 者の 栖  いとへ ども 叉 友ぞ訪 ひ來る 
.家に 舊友 がまた 訪ねて 來 ると、 これ も 逆 

につら ねた。  ,  と 侍る に 

一㈣ 捨 つる 身は うき 世に あ 6 と 思は ぬに 源  義  篤 


卷第 十六  ，  H ハー 


あだなる 身 こそ 賴みが たけれ 
5 0 捨つれ どもす て やられぬ は 命に て 導 # 法師 

m 

前 大納言 尊 氏 常 在光院 にて 百 韻の 連歌 侍りし に 


莬玖波 集 (下〕 

(一〕 悟らねば 夢を見て ゐるや うな もの、 
迷 ひは 畢竟 夢の 中での ことと Q 前 句に つ 
れ て、 M 世し ない 人は、 迷 ひの 心から 現 
世を ありと してた. のむ であらう。 佛敎に 
ては 現世を はかない ものと 說い てゐる の 
に 悟らぬ とした 附け 方。 

0 1〕 夢と 等しい やうな はかない この 身は 
當て にしない との 前 句は、 悟つ た 上。 さ 
なくて いつまでもと ねが ふ 老いの 身は 迷 
つて ゐる もの。 悟りと 迷 ひとを 對照 させ 
た 0 

00 佛門に 入る と、 罪障が 悉く 消滅し、 
その 九族 も 天に 浮かばれ ると いふ 佛敎の 
旨を 說いた 前 句を、 墨染 Q 衣を まとへ ば 
浮世には 關係が なく、 身輕に 振. る 舞へ る 
と當 時の 僧侶 界の さまを 見て 極めて 輕く 
扱った。 

( 學 •高。 小 省。 名 本 「姿に て」 と あ 
る。 その他 飞貧に て」 と ある 本 も あるが、 
「たすけに て」 が穩 かで あらう。 

(五〕 前 句は、 堅い 決心で 山 K: 入った 僧侶 
の 上を 述べ、 附句 には、 再び 浮世には 歸 
ちぬを 色の 煺 (かへ〕 ちぬに いひ かけ、 墨 
染の 衣の 色は あせ かへ る ことは ない と 技 
巧 的の あしら ひ。 


一六 二 

一 

まょ ひ 心は 唯の 夢のぅ ち 

一 ■一  捨てぬ 身 や 浮世を 有 6 と 思 ふらん 大江成 種 

一一 

跡な き 夢の 身を も賴ま ず 

一 蓋 一一 一 いつまでと 思へ ば 老も あはれ な 6 詫 阿 上人 


三 


世を のが るれば その 罪 もな し 
5 a 墨染は 身を かろくな すたす けにて 良尋 法師 


五 


世のぅ きを 思 ひ 入る ょ b # れ きて 
一屋か へらぬ 色は 墨 染の袖  善 阿 法師 


六 


心のは ては なほ 秋の 風 


(六) 三 句つ づき。 初めの 句は 眺め やる 心 
のはて は 秋の 野に さびしい 風が 吹きす さ 
んでゐ る やう だの 意。 つぎの 句は 西 行が 
吉野 山に 庵を 結んだ やうに 世を 厭 ふた 意 
をつ け、 第三は そこに 住まれぬ 身を どう 
しようと 逆に 附け た。 


世を 厭 •ふ 吉 野の 山の 奥の 庵 

と 侍-るに 


仙 門 法師 


5 六 さても 住みえぬ 身を いかが せん 常 盤 井 入道辦 太碰 


(七〕 隱遊の 身は 全く 世の 交は りを 絕ち、 
いつも ひとりで 住むべき だとの 前 句に、 
附句 は、 わが 身に 添 ふ 心と いふ 友が、 い 
つも かたはらに ゐるか ち、 さびしく は あ 
るまい とした 0 

(八〕 前 句、 夢に みる 人の 涕は 夜每 にかは 
ると ばかりで、 どんな 人とは つきり しな 
いが、 かやぅな 句體は 多くの 情人 か 近親 
かを さす 習 ひで あるが、 附句 は、 わが 身 
に 涙 ばかりが 添 ふと 意表に 出た 附け 方を 
試み. た。 

C C 學 •高 •早。 橋 一* 京 •伊本 「何と」 
〇前 句は、 貪る 心を 戒めた 句。 

(一 S 附句 は、 その 條 件。 


ひと. 〇 こそ 山の 陰には 住む ベ けれ 


七 


一 五 S 心の 友 や 我に そふらん 


權少 僧 都 永 運 


八 


面影 かは るょ なょ なの 夢 

一 五 四 〈もとの 身の 泪 i^ .か b はな ほそ ひて 源  忠  長 


九 


何を 貪る、 / u' なる らん 


1 〇 


一 五 ^ 朝露の あたなる til とは 知^ 〇 なから 頓 阿 法 師 


卷第 十六 


六 三 


荛玖波 集 (下〕 


六 四 


(一) 心からの 「から」 を殼の 意に とり、 
空 蟬と附 けた。 なほ 「空蝉の」 は 現の 義 
なる うつつ にか かる 枕詞の 地位に 立つて 
ゐ る。 前 句は、 人の 憂 ひと か、 つらい と 
かいふ ことは、 心の 持ち やう 次第で ある 
との 意に、 現世を 夢の 世と 觀 じて ゐ るの 
でと 附けた もの。 

(一一〕 花の 色と いふより うつりと 附けた 。 
古今 集戀歌 五の 「色み えで うつろ ふ もの 
は 世の なかの. 人の 心の 花に ぞ ありけ る」 
を 初めと し、 よりどころと なる 古歌 は す 
くな くない。 それらを 踏まへ ての 作。 

0 一一〕 前 句は、 しばらく  Q 間、 住むなら 山 
陰が よいと いひ、 附句は 、それは おもし 
ろくない。 桑門は 樹下 にも 兰 宿しない と 
の敎 へが あると 逆附。 

(四〕 前 句は、 深山は 木が 茂つて ゐ て、 月 
もよ く 見えないで あらう と 山 類を 賦した 
句。 

(主) 月と いふより 影と 應 じ、 隱遁の 身は 
別に 侶伴 もな く、 ただ 孤影を 伴 ふ ばか リ 
であると 無常 述懷 の 句。 

(六〕 西 行の ことを 思って 附けた もの。 そ 
の 前身 佐 藤 憲淸は 、保延 三年 まだ 二 十三 
歲の 若い さかりに 遊 世の 志を 起し、 妻を 


心からに や 憂き は そふらん 
一 1 0空蟬のぅつつを夢の世となして  木鎭 法師 

あだなる 花の 色を 見る にも 

3 一ぅ つ. 〇 ゆく 世の.. 習 ひこ そ 知られ けれ 源  有  方 

しばし が 程と 住ま ば 山 かげ 

511 いづく にも、 レと めじと 捨 つる 身に 源  氏賴 


四 


月を 知らぬ ^ 深山なる らん 


五 


一 五 璧捨 つる 身に 我が 影 ばか 5 伴 ひて  救濟 法師 


六 


、ひたけ くも 世を 厭 ふかな 


捨て、 M りつく 愛 兒を緣 よりつき 落して 
家出した との 譚は餘 りに も 有名で ある。 
(七〕 前 句は、 僧正 遍昭 の 前身 良 岑宗貞 が 
仁 明 天皇の 崩御を 悲しみ > 入道した とき 
詠んだ 「たらち ねは かかれと てし も 烏 羽 
玉の わが 黑髮 をな でず や あり けん」 (後 撰 
集 雑歌 三〕 の 歌に よつての 句。 その かかれ 
はかく あれの 義で あるのを、 懸かれの 義 
にと り、 隱れ 家は 山 高ければ その 道を ぅ 
づ めて 雲の かかる とした。 詞附。 

(八〕 附句 は、 心は 早くより 隱遁 の 志が あ 
つて 山の 奥に 馳 せて ゐるが 、身は まだ そ 
れに 任せない ことを 述べて 浮 - uir の 定めな 
きことの 說明 とした。 末 句 「まだす まで レ 
と 「待たず して J  Q 兩樣が あり、 從つて 
解釋 もまた 異なつて ゐ る。 

(九〕 前 句は 「わが 宿. Q 花見が てらに 來る 
人は 散りな むの ちぞ戀 ひし かるべき J (古 
今 集 春 歌 上〕 の 歌を 踏まへ ての 作。 

(一 0〕 附句 は、 わが 隱れ 家は 人の 訪ひ よら 
れない 山と 思 ふのに、 道が あると 見え、 
人の 訪ひ來 ると 上へ かかる。 

(二) 前 句は、 松風飒 々たる 淸 境。 

(一一 一〕 學 •高 一本 「音の 閑け さ」 と ある。 
(二一〇 附句 は、 白樂 天の 廬山 夜雨 草庵 中を 


み ど 9 ご 


一 雲 赤子の した ふを だ 


ふ 6 捨てて 傾 覺 法師 


七 


かかれと てこ そ 身を ば 捨てつ れ 
一 5S- 羞隱れ 家の 道を ば うづめ 峯の雲 


寬胤法 親王 


定めな きこ そ 浮世な b けれ 

一 雲 隱れ 家に 心は ゆく を まだす ♦まで  藤 原 道 直 朝臣， 


九 


花の 頃と や 人のと ふらん 


1 〇 


一 雲 隱れ 家の 山と M ふに-道 ありて 


法眼 村 意 


一二 


松 吹く 風の 音 しづかな 


一三 


一 五 五 〈獨 6 住む 山の * に 雨き きて 


圆惠 法師 


宽玖波 集 (下) 


六 六 


踏まへ ての 作。 

C1) 前 句は、 浮世を 捨てて とい ふに 對し 
て、 附 句は、 三界 唯一 心、 心外 無 別法の 
心を よせて、 別に 山の あなたに 隱れ 家を 
もたぬ 身には 心の 裡 に 隱れ 家が ある ばか 
り だとした 0 

00 前 句は、 春 月の 句、 附句は 、それを 
述懷に した。 淚に くもる 有 明けの 月の 古 
歌に よつての 附 合。 

010 古は 泥を うきと いふ。 よつて 蘆 根は 
ふうきと つづけた 例が すくなくない 。こ 
こも 泥 (うき〕 を 憂き の 意に とる 枕詞と し 
て 用ゐた 。附 句の 縱 (よ〕 しやは 蘆の 異名 
葦 (よし〕 に 通 ふ。 世は うき ものと 知りな 
がら、 さすがに 背く ことは 容易に 出來な 
いとし、 現 實に ip して 附け た。 

(四〕 水を 田に 引く ことを 古語に まかす と 
いふ。 風雅 集 春 歌 下に r 眞菅 おふる あら 
田に 水を まか すれば うれし 顏に もな く 蛙 
かな」 の 類。 前 句. は、 春の 句、 附 句は、 
釋敎 述懐の 句。 引く に まかす と附 けた。 


捨てて ぞ 世には 住む ベ か 6 ける 
1 5S. 売 外にな き 我が 隱れ 家は 心に て 


春にぞ かすむ 有 明の 月 

二 

5 〇捨つ る 身は 淚 もしら で 住む 山 


周 阿 法師 


藤 原 助 茂 


芦の 根のう き 身は さぞと 知^ 〇 ながら 


一美 一 よしや つれな く 世を ば 背か じ 


.苗代 水 も 春は 引くな 6 

一 五六 11 心に も 任せぬ 身 こそ 悲し けれ 


前 大納言 爲氏 


前 大僧正 道玄. 


- - 
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前 大納言 尊 氏 _ 


藤 原高秀 


一六 七 


(八〕 心までは、 身は 勿論 心までと の義。 
(九〕 附句 、身を 云云は 身を 置く 山に 奥山 
を. いひ かけた。 

(1 S 前 句、 住む 人の ゐる かゐな いかわ か 
ちぬ ほどのは かな. い 庵と いふに、 あるか 
なき かの 緣にて かげろ ふと 附け 、陽炎に 
陰になる 意を こめて、 世の 陰に なつて ゐ 
る 身は、 はかない 庵に 住む とした。 字津 
保の 「かげろ ふの あるかな きかに ほのめ 
きて あるは あると も 思は ざら なん」 を M 
まへ た 作。 

(二〕 うき 世に 住む とい ふを 墨染 にい ひか 
けた。 前途に 光明 もな く、 希望 もない の 
で、 淚なが ら佛 門に 入つ てゐ ると した。 

卷_ 第 十六 


(五)  前 句は、 逢ぅた かと 思へ ば、 はかな 
く 夜は あけて 別れた と 後 朝 ^ 戀 の 句。. 

(六)  附句は 、宫 仕への 身は 心. のま まに な 
ちぬと 述懐の 意 0 


S 

夢. の あした ぞ又 別れぬ る 


六 


il 仕へ. ては 心に 身を もま かせぬ に  高谐重 求 


(七〕 M れ 入る 山の 深き をね がぅた 句。 


七 


捨っる 身の おき 所なる 柴の庵 
一美 0  山 も淺き やうき 世なる らん 


品 法 親王. 


莬玖波 集 (下：！ 


一 五六 - t: 今は 身に 望みの なき も淚 にて 


一六 A 

藤 原秀光 朝臣 


(一〕 名* 逸 •學 •大 •小* 橋  一* 京 一. 
伊本 「夕の 雨は」 Q 古今 集戀歌 四の 「かず 
かずに 思 ひ 思は ずと ひがたみ _ 身を 知る 雨 
はふ 9 ぞ まされる」 以下 雨に 身を 知る は 
附合 となつ てゐ る。 淚 Q やぅに 悲哀を 帶 
びて ふる 雨は、 波の音に まが ふとの 水邊 
の 前 句に、 身を 顧みる と 始終 袖が ぬれて 
. ゐ る。 汐 くむ 養の 袖ょりも 一入 だ -i 述懷 
の 句。 

0 1〕 この 袂の 汚れは いつ 濡らした か、 そ 
の 時を 忘れる ぐら ゐ 多くの 日子を 經てゐ 
るに、 憂き ことは 過去の ものと ならず、 
まざまざとい まもな ほ 現存す るかと 連結 
した。 

(一一 一) ながき 別れは 死別を いふ。 多くの 人 
にさき だ たれ、 それを 見送って 來た 。わ 
が 命は 老いの 悲し さを 示して ゐ る。 


泪の 雨は ただ 波の音 
一 五六 <  身を 知る に餐 ，人ょ b も 袖 ぬれて 

二  、 

ぬ ^. る扶も 忘れぬ る 跡 

一 五六 ルう きは など 昔に ならで 殘 るらん 


人 C とに ながき. 別れと な b にけ 
5 0  命ぞ老 のうきを 知らす る 


神爲淸 


勝 謂 法 師. 


權少 僧都 快宗 


數なら ぬ 身の 果てを しら ば や 
S 一  ぁ b て 世に かひな きものは 我が 命 前 大納言 宗明 


(四〕 學 •高 •早 •京 •伊本 「身は なりて I 
と ある 〇 


(玉〕 前 句は、 現世の ことなる を、 附 句は、 
佛敎に おける 輪廻 說に ょって 過去 時に お 
ける 應報 とした。 生まれて は 死し、 さら 
に 生まれ かは り 長年 月を 經 過した さま。 
(六〕 諸 本、 前 句、 ぅき 程 迄は と 漢字を あ 
てて ある。 憂き が 來 るまでは 遁世せ ずと 
の義〇 .もし 「まては」 を 待てば とす ^ f 
早く 世を 拾て よと すすむる 義。 

(七〕 附句 は、 その 意に とつた もの か。 


四 


見し ことの 忘る る 程に 身 i 老い C 
一 S 一語れば ぞ きく A のい 降し へ 


时 寶 


// 


A の 報いの あ 卜と こそ 聞け 


五 


一 霊 いく 度 か 我が身を かへ て 生れ こし 權少曾 都 永 運 


六 


ぅき ほど まては 捨つる 世 もな し 

七 

S 四 有る を さへ なげく は老の 命に て tt 遵、 去 師 


(八〕 前 句 も 附句も 年始の 句。 雜に 入れる 
のは どうか 。ただ 老いの 語に よってつ ら 
ねた もの か。 


卷第 十六 


關白 大臣に 侍りけ る 時、 家の 千 句に 

A 

■年 こそ 今は 立ち かへ 6 ぬれ 
一證 老い ぬればい とけな かりし、 Li' 


て救濟 法師 

ニ ハ 九 


菀玖 波/集 (下) 


一七 〇 


結ぶ 庵は 山の 奥なる 
5 六 拾つ る 身と 文 X か 6 


は 書き置きて 藤 原長泰 


2 〕 現世に 憂き に 沈む は、 前世の 宿 報と 
觀じな がら も、 斷 然と 身を 揞てな いのは、 
心が 身 Q ためを 思は ない の だと わが 心の 
とがに 歸 した。 

0 一〕 吉野 山は 歌枕に も 入り、 むかしから 
名高い ところ。 それな のに 遁世の ものが 
なぜ 住む か 不審で あると 西 行な どに あた 
つて いつた。 西 行 の r 芳 野山ゃ がて 出で 
じと おも ふ 身を 花 散 9 な ばと 人 やまつ ら 
ん」 (新 古今 集 雑歌 中〕 との 歌を 踏まへ て 
の 作 0 

(一一 一〕 附句 、身は 捨て じと 濁る ベべ、 前 句 
の わが 隱栖 すべき 山は どこかと いふに、 
遁るべ きと ころが 却つ て ありすぎ てと 逆 
に附 けた。 

(四〕 早 本 「世は すて じ」 と ある 0 
(五〕 大一 •早 本 「人の 心 や」 〇前 句は、 


ル r の 世もぅ きを 報いと 知^ 〇 ながら 
S -U 捨てぬ 心は 身を も おもは す  平  親 * 


昔よ 5 名に こそ 立てれ 吉野山 


i 〈世を. いと ふ 人の いかで 住む らん 常 盤 井 入道 1 太 _ 


いづく の 山 かまた 庵鉍る 

三  四  - 

S ル 中々 にある に 任せて 身は 捨て じ  二 品 法 親王 


形骸は 物に 左右せられ やすいが、 心は す 
なは ち佛と 大乗的 見地より 述べた 句。 

0 V G 附 句は、 輪廻 說に よりこの， 身 容易に 
生まれが たきに よりて、 ますます 敎への 
道に 入るべき と附 けた。 

(七〕 前世の 約束で いま 人間に 生まれて 來 
たこと をよ く 悟らねば ならない との 釋敎 
の 句に、 生まれる とい ふより 親子と 附け 
た 0 

(〇 前 句、 群 鶴が 一所に 歎く のは、 附句、 
いづれ も 子を かは ゆく 思 ふゆ A とした。 
諺に も燒 野の 雉子 夜の 鶴と ある。 鳴く と 
いふより なげく と ある 方が 强い 。詞華集 
雜上 には 「夜の 鶴 都のぅ ちに こめられて 
子を 戀ひつ つも 鳴き あかす かな」 白 氏 文 
集には 夜 鶴 憶 子 籠 中 鳴と ある。 これらを 
よりどころ として 附合 をした。 

(九〕 この 朝顏 は槿 花を いふか。 槿花 一朝 
の榮な ど 詩 K も 多く 見え、 その 詞に よつ 
たもの。 

(一 0〕 前 句、 淚 Q ために 袖の いたく 濡れて 
時雨の やぅ だとい ふのに、 附句 は、 古今；， 
集雜鉢 、伊勢の 長歌に r 淚 の 色の くれな 
ゐは われらが なかの 時雨に て」 と あるに 
より 附合 となし /C も の。 


5 


人^^、 しや ® ^ るらん 


六 


一灵〇 このたびは 生れが たきに 生れき て導譽 法師 


七 


かかる 身に 生れ 來ぬ るを 思 ひ 知れ 
一 ?- 親子と なる も 契なら す や 

t 

聲 あはせ て やなげ く 村 鶴 
一 S1 . 子を M ふ 道の 苦しき 習 ひこて 


庭 阿 上人 


、一 22 


中納 言定資 


九 


花は 程なくし ぼむ 朝顔 

一五公一一 あ / r し 世は 人を も さぞと M ふ 身に 救濟 法師 


淚や 袖の 


れな るらん 
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一七 一 


窠玫波 集 (下〕 


一天 四う きことは 我らが 中の、 じに て 


一七 二 

藤 原 家 尹 朝臣 


(一〕 す も 0 は 卵子の 孵らぬ もの。 伊勢 物 $ 
語の 「とりの 子を とをづ つと をは かさぬ 
ともお もは ぬ 人を おも ふ もの かは」 を 踏 
まへ て附 合と した。 前 句は、 抽象的に 世 
を悲觀 した 句、 附 句は、 具象的に その 由 
を附 けた。 


(一一〕 前 句は、 地方へ 旅を した 人が、 旅の 泊 
りで たびたび 都の 夢を見、 出立に 際して 
別れを 吿げた ことが、 またしても 心に の 
ぼる とい ふを、 夢は 心の 迷 ひで あると い 
ふょり 迷 ひの 身は 本の 凡夫 だと 附けた 。 
(一 10 この 世を 去って 彌 陀の淨 土に 生まれ 
ると 壽命も 際限は ない が、 現世の 命は は 
かないと Q 前 句に、 今日 豫期 して ゐるこ 
とが 明日は また どうなる かとは かない さ 
まを 附 けた。 

(四〕 土  •伊 •學 ••！ 咼 •早 本 「いにしへ」 

と ある 0 


十に ひとつ も賴み なの 世 や 
一天 五 鳥の 子の す も 6 の 有る に 身を 知らで 良 阿 法師 

明日までは 賴まざ 6 つる 我が 命 
1 (もしながら へばけ ふ もい にしへ  安倍 爲信 


夢に みて 都い くた び 別る らん 
一 3S.. S まょ ひの 身 こそ もとの 我な れ  相 阿 法師 

\  V  〆 

たのまれぬ 命 ばか 6 はこの 世に て 
一 五 《 明日ま たいかに け ふの あらまし  荒木 田長範 


(五〕 薪 採り、 水汲みは 佛に 事へ る 道を い 
ふ。 單に 薪と ると いふと、 生活 •生業を 
意味す るので、 樵 夫の 風流 心がない ため 
花 の 枝を 折りつ くす とも 聞え ?. が、 鳥な 
どの 花の 枝を ふみしだ くを 佛心が ないた 
めと 見立てた もの か 0 


五 


(六〕 その 遠祖、 大中臣 能宣は 天 曆 の 御代 
に 歌 名が 高く、 梨壺に 召された 五 人のぅ 
ちの 一人で、 後 撰 和歌 集の 撰者で ある。 
萬 葉 集に 訓點を 施した 歌人。 その子 孫で 
あるので、 むかしを 懷しみ 、述懐の 體 に 
附けた 。 


花の 枝を や 折 6 つくす らん 
一赛 薪と る おのれ 心の なき ままに 

我と さ だむ る隱れ 家は なし 
一 ^ 0  捨つる 身 や 人 ■に 心を 任す らん 

六 

家のを しへ ぞ昔な 6 ける 
S 一  梨壺. の その 名は 殘る 跡ながら 


本 照 法師 


母 阿 法師 


大中 臣實直 


月の 夜、 女房 あまた 起 きゐて 遊び 侍りけ るに、 いろ 
はの 字を 句の 始めに 置きて 連歌を しける に、 ^ 文字 
につまりて 滯り 侍りけ るに 


卷第 十六 


一七 三 


莬玖波 集 (下〕  ，一七 四 

(一〕 流 泉は 啄木と ともに 琵琶の 祕 曲の 一  流 泉の びは の 音す ごき 月の 夜 
つ。 光源氏の 君の すぐれた 妙技に、 唐人 

も賞翫 の あまり、 感淚を 流した と 源氏 物  と 侍る に、 やがて ^ I 文字を 置きて 
語に よつ て附 けた。 

一竞一 一 ぬれけ る ものをから 人の 袖 


人の 許に 遣は さんと て- 「室の 八 島の. 煙なら では」 と 
いふ 歌を 讀みて 人に 見せ 合は せける を、 やがて 此歌 
を 書いて 女の 施と へやり てけ るを、 程なく 世に ふれ 
聞え ける 比、 女. の 許に まかりて 侍りけ るに いひ 出で 
ける 

三  I 

この 〖頃は 室の 八 島を 盜まれ て 
一 51 一え こ'  そはいは ね おも ひながら も  實方朝 


隱れ家 とても 何尋ぬ らん 


00 名 •甫 •橋  一 •石 本に ょって 「程な 
く 世に ふれ 聞え ける 比」 の 十二 文字を 補 
ふ。 

C 一一〇 圖 。橋  一 •神 •早 •石 本 「この ここ 
ろ」 〇 詞華集 戀上に は、 實方 朝臣の 歌と 
して 「いかで かは 思 ひ あ ^ とも 知らす ベ 
き 室の 八 島の 烟なら では」 と ある。 前 句 
は、 室の 八 島の 歌を 盜まれ ての 意 か。 附 
旬は、 言葉に 出ない 戀の 心を いふ。 室の 
八 島は 下野に ある。 歌枕に 名高い。 大關 
增業 侯の 八島考 などの 書 も ある。 


2 永 明 門院 宮內卿 

同 院左京 太夫 


臣 


七 


柴 5 

ぉ九 

A 八 

业 

の 

と 

を 

の 

戶 

づ 

見 

友 

は 

れ 

て 

に 

閑 

を 

我 

今 

か 

聞 

老 

そ、 

に 

< 

逢 

て 

松 

ぬ 

ひ 

こ 

風 

る 

ぬ 

そ 

の 

や 

る 

住 

知 

む 

ら 

ベ 

る 

に 

ん 

藤 

顯 

原 

英 

偷 

法 

篤 

師 

世の中は すむ につけても なほう きに 權少 ft 都 永 運 


R 五 

破れ 車の めぐる 椎の輪 
つか ふれば その 司を も爭 ひて 


二 品 法 親王 


六 


命 おもへ ば 未だ 短き 


七 


老の後 振 分髮の 子を も b て 


十佛 法師 


< 四〕 椎車は 幅の ない 車輪、 粗末な 車。 文 
選の 序に、 推 輪 爲大絡 之始と ある。 それ 
を 4b 官の 徒の 役を 爭ふに 比した のか。 

'(一 0 學 •小 •早 •京 •伊本 「あはれ さ」 

と ある 0 

'(六〕 前 句は、 餘生幾 ばく もない と 歎じた  一 五 S 
句。 

_(七)附 句は、 老いて 小さい 子を 持つて そ 
の 成人を 見る に 至らない ことを 歎いた。 

古は 髮の 末を 肩に 比べて 切り、 頂より 兩 
方へ かきわけて 垂れた のを 振り分け 髮と 
いひ、 やがて 七 八歲 までの 子供を 指す こ  一夂をハ 
ととな つた。 餘 生の 短い とい ふより 振り 
分け 髮とつ けた 趣向。 

<<3 若い 氣分で ゐて も、 年老いた むかし 
の 友に 逢. つて わが 年老いた こと も わかる 
やぅ だと 附 く。 

〈九〕 この 前 句は、 名 •甫 •小 •大 。石 •  一  五 S 
逸、 伊本に よつて 補つた。 〇前 句は、 松 
風の 聲を ゆかしき 人の 音づれ と 聞き、 あ 
れや これ やと 思 ふとの 意。 

0 0〕 附句 は、 閑居では 他の 雑念に 煩は さ 
れた くな レに、 松風を 聞いて 心を 動かし 

え とした。  奏 

卷第 十六 


荛玖波 集 (下〕 


七 六 


A 


< 1 〕 學 •高 •早 •京 •伊本 「月 みれば」 
〇 消えて は 雪に 附く 。消えて ある 云云は 
心の めいつ たさ ま。 應 保は 白 河 天皇. の 御 
代、 法 性 寺 入道 關 白は 藤 原忠 通。 

(一一〕 逸 •甫  一* 名 本 「た えて」 圖 。甫 * 
名 •學 .小 •早 本 「あるべき m T 甫 7 


橋 一 •早 本 「こそ すれ」 


應保一 一年の 頃、 月の 夜、 法 性 寺 入道 關 白、 女御の 女 
房 ども 誘 ひて 月見 侍りけ るに、 內の 女房の 中より 

月 晴れて 雪 降る 雲の上 ほい かに 


と 云 ひ 侍りければ、 また 女房の 中より 

一¬ 
一 竞九  消えて  あるべき  心  こそせ  ね 


詠み A しらず 


<一| 一〕 招く に 尾花は 附合 。さた 過ぎて 容色 
衰へた 身で あるが と、 その 身を 薄に くら 
ベて 答へ た。 作者は 若く して 花の やうに 


.堀 河院の 中宮、 內に 侍は せ 給 ひける に、 雪の いたく 
降りけ る 又の 朝、 麗景 殿の 細 殿に 枯れた る 薄に 雪 降 
りか かりたる を、 殿 守の つかさ、 簾の 下に さし 入れ 
てこれ を 御覧せ、 少將の 君に 奉り 給へ とて、 それに 
結びつけて 


招 


かたに 


きと ま- 〇 ぬる 


讀 人 しらす 


.散つた 公達. であるが、 女性な どの 心に な 
つて 作つた 句。 

(四〕 松 吹く 風の 音 ばかりで、 他の 音信は 
ない との 前 句に、 その 隱， © には 友人 も來 
ない のでと 理由を つけた。 

(五〕 眞 木の 一 むらが 高く のびて ゐ て、 そ 
の 蔭には 小篠が 生えて ゐる 山地の さまを 
敍べた 前 句に、 M 世の 人には ふさは しい 
庵が ある。 人は なにかと 爭ふが 、住家は 
人の 住む に 任せて ゐ ると 附けた 。 

(六〕 この 身は 生まれが たく、 まことに 愛 
惜 すべきで あるに、 悟りの 一道に 心を 傾 
けないで 、との 前 句は、 釋 敎に關 する も 

の 0 

(七〕 附 句は、 身を すてても 花や 月を もて 
あそぶ は 人情の つね. であるから、 この 風 
雜の 道が 却つて 憂き 世 だと 附けた 。 

(八〕 たけな はであつた 秋 も 次第に 暮れて 
ゆく が、 なほ 景物が 多少 存 b てゐ て、 こ 
の隱れ 家に も 秋は まだ 殘つ てゐ るとの 前 
句は、 紅葉 か 鹿の 音 かなに か ある ものを 
想起せ しめる。 

(九〕 附句 は、 月を もつ てこれ を あ ひしら 
ひ、 浮世を 離れた 月は 山の端に かかつ て 
ゐる とい ひ、 前の 隱れ 家に 應 じて 附 けた。 


卷第 


六 


三 

H ハ § 時 過ぎて かるる 薄の 身 なれ ども  藤 原義 孝 


音信なる は 庭の 松風 
§ 一  隱れ 家の 庵を 人は とひ もせで 


0 


前 大納言 尊 氏 


陰は 小篠の 被の 一む ら 

五 

H ハ 01 一世を すつ る 住家は 人に あらそは で 導 # 、 去 師 


六 


あたら 身を ただ 一方に 捨て もせで 


七 


1 3 111 月と 花と ぞうき 世， よ， 〇 け る 


藤 原長泰 


八 


隱れ 家まで も 秋 ぞ殘れ る 

九 

江に 入る 月 やぅき 世を 出で ぬらん Ml 阿法帀 

一七 七 


荛玖波 集 (下〕 


七 八 


.(一〕 狐の やうな 狡猾な 心を もって ゐて、 
どうして 眞 の 幸福が 得られようと 連結し 
た 0 


人 C と 

一六 % うき 身 


狐が ましき 心に て 
何の 幸 か ある 


關白 左大臣 


<11〕 前 句は、 自分が 大いに 泣いた やうに 
見える のを、 附句 は、 兩 親の 間に 抱かれ 
た 赤子の 膝の 上に 親の 淚が 落ち かかる と 
した 0 


露淚 我が ひざの 上に 落ち かか b 


一六 2 ハ ふ 


た 


KV 


の 親の 中の み ど 6 子 


二 品 法 親王 


思 ひ 立つ よ b 身を ば 捨て ば や 
二 (S ながらへ ば 心の かは る-こと も あ 5 前 大納言 尊 氏 


〈一一 0 沙門は 樹下 にも 三 宿しない とい ふ 
. 柴の 庵で も 住めば 執著と なるとした。 


三 


これ とても 心を とむ る 柴の庵 
1 g 八す ま ば いづく も 浮世なる べし 


木 


師 


(四〕 なに かの 機會 には 身を 捨てた くなる 
との 前 句に 對 し、 自家の 心境から 直接に 
さう なるとい はないで、 山里は 遁世に よ 
いところ であ 〇 からと した 〇  _ より 他へ 
うつして 附けた 。 

C5 名。 逸。 大 一本 「花と 苔と ぞ」 〇花 
見に 墨染 Q 衣は ふさは しくない。 一度 世 
を 捨てた 身は 埋れ 木の やうに 身を 持して 
ゐるの で 花には ふさは しくない とした。 
僧正 遍昭 Q 「みな 人は 花の ■衣に なりぬな 
り 苔. の软 よか わきだに せよ」 ( 古今 集 哀傷 
歌〕 と ある 詞を とつた もの か。 


身を 捨て ば やの、 じに ぞなる 


四 


一六 0 ル 山里の あるは ぅき 世の 賴み にて  寂 意 法師 


五 


花に 苔 こそ 似ぬ 袂なれ 

一六 10 捨てし ょり 身は 埋れ 木の 如くに て 素 阿 法師 

.二 - :- :- T  : ぐ. .. : 

人い かば か 6 我を 待つ らん 
51 捨 つるとは いはで 身を こそ 隱 しつれ 十 # 法師 


C 六〕 論語の 「君子は 危きに 近づかず」 に、 
曾 子. の：！： 三省の 語 i'c よって 附合 とした。 
.(5 IFI 一本 「いひ かは」 と ある。 


危きか たに 身を かへ 5 みて 
H(1 一一 三度 おも ひ 後に 言の葉い ひ 出 だせ 藉 原宗秀 


灑の ひびき もなる る 木隱れ 


卷第 十六 


一七 九 


寮 玖 波 集 (下〕 


〇 


(一〕 瀧の 落ちる 音は 凄じい が、 木蔭で し 
ばし ば 聞きな れて いまは 辣 くもない との 
前句に、柴の窀に松風を聞き、自然の懷 
に 入って 世と 遠ざかる 境地を 敍 ベた。 
00 以下 四 句、 名古屋 本、 昌 逸本は ここ 
に 載せて 雜 の 四には なく、 紹甫 本は 兩方 
に： S てゐ る。 

(一 0 諸 本、 この 句を ここに 載せず、 雜四 
にある。 


一穴 一一 一一 柴の戶 に 明け暮れ まつの 風聞き て 


〔備考〕 名に. おひて 面 かは 6 せぬ 常 盤 山 
誰か 岩屋に すみは じめ けん 


「一 xp 


秀氏 


南佛 法師 


(四〕 同 右。 

(no' 以前は 樂し かつた のに、 いまは 同じ 
身で ありながら なぜ この やうに 物悲しい 
のかとの 前 句に 對し 、厭は しい この 世を 
捨てる 道は ありながら、 また 無い やうで 
も あり、 いつまでも 浮世に 執著を もつて 
ゐる から / C とした 0 

C 六〕 前 句は、 親しい 人と 別れる のにつ け 
て、 互 ひに 身を わけた やうに 悲しく 思 ふ 
との 意。 

(七〕 佛は 世世の 父母と いはれ てゐ るが、 
われら 衆生は みな 佛の 身を わけて 生まれ 
たもので あるから、 どちらが 親 かわから 
ないやう だと 附けた 。前は 離 情を よめる 
戀の句 、後は 釋敎 Q 句。 


M ひ 出 もな し老 のしる しに 


四 


うきことは もの 忘れす る 心 かな 權少 僧都 長驗 


もとの 身ながら などう かるらん 


五 


一六 一四 捨 つる 世は あれ どもな きが 如くに て導譽 法師 


六 


身を わけて 田 5 ふ も 同じ 別れに て 


七 


一六 一 ai しらすい づれか 世々 の 父母 


救濟 法師 


(八〕 入相に くるる を附 けた。 

(  〇 學 •名 •逸。 大一 •橋 一 •橋* 京. 
尹 丰 「思は ば や」 と ある。 

(一 0〕 前 句は、 淚の とめどなく 流れ出る さ 
まな どを いつ / C 戀の 句。 

(二〕 附句 は、 よる •年波の 制しが たいこと 
を敍 ベて 述懷の 句と された もの。 


け ふ 又聞きつ 入相の鐘 


八 


九 


K1 六 身のう 


るる 齡と M はず や  關白前 左大臣 


一〇 


せきとめ V たく 流れけ るかな 
一六 一 - ts 一： 一とへ ども 我が身に つもる 老の波 後嵯峨 院 御製 


(一一 一〕 神 今 食は 六月。 十二月の 十一 日、 月 
次 祭の 夜、 天照大神 を /# 嘉殿 に 勸請 して、 
火を 改め、 新たに 炊いた 御飯を 供して 天 
皇 親しく これを 祭られ、 また 御 自ら-も 召 
し 上がる 儀式。 

(一一 0 廳は撿 非違 使の 役所。 但し、 ここの 
_ 代は 帳內 の あて 字 か。 


(一四〕 盃と いふより めぐりと 附け た〇 

卷第 十六 


ニー  *  1 三 

元亨 元年 十二月、 神 今 食 行幸 侍りけ るに、 廳代 にて 
奉行 平成 輔 朝臣 御 器を 用意し ける が、 盗 度々 に 成り 
ければ、 上 卿に て 

盃に光 そへ たる こよ ひかな  民 部 卿爲藤 


と あるに、 少納 言に て さ ぶら ひける 時、 付け 侍りけ る 


一四 


一六 K 昔の あとに め 


あ ひつつ 


前 中 納言具 行 

八 一 


莞玖波 集 03 

(一〕 だんぎは 遊戲 Q 一 種で、 中高の 盤の 
兩測に 双方 六箇 、もしくは 八箇 Q 黑白の 
棊 子を 竝べ 、互 ひに 指では じいて、 相手 
の 棊子に あたる と 取り、 あたらな いとき 
は 相手に とられ、 碁 子の 早く 盡 きた 方が 
負けと する。 中古に 行 はれた。 


f 八 二 

神 今 食には 棊ぅ ち彈 碁なん ども 有る ことなれば、 連歌 もこ 
に ふるき あとを 思 はれ 侍りけ る こや 0 


と 


莬玖波 集卷第 十七 


覉旅 連歌 


(一〕 つれない 人を 恨んで せめて 心を 慰め 
たとい ふ 怨み. の戀の 句を、 浦 見ての 義 に 
とり、 春の 海邊 Q 旅の 句と し、 勝景 K: 心 
を 慰めた とした。 取み 成し 附。 


0 一〕 霞む 月を 初春の 三日月と し、 その 三 
日を 山 域 木津， 上流 地域の 甕の 原に いひ 
かけ、 春が 來て 、三日 ほどの 旅を した こ 
ととした。 「都いで てけ ふみ. かの 原 泉 川 
川風 寒し 衣 かせ 山」 との 古今 集霸旅 歌の 
語を 取る。 
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b 


關白內 大臣に 侍りけ る 時、 家の 千 句に 

一 

恨みて だに もな ぐ さみに け 

とい ふ 句に 

ーナヽ 冗 松原の 汐于 にかす む 旅の 道 
二 

出で たる 月ぞ 霞み そめけ る 
io 旅 衣 春き てけ ふは みかの 原 


救濟 法師 


信 照 法師 

一八 三 
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八 四 


導譽 法師 


關白前 左大臣 


宽玖波 集 (下〕 


(一〕 前 句は、 旅の 山路で 松風を 聞けば、 
まことに わびしい との 義。 

00 附句 は、 故鄕の 花を 見つ くさないで 
旅途に 上つ て 山路に かかり、 とその 感じ 
を 連結した。 

(一 I G 昨日までは、 雲の やうな 遠山の 花を 
遙かに 望んで ゐた Q に、 晩春の 都を 立つ 
て、 いまは はや その 奥山に 著いた とつ づ 
けた。 


(四〕 御物 忌は 禁中に とぢこ もり、 飮 食を 
節し、 沐浴 齋戒 して、 愼みを なすこと。 


(主〕 前 句は、 空が * つて 春 月の出る ょし 
もない とい ふのを、 故鄕 にわれ を 待つ 人 
の 心を 察する と、 自分 も 旅に 出る 心 もな 
いとした。 空に 心の 義を いひ かけた。 こ 
の 跗合は 赤 染衞門 集に も 見えて ゐる 。但 
し 集に 道 房と あるのは 誤りで ある。 


四 


御堂 入道 關白 家に 人人 あまた 遊びけ るに、 內の 御物 
忌に 參 るべき よし 催し ありて 人々 出で ける に、 折 ふ 
し 口惜しな どい ひて 前 中 納言道 方の 辨 

出づる 空な き 春の 夜の 月 


と 侍る に 


五 


§ 一 一一 故鄕に まつらん 人を M ひつつ 


赤 染右衞 


GO 前 句は、 夢は 自分の 心で みると いふ 
戀の 句を、 古今 集 春 歌 下の 「やどりして 
春の 山邊に ねたる 夜は 夢のぅ ちに も花ぞ 
散リ ける」 の 歌の 意を 踏まへ、 春の 旅路 
に 龜屋 の 花を 夢の なかに も 賞した さまと 
した 0 

(七〕 船路を 行けば 沿岸の 松に 秋風が 吹い 
てゐ る。 遙かに 望む 月の出て ゐる 山の 姿 
も 舟の 進む につれ て かは ると し、 浦には 
船、 松には 山を 附け た .0 
(<3 前 句は、 いひ さして あつて 意義が 獨 
立して ゐな い。 秋は 月の ょい 季で あるか 
ち、 旅路に. 上る と、 旅 宿の 月が 夜明け 方 
までは わが 友の やぅに 出發 以來 心に こび 


つくと Q 義 か* 


(九〕 關 屋は關 所の 番士 のつ めて ゐる とこ 
ろ。 ここは 須 磨の 關屋を 指す。 源氏物語 
に 光大 將が 、紫の 上を はじめな つかしい 
人人を 都に のこして、 須 磨の、 浦 わに さす 
ら ひの 丹を 眺めて 暮らした ことを 附. d  口と 
した 0 


一六 一一 四 


夢は こなたの、 ひに ぞ昆る 


六 


こょ ひ 我れ 花の 關屋 に旅寐 して  大江 成 a 


七 


浦と 松と に 秋風ぞ 吹く 
一六 一一 3i 月 出 づる山 さへ かは る 船路に て 

故里を 秋に 出で にしは じめ よ  > り 
H ハー ー六 有 明までは 宿 C との 月 

心を ば 出で し 都に とどめ おき 
一 S 七關屋 にの こる 月を こそ 見 rt 


寂 意 法師 


藤 原 氏 政 


圓懷 法師 
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一八 五 


荛玖波 集 (下〕 


一八 六 


(一〕 前 句は、 後 京 極攝政 の r 人 住まぬ 不 
破の 關屋 の 板び さし 荒れに しのち はた だ 
秋の 風」 (新 古今 集雜歌 中〕 Q 秀歌を ょり 
どころ とし、 關屋 Q 秋は 風の 音 ばかりと 
の 前 句に、 風は 雲を 拂ひ 、月は 冴え わた 
つて ゐる ので、 それに 引かれて 心が 殘る 
とした 0 

(一 C 月 もとい ふに わが 心 もの 義を， 1 j め、 
君の ゐ る故鄕 の 山のぅ へには 月が 出て ゐ 
る、 自分の 心 も その 山の 方に 引かれて ゐ 
る。 秋の 旅褰 のぅきを 察して ょと あつら 
へた。 

010 宿 ごとに とい ふに、 山路と 浦と 雨 方 
を あげて 應 じ、 その 表現を 力强 くす るた 
めに 句を 上下して 倒裝 法を 用ゐ た。 


關屋の 秋は ただ 風の 音 
一 

5 一<  旅に ゆく ひも 月 匕と どま- 〇 て 


月 もこな たの 古鄕の 山 


三 


旅の あはれ は 宿 ごとに あ b 
一六き 忘れ じな 山路の ゆ ふべ 浦の 秋 


海 部宗信 


一六 一 U A も 知れ 旅寐の 秋は うき ものを  藤 原高秀 


救濟 法師 


(四〕 學本 「松風の」 

(W し 松風が 波音に つれる とい ふのに 對し 
て、 舟に 月が 伴な ふこと を もつ てした。 
附句は 、湊を 出て ゆく 舟に あとから 月が 
照らして ち やう ど 送る やう だとした。 

(六 J m 句は、 た / C 旅を 急ぐ とい ふ / C けで 
陸行と も 舟行と も あらは して ゐな、 〇 


四 


松風 も 波に つれて や 聞 ゆらん 


五 


5 一一  あとなる 月ぞ 舟を 送 


yo 


六 


後れ じと A も 旅に や 出で ぬらん 


藤 原爲顯 


(七〕 學 •高 •早 本 「波のより くる」 〇附 
句は、 波の 寄る を 夜に いひ かけ、 月下に 
舷 を life- ベて 漕ぎ ゆく 舟は、 互 ひに 後れ ま 
いと 競 ふさ まに 奴り 成した。 


C 八〕 前 句は、 急いで ゆく； 9 は 故鄕 近くな 
つたた めで あらう とい ふだ ゆで、 水上、 
陸路、 どちらと も 指して ゐ ない のを、 附 
句では、 月下の 舟行と した。 


'(九〕 夜を こめて は、 夜 深く の義。 


七 


一 S1 波の よる ゆく 月の 友 * 


歸 るべき 古鄕 とて や 急ぐ らん 

八  ' 

一六 S 月の 夜 舟の うら 波の音 


ともに 朝 立つ 旅の そら かな 
HS 東 路や野 邊の秋 霧 夜を こめて 


平  高 業 


權 律師 定暹 


前 大納言 爲家 


かねて 泊を しらぬ 旅人 

i 月に ゆく は、 月下にた どる こと。  I  W に ゆく 道は 明くるを 限 6 にて. 權少僧都陕宗 


(二〕 附 句に、 秋の 長夜が きかせて ある。 
故鄕は 都の ことと し、 この 關は 多分 逢阪 
か、 都より 三 里のと ころ、 有 明けの 月 も 
■なほ 残るべき である。 


卷第 


七 


古 鄕は鷄 鳴きて こそ 出で つるに 

二 

3 六 關こ ゆるまで 有 明の 月 


十佛 法師 


一八 七 


莬玖波 集 (下〕 


八 八 


A 1 〕 前 句、 1? 路 Q 鈴の 音に も 物悲しい 響 
が 風に 聞え てく ■る。 しかし 夜と も晝 とも 
時が はつき りしない。 

(一一〕 附 句は、 月が あかるい ので 山路を た 
'.どると いひ、 時分と 場所と を 明確に した。 


一六 一一 一七 


鈴の 聲 にも 秋風 ぞ 吹く 

二 

夜す ぐる 山路は 月に さそ はれて  常智 法師 


け ふの 旅 こそ 暮れ かか 6 けれ 
一実 月 出で ば 夜 も ゆかんと 里 出で て  藤 原 助 茂 


' 0 11〕 附句 は、 さきの 日、 道のは て遙 かな 
ところに 見えた 山を もい まは 月 r K 越え 
すぎた との 義。 

(四〕 學 •橋 本 「秋と に」 

<玄〕 旅と 秋との 心は ともに わびしく 悲し 
いとの 前 句に、 夜、 山路を 越える と 月 も 
同行す ると 附 けた。 こ ^ • る 山路は 货て、 
月は 秋に 應じ- て ゐ る。 

< 六〕 甫本 「山路は」  4. 


昨日 


ふ もい そぐ 


力 


な 


三 

一 堯 末に 見し 山を も 月に 越えす ぎて  中原 遠 襃 


旅. と 秋との 心 か はらす 

551 J、 

5 0 夜 こ ゆる 山路の 月に 行き つれて 


% 


汲實 法師 


< 七 〕 菅公が 都を 去る とき、 「君が 住む 宿の 
稍を 行く行く も かくる るまで も 顧み. しは 
や」 (大 鏡卷二 〕 と 詠み、 韓退 之が、 雲橫 -I 
秦嶺 |家何在と賦した.やぅに、殘月に幾 
度 か 都を かへ りみつつ の 旅 だつ 人の 心。 
(八〕 前 句は、 秋の 名残りを 惜しむ 句。 抽 
象に 述べた に過ぎない。 

(九〕 附句は 、松 島に 舟 かがりして 夜 舟の 
なかに 有 明けを 待ち あかす と、 時と 處と 
を 明らかに あげて 暮れて ゆく 秋を 切に 惜 
しんだ。 

(一 0〕 神 本 「超 請」 藤本 「超 淸」 京 本 「超 
靖」 橋 一本 「超 緒」 

.(二〕 前 句は、 現の 世は すべてが 意に そは 
ぬがち であるから、 せめて 夢な リ ともと 
述懐した 句。 

(一一 D 附 句は、 秋の 暮れつ 方遙 けき •野末に 
旅の 一夜、 假り 枕して は 月 もな くわび し 
いので、 せめて 夢で も 見たい とした。 


<二0 前 句は、 後 京極攝 政の 秀歌 「人 住ま 
ぬ 不 破の 關屋 の 板び さし 荒れに しのち は 
ただ 秋の 風」 (新 古今 集雜歌 中) によった 
，.もの-か 


七 


都を やかへ 5 みての ■み 慕 ふらん 
一六 四 一 旅の 名 殘のあ 6 あけの 月  安倍 爲信 


八 


惜しま ば 秋よ しばし とどまれ 
一六 四 一一 有 明を 夜 舟のう ちに まつし まや  法 印 SH 淸 


せめては ねて や 夢を 待た まし 


二 一 


一六四一一一月を見ぬ秋の末野の草まくら 


三 河 法師 


文 和 一一 年 六月、 世間 閑 かならぬ こと ありて、 美濃國 
小島と いふ 所へ 行宮に て 侍りけ るに、 同 七月 かの 所 
にて 連歌し 侍りし に 


1 三 


小島の 里は ただ 松の 風 


卷第 十七 


一八 九 


荛玖波 集 (下) 


.一九 〇 


<1〕 附句 は、 旅に ある 身のに、 國 Q 名の 
美 濃を いひ かく。 


と # るに 


一 S 四 旅に あるみ のの お 山のう き 秋に  關白前 左大臣 


<1 一〕 待ち かねた 旅の 通信を 見る のは 嬉し 
いとの 前 句を、 附 句は、 遠く 旅して 遙か 
な 都の たょりを 待つ とした。 玉章に 源を 
附け 、雁は 高く 雲井を 飛ぶ とい ふょり 雲 
井の 都と つづけた。 

(一 0 前句は、 || の床といひ下して末中に 
常 長の 聲を かけた。 

(四〕 京 •學 •甫 •高 •早 本 「とこな かの 
山」 

< 主〕 附 句の 「あと」 は、 足の 方を いふ。 
古今 集雜鉢 に 「枕より 跡より 戀 の 責めく 
ればせ ん方な みぞ 床 中に をる」 の 歌に よ 
り 句を なす。 宋に 枕は 寄 合。 

;( 六〕 ものうき 理由を つけた。 


同じと ころに て 

,  待ちえ て 見る は 旅の ■'玉章 
一六 四 31. 雁の 鳴く ほどは 雲井の 都よ 


鳴く や 鶉のと こな かの 聲 

S 

H e ハ 野に 臥して あと も 枕 も 露 深 


常曉 法師 


冬に むかへ ば 旅ぞ 物ぅ き 

一六 四 - ti 花 もな き 野邊の 草葉を ふみ 分けて 法 印定意 


(七〕 末と あるは、 道の 行 手の 末を いひ、 
あとは、 出で立つ たぅし ろを いふ。 時雨 
の ふるに 古里を いひ かけた。 

(<〕 名 •甫一 •大一 •士本 「こえぬべし」 
學 •高 •甫 。早 •橋  一 •神 •伊。 京 本 

「こえな まし」 

(ル〕 前 句、 風 K; 雲の つれたち。 


七  八 

末に ある 山を も 今は 越えな ま 
一 S 〈あとは 時雨の ふるさとの 空 


風に つれたる 村 雲の 空 

一〇 


越 智孝康 


(一 0〕 附 句は、 われ も 時雨 も 越える とした。 一 S ル 我 も ゆく 山を 時雨の また 越えて  寂 意 法師 


(一 0 山 類に 水 邊を附 けた。 波の 上な れば 
「つもりぬ」 と あるょり 積もらぬ と ある 
本に ょった。 舟が 進めば 山 も 遠くな り、 
その上 雪氣 Q 空で あるから、 遠山は 雲の 
あなたに 見えなくなる。 

(一一 一〕 前 句は、 末 野に て 烈しい 山 K をき く 
とし、 附 句は、 冬の 日 も 短く、 旅の 日數 
も 短い ので、 わびしい ことよとの 意。 


北 野の 社の 千 句の 中に 

遠山 や 雲の あなたに な 6 ぬらん 
.i 空 0 舟路 の雪ぞ 波に つもらぬ 

すそ 野まで 吹く 山風の 音 
一二 

5 1 冬の 日 ^ ともに 短き浪 衣 


二 品 法 親王 


救濟 法師 


卷第 十七 


寮 玖 波 集 Q 


(一〕 前 句は、 立. ち 居が 苦しい とば か リで 
あるが、 病の ためな どと 想像され るのを 
附 句は、 雪中の 旅 ゆる 5 とした。 附句 は、 
定 家の 「駒と めて 袖ぅ ちは らふ 蔭 もな し 
佐 野の わた リ Q 雪の 夕暮れ」 (新 古今 集 冬 
歌} の 歌を 底 1C 踏まへ ての 作。 

(一一〕 駒の 脚な やむ まで 終日 驗 り 廻して ま 
▲に 日の 暮れた との 前 句に 對 して、 山の 
險 しい 姐 路では 徒步 になら うと 附けた C 


00 遠き 山. の 關と いふに 函 根を 聯想し、 
足 柄を 附けた 。山と いふに 麓を 附 ける。 
竹の 下は 足 柄 街道の 字。 この 街道は 富士 
に 近く、 箱 根の 北に あたる。 


: 


一九二 


立ち居 ^ つけて 苦し か b け 
51 一雪 ふれば 袖う ちは らふ 旅 衣 


權大 ft 都圓惠 


のる 駒の 足な づむま で 日は 暮れて 


一害一 山の かけ 路は かちに ならば や 


前 大納言 尊 氏 


こえし 關こそ 遠き 山な れ 


三 


HS , 足 柄の ふもとの 道は 竹の 下 


方 朝臣、 陸奧の 守に なりて 下る とて、 東 三 條院に 
參 りて 罷り 下る よし 申しけ るに、 かづけ 物 給 ふとて  • 
いひ 侍りけ る 

みちの くの 衣の 關は たちぬれ ど  侍從 典侍 


と 申し 侍りければ 

(四〕 衣の 關は陸 中に あり。 絕ち に對 して  四 

逢 版の 關 の 逢 ふと 對爾 した，  一窒 また 逢阪は たの も 


き 


力 


な 


實方 朝臣 


(no 前 句は、 草 高き 夏野を 武士が 分け ゆ 
さまを いふか。 

(六〕 附 句は、 荒れた 關屋 の 番人は ゐ るら 
しいが、 姿は よく 見えな りと し、 前の 弓 
杖 も關屋 のうちの ことと tl: 立てた。 


五 


弓 杖 ばか 6 ぞ すこし 見えけ る 


六 


一 g ハ關 守は あばら やなが らゐ 


ゃ > 
力 


れて平  堯重 


Z 


(七〕 草の 枕を ば 前 句の 旅寢 に應 じて、 「夢 
の 枕を」 ょりも 動的で ある。 雁が 旅寢の 
枕を 通り過ぎる。 そこに また 檮衣 の聲が 
どこともなく 聞え ると。 なかなか 眠 られ 
ない 境地。 

C <〕 土  •伊* 京 本 「.夢の 枕」 


まだ 夜 深き に いづる 旅人 
一 S 七 川 舟の よどまぬ 波に 月を みて 

旅 寐の砧 いづく ともなし 
一 5 <野山にも草の枕を喔なきて 


思 ひ 置 


き 露の 上 かは 


藤 原俊顯 朝臣 


性遵 法師 


卷第 十七 


九 三 


宽玖波 集 (下〕 


一九 四 


(一〕 露は もろい もの だから、 それに 心を 
とめるべき ではない との 釋敎 か、 または 
述懐の 句に 對し 、草庵に ただ 一夜の 宿を 
かりて 寢るだ けで あれば、 思 ひ おく 露 も 
淚も ない と附 けた。 

00 前 句に 「經 ぬれば」 と あれば 「跡 ふ 
りて」 ではを さ ■まらない。 よつ て 「跡 ふ 
りぬ」 の 本に よつた。 深山の 庵には 岩根 
の 道が ふさは しく、 「經 ぬれば」 には 「ふ 
りぬ」 が 相應 する。 

00 前 句がない 本は よくない。 これが あ 
る 本 も二樣 になつて ゐ て、 章甫本 にある 
「ふる 里の 花 も」 の 句に よると、 都の 花 
は 散つて 行く、 しかるに 山路は 春遲 くし 
てい まが 花の 眞 盛りで、 峯には 花の 白雲 
がか かつて ゐ る。 名 古 屋 Q 川 村 本な どに 
よると、 吹く 風に 落花を 惜しんで 鳴いて 
ゐる鶯 Q 聲も氣 の 毒な ほどで あると いふ 
のに、 山路の 花は まだ 盛り だとした。 鶯 

の 云云の 前 句の 方が 作と しては おもしろ 

ヽ〇 

レ 

(四〕 馴れる と、 苦しくない のがつ ねで あ 
るのに、 旅は さう でない との 前 句を 受け 
て、 きの ふ も 山越え、 け ふ もまた とその 
理由を あげた。 


5 九 枕 ゆふこよ ひばか^' の 柴の庵 


前 中 納言定 家 


元 享四年 四月、 龜山殿 連歌に 
深山の 庵に 年の 經ぬれ ば 


二 


一六 六 0 ふみ 分く る 岩根の 道の 跡 ふりぬ  民 部 卿爲藤 


烏 羽院に 奉りけ る 連歌の 中に 
ふるさとの 花 も 今し はちる 比に 

i. 

驚の しらべ もつ らく ふく 風に 


三 


一 ^ 一  山路に かかる みねの しら 雲 


旅の 道 馴れは •まさらで 憂 か b け 
5 ハー ー きの ふの 山に 叉け ふの 山 


從 二位 家隆 


左 近 中 將義詮 


(五〕 この 山越えは 京都より 大津 への 近道 
に あたる 古關師 のこと であらう。 逢阪 山 
の 北に あたる。 

(六〕 實況。 


麓に つづく 志 賀の唐 崎 

五 

HS 山越えの 末は うらに や 成 6 ぬらん 二 品 法 M 王 


六 


歸るべ き 日を 數ふれ ば 程 もな し 
一 窗あな たこな たを 見つ る 富 士の根  導譽去 師 


面白し ともは じめ て ぞい ふ 
ヒハ S 都に て 聞きつ る 不二を 今日は 見て 卞鎭 、去 5 


煙 や 空に 立ちのぼ るらん 
13 ハ 都へ と歸る 旅に も 不二を 見て 


權少 僧都 永 運 


卷第 十七 


九 五 


荛玖波 集 (下) 


九 亡 


'V. へ 

(一〕 雪 ふみわけて たどつ た 跡は さぅ 多く 
もない。 通 ふ 人も少 く、 また 雪に 降り 埋 
めら れてゐ るかち との 前 句に、 夜 深く 關 
を 越える のは われ 以外には あるまい と、 
雪の 關路 Q 旅行の 體に敍 ベた。 但し 附句 
により 戀の 句と も 見られる。 

00 實況。 


雪に 跡 ある 道ぞ •すくなき 

H3 我なら で 夜 深き 關は よも 知ら じ  源  © 


J1 


まだ 出て やらぬ 關の 旅人 
一六 六 〈鳥の 音 も 夜 深き 里に 鐘き きて 


法眼 永懷 


00 逢阪に 關を つけた。 關 所は 鷄 鳴を ま 
つて 開門し、 旅人を 通ら 也る 習 ひで あつ 
たので、 急ぎて 旅立つ とい ふに 對 し、 鷄 
の 音が なほ 殘る といつ た。 


(四〕 附句 、行く のは 旅、 留まる はなん と 
いふか 知らない が、 佛者は 會者定 離と い 
ひ、 また 諺に も 人の 一生は 旅の 如しと も 
いふから、 憂うる K: も 及ばない とした。 


逢阪 こえて 旅い そぐな 


三 


鳥の 音 や 跡な き 關に殘 るらん 


祝 部尙長 


關 まで 送る 故鄕 Q 友 

3 〇 行く は 旅と まるは 何 か 憂 かるらん 成 阿 法師 


門た たくな 6 山 本の 里 


證 


(五〕 前 句は、 山 もとの 里に 人を たづね る 
さまで あるのを、 附 句は、 旅 宿を 求む る 
人人と した。 


五 


31 旅に まづ 宿と ふ 人を 先立てて 


曉阿 法師 


馴れ まさ b ては 寒き 松風  ^ 

3 一一  夢 しらぬ 旅寐 いく 夜と な. 〇 ぬらん 木 阿 法師 


(六) むかし 旅を する には、 旅館の 設けが 
少 くて 野に 山に 臥す こと も 多く、 草を 結 
んで 枕と した。 前 句は、 ところを かへ て 
轉轉 旅する 意。 

(七〕 附句 は、 旅 宿 到る ところに 夢を 結ぶ 
とした。 結ぶ に 夢、 草枕に 旅は 附 合。 
(<) 山中の 道は 狹い か、 險阻 なのか、 あ 
るいは 景趣に 富む か、 どちらに しても 人 
の 足を 留める とい ふ 前 句に、 木蔭は 雨 宿 
りと 同じく 人を 留める と 類似の ものを つ 
らねた -P 

(九〕 最明寺 入道 北 條時賴 が 佐 野の わたり 
に 雪に 惱んだ 謠 曲を 思は しめる ものが あ 
る 0 

(一 0 >圖 •學 •北* 高* 早 •藤 •橋 •橋  一 • 
京 本 「蓦に 分け 行く」 


六 


草 まくらと こ，％ どころ に 結び ^ へ 


七 


il 旅寐の 夢は 宿 ごとに あ 6 


人を とむ るは 山中の 道 

八 


九 


遠近の 里を ば 誰に 尋ね ま 


一〇 


H ハ # S に 分け ゆく 山中の 道 


荒木 田長範 


HS 雨に こそ 木陰 も 宿と な b に けれ  常智 法師 


荒木 田 守 藤. 


卷第 十七 


一九 七 


荛玖波 集 (下〕 


九 八 


(一〕 前 句は、 旅 宿に ては 同行の ものが 枕 
を 並べて 寢る といつ た Q を、 附句 は、 故 
鄕 人の 夢に 入る とした。 


旅 にても また 枕なら べつ 
一 3 ハ 夢に 來て 古鄕 A やみえ つらん 


藤 原範高 


鐘 ばか 6 こそ 曉を しれ 
3 七 鳥の 嗚く 里の 旅 寐に夢 さめて 


大中 臣憲宗 


昨日 も 今日 蝙 人の 別れ路 

3 〈旅と て や 宿は 日 ごとに かは るらん 宏元 法師 


(一一〕 「鈴の 如く」 は 和漢 朗詠 集に 橘を 詠ぜ 
る 詩に、 條懸二 金 鈴 一春 雨後、 花薰二 紫麝一 
凱風程とぁるにょった。橘の蔭ふむ道と 
は 萬 葉 集 以降 例 歌が 少くな い。 


橘 や 鈴の ご 


見え つら / tf 


HS  かげ ふむ 山を 夜 過ぐ る 人 


中原 遠 藤 


010 旅路の 苦しみょりも のちの 低の こと 
が氣 に— かるとの 前 句に 對 して、 悉達太 
子が 王宮を 遊れ 出た 趣きを もって 附 句と 
した。 

(四〕 篠 枕は 草扰に 同じく 旅路の こと。 
(五〕 附 句は、 風の 吹き 迷 ふ 雲 かかる 深山 
に 旅寢 してと 附けた 。旅 宿に ては よく 寢 
ちれず、 夢 も 結ばぬ ことが 多い ので。 


旅よ b もな ほ 後の世 や 憂から ま 

三 

一六  <〇  道 暗き よに 宿を いでぬ る 


一六 八 一 


禪顯 法師 


ささの 枕は 夢 だに もな し 

風 まよ ふ 深山の 雲に 旅寐 して  源  時秀 


C 六〕 名 •逸本 「とりの 音 も」 〇鳥が 音 も 
聞えぬ とい ふは 深山を いふ。 

0 〕名 。甫一 •逸本 「うつつ ぞ」 ◦前 句 

は、 うつつすな はち 現實 はつらい もの、 
夢の 方が 却つて まし だとの 述懷 ま / C は戀 
の 句。 

(八〕 逸。 橋 一本 「つら さなり ける」 

(九〕 附 句は、 うつつ とい ふに つけて 伊勢 
物語の 「駿 河なる 宇津の 山邊 のうつつ に 
も 夢にも 人に あはぬな りけ り」 の 歌を 下 
に 踏み、 ここに 來て も、 人に 逢は ぬと し 
た。 旅 衣 著る にう つした ことは いふまで 
もない 0 


まだ 明け やらで いづる 旅人 


六 


ニハ<一 一島の 音の 聞えぬ 山に 止ま b て 


七  八 

うつつ も 人の つらき な，. 〇 け，. 〇 
一 S1 旅 衣 きても 逢 ひみぬ 宇津の 山 


松の 陰 よ b や 弓く らん 


藤 原高秀 


前 大納言 爲氏 


卷第 十七 


九九 


荛玖波 集 (下〕 


二〇〇 


(一〕 弓く とい ふに 綱を 附 く。 松林の 見え 
る 海 邊で 、その 引き 汐に 川口の 舟は 進， み 
が # t く、 引く 綱手が 長長と 見えて ゐ る。 

(一一) 佛敎に は 他力本願と 自力 本願と が あ 
る。 小乗の 上に 大乘 Q 敎へも あるとの 前 
句に、 濟 度の 意に て 人 わたす と附 け、 舟 
に 馬を 乘 せて 「舟に 乘 る」 に 「馬に 乘 る」 
を かね、 乘 りに 乘 りを 重ねる と乘 りを 二 
つょ そへ て ある。 

(一 0 學 •高 •橋 本 「ひとに」 

C 四〕 前 句は、 さき 立って 死んだ 跡を 餘所 
にと ふとの 釋敎 の 句を、 渡し舟に 乘りお 
くれた 旅の 友が さきに 行った 道筋を 他の 
ものに 聞く とした。 

C 五〕 學 •甫 一 V 高 •早 •橋 •神 本 「旅の 
袖」 

00 圖 •甫  一* 北 本 「水ち かき」 ◦舟に 
乘りに 法を かけ、 備の 道を たづね 求めょ 
ぅとの 釋敎 Q 句を、 駒に て橫 ぎる ことの 
できない 水. 深き 河の 岸に 駒を 止めて、 舟 
に 乘 るべき ところを たづね ると した。 

(七) 世の つねの 渡し舟に 弘誓の 舟の 意 も 
かけて ある。 


一六 a 川 舟の 海に 入る まで 綱は へて 


の* 


法のう へに もの b は 有 b け^ 〇 

'.一一 

K 八 五 人 わたす この 川 舟に 馬た てて 


一  三 

さきだつ 跡を ょそに こそと 


四 


五 


一六 〈六 川 舟に のり 後れた る 旅の 友 


救濟 法師 


藤 原俊顯 朝臣 ' 


品 法 親王 


舟に やの b の 道を 尋ねん 

H2  水 ふかき 川の こなたに 駒と めて  詠 人 しらず 


また 旅人 やさと を 出づ らん 
ェハ<<  渡るべき 川の むかひに 舟 見えて  高喈 重武 


(八〕 霜 さむき 月下に 浦路 をた どる 身は 悲 
しくて 哭 に 泣く。 浦に 馴れたる 友 千鳥 も 
われと 同じく 寒さに 鳴く と。 

(〇 甫一 •名 本 「月 かげ」 


■、 ^ 

浦路の 霜の さむき 月の 夜 

二 S うき 旅は 我 もね になく 友 千鳥 


平  維 遠 


(一 S 籬 島は 鹽 釜の 浦 近くに ある。 名所に 
名所を 附けた 寄 合。 前 句の 宿を とふは、 
附 句、 夕暮れの 難 島と あるに ょり 訪ふ時 
刻が 明らかにさ. れる 。舟と めて 旅 宿を 訪 
ふと かかる 0 

(二) 森に 渚を 附 ける Q は、 ただの 森に 名 
の 森を 附けた もの。 渚に 無き をい ひかけ 
て あるのは いふまで もない。 績古今 集 秋 
歌 下、 衣笠 前內府 の r 村し ぐれ 幾し ほ染 
めて 渡つ 海の 渚の 社の 紅葉し ぬらむ」 の 
歌に おける が 如く、 渚の 森は 名所と なつ 
て ゐる〇 

(一一 0 寒さが 激しい Q で、 緩く 流れる 川 水 
は 氷る であらぅ との ■前 句に 對し 、沙 水の 
さす 湊 近くでは 川 水は 音を立てて 流れて 
ゐる とした。 汐の ため、 流れが 緩くても 
永ら ぬのを ことさらに あげた。 

(二 0 甫 一。 逸。 名 本 「川 舟」 


旅の 宿と ふ鹽 釜の 浦 


10 


一交〇夕暮のまがきが島に舟とめて 


周 阿 法師 


浦に も 森の かげは 有 b け 6 

一六 ルー 逢 ふ 人 もな ぎ さの 舟に 日は 暮れて 祐阿 法師 


はやく 行く 水 や 氷らで 流る らん 
i 一湊の 汐に 近き 川 おと 


藤 原 助 兼 


卷第 十七 


二 〇 


荛玖波 集 (下) 


二 〇二 


(一〕 前 句は、 遠い 旅路は、 いつ 著き いつ 
歸る かは 不定で、 旅が おの づと 延びが ち 
になる とい ふのに、 水上の 旅を もつ てし、 
舟 路は風 次第 だとした のか。 附 句、 諸 本 
舟路と あるが、 もし 直路と あれば、 一層 
よく ひびく か。 

(一一〕 學 •高 •早 •小 本 「覺 情」 名 •甫 7 
逸本 「覺 勝」 

(一 0 前 句は、 月夜の. そぞろ歩き か、 もし 
くは 夜の 旅 か、 いづれ にも あれ、 陸に て 
のこと。 

(四〕 附句 は、 海の 旅、 舟を 捨てて 月下を 
さまよ ふさ まを/っつす。 

(五〕 旅に さまよつ てゐる 身は、 過ぎ ゆく 
里は かは つても、 ぅら さびしく 鄕愁 にぅ 
たれる との 前 ^ に、 浦から 浦と 舟路 をた 
どる さまを 附け 、前 句は 陸路、 附 句は 水 
路 のこと とした。 

C 六〕 京* 伊 •學 •高 •橋 •神 本に 「かへ 
りきて I 

(七〕 前 句は、 月の出を 待つ， のか、 道 ゆく 
人の しばし 脚を とどめた とい ふ ほどの 意 
なる を、 附句 は、 夜 舟のう へに した。 波 
くらき は 月を # つに 應 ず。 


その 日數 遠き 旅には さだまらで 
一 

一 S1 浦 吹く 風ぞ 舟路な .〇 ける 


月の 夜道 ぞぁ くが れて 


\ィ 


四 


HS 舟と めし 旅の 浦囘 にこぎ 別れ 


M こそ か はれ 旅の ゆく す ^ 


五 


六 


X 

At 


まるは 月 やま つら A, 


七 


S 六 波 くらき 湊の夜 舟 ffi で やらで 


船 かと M ふ 波を こそき け 


覺晴 法師 


惟 宗親孝 


H ハ S 漕ぐ 舟は 浦よ. 〇 うらに うつ， 〇 き •て 原  币 


源  賴 


遠 


(.八〕 波の音が 耳朶に ひびく やぅに 近く 聞 
える。 身は 船中に ゐる のかとの 前 句を、 
水亭に 旅 宿りして と釋 して 附けた 。 

(九〕 內本 「つれ も ゆけ」 

(一 . S 前 句は、 願は くは われを つれて ゆけ 
と 涅槃に 入る ことを ねが ふ釋敎 Q 句なる 
を、 附句 は、 旅路の 上と し、 同行を 求め 
る ことと した。 

(一 0 石 本 「かねの 官 はいせ に まします」 
〇鏡 の宫は 伊勢の 朝 熊 山に も あるし、 肥 
前の 松 浦に も ある。 

(一一 0 前 句に 石 本に ある やぅに 伊勢と いつ 
て あるので、 附 句は、 筑 紫の 方は 遠い と 
ただ 註を 加へ たに 過ぎない。 

(二 0 前 句は、 岩に 激しく 白波を 立てて 流 
れる 急流を 敍 したのを、 附句 .は、 ょるべ 
のない 舟が 大海を 漂 ひゆく とした。 渚 K: 
なきを かけた こと. はいふまで もない。 
(一四) 前 句は、 營火 身を こがす とい ふに 託 
して 戀の もだえを 寓し たもの。 

(一 a 附 句は、 こがる を 漕がる にと り、 舟 
路の 上に 轉 じた 取り成し 附 。但し、 これ 
にも 戀路 Q 闇が 寄せられて ある。 

卷第 十七 


八 


H2 浦に ある やかたに 今宵 旅寐 して  藤 原貞直 


九 


ともなは ば せめては 我を つれて ゆけ 


一〇 


5 〈誰— たびなる 浦々 の 舟 


敎專 法師 


かがみの 宮は いかに まします 
HS  つくしなる 松 浦の うらは 程遠し  眞阿 法師 


岸の 下 ゆく 水の 白波 

一三 

5 0  よる 方の なぎさに 舟は ただよ ひて 荒木 田 綱 直 


一四 

'螢や 我と 身の こがる らん 

一 五  . 

51 水 暗き 夜 舟は ゆく も 知られぬ に  丹 波 政 職 

二〇三 


薬玫波 集 (下〕  <  一一 〇四 


(一〕 前 句は、 男女の 間は 遠い やぅで 近い  -kl きも 近く 行き， 0、 すき 道 
と戀を 戒めた のを、 附句は 、全く 順風 K  、  、  1  、、又 

帆を あげた 舟 路 のこと とした。  一き 一舟は やき 跡よ 6 おくる 風 吹きて  南佛 法師 


(一一〕 佐 佐 木 家傳來 Q 刀は 祖先 高 綱が 宇治 
川 先陣のと き、 敵軍の 河 中に 張った 綱を 
切つ てた やすく 渡る やぅに した ことを、 
ことほいで 附けた もの。 

010 早 川は 水の. 迅い 河の こと、 宇治川を 
指す。 

(EO この 山は 逢阪 山を 指す か。 前 句は、 
いづこ か 明らかで ない のを、 附句で ■限定 
した〇 

( 5 甫 一本. 「都の」 

(六〕 古、 官使が 諸國へ 赴く とき、 驛 馬を 
徵發 する 證に 賜は る 鈴を 驛鈴 とい ふ。 こ 
このは 驛 Q 馬に つけて ゐる 鈴を 指す か。 
前後と もに 關 所の あたりの 光景を 描く。 
景 氣附。 


近 江 國佐佐 木 金剛 寺に て 千 句の 連歌 侍りし に 
傳 ふる M 家 守るな^ 〇  源  賴氏 

とい ふ 句に 

S  一  1 1. 早 川の 水のぅ き 橋 綱き 6 て  救濟 法師 

惜しき は 旅の 別れな b け b 
1き3この山を越えば都もょもみえじ 

むま やの 鈴の 山 近き 聲 


一 畫 


支す ぐる 人を や關 にと どむ らん  藤原偷 篤 


(七〕 宇都 山の ことは 伊勢 物語に ょまれ、 
古來 多く 歌枕に 引き出されて ゐ る。 換へ 
てに 楓を そへ、 むかしに かは つて ある 意 
を 示す。 吾妻 鏡、 建曆 元年 十月 十三 日 鴨 
社 氏人 長 明 入道 蓮 胤、 參 議雅經 朝臣の 推 
擧に ょり、 將軍實 朝に 謁し、 右 大將の 忌 
日に あたり、 法 華 堂に いたり 念誦 讀經の 
間、 懷舊 の 情に たへ で 一首の 歌を 堂の 柱 
に 註した ことが 見えて ゐ る。 

(八〕 一夜の 床の なかで 幾た び も 別れる 夢 
をみ たとの 前 句は、 戀の 意も寓 して ある 
を、 附 句は、 全く 旅の 上の. ことと する。 
幾た びと あまたは 寄 合。 

(〇 藤 •圖 v 大 。北 本 「直 胤」 

(一 0〕 顧みれば 越え 來た つた 都の 比 敷の 高 
5 領 はもは や 見えない。 半天に 棚 弓く 雲は 
それによ そ へられる。 鄕愁の ある 附 合。 

卷第 十七 


參議雅 經と伴 ひて 東へ まかりけ るに、 宇津山を 越え 
侍る とて 楓を 折りて 

也 日に も かへ てぞ見 ゆる 宇都の 山  鴨 


七 


長 明 


これに 蔦の 紅葉を 打ち 添へ て 

S 六 いかで 都の 人に つた へん 


參 議雅經 


八 


夜の 夢に ゎかれ 幾た び 

S 七 里つ づき ぁまたの 鳥の 音を 聞きて 承 胤 法 親王 


九 


一〇 


あと かへ b みる 旅の 道 かな 
一5<越えすぎし都の山はけふの雲  左近冲 將義詮 

.  二〇五 


荛玖波 集 (下〕 


鳥 


二 〇六 


(一〕 海上には 夜 舟を 漕いで ゆく 櫂の 音が 
する。 V- 陸上には 明月の 光りを 浴びて たど 
つて ゆく とヽ さぞ おもしろから うと M « 
れる にと、 夜中 舟珞 の 旅を たたへ た。 


夜 舟 こぎ ゆく 浦波の 音 

5九月にだに越ぇぬ山路のぁるものを道朝法師 


00 近くの 山は 夕霧が 山腹に 立ち わたつ 
て 見えない のに、 不二 山は 遠くても 見え 
てゐ る。 遠近 高低を 對 照した 附 合。 

00 京 •伊本 「立ち かへ 9」 


二  三 

夕霧は 山の なかばに 立ち わた 
一七 一〇  不二 や ^ きも 隔て ざるらん 
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法眼 良 澄 


(四〕 前 句" は、 旅の 實況。 

(no 附 句は、 その 場所を 示す。 

(六) 圖本 「かげ ふむ 道」 

# 


(七〕 姿は はっきりし ない が、 春 雁の 聲が 
あまた * Q 空に 聞え るら しいとの 前 句の 
i もな ふを 人の 上に とり、 その 歸 るを 越 
前の 歸山に いひ かけた。 歸山は 都ょり 北 
に 當 るので かぅ 塵 じた。 


11 jfji を わくる は 旅の 夕暮 


五 


六 


一 ^ 一. 富 土の 根の. かげ ゆく 道は 野 山に て 藤 原 知 春 


ともな ふ 雁 や 北に 鳴く らん 

七 

51 一 今は とて 旅なる 人の 歸る山 


仁 朝 法師 


(八〕 遠くなる のに 對 して、 雲井と 應 ず。 
惜別の 情。 

(  〇 學 •高 •小 •早 本 「直 嗣」 名. 甫一 
本 「貞 №1 」  、 


(一 0〕 鐘に 寺、 鷄に 關を附 合と した。 三 井 
寺 や 蓬 阪の關 が 思 ひ 浮かべられる。 


遠くな. る 宿の 別れ も 忘るな よ 


八 


5  一- 1 程は 雲井の ふるさとの 山 


鳥と 鐘とは ともに 曉 

一〇 

一 - fci s 寺 近き 山路の 關を今 こえて 


神 


1 興 嗣 


導譽 法師 


(二〕 前 句は、 濤聲が 高い ので、 川の 流椒 
る 音の 聞えぬ ょしなる を、 附句 は、 舟 脚 
はやく 浦を 去つ て 陸に 遠ざかつ たさ まと 
した 0 

0 10 前 句は、 嬉し涙は 袖につつ みえない 
ほどとの 義 。湊は 舟 Q 止まる ところ、 淚 
のと まると ころ Q it ^: とり、 やかて 筑前 
の 袖の 湊を きかせ、 伊勢 物語の 「おも ほ 
えず 袖に みなとの さわぐ かな もろこしぶ 
ねのより しばかりに」 の 歌を 逆に 貿易す 
■•る 唐土 舟のは. やく こよと つづけた。 


北 野 社の 千 句の 中に 


ご 


浦波き けば 川 音 もな し 

一 ± 五 # = はやき あとには 山の 隔た b て  二 品 法 親王 


つつみえぬ 袖の 淚は湊 にて 

もろこしぶ ね 

3 ?*>: 唐 舟 もはやよ せよ かし 


前 大納言 尊 氏 


卷第 十七 


二 〇七 


荛玫波 集 (下〕 


二〇八 


< 1 〕 蘆 垣を 多く 取りめ <■' らして ゐる 漁村 
は、 そめ 里を 立__ ち 出で て もな ほ 見える と 
浦 路を旅 する 人 © 所見を 叙した 前 句。 

0 一〕 附 句は、 漁夫は これを あとに ながめ 
て 沖に 漕ぎ出て：- ゆく であらぅ と 陸上と 海 
上と を對 せしめた。 

00 後れた 理由を 風の 吹き まは しに もつ 
ていつ たと ころが おもしろい。 

<四〕 古今 集覉旅 歌の 「和 田の 原 八十 島 か 
かて 漕ぎ出で ぬと 人には 吿げょ あまの% 
舟」 にょつての 句。 しかし 原 歌の やぅな 
憂愁 さはな く、 海上 和やかに 舟人は 生き 
生きと して 海に 出る さまに かへ て ある。 
(5 前 句は、 實況。 

<六〕 附 句は、 主觀 。松 蔭の 苔の 上にプ 夜 
を 明かした 苦し さを 述べた 附合 。しか じ 
■は、 如か じと 敷か じとの 兩 方の 意を 寓 し、 
前 句 9 苔 莛に應 じて ゐ る。 

'(七〕 どんな 波の 上に も 月は 映つ てゐ る。 
その 宿る とい ふに 對 して、 難 波の 浦を ゆ 
く 舟は 止まらないで 進んで 行く と 逆に 附 
けた。 月に 難 波の 浦を 附け るのは 丹 後 局 
0 「忘れ じな 難 波の 秋の 夜は の 空 こと 浦 


芦垣は 浦なる 里に なほみえ て 
5 七 /\= 重の 汐路を 舟 やゆく らん  源尊宣 朝臣 


先 だつ 人に 我ぞ 後る る 

5 < *" 出で しぁとの 浦風 吹き かへ て  關白前 左大臣 


四 


波の音 も しづか t なりぬ 和 田の 原 
一 -ts R  八十 島 かけて 出づる 舟人 


臥しな れ .ぬ 松の 下 根の 苔莛 
一 塞 これには しか じ 旅の かなし さ 


後嵯峨 院 御製 


後深草 辨內侍 


波の いづく も月ぞ やどれる 


'にす む 月は 見る とも」 (新 古今 集 秋 歌 上〕 

の 詠を 踏まへ ての 作。 

(〇 京 •橋 一 •伊本 「忠 俊」 

〈九〕 この 句は 前 出。 

0 0〕 檜隈 川は 大和に ある。 古今 集 神 あそ 
びの 歌には 「ささの くま ひの くま 川に 駒 
とめて しばし 水 かへ かげを だに 見む」 ま 
た 萬 葉集卷 七には 「さ 檜の 隈 檜の 隈川の 
潮を 早み 君が 手 取ら ば よらむ 言 かも」 な 
ど 詠まれた 名所。 駒を 渡して 旅した が、 
夜半の ねざめの 悲し さは、 どぅと もしが 
たいと、 さよの ねざめの 物語を 思 ひよ せ 
て ある。 

(一 0 前 句は、 戀の 心を 詠める もの。 

<一 一 0 狹衣 物語に 飛鳥 井 皇女の 危急を 救つ 
た狹衣 大將の 訪れが あり、 「とまれと もえ 
こそ 言 はれぬ 飛鳥 井に 宿りは つべき 影し 
なければ」 「飛鳥 井に 影 見 まほし き 宿りし 
てみ まく さ隱れ 人 や 咎めむ」 の一 贈答が あ 
る。 この 歌の心で Q 附合 。飛鳥 井は 大和 
高 市 郡 飛鳥 神社の 境內に ある。 催 馬樂に 
は 「飛鳥 井に やどりは すべし かげ もよ し」 
とぅた はれた ところ。 

010 須磨に 明 石は 名所の 附 合。 月日を 明 
かしと いふを 地名の 明 石に いひ かけた。 


七 A 

一 - tj 一一 一行く 舟 もとまらぬ ものを 難 波®  前 大納言 忠信 


九 


なほつな がれぬ 我が 心 かな 

一き 一 沖 中に 割れた る 舟の つな 手繩 後深草 院少 將內侍 


一〇 


夜半の 寢覺 ぞいと どかな しき 
一 i 一駒 こ ゆる 檜の 隈 川の 旅枕 

二 

契 あ 6 て や 立ちと まるらん 


從 二位 家隆 


S 四 それ， こ 見て 打ち過ぎぬべき 飛鳥 井に 前 中 納言定 家 


一三 


濱と 山との 中なる はす ま 

S 五 浦の 名の あかし 暮らして 行く 旅に 二 品 法 親王 


卷第 十七 


二 〇九 


荛玖波 集 (下；} 


一二 〇 


<  〇 利劍は 水の 滴る やうな 冴え 味の ある 
ところから 秋水と も 秋霜と もい ふ。 前は 
霜の 悽愴な 感じを 劍に たと へた 句。 熱 田 
に劍宫 (つるぎの みや〕 が あるから、 やが 
て 熱 田を 拈 出し、 その 附近に ある 鳴 海 野 
に 置く 霜の ことと した。 近くなる に 鳴 海 
を かけ / C ことは いふまで もない。 他 本に 
「あつた」 を 「あづま」 としたの もす く 
なくない が、 取らない。 

(一一〕 山懷は 山間の くぼまつ たと ころ、 そ 
こは 月の出が 遲 い。 

.(一一 一〕 島が くれは 島 かげを いふ。 そこを 出 
たばかりの 舟は まだ 月光を 仰 <'' に 至らな 
いと 類似の ものの 附 合。 

A 四〕 旅の 日數の 短い のをい ふ 前 句に、 舟 
路は 風の せいで 遠き も 近くなる とい ひま 
はした。 

:( 5 藤 •京 •圖 。學 •北 •高* 藤 •早 本 
「ふちは 危 き」 圖 。北 本 「ふめば あやな 
し」 

(六) 浪 のうへの 浮 橋を わたるのは 危 いと 
いふ 前 句に、 川瀨に は 駒を うち 入れて わ 
たした がと 條 件を 加へ た。 「ふめば」 が 
: 「ふちは」 となつ て ゐる諸 本も少 くない。 
.■それによ ると 戰戰競 競と して 深淵に 臨む 


つるぎと 見る はた だ 秋の 霜 
一き ハ あった よ b 近くなる みの 野は 暮れて 救濟 法師 


山 ふところは まだ 月 もな し 
5 ゼ  ー *" はまた 島が くれを や 出で ぬらん 前 大僧正 賢 俊 


旅の 日 かすは いくほど もな 


四 


S< M あれば 遠き も 近き 舟路 にて 


左 近 少將善 成 


五 


ふめば 危き 波のぅ きは 


六 


一 _ ぅちわた す 川獺の 駒の 爪ひぢ て 權少 僧都 永 運 


が 如しに 通へ る もの 


(七〕 前 句は、 戀の 句。 


(八〕 附 句は、 大海に 漂 ふ 舟が いかに 風の 
便宜を 待つ こと ぞ とした。 


弘長二 年 八月、 仙 洞 庚申 連歌に 


七 


風の たよ b をた えず まつ かな 


八 


一き 一〇 和 田の 原 行 


もしらぬ 波の 


福 光園 人道 1 $1 


C C 藤 •高 本 「 濱 風の 波」 〇濱 川は 濱邊 
の 川、 浪の音 高く、 風す ごき あたりに 舟 
がかり して. ゐ ると、 眠らないで 夢 も 結ば 
ない と。 前 句、 附句と -も 本に ょりて 異同 
が 頗る 多い。 

00 〕學 •甫一 •早 •京。 伊本 「波 だに も 
なし」  へ 

( 

(二〕 紀伊國 Q 地名 冠り 繩 手と いふを、 束 
帶に 用ゐる 冠の 上に ぅつし、 その 名 どこ 
ろの 巾 子 (こじ〕 に霖雨 (こし あめ〕 をい ひ 
かけて、 ここに 降る のは こし あめょ と 仰 
せられた に 對 し、 追 ひかけ て 磯のぅ へを 
廻つ て も 雨を' 避けが たいと 奉答した。 追 
掛に 冠の 名所の 綾を いひ かけ、 冠の 名所 
の 機 額を よせて 句と した。 

(一一 0 藤 •學 • 甫 * 橋 •早 本 「うしと こそ I 


九 


はま 川の 波の うつせに 風き きて 


一〇 


511 舟の うきねは 夢 だに もな し 


前 大納言 尊 氏 


熊 野 御幸の 還 御の 時、 かう ぶりな はてに て 雨ぃた- 
降りければ、 


二 一 


かぶ^ 〇 なは ては こしと こそ 思へ  後白河 院 御製 

御 こし 近く 侍りけ るに  • 

51 一一 おひかけ ていそび た ひを ばめ ぐると も從 三位 賴政 


卷第 


七 


二 


荛玖波 集 (下) 


一二 


(一〕 前 句には 海人の 苫屋 にはた れかた づ 
ねて 來 ようかと あるに、 附句 は、 小夜 千 
鳥の 聲が 訪れ / C とした。 前 句 「誰かは き 
かん」 となつ て ある 本 も ある。 


00 前 句の 踰 ゆるは 山 か 峠 かと 思 はれる 
を、 附句 は關 f し、 關 所の なかで も 海 
邊に ある 淸見 が關を 取り あげ、 波間 も 見 
えない 夕暮れで あるから、 どぅして 踰え 
るで あらぅ と應 じた。 

00 京 •橋 1 * 甫 •太 •北 •伊本 「經 信」 
(四〕 前 句は、 人の 急ぐ とい ひ、 目的 もな 
にも 示して ない のを、 附 句は、 海岸に あ 
る淸 見が 關に波 のうち 寄せる とした。 


建 保 五 年 四月、 庚申 百 韻 連歌に  、 
矿 かは きなん 海人の 苫屋に 
511 一  まてし ばし 浦路も 更けぬ 小夜 千鳥 從 二位 家 隆 


一壽 


いかが こ ゆらん 遠の 旅人  ，.， 

一一  .  三 

關の戶 は 波間 も 見えず 淸見が た 前 大納言 經信 


四 


嘉曆二 年 七夕、 內 裏の 百 韻に 
輒まだ き 往來の 道を 急ぐ かな 
一 - ti 量 淸見が 關をこ ゆる うら 波 


後光明 照 院 II S 


(五) 立ち かへ りに 波を 附 く。 雄 島の 苫屋 
は 松 島の 名所の 一つ。 前 句は、 見る もの 
を 示して ない のを、 附句 は、 立ち か ヘリ 
より 波を 引き出し、 松 島の 勝景と した。 


五 


又 立ち かへ b 見て や 過ぎ まし - 
一童ーハ波かくるを島の苫屋かはらずば前右兵衞督爲敎 


(六〕 心が 物に 迷つて ゐる とき.、 人に 誘は 
れと いふ だけで、 後 句の 說 明を 求めて あ 
る。 文 屋康秀 が 三 河の 橡にな つて 下らぅ 
とするとき、 小 野 小町が 「わび ぬれば 身 
を 浮 草の ねを たえて さそ ふ 水 あ. らばい な 
むと ぞ思 ふ」 (古今 集雜歌 下〕 と 答へ た 歌 
を 踏まへ ての 作。 

C 七 >1 .一一 輪 神社の 御神體 は、 杉の 大木で あ 
る。 隨つて 杉と いふょり 三輪を 出し、 杉 
の 板葺きの 透 間より 月光の 洩れる といつ 
て 旅の 哀れ さ、 わびし さを 示. す 句。 古今 
集雜歌 下に も 「わが 庵は 三輪 _Q 山 本戀ひ 
しく ばと ぶら ひ 來ませ 杉 立てる 門」 

(  〇 藤 •學 •高 •早 •北 •橋* 橋 一 •神 • 
名 •甫 。圖 •京 本 「ぬるる 衣」 〇陸 奥の 
狹布 (け ふ〕 の 里は 細 布の 產を もつて 有名 
である。 從つて 前 句の ぬの 衣と いふに、 
け ふの 里を 想は： しめ、 同音の 今日と 轉じ 
て附 けた。 

(〇 くらき ょりび 言葉は 和 泉 式部の 性 空 
上人に 贈つた 「暗きょり 暗き 道に ぞ入 SN 
ぬべき 遙かに 照らせ 山の端の 月」 (拾遺 集 
哀傷〕 Q 歌に 取る。 前 句は 釋敎 の 句、 附 
句は、 法華經 Q 語を とりながら、 暗夜に 
山路を こえる 旅の 句に 轉 じた 附 合。 


六 


迷 ひける 心に 遣を 誘 はれて 
一七 S うき 草な から 舟 やゆ^ら ^ 


稱阿 上 A 


七 


杉の 板 葺月ぞ も 6  る 

5 〈旅寢 する 三輪の 山 もと 夜は 更けて 寂 忍 法師 


八 


ぬのの 衣の 寒き 旅 A 
S1 ルき の ふよ 5 今日の 細道 山 1  木し 


素 阿 法師 


九 

思 ひやら るる 後の世の 道 

一七 四 〇  くらき よ- 〇 闇 き 山路を 夜 こえて  7 E M 言 藤 


卷第 


七 


二 一三 


荛玖波 集 〇 下： 一 


.(一〕 潮の 滿 干の 甚だし. いところ では、 滿 
潮時には 迁囘 する 道 も、 干潮 時には 捷路 
をた どる やうに、 道の かは るのは 汐干で 
ある だら うと、 かは つた 思 ひつき。 前 句 
は、 山を 越え、 1 句は、 舟行と した。' 

0 一〕 學 •高 •早- •京 •伊本 「へだてに て I 


(一 10 附句は 、前 句の かかる 旅の 說明 であ 
る。 かかる を 波の 懸 ると权 りなした 旬。 


(四〕 浦風が 松に 響く とい ふ ひびきを 歌枕 
に 入つ てゐ る響灘 にと つて 附け た。 響灘 
は 瀨戶內 海の 一部。 古い 歌枕には 攝津と 
あるが、 伊豫の 海洋を いふ。 


( 5 伊勢 物語の 「芦の 屋の灘 の/ 鹽燒 きい 
とまな み 黃 楊の 小撤 もささず 來に けり」 
の 歌に よった 附 合。 樹を 挿さず の 「ささ 
ず」 を擢を 指さずに 通は して ある。 


一二 四 


けさ 越えし 山を ば 浦のへ だてきて 
g 一み ちの かは るや汐 干なる らん  藤 原 親 長 朝臣 


古鄕 にか かる 旅ぞと 知らせば や 


三 


一七 S 一一  舟路の 末の 沖つ しらなみ 


法眼 村 重 


松に ひびきの 浦風ぞ 吹 


四 


一 塵 こぎ つづく 灘の汐 潮の つくし 舟 常 盤 井 入道 Ami 太跋 


家に て是れ 彼れ 百 韻 連歌し 侍りし に 
芦の 屋の汐 燒く螯 のい とまな み 


五 


5 四 虱 ある 舟は ささず 來に け， 〇 


關白前 左大臣. 


C 六〕 霞 も浪も 浮きと いふ 原の 名に、 旅を 
する を國 名に いひ かく。 いひ かけに よつ 
て 俳諧 體と なつて ゐ る。 


六 


霞も浪 もうき 島が 原 
一七 四 五 舟に て も 旅を する がの 海 遠 


權大 僧都 圓忠 


(七〕 源氏 大將 の 須磨の 佗び 住居を 思 ひよ  七 
そべ てつけた もの。 


よその 里に も 衣う つ 音 

七 

一 寅 海士 のす む 芦屋 も 舟 も 程近し 


導譽 法師 


(八〕 源氏 大將の 須磨ノ 明 石の さすらへの 
物語が 却って 興味が あると して 附け た。， 

(九〕 前 句、 山の 方は 秋の さびしい 浦風の 
吹きす さぶ 景色 もない との 義〇 
(一 8 そこに 月光が さし、 海上には 浦風に 
夜 舟の 櫂の 音が して ゐる景 致。 

(二〕 前 句は、 陸上に もとられ るを、 附句 
は、 これを 水路の 上と し、 伏 見あたりで 
高瀬舟で 難 波に 下り、 それより 大船に 乘 
りうつ リ 、西國 地方な どへ 赴く として pft. 
けた。 
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七 


須磨も 明 石 も 舟の 通 ひ 路 


八 


一_  うか 


も 中々 旅の 物が た 


九 


いと ど都ぞ 遠ざか 6 ゆ 


救濟 法師 


山は ょそなる 秋の 浦風 

-  〇 

一 g 八 夜 舟 こぐ 須 磨の あま 雲 月み えて  性 遵法 ® ■ 


二 一 五 


荛玖波 集 (下〕 


ニーナ 


5 ル 浦に ては ill 舟を さへ 乘りか へて  順覺 法師 


(一〕 とりあへ ざり し 旅とは、 菅 公の 「こ 
のた びは ぬ さも とりあへ ずた むけ 山 紅葉 
の 錦 神の まに まに」 (古今 集覉旅 歌〕 の 歌 
と 同じく、 取る もの も 取り お ほせない 旅、 
あわただしく 忙しき 旅を いふ。 みなれ 棹 
は ^ を 押す 掉 。前 句のと るを 水馴掉 とる 
と換 へて 附け た。 

(一 0 法華經 の 敎へは 一乘 Q 妙 典で、 迷籀 
にある 者を 佛杲に 到らせる。 前 句は、 一 
乘の御 法を いふ 釋敎 Q 句。 附句 は、 その 
のりを 乘 りの 義 とし、 ここには ただ 一艘 
ょりない から、 こちらに 槽ぎ歸 るまで 舟 
を 待たぅ と。 

(一 10 前 句は、 人事に 關 する ことを 述べ. た 
のを、 附 句は、 海上で おのおの 別の 舟に 
乘つ てゐ るので、. 誘 ふ 友 もない とした。 

Q〕 渚に あつた 舟が 海岸から 沖の 方へ 漕 
ぎ 出で て、 日の 光りが ささない 森を ふり 
かへ つて 見た 景をつ らね たもの。 


と， 〇 あへ ざ， 〇 し 旅の 道 かな 
3 0 波は やき 川瀬の 舟の みなれ 掉 

二つ も 三つ もな き 御 法 かな 
一 3  .こぎ 歸る ほどを や 待たん 渡し舟 


三 


旅には さそ ふ 友 


v 


もな 


H 五一 一行く 舟の 波の h よりこぎ 別れ 


四 


森. の 木の 間 や 日影なる らん 
5 一一 一浦 遠くな ぎ さの 舟の こぎ 出で て 


寂 意 法師 


頓阿 法師 


品 法 親王 


木鎭法 師 


(五〕 駒が 荒れ狂って ゐる 。繫 がなかった 
と 見え S との 前 句に、 片田舍 Q 德葺 きの 
民家の あの 假り 柱では 繫ぃで も あぶな さ 
うなと 見た であらう。 あだに 見る は 脆く 
見える との 義。 


荒れた る 駒 やつな がざる らん 


五 


5 S ぁだに 見る ひなの 篠屋 のか 5 柱  從 二位 行 家 

人人に 連歌 召されけ るつ いでに 
暮れ かかる 峯に 日影の さす ままに 
1 塞 こなたの M を 急ぐ 旅人  後鳥羽院 御製 


あま- 〇 夜 ふかく 旅に いでぬ る 

あ 5 ( パ i ? : i li bp i^ o-- 一  I 鳥が 音は 關の戶 にして またれけ 5 信實 朝臣 


(六〕 關所は 鶏鳴を 待って 開門す る 習 ひで  六 


(七〕 懷しい 人は 都に ゐる 。心 K: 思 ふせ ゐ 
か、 都の ことを 見て ゐ るとの 前 句 K: は、 
戀 の ^ か ある。 すると やがて 寢入 つてし 
まふと 旅寢 のさ まを 附け た。 

卷第 十七 


七 


都を 見つ る 夢の かょ ひ路 

一 塞 やがて 又 同じ 旅寢 にかへ るかな  隆祐 •朝臣 

一二 七 


7 


荛玖波 集 (下〕 


二 一八 


(一〕 前 句は、 老いの ため か 人情の つね か、 
過ぎ ぬれば 近い こと も 忘れる との 述懷の 
句を、 日日に 人を 送り 迎 へる 旅舍の 夕暮 
れのこ とと 取りな した。 


過ぎ ぬれば 昨日の こと も 忘られぬ 
5 <  旅 A かは る 宿の 夕暮 


救濟 法師 


0 一〕 旅の ゆ ふべ に砧を 聞いた 句、 附句 は、 
いづく と あるので、 その 主は 知らないと 
_じた。 


いづく の 方に 衣う つらん 
ぬし 知らぬ 宿， の 夕の 旅の 道 


藤 原敎言 朝臣 


00 出で 入る とい ふに、 行きち がふ 舟と 
附 けた。 月の 見え かくれる 夜更けての 港 
.の景。 


一|.一 


村 雲に 出で 入る 月の 影 更けて 
一 - t3 六 Q  浦 こぐ 舟 や 行ぎ •ちが ふらん 


顯英 法師 


(，.四〕 關は 人を とめる もの、 前 句には 月を 
惜しむ か、 西へ 行く 人を とめたい との 意 
が あるので、 附句 は、 源氏物語 Q ことを 
よせて、 須 磨へ 宿る とした。 


四 


月の 行く そなたの 道に 關す袅 て 
m 一  こよ ひの 宿は 須 磨の 浦 船 


常智 法師 


< 5 野路の 篠原は 近 江。 


一七 六 一一 


こえ くれば 雪の下 草 ふみ 分けて 

五 

ひと 6 過ぎ ゆく 野路の しの はら  前 大納言 S 信 


一六 3 楫 取は 船頭の こと、 かんどり ともい 
ふ。 それを 下總 の 地名 (C ょせて 鹿 島を附 
けた。 鹿 島、 香 取の 兩宮は 相 並んで. 關東 
の 名 社で あるので 附合 とした。 鹿 島 立ち 
は 旅の 門出を いふ。 

(七〕 前 句は、 秋は また 時雨す る。 これは 
早く 宿を とれと 暗示す るの かとい ふに、 
附句 は、 野末までは 距離が 遠くて、 日の 
ぅちには 行き 著 かれない からと 別の 理由 
を附 けた。 

(八) 前方を 見る と、 t どく 霞んで さきが 
わからない 。もし かなたから こなたを 見 
るなら 同じ 景だ らうとの 前 句に對 して、 
武藏 野のは てし ない 廣 さを もつ て 附^！ と 
した 0 


六 


け ふの 渡 6 の 舟の かぢと b 
一 3 一  これ ぞ この 旅のは じめ の 鹿 島 立 


七 


八 


救濟 法師 


宿 6 かれと や 秋は しぐ るる 
一 ^ 四 野中よ 6 あなた も 末の 遠ければ  善 阿 法師 


よそよりは こなた もさ こそ 霞む らめ 


一虐 はて かとすれば 同じ 武藏野 


源  宗氏 


(九〕 前 句は、 冬の 下弦の月を 詠 じた n 
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寒くな 6 ゆく 有 明の 月 


一二 九 


荛玖波 集 (下〕 


一ー ニ〇 


< 一 〕 附 句は、 旅の 宿に おける ことと した。 一七 六 六  曉は必 す いづる 宿 ごとに 
■宿を いづるを 月に 懸けて ゐ る。 


'〇 一〕 道づれ が あつ / C と 思 ふ ^ 、 またす ぐ 


に 別れて ゆく。 心細 さの 極みで あると し 


た- 


〈一一 一〕 前 句は、 春の 雁が 一つに かたまつて 
北へ 歸つて ゅ  -V、 と  の 春景。 

■(四〕 附 句は、 故 鄕忘じ 難き 念は たれで も 
懷い てゐる もの だが、 ひとたび 離れて は 
容易に 故鄕に ゅかれな い。 あの 雁に も お 
ょばない 身の上 だとした。 

< 主〕 旅の 奥は 陸 奥の ことと し、 そこに 名 
高い 信 夫の 里を 故鄕 をし のぶに いひ かけ 
た。 遙かな 旅に あって 忍ぶ の 里の 名が 旅 
人の 心を 感傷的に する。 

〈六〕 甫 一本 「心しら るる」 


< 七〕 奥に 入る に 隨つて 昨 B- 越えた 山は、 
今日は 故鄕 の 感が あると つられて、 都の 
遠ざかる につけての 氣 持。 


行末の 契 ばかりは 殘 b け 


5 七 別れ 易き は 旅の 道づれ 


おのが 一つれ 歸る 雁が ね 


四 


$  山 ハ 

遠き に 旅の 奥ぞ しらる る 


七 


東 路や都 も 遠くな b ぬらん 
5 0 昨日の 山は け ふの 古里 


信 照 法師 


平  景淸 


一 ^ - ハ ふる 里は 誰か 心に も ある ものを  禪源 法師 


5 ハル 我が 方を 忍ぶ は 里の 名に 有 6 て  藤 原 時 綱 


S 嚴 法師 


<<3 雲 重なりて に 遠山を 附けた _ 


雲 重な 6 て いづく ともなし ★ 

八 

5 1 ふる 里は 遠山に こそな b に けれ  寂 意 法師 


夏草の 茂みは そこと 分かね ども 
一 S 一行けば ゆかる る 野中 ふる 道 


前 大納言 爲家 


<九〕 露は 涙を いふ。 その 淚は 旅路の 苦し 
さと 想像され るのを、 附句 は、 情人を 思 
ぅてと 附 けて 戀 Q 句と した。 

‘(一〇〕 前 句は、 漕 C 舟の 竝んで 舷舷相 摩す 
る さまを いふ。 

(二〕 附句 は、 泊り に 舟を 捨て、 いづれ も 
早くよ き 宿に 著 かう と爭 ふさ まにした。 
浦 頭の たそがれ 前の 光景。 

6 0 藤 •圖 •大本 「宿を し」 


家の 千 句の 中に 

旅の 袂の 露と こそな れ 


九 


一 S 一  古 鄕に思 ひ おきた る A あ， 〇 て 


一〇 


こぎなら ベて はきし る舷 
二 ― i. 1 一 

一 ^ 四 旅 A のと まる 宿を も あらそ ひて 


關白 左大臣 


二 品 法 親王 


卷 


七 


ニニ ー 


道 s 都0 

か や 
は よ 
る そ 
旅の 
に. 夕 
は な 
馴 る 
れら 
ぬむ 

宿 

と 

ひ 

て 


前 參議彥 良 


野 山の 鐘の 夕 暮の聲 

宿な くばせ めて は 寺を も 尋ね ば や 導譽法 師 

三 

片 岡の 道ょ 6 け ふの 日は 暮れて 

草の 枕に ふせる 旅人  十佛 法師 


これ さへ 遠き 古 鄕の夢 

聞き もせす み もせぬ 方に 旅 蘇して 源  賴 氏 


C 一〕 當 時、 旅行の 實況 をみ る やぅな 感が 
ある。 別 本 「夕 暮の 空」 と あるの もす て 
がたい。 

0 一〕 學 。橋 •橋 一 •早 本 「夕 基の 空」  一 ^ 五 
■〇一〇 拾遺 集に 聖德 太子の 詠と して 「科て 
る や 片岡山 に 飯に 餓 i て ふせる 旅人 あは 
れ親な しに」 C 卷二十 哀傷〕 と ある。 これ 
.は 記紀に 載せて ある 長歌を 縮めた もの。 

この 旅人は 達磨 大師の 化身と 傳へら れ、  ン 
その 奉答の 歌 も 古典に 見える。 故事な し  一 ^ 六 
としても 意は 通じる が、 これを 踏まへ て 
の附合 ◦片 岡は 大和に ある。 

'C E3 〕 前 句は、 懷 しく 思 ふ 都は 遠 く 隔た _ つ 
て、 いまは あちぬ ところの 夕暮れを 心に 
兔 がくに 過ぎない との 意。 

(五〕 附句は 、馴れない 宿を 重ねてい ょい  一七 七 七 

ょ 遠くな つた ありさまを 具體 的 rc 附け加 

へた。  ”  • 

-( 六〕 「これ さへ」 は 何を 指す か 明らかで 
ない が、 遠き 故鄕の 夢を見 / C との 義か。 

(七〕 附句 は、 未知の 境に 旅寢 して 夢を み 
たと した 0 

(八) 圖本 「鐘な りて」 


薬 玖 波 集 (下〕 


ニニ ニ 


7L 

(〇 前 句は、 旅の 日數が 重なって 秋に な  旋寐の 夜半ょ 長く ょ. 〇 ゆく 
るを いひ、 附 句は、 その 遠く 隔たつ た 故  、 

鄕も 、夢に 歸 るは、 眞 K っかのまで ぁる  i 古鄕も 夢に かへ るは 程 もな し  導譽法 
とした  、 


跡 遠くして 野は はても なし 
1K0  いづく とも かねては 知らぬ 草枕 


夜 深き 雪を みほの 松原 

. 

一 K 一  淸見潟 月を 明けぬ と關 越えて  寂 意 法師 


人 や 6 は 心に も あらぬ 別れに て 

ニー 

さ こそは 末 も 急がざる らめ  良 t> 法師 


千 句の 連歌の 中に 

卷第 十七  一一 r 一一 


(一 0〕 前 句は、 三 保の 松原の 夜の 雪と 見た 
のを、 附句 は、 雪で なく 月の 光りで あつ 
たと した。 雪を みるに 三 保を いひ かけた。 


(一〇 前 句は、 古今 集 離別 歌の 「人 やりの 
道なら なくに 大方は いきぅ しとい ひてい 
ざ歸 りなむ」 の 歌を 蹈 まへ ての 作。 餘儀 
なくされた 別れを いふ。 

(一 〇 附句は 、前途は さほど 急がずに ゆか 
ぅ、 末は る ばる Q 旅で あるから、 と霸旅 
■の 句と した。 


荛玖波 集 (下〕 


二 四 


ふた わかれに もく だ 6 ぬる かな 
一 SI 一打ちむ れて旅 ゆく 道 のせば ければ 導 生 法師 


(一〕 遠 江の 小夜の 中 山は さびしい 山中の 
峠。 西 行 法師 も 「年た けて また こ ゆべ し 
とお も ひき や 命な リ けり 小夜の 中 山」 (新 
古今 集霸旅 歌〕 と 詠んで ゐ る。 都 かちは ■ 
る ばる Q 地。 露を 分け 行く 旅 衣 も 濡れて 
淚 をし、 ぼる ばか-りに 都戀 ひしと 附 けた。 
00 前 句は、 山の 奥深く 結んで ゐる 草庵 
は 霧に とざされて 世間との 交際 もと 絕え 
がちで あると 敍べ 、隨つ て 袖は 淚に ぬれ 
て、 はては 朽ちる であらう と、 都戀ひ し 
き 情を 强 調して 附 けた。 


(一 0 紅葉の 錦に 波のぅ ちょせ るの も 見え 
ると いふを、 夜 も 見える とし、 朱 買臣の 
故事に よつ て、 富貴と なつて 故鄕 に歸ら 
ざるは、 恰も 錦を 著て 夜行く が 如しと い 
へる 語を 踏まへ ての 作。 


都戀 ひしき さよの 中 山 
一 K 23 東 路の露 分 衣し ほ たれて 

谷 深き 柴の 扉の 霧 こめて 
1K 五 都を こふる 袖 やくち なん 


乾 元 一一 年 三月、 內 裏の 連歌に 
錦は 波の ょる も 見え 


at/ 


一 Ki、 古 鄕に歸 る も 旅の 道な れば 


藤 原秀能 


前 中 納言定 家 


後 二條院 御製 


(0〕 薄の 穗 の 風に なびく は、 あた-かも 人 
を 招く に似て ゐ る。 淸原 元輔の 歌に 「花 
薄まね く 袂は あまた あれ ど 秋は とまらぬ 
ものに ぞ ありけ る」 (新 千載 集 秋 歌 下〕 と 
ある。 末 野のは てに ある 人 も 招く 尾花に 
誘 はれて しばし 止まれょ と あつら へる さ 
まに 附 けた。 

(一〇 學 •高 •早 本 「寒き 風」 

(六〕 旅 衣に 嵐が 甚だしく 吹きつけて、 袖 
はさながら その 宿り 場所の やう だと 山路 
の 寒月に ふさは しく 附けた もの。 

(七〕 前 句は、 獨立 して ゐな い。 風の 疾い 
ために、 沖の 舟の 引き 繩が 切れさうな と 
か、 引かれる. とかの 語句の 補 ひがいる の 
に、 繩を 引く とい ふょり 心 引く 方に うつ 
し、 故鄕に 急ぐ 舟 中に ての 感じを 附 けた。 

(<〕 前 句の 文字と いふを 豐 前の 地名 門 司 
にと り、 その 關から 音信を 玉章に 托して 
送つ たと 附 けた。 


花 薄 招く 袂に さそ はれて 

% 

一 5  遠方 A はしばしと どまれ 


五 


山路の 月の ただ 寒き か 


六 


m 〈旅 衣 袖は あらしの やど 


七 


風疾み 沖なる 舟の 綱手 繩 

0 

一七 ^ ひく 心 こそ 古鄕 にあれ 


八 


て 


後鳥羽院 御製 


前 大納言 尊 氏 

«.* 


承 胤 法 親王 


玉章の 文字を ば おくに 書きと めて 
so  その 關 よりも 旅の お とづれ. 


源  氏賴 


誰に か 宿を か b は來 つらん 


4 第 十七 


ニニ 五 


荛玖波 集 (下〕 

C 一〕 宿を 借りを 雁に 轉じ 、雁は 書信を 通 
ずる ものとの 思想は、 古く 蘇武が 故事に 
ょつ て洽く 知られて ゐ る。 

00 佐 保の 川邊に 友には ぐれて 鳴く 千鳥 
も あると 古歌に うた はれて ゐ る。 一人 ぼ 
つちの. 旅には せめて 千鳥の 聲を 伴と した 
いが、 それ も遙 かかな た K: ゐる とわび し 
さを 詠 じた 句。 


3 一文を みて 旅の 心は しられけ 


一. 一二 六 

淨永 法師 


千鳥の 聲や あなたな るらん 
一 ^ 一一  我 出で し 旅には 友の なきものを  藤 原高秀 


0 一一〕 悲哀を そそる やうな 雁が音を 聞い. て 
，旅路の 憂さを 痛切に 感じて ゐる 。泣きし 
をれ に泪 をつ けて ある。 


一盡 


なきし ほれた る 雁の 一つら 

三 

旅に うき 泪の はては いか. ならん  南佛 法師 


(四〕 前 句の 見すぼらしい 姿と いふに、 附 
旬は、 逆に 立派な 裝を もってした。 故鄕 
に 錦を かざる は、 前 出の 朱買臣 Q 故事に 
よる 〇 

(五〕 心 づい てみ ると、 山からは 嵐が 吹き 
おろし、 谷 陰の 寺からは 鐘の音が 響く。 
さては 自分は いつの まに 旅寢 の 夢を見た 
のか、 _ はや くたびれて まどろんだ と 見え 
ると泔 けた。 


今は やつる る 姿な b け. 〇 
一 -ts s かへ るには 錦を や 着ん 旅 衣 


嶺 には あらし 山 r# は 鐘 


五 


信 照 法師 


一老 3¢. いつの まに 旅寐の 夢の 見えつ らん 權少 僧都 永 運 


C 六〕 遠い 境に 見える 艘は どこで あるか わ 
からぬ とい ふ 前 句に 對し 、いづこと も 知 
ちぬ 野の 端には、 一本の 大きな 松が 霞ん 
で 見える と 遠景を つらね 合は せた。 「い 
づく > もな し」 にしらぬ 野を 附 け、 煙に 
松を 寄 合と した。 

( 5 甫一 •學 •高 •橋 •早. 伊本 「波に 
はかなし」 〇附 句に 照合 すれば、 前 句が 
波には かなしと ある 本が ふさは しく 思は 
れるが 、同じ 音と すると、 いつも 同じ 響 
を 立てて ゐる義 になり、 これにても 通じ 
る 0 

(<〕 素盞嗚 尊が 出 雲の 簸 Q 川上に て 八 俣 
大蛇を 退治し、 その 尾から 天の 叢雲 劎を 
得させられた ことに もとづき、 火の 川上 
に 簸 の 川上を かけて 附 けた。 

(九〕 前 句は、 山の 奥に も 住む ところは あ 
らうと いふに 對 して、 附句は 、各地を さ 
まよ ひ 廻っても、 'つ ひには 人は 故鄕 に歸 
つて 來 る。 故鄕に まさると ころは ない と 
逆に 附け た。 


遠き 煙は い 


7 — ) 


六 


一 S ハ しらぬ 野の 末には 松の 見えながら 盛憲 法師 

波には おなじ 音を こそき け 

一老 -ts 夢 さます ぅきねの 舟の 夜ごとに  木鎭 法師 

. -  j  • 

劍と 6 もつ 家ぞ あ^ 〇 ける 

5 〈舟と めて 夜と もす 火の 川上に  、良 阿 法師 

おく 山な れど庵 や 有る らん 

一七泛 ゆき ゆきて 旅 こそ 里に 歸 b けれ  二 品 法 親王 


卷第 十七 


ニニ 七 


荛玖波 集 (下〕 


ニニ 八 


(一) 門 司の 關守が 都の たよりを 待つ とい 
ふを、 門 司を 文字に かけて 文の 義 とし、 
待つ を 松浦瀉 にい ひ 下して、 九州に おけ 
る 名 どころ に 名 どころ を 結び 附け た。 


KOQ  都よ 


の 海の もじの 關守 
文の たよ 6 を 松 浦 潟 


00 前 句の つとめは 佛 道の 勤行で あるを 
附句. は、 生業の 務に とり 扱って 身の 貯へ 
と附 けた。 

(一一 一〕 前 句に 一一 歌と あるを 古今 集の 序にい 
へる 二 歌聖の 作と なし、 山邊赤 人の 「和 
歌の 浦に 汐み ちくれば 潟を なみ 芦邊を 指. 
して 田 鶴 鳴き わたる」 (萬 葉 集卷六 •績古 
今 集雜歌 中〕 と 柿 本人 麿の 「ほのぼのと 
明 石の 浦の 朝霧に 島が くれゆく 舟を しぞ 
思 ふ j  C 古今 集覉旅 歌〕 を 短 ぃ詞で 利かせ 
て 附 # た。 

(四〕 吉備 Q 中 山は 備 前と 備 中との 境に あ 
つて 歌枕に 入つ てゐ ると ころ。 眞金 ふく 
は 吉備の 枕詞。 

(五〕 ならは ぬかた とい ふは、 前に 往來を 
した こと もない との 義から 轉 じて、 自分 
に 習熟し ない ことと し、 それでは 道に 迷 
ふで あちう と 遊ばした。 


つとめ 置きし は 後の世の 爲 


二 


K2  これ €' この 身の たくは への 旅の つと 救濟 法師 


この 二 歌は 誰の こすらん 

一  <0 一一 道は なほ うらなる 芦邊 島が くれ  關白前 左大臣 


人人に 百 韻の 連歌め されけ るつ いでに 


四 


眞金 ふく 吉瞞の 中 山越え 暮れて 


とい ふ 句に 


五 


K0 三なら はぬ かたは 道 やまよ はん 


後鳥羽院 御製 


菟玖波 集卷第 十八 


賀 連歌 


(一〕 もち ひは 餅。 鏡餅は 鏡の やぅに 丸く 
作って 神に 供へ る。 鏡の 附合に 千代の 影、 
を もつ てした。 祝の 句。 

-  e 

(一一〕 「千代ょり 外に」 及び 「早苗と る」 

の 二 句、 逸 •名 本に ょって 補 ふ。 

00 田植 Q こと、 榮華 物語 裳 著の 卷に委 
しく 見える。 民の しわざは、 春 耕し 夏植 
袅 て秋收 むる 生業を いふ。 天皇が 民の 辛 
苦を 見 そな はすた めに 禁中の 御田 植に行 
幸な された ので ある。 


卷第 


八 


正月 朔日 もち ひの かがみに 書き付けさせ 給 ふける 

あたらしき 年の 始めの かがみには 天曆 御製 


と 侍る 句に 

K g 千代よ b 外にむ かふ かげな し 


承 香 殿 女御 


伏 見 殿に て 田植の 頃、 百 韻の 連歌 侍りけ る 中に 


三 


早苗と るけ ふ 御幸に ぞな 


ける 


一ー ニ 九 


寮 玖 波 集 (下) 


一 < § 民の しわざは 時 もたが へず 


f 一三 〇 

伏見院 御製 


(一〕 前 句は、 世が 治まる と、 關を 置いて 
固める 耍 もない との 意。 

0 一) 附句 は、 泰平の 御代に 遭 ふとい ふを 
近江にいひかけ、 ^ の關とぁるに逢阪の 
山を もつ てした。 


後鳥羽院に 奉りけ る 連歌の 中に 
時し あれば 關守 す袅ぬ 關屋か な 
K0 六 君に あ ふみの 逢阪の 山 


源  家長 


01 1〕 「筑 波嶺 Q この も かの もに 影は あれ 
ど 君が みかげに ます かげは なし」 と 古今 
_ 集 東歌に も 見える やぅに 泰平を M 歌して 
ゐる〇 

(四〕 「人を」 は 人民を いふ。 神道は 正直 
を 本と す。 大君は 神ながら の 道を もつ て 
國 民を 愛撫され ると 連結した。 

( 5 大 •北* 圖本 「神の 惠も I と ある。 


君の みかげ はっきせ ざ 6 け b 

三 

かみしも 

一<0 七 上下 も M ひ あ ひぬ る まつ 6 ごと 


四 

君と して こそ 人を あはれ め 


五 

r J  ろ 


前 大納言 尊 氏 


一  <〇 八い つ はらぬ 神の 慮 も ひとつに て  今上陶，製 


嘉曆四 年 七月、 內 裏の 連歌に 


つ 二 

千 5 

爪 九 

か 

年 

木 

へ 

を 

を 

て 

ふ 

や 

は 

る 

鶴 I 

— ■  A 

も 

の 

心 

ま 

林 

な  た に 

き  はと 

竹  吳  5 

の  竹つ 

園  ら 

ん 

— *  盖 

.阿 

法 

師 


賢き は 時を 待ちて や tt ふら 公 


六 


車の 右に 乘 6 て かへ 


き 


前 太 政 大臣 


神の. 宮居は 伊勢 石淸水 


七 


ノよ 6 も A の 上なる 君と して  導 # 法師 


心の なき も 君に したが ふ 

八 

勅な れば名 も 白鷺の 羽を 垂れて  救濟 法師 


c 六〕 賢者は 時世を 洞察して 出で て 仕へ る 
との 前 句に、 呂尙が 渭 水の 邊りで 文 王に 
知られ、 車の 右に 乗つて 都に 詣り 、政を  一八 S 
輔 けて 周の 天下を 開いた 故事に ょつて 咐 
けた。 

(七〕 伊勢# 宫と男 山 八幡宮とは 朝廷に て 
最も崇敬される'との前句に、君のなかに 
も 最上の 君の おは b ますと 附 けた。  , 

C 八〕 文雅の 心の ない 荒 A びす も、 君の 御  一八 一 Q 
德 になび き從 ふとの 前 句に、 御 勅 なれば 
白 驚 も 羽を 垂れて すなほに 從ひ 奉る と附 
けた。 名 も 知らぬ に 白鷺と いひ かけた 0 
f 九〕 鶴の 林は むかし 印度の 拘尸那 城外、 

跋提 河畔に ぁつた 沙羅樹 の 林で、 釋尊 入/ 

滅の 時、 鶴の 如く 白くな つたと いはれ て  一八 二 
ゐる 。その 林に 小さな 薪を とつた 

ら 、つと 

は、 佛道に 志す ことで、 法 華經の 佛此夜 
滅多、 如 薪 盡火滅 に 基づく。  , 

(103 吳竹は 竹 Q 小さな も .の、 それでも 千 
年を， 經 るので 對 として 附け たもの か 0 
0 、_D 竹の 園は 梁の 孝 王の 故事に ょつて 親  一八 一一 一 
王を 指す。 二 品 法 親王は 梶井官 と 申し、 

梨 本坊に をら- れ たので、 忠誠を 誓 はれる 
親王家といふにみづかちの上をつづら\ 

た 0 

卷第 十八 


萘玖波 集 (下〕 


二 三 一 


一八 一一 一一 その 身榮 ゆる これ' ぞ梨本 


一品 法 親王 


(一〕 足 利 家は 淸和 源氏の 流れ。 時め いて 
ゐた 自家の ことを 附合 とした。 


みなもとの 淸き 流れは 末久 
K1S 今 も榮ゆ る 家は このい へ 


前 大納言 尊 氏 


手に ならす こそ 扇な 


れ 


00 手に とり 慣ちす 扇と あるに 風を 附 
け、 それを 家風の 1 羯 とし、 自家 勤 仕の こ 
とに 附け た。 名門の 人の み づから 矜持す 
ると ころ /^ ある 0 


一<1 五 A- よ 聞け 君に 仕 ふる 家の 風 


權 大納言 實夏 


風雅 集 撰 まれ 侍りし 頃、 家に 百 韻の 連歌 侍りけ るに 
心に みがく 言の葉の 玉 


010 前 句の 言の 棄と あるを 受けて、 古へ 
の 正しい 歌風を 學ぶ と附 けた。 風雅 集は 
萩原 法皇の 御 撰。 


三 


一  <一 六 い 


の 風を ただしく 學ぶ 世に 左兵衞 督直義 


(S) 前 句は、 水の 江の 浦 島の 子の 傳說を 
踏まへ てい ひさした 句。 


四 


古 鄕へ歸 b し 人に あらね ども 


cm) その 長生した やぅに、 君は 七 世の 孫 
子に も お 逢 ひになる だら ぅと 聖壽 無彊を 
ことほいだ 附 合。 

(六〕 前 句は、 わが 不敏を み、、 つから 辣みな 
がら も 歎かない と 諦めの 句。 

(七〕 君が めぐみ ある 世に 仕へ て ゆけば な 
にも 歎くまい と、 附句に ょつ て 前 句を 生 
かす。 


£ 

一  <1七 七の 御 孫子に 君ぞあ ふべき 


歎 かじょ 唯 我からは ぅらみても 
ズー <  つかへ て 君が 惠 ある 世は 


前 大納言 經繼 


民 部 卿爲藤 


(八〕 前 句は、 いひ さした 句。 

(九〕 附 句は、 夏草の 繁る ぅちに も 道が あ 
る やぅに との 寄 世述懷 。後鳥羽院 Q 「奥 
山の おどろが 下 も 踏み分けて 道 ある 世ぞ 
と 人に 知らせむ」 (新 古今 集雜歌 中〕 の 御 
製と 同じ 趣き。 

(一 0〕 佐 保姬は 春の 神、 その 染めな す 美し 
い 色が 霞んで ゐ ると いふに、 松 ふく 風に 
は 千代の 響が あると 祝 ひこめ た附 合。 


建 長 五 年 八月、 朔日百 韻 連歌の 中に 


見る ままに 野 山の 草は 茂れ ども 

九 

K ー  ル 道 あれ 力し と 世を おも ふかな 


I 〇 


佐 保 姬の染 むる 色 さへ 霞みつつ 
一  <  一一 〇 千代を. こめた る 松風の 聲 


後嵯峨 院 御製 


前 大納言 忠信 


(二〕 三 笠 山は 藤 原 氏の 氏神を 祭った 春 日 
一帶の 山。 


一  一 

三 笠山惠 もい  とど さし そ ひて 


卷第 十八 


二 三 三 


宽玖波 集 (下〕 

(一〕 北の 藤 波は 藤氏 四 家のぅ ち、 世世 最 
も榮 えて ゐる北 家を ことほい' だ 句 ◦囊祖 
左大臣 冬嗣の 「補 陀 落の 南の 岸に 堂 立て 
て 今 ぞ榮 えむ 北の 藤な み.」 (新 tr 今 集 神祇 
歌〕 の 歌が 有名で ある。 

0 一〕 都の 南は 春 日 社、 4b は大 原野 社を 指 
す。 ともに 朝廷を 輔佐す る 藤 原 氏の 祖神 
を祀 る。 


さかえ 


1  < 一一 一榮 ぞま さる 北の 藤 並 


二三 四 


一一 品 法 親王 家 北 野の 千 句に 
みやこの 南北の 藤 原 
1 一 我が君の 惠かか らぬ 人は な 


常 盤 井 人道 sg 


藤 原忠賴 朝臣 


010 漢のは じめ に 商 山に 隱れて ゐた東 園 
公、 綺里季 、夏黃 公、 冉里 (n タリ〕 先生 
の四皓 が 高祖の 時 出で て 仕へ た。 

(四〕 玉 敷く 渚とは、 伊勢 度 會郡淸 渚の こ 
とで あらう 。歌， 枕に も 入つ て ゐる〇 
(主〕 これに かの 地に 奉祀せ る 鏡の 宮を附 
けた。 曇りない 月は ょく 磨かれた 鏡の や 
うに さながら 鏡の 都の やう だとした。 
(六〕 茂き を筑波 山に かけて いふのは しば 
しば 出した。 諸 民人 君に 懷 (なつ〕 くと い 
ふを 思 ひつく とい ひ、 それを 筑波 山に い 
ひかけ た。 


三 


道 ある 山を 人は いづな- CN 

入  - 

511  一： H へんと 賢き 世を や 待ちつ らん 


源  親 光 


四 


土 敷 _  く 渚 伊勢に こそ あれ 


五 


一<ーー0 曇 6 なき 月は かがみの 都に て 


\ 


六 


茂き 惠は 御代に こそ あれ 


良 阿 法師 


一 < s みな 人の 君に ぞ思 ひつく ば 山  十 弗 法師 


(七 3 月に さやけ き、 曇りな きに 君が みか 
げを附 けた。 前は 秋の 句なる を、 附句は 
祝 ひの 句と した。 


七 


曇 6 なき 秋と や 月の 晴れぬ らん 

一  <壬 ハ いつも さやけ き 君が 御 かげ こ 


前 大納言 爲家 


(八〕 前は 春 ®* 句、 後は 贺 の 句。 海山 かけ 
ては 四方を 受け、 附 句，^ が 照ら すらむ 
の 目標と して 用ゐら れて ある 0 


V 


照ら すらむ 四方の 惠の 春の 月 
5 ゼ 海山 かけて 久し かれとは 


西 園 寺 入道 滴 太 醜 


(九〕 菅の 根のは、 長き の 枕詞。 千代は 長 
きに 應 ず。 庭の 松が 枝に 日は のどかに さ 
して 千代の 色が さし そふと 祝 ひを こめ 
た附 合。 

(一 0〕 たれ も 老人を 勞は ると いふのに、 ど 
んな ?c 聖代であって も、 先 朝の 臣民で ぃ 
まの 君に 仕へ ない 遺老も あらう と 賢者を 
求む る 句と した。 


人人に 連歌 召されけ るつ いでに 


九 


管の 根の 長き 日蔭の のど ^ きに 
一<一1<  千代の 色 そふ 庭の まつが 枝 


後鳥羽院 御製 


〇 


たが 心に も老は あはれ め 


卷第 


八 


二 三 五 


宽玖波 集 (下〕  ニー ーー 六 

一  <1R 君が代に のこれる 民 も あ 5 ぬべ し 關白前 左' 大臣 


(一；} 國栖 人は 大和の 吉 野の 奥の 土民で、 
宫 中の 節 # 〇 ••あるとき、 土筆な どの. 賛を 
獻じ 、歌曲を 奏する 習 ひで あつた。 

(一一〕 京* 南 本 「くにつ ものた てまつ れ. J. 
と ある 0 

01 一) 前は あまねく いひ、 後は 特に 限りて 
いふ。 


(四〕 前は 戀の 句で あるを、 その か はらぬ 
中と いふを 風物の 代表た る 花と 鳥との こ 
ととし、 さま かは つて ^ - けさせられた。 


笛を 吹きて は 歌ぅた ふな 


くす  びと  二 

K 一  |一0 國栖 人の そのつ 


0 


を 奉れ  小 槻景實 


三 


このょに 似た る 御代の なければ 
一 <1一 一一 千と せ ふるため しは 君ぞ はじむべき 前 大納言 爲家 


四 


行末 も か はらぬ 中の 契 
一  <1 一三 花と & との 春ぞ 久しき 


て 


後 宇多院 御製 


(五〕 天地の 神を 祀る 古神 道の 後の世に も 
か はらない のを 述べられた 句。 


正 和 四 年 五月、 伏 見 殿 百 韻 連歌に 


五 


天地の 國つ神 ゎざ 道 も ぁれば 


K S 世々 のむ かしの あと も か はらず  伏見院 御製 


り 


00 前 句は、 古今 集 神 あそびの 歌の 採 
物の 歌 r 神 垣の みむろの 山の 榊 葉は 神の 
みまへ に 茂り あ ひに けり」 と あるに ょつ 
た 0 

(七〕 附句 は、 榊 葉に ときは とつけ、 聖壽 
の無窿 を 祈った。 

(八〕 君民と もに 睦 じく、 明君 良 臣思ひ 合 
はして 善政を 布く ことを 賦す 。上下に 君 
と 人と を附 けた。 


神の みむろに 茂る 榊 葉 


七 


一<  音 君が代を ときは かきは に 祈る かな 前 大納言 爲氏 


かみ 


もの 隔ては あら じ まつ 6 ごと 


K 一一 1 3£ 君と 人と や 届 ひ あ ふらむ 


左 近 中 將義證 


賢き はかし こきを 又 友と して 
一 <一 一 H  (御代 も 治ま 5 國も のどけ し 


源  信 氏 


(九.：} 世が 泰平な れば 、盗賊の お. それ もな 
く、 關 の 戶を とざす を 忘れる-と Q 附 合。 
身の 榮 えを 美 濃に いひ かけ、 不 破の 關を 
砑 けた。 


九 


身の 榮 こそな ほ もまた るれ 
一  <羞 この 御代に 戶ざし 忘る る不 破の 關源 


賴泰 


卷第 十八 


二三 七 


荛玖波 集 (下〕 


二三 八 


(一〕 神と あら はれに 伊勢の 官 を、 高き 山 
にくら ゐを附 けた。 伊勢の 神宫は 二十 二 
社の 上に 立ち、 天照大神を 祀 り、 古來大 
君の 位と 等しく 上下 尊崇の まとと した。 


神と あら はれ 名 も 高き 山 

.P 

5 <  伊勢の みや 昔は 君の くら ゐ にて 


tt 遵法 


00 石淸水 八幡は 別して 濁りな き 人を 守 
らせ給 ふとの 句を 承 ■け、 その 流れを 受け 
られる 大君 こそ 眞の 君で あると 附 けた。 
石淸 水と あるょり 濁りな きと 流れとの 緣 
語を 用ゐ た。 當時 兩統迭 立の ことがあつ 
たの ■でか や ' 9 な 句を 生じた もの か。 

010 賢者と いふに、 文 王に 認められた 有 
名の 太公望を 附 けた。 


二 


藤 井 知 春 


濁りな き 人を ぞ 守る 石淸水 
一< 竞なが れを ぅくる 君ぞ 君なる 

■三 

賢き はみ な、 >L に ぞ 由 る 

一. <四0 釣垂 るる A も 世に こそつ かへ けれ 前 大納言 尊 氏 


(四〕 自家の 境地を 述べた 附 合。 


たらち ねの 親の 心を 傳へ來 て 


四 


5 一  弓矢を とる も わた 


ぞなき 


神 の惠は 人を もらさす 
一八 四 一一 君に 我 隔ての なきは.、 ひに て 


品 法 親王 


1'玄)前句は、都に近い名所をあげ、京都 
から 伏 見、 それから 深 草は いづれ も 近い 
と あ _ るのを、 附句 は、 天皇の 御名に とつ 
て、 1T 今は 持明院 系の 後深草、 伏 見 天皇 
の 御 末が 後後まで も 跡を 垂れた まふと 附 
けた a 

< 六〕 君臣 合體を 水と 魚と に比べて、 明 良 
際 # を敍 す。 


都ょ 6 伏 ^ 深韋 程近 


五 


S  一  I 一  跡を のこす は 今の ilt きみ 


六 


君と 我と ぞ 身を 合は せぬ る 
一八 M  底淸き 水と 魚との 如く こて 


關白前 左大臣 


<七〕 三 句 連續の 例で ある。 


七 


元亨 元年 十月、 龜山 殿の 百 韻 連歌に 
賢， きは 時を 得て こそつ かへ けれ 
私な きを A や 知る らん 
と 侍る に 


後 宇多院 御製 


卷第 


八 


二 三 九 


つ 二 1z 

た か 
へ き 
て に 
ぞ う 
道 つ 
と る 
ま 時 
よ を 
は 待 
ぬ ち 
位え 
山 て 


丹 治忠守 朝臣 


都には 散らぬ さくらを 契 6 置きて 

おなじ 雲井の 春ぞ 久しき  前 大納言 實敎 


'r ;〕 前 句は、 櫻 町中 納言が 花に 執著し、 
ひたすら 散らぬ やぅに と 祈つ て、 花の 壽 
命を 二十日 も 延ばし / C とい ふ 話に ょつ た 

向。 

C 一〕 附旬 は、 都と あるに 同じ 雲井の 春と 
r# け、 左 近の 櫻の 盛り 久しい ことを たた 
へた 句。 


一八 S ヽ 


■(一-一〕 ^ 進を 望む 前 句の たかき に、 位 山と 
附け た。 


一八 四 七 


荛玖波 集 (下〕 


KSW  仰 


き 天つ 空なる 道な れば 


二四〇 

前中納 言有忠 


<0〕 高 照らす は、 日の 扰詞 。日の 我が君 
は 天皇を 指す。 前後 句と も 等しく 泰平を 
ことほいだら。 

AJO 菅 公を 祀る北 野 社は 皇居ょり ほど 近 
しとの 前 句に 對 し、 その 神 詠と 傳 へられ 
る 「心 だに 誠の 道に かな ひな ば 祈らず と 
て も神ゃ 守らん」 の 歌に よりいつ はり も 
なくと 附け 、世の 泰平 ■を ことほいだ。 


も. 〇 なき こそ 今の 御代な れ 
s< たか てらす 日の 我が君と あら はれて 關白前 左大臣 


四 


神の ます 都の 北 野 野は 近 


五 


5 ル いつは， 〇 もな く 世 こそ 治まれ 


前 大納言 尊 氏 


"(六〕 時相を そのまま 詠んだ もの。 連歌が 
祈請のために催された一例でぁ§。 


西國 しづかなら ず 聞え 侍りし 頃、. 常 在 光院百 韻の 連 
歌に 

やがて 治まる 御代の 國國 
5 0  たえて はや 西の 海には 波 もな し 


-( 七〕 濁る に 對し 澄む とい ひ、 君と いへ る 
より 淸涼殿 前の 御 溝水を 引いて 祝 ひの 意 
を こめた。 


嘉曆四 年 七月、 內裏 連歌に 


君が 心の 濁りなければ 

5 一  たえず こそ 砌 にもす め 御 溝水 後光明 照院 152 


'(八〕 前 句は、 諦めの 句。 


八 


よしや 苦しと 何 か 歎かん 


九 


i i'c s、 に 1 ひ II。 代に 仕へ て 4  一 g  5 代は かしこき 時と つかへ つつ 忠房 親王 


卷第 


八 


二 四！ 


莬玖波 集 (下〕 


二 四 


< 一 〕 古代に も その やぅな 例が あるかとの 
疑 間は、 よ レ ことに も わるい ことに も 解 
せられる を、 附句 は、 君臣 合體 して 置の 
.榮え ゆく とよき 方に 咐 けた。 


むかし も かかる たぐ ひ あ， 〇 やと 
一# 一 誰もき け 君と あ ひぬ る 我が 道は  從二位 家 隆 


< 一 一〕 千年、 八千年、 萬 代と 重ねた 前 句に 
應 ずるた めに、 松、 鶴、 龜 とめで たき も 
ゐを 並べ あげて、 君が代を 祝った 附 句。 


千年 やちとせ 又よ ろづ たび 
5 E3 君が代は ® の 尾 山の 松の 鶴 


救濟 法師 


ひま もな く 岸ぅ つ 波は かへ ると も 

-•010 つれな きは 平氣の 意。 ここは 松の 操  三 

をた たへ たもの。  一  <羞 つれな き险の 色は か はら じ 


無  生 法 ® 


< 四 ) 古代に 返った やう だとの 意 „ 


寶治 元年 三月、 法 勝 寺 花の 下にて 
我が君の 天の下 こそ 靜かな れ 


四 


X 美 ふ 


世世に 立ち かへ りつつ  寂 忍 法師 


(五〕 孟母三 遷の 故事を 附 く。  K 五 - t: 

(六〕 かごとは、 ものに かこつけて いふ こ- 
と。  たれが 假 托して いひは じめ てから、 

さぅ 氣に _か ける ことにな つた かとの 前 句 
は、 なにに かける かを 明示して ない。 

(七：} 附 句は、 我が君は 萬 代 もまし ませと 
ゆ ふしで を 神前に 掛け 供へ る ことにな つ 
た ぞと 祝賀の 附合 とした。 

(八〕 む，' かしは 子の 日の 遊びと いつて、 正 
月 初子の 日、 上下 野に 出て 小 松を 引き、 

千代を 祝 ふ 習俗が あつた。 附句 は、 その 
松の 御 庭に 引かれて 御 家の 萬 歳を ことほ 
ぐを いつた。 

(九〕 雪 夜に 契つた 友の 訪ね 來た古 き 例 も 
ある。 今宵は 雪 夜で ない が、 ょくこ そ來 
ましたとの 前 句の 雪の 緣 語の 「ふる」 を 
千年 經るに 用ゐ て、 その 家の 當 夜を こと 

ほいだ。  1<六0 


左兵衞 督直義 家の 連歌に 
賢き は 友を えらぶ ぞ習 ひなる 


と 侍る に 

1 ? たび 

三度と な 6 を かへ てこ そす め 


誰が かごと ょ 6 かけ 始めけ ん 

七 


前 大納言 尊 氏 


左兵衞 督直義 


1<  五  <  萬 代 も 神の ゆ. ふしで 君が ため 山 階 入道 前 左大臣 


枝 茂 6 榮ゆる 松の けしき かな 


八 


一< 竞久 しかるべき 宿に ひかれて 


後嵯峨 院 御製 


九 


雪なら でな ほ 待ちえ たる 今宵 かな 
千年 ふるて ふ 宿の しるしに  前 大納言 爲家 
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二 四 三 


- 一 ■»  — — » 

八  八 

六  六 

三  二 


我 六 

都 五 

御み 0三: 

が 

の 

法? 

能 

君 

■>- 

ぞ 

野 

の 

と 

か. 

や 

千 

を 

< 

M4 

石 

歲 

問 

る 

が 

の 

ふ 

君 

根 

か 

鳥 

が 

た 

げ 

も 

千 

か 

也 

が 

歲 

含 

(KD 

な 

を 

松 

か 

1 

の 

し 

葉 

含 

に 

に 

從 

位 

家 

隆 

なほ 北 窓は 雪つ も 6 け 6 

吳竹 のみ ど 6 か はらぬ 色ながら  後 宇多院 御製 


後鳥羽院に 奉りけ る 三 字 中略 •四 字 上下 略 連歌に 
夏山の 霞く もらぬ 夜半の 月 
一 <六 一 御 かげを しげみ 萬 代を すめ  前 中 納言定 家' 


(一〕 詞 書の 三 字 中略、 四 字 上下 略は、 賦 
し 物の 種類で、 三 字 中略は、 發 句の なか 
の 三 字から 成る 名詞の 中の 一音を 略す。 
霞の 「す」 音を 略して、 神 または 紙と なす 
類。 四 字 上下 略とは、 夏山の やぅな 四 音 
の 名詞の 上下 二 音を 略して、 なかの 二 音 
だけで 津屋を 示す 類。 

(1一〕 夏山に しげみを つけ、 夏 月に 萬 代 も 
澄み渡れと 祝 ひの 意を よせた。 

01 1〕 君が 千歳の 榮ぇ r 三 熊 野の 岩が 根 高 
き 松の 葉に よそへ て 祈請す る.。 

C 四〕 三 熊 野に 御 法を 寄せ‘、 岩が 根に 千歳 
を 寄せた。  . 

(五〕 前 句は、 伊勢 物語の 「名に しおは ば 
いざ ことと はん 都鳥 わが おも ふ 人は あり 
やなし やと」 の 歌を ふまへ ての 作。 

(六〕 都と いふより 君と 附け 、君の 榮 えま 
す 陰が ゆかし さに 都の ことを 聞きたい と 
した C 

(七) 四 句 連接。 雪より 竹の 翠 、つぎに 松、 
つぎに 鶴と 最後の 句で 贺 の句とな- 〇 。 


薬 玖 波 集 (下：} 


二 四 四 


卷 


と 侍る に 

つか ふる _ こと. を fe になら へ ん 


前 大納言 經繼 


と 侍る に 又 

一八 六 a 千年 へん 鶴の 心 


かな ふやと  前中納 言有忠 


# 


V 


第 十八 


二 四 五 


.二 品 法 親王 北 野 千 句 

鳥の 二つ ぞ羽を かさねた る 
驚の あはせ の聲 はこ まかなれ 


莬玖波 集 (下〕 


(一〕 大內 裏の 正門 朱 雀 門を 雀の 門と ひる 
がへ していつ で ゐる ところに もを かし ^ 
が ある。 

(一一〕 正月 七！！！ 白馬 節 會一に は 二十 一頭の 馬 
を禁 門のぅ ちに 入れて 天覽に 供す る。 左 
右 馬 寮の 人' が 馬を 引いて 通る とき、 物に 
驚い T 跳ね上がる ことがある。 天覽が す 
んで 馬を 引いて 出る とき、 年若い 公達が 
ことさら に 馬を 驚かせ、 見る 人を ひや ひ 
やさせ て 喜ぶ ことな ど 淸少納 言の 枕 草子 
にお もしろ く 書かれて ゐる が、 それを 思 
ひょ せての 作。 秋の 田の 稻を啄 む雀は、 
引き 板 (いまの 鳴子〕 を 引く と、 驚いて 飛 
び 去る ので、 前 句の 雀に 引く と 文字の 上 
で 匂は せても 附けて ある。 

(一一 〇 前 句は、 雌雄の 鳥が 交尾す る ことを 
いつて ゐ る。 

(四〕 附句 は、 二 羽の 鶯が聲 を 合は せて 歌 
ふの がま ことに i 卽お もしろ く 可 隣 -で ある 
と附け た。 あはせ はか さねに 附 く。 あは 
せの 聲 とい ふの も 滑稽 !' C 聞え る。 

(5 拾遺 集 「色には あらず」 

(六〕 贈る 人からは 勿體眛 を附け てい ひ、 
受ける 人は 挨拶を 述べた もの。 流 俗、 珍 
重の やうな 歌 語に 用ゐ ない 語を とり 入れ 


寃 


一八 六 五 


一八 六 六 


二 四 六 


導譽 法師 


關白前 左大臣 


てを かし 味を 生じさせた。 

(七〕 如月の 空は 冴え かへ るが、 さすがに 
春は 霞んで ゐ るとの. 前 句。 

(八〕 鶯の籠 飼 ひの 巢立 ちの どきの 聲を鳴 
き 合は せて ゐ ると 附 けた。 こが ひす だち 
とい ふ 語を を かし 味と し ■て ゐ る。 

(九〕 身分が 違つ. て 容易に 近づきが たいと 
の戀の 前 句を、 戀を鹰 詞の木 居 c こゐ) に 
通は せて、 附 句は、® Q 子 飼 ひのこと に 
轉 じて 附けた 。鷹に 追 はれる 鳥から すれ 
ば、 近づきが たい ものであるので、 近づ 
きがたい 戀 にょく 附 く。 木 居とは 鷹が 獲 
物の 小鳥を 追 ひ 驅 けて、 小鳥が 叢林に 逃 
げ込ん だのを 高い 木に 止まつて 監視す る 
こと。 おとしが ひは 親 鷹が 子 鷹を 養 ふの 
に、 巢 ょり 二三 枝 高い ところから 餌を 落 
して 子 鷹に 自分で ■ませる ことを いふ。 
(一 S 甫一本 「巢 かへ る」 

(一 0 前 句は、 無常 釋敎 の 句。 

(一一 D 附句 は、 莊子が 百年 蝶と なつた のは 
を かしい - i. 怪しんだ 意。 莊子が 夢の なか 
で 蝶に なつて 百年 花に 戲れた とい ふ 堀 河 
百 首の 「百と せは 花に 遊びて 過ごして き 
この 世は 蝶の 夢に ぞ ありけ る」 を 下に 踏 
まへ ての 附 合。 一時に 百と せは 對附。 

卷第 十九 


梅の 花を 折りて 遣は すと て 


五 


流 俗の 色とは 見えず 梅の 花 


六 


K S 珍重すべき ものと こそしれ 


後 小野宮 右大臣 
源 俊 方 朝臣 


七 


さえ 


力 


て も春ぞ 霞める 


八 


1 八 六  <  鶯 のこが ひす だち を 鳴き あはせ  導譽 法師 


近づきが たき 戀を する かな 
一 奥山に 巢か くる 鷹の おとしが ひ  讀 人知らず 


唯一 時の 樂 しみ も 夢 

50  いかにして 百と せ 蝶と な b ぬらん 前 大納言 爲 氏- 

一一 四 七 


菴玖波 集 (下) 


一一 四 八 


(一〕 前 句は、 御代を 壽い だ賀の 句。 

0 〇 附句は 、それを 風雅の 上に あしらつ 
た。 「花は さかりに 月は くまな きをの み. 
見 〇 もの か -^ 」 といつ た 兼 好 法師とは 全 
く か はつた 趣味で ある。 

(三〕 宇治 Q 春景。 

「四〕 優 婆 塞官は 源氏物語 橋姬卷 Q 八 Q 宫 
で、 大姬 君と 中姬 君と を 相手に 琴を 敎へ 
ひたすら 佛道 修業を 旨と してを ちれた。 
好色な 匂宫は 櫻の 枝に つけて 歌を 姬君に 
送つて 來たが 、日ごろ 親しい 薰大將 のこ 
とを 思 ひ、 宮は それを 咎め ^ れな かつた。 
この 物語に ょつてめ 附 合。 

(5 藤本 「見やは」 _ 

00 花に' あこがれた 春、 泣きな がち 別れ 
を 惜しんだ との 人事 的の 前 句。 

(七〕 朽ちて はゐ たが、 古木に なほ 花を 着 
けて ゐた 庭の. 一樹が、 突然 折れ 倒れて、 
もぅ 花咲く こと もな くな つたと 田- j ふと、 
その 臥し まろびを 前 句の 泣く 泣く に附け 
て、 ■あつけ ない さまを 敍べた 。急 轉換が 
滑稽 味を 感じさせる。 

(八} 阿 彌陀講 Q 日に 雪、 その ゆきを 行き 
に 取り、 極 樂に行 つた やう だとの 釋敎の 

前 句。 


の 


心に 叶 ふ 時な れや 


5 一  月 


なく 花に 風な 


周 阿 法師 


遠近 かすむ 宇治の 明け ぼの 
3 一一う ば そくの 宮 はとが めぬ 山 櫻  用 通 法師 


なくなく 惜しき 春の 別れ路 
1S-1 花を 見し 庭の 朽 木の 臥し まろび  擦 原 ® 藤 


阿 彌陀講 行 ひける 所に、 雪の 降り 入りければ、 聽聞 
の 人の 中に 


八 


極樂に ゆきに ける とも 見 ゆる かな 詠 人知らず 


附句 は、 古今 集 冬 歌の 「冬ながら 空 
ょり 花の 散りく るは， 雲の あなたは # にや 
あ •るら む」 の 歌を 踏まへ、 雪の 散る のを 
極樂 世界 ; C おける 散華の ことに 取つ た。 
附合が 俳諧 眛。 

(一 0〕 落花を 惜しんで 酒を 飮む とい ふので 
酒は 强ひる 習 ひで あるから、 風は 花に 强 
ひて と附 けた。 伊勢 物語の 「け ふ來 ずは 
あすは 雪とぞ 降りな まし 消えず はありと 
も 花と 見 まし や」 からの 心から 來たお ど 
けで ある。 

(一 0 草庵 集 「を. しめ ども」 〇 「蛙 鳴く かみ 
なび 川に 影 見えて いま ぞ咲 くらん 山吹 ^ 
花」 などめ 古歌には 山吹と 蛙と 同じ 景物 
とし / C ものが 少く ない。 また 僵馬樂 には 
骨な き 蚯蚓、 力なき かは づ との 歌が ある 
ので、 春が 止まらな いのはし かたがない 
とい ふのを、 蛙の 緣で 力なき とを かしく 
いつた。 

(j 一 0 不義い たづら Q 結果の やぅに 述べた 
人事に 關する 前 句。 

(一 〇 隣の 竹の子の こと だと 輕く 扱つ たお 
もし'  ろさ〇 


と 侍る に 


九 


一 <涅 空ょ 6 花の ふる 心地して 

，法 勝 寺 花見 侍りけ るに、 人人 酒た うべ てと 
山 櫻 散れば 酒 こその まれけ れ 


5 六 


と 侍る に 


一〇 


5 五花に しひて や 風は 吹く らん 


かへ るの 鳴く は 山吹の 花 


弘 


法師 


法眼 顯昭 


た 


どもと まらぬ 春ぞ 力なき  頓阿法 


一二 


親に 知られぬ 子を ぞま うくる 


1 三 


一  <戈 恭が 庭に とな 6 の 竹の ねを さして 讀人 しらす 


卷第 十九 


二 四 九 


荛玖波 集 (下〕 


一一 五〇 


(一〕 野原に おける 狩り 人の 黑 駒、 夜 川の 
水の 烏、 似た ものを 對 として 附け た。 夜 
川は、 夜、 篝 火を 燒 いて、 鵜を 使って 魚 
を 取る こと。 

(一一〕 たかんな は 筍。 その 尖 頭が 少し 見え 
たと 思 ふと、 一日 か 二 日のぅ ちに 夜の 間 
にも ずんずん 伸びて 行つ た' との 前 句。 
00 窃が 土を 割つ て 少し ^ を 出した 樣于 
が、土から出る禪に似てゐると附け -^ 0 
筍に 蟬の附 合は 意想外で ある。 


力 


人の のる これは 黑駒 


5<  夜 川に や 水のから すを つか ふらん 關白前 左大臣 


たかんな はは や 末 高くな- 〇 にけ- 〇 


三 


一  <老  土よ 6 いづる 禪と M ふに 


前 大納言 爲氏 


( 四 3 藤 •高 •圖 •名 •甫 •橋 •北 本 r 大 
空の」 〇 月の 光りで 文を 見られる とい ふ 
のを、 文を 踏みに 通は せて 足と いひ、 足 
にむ かへ て 特に 文を 書く 手と いひ、 書く 
を掛 くに 通は せ、 月を 踏む 足、 手を 掛け 
る 大空、 ともに 誇張した 滑稽。 大きな も 
の、 遠い ものを 近い ものと して ゐ る。 
(五〕 名 •甫 •大 •小. 逸本に より 「侍る 
とて 文 机 こえ」 を 捕 ふ。 


福 原の 京に て月隈 なかり ける 夜、 登 蓮 法師 ふみを も 
ちて 簾の まへ を 過ぎ 侍りけ るに 

ふみ もみつ ベ 1 き 月の ぁしかな  六波羅 入道 嘯 太輯 
一  <<〇 大空は 手 かく ばか 6 も覺 えぬ に  登 蓮 法師 


五 


五歲に 侍りけ る 時、 あそび 侍る とて 文 机 こえけ るに 


< 六〕 文 机を 飛び越えた のを 咎め だても 出 
.來 ないで、 御 早業と いつた ものを 受けて、 
夕暮れの 空と いふょり 月の出の ことと し 
.て、 机を 飛び越える やぅに 山を 飛び越え 
て 出た とした。 

(七〕 遠山は 霞に 遠く 見えたり、 夕日に 近 
.く 見えたり する が、 月夜に ^ いつも 同じ 
位置に 見える とい ふに、 これに is する も 
のは 琵琶 だと 意外の 附合に ょり 俳諧 味を 
生じた もの。 四つの 緖は 琵琶を いふ。 こ 
'の 樂 器の 腹の 上部に 半月と いふと ころ、 
.左右 二箇所 あり、 いづれ も 半月な ので、 
いつでも 同じと ころに あると 考へら 比、 

前 句に 應 じた。 

<八〕 狩 衣は ® 狩を する 大宮人を 指し、 そ 
の 人人が 禁 野に 幾日 狩りして、 どこ どこ 
の 野を 立ち 馴らした か覺 束ない との 意。 
〈九〕 散木棄 歌集 「いのく かたちて」 

0 0〕 附句 、「しか」 は、 然と 鹿と を 懸け' 
た 詞で 、前 句の 「いくの かたちし」 (幾 布 
か 裁ちし と 幾日 經ち しとを かけて ゐる〕 

に 相應 じて ゐ る。 

<一0 俊祕抄 には 前 句の 作者は 「凡 河內— 
fe 」 


乳母な りけ る 人 

みは やわ ざの 夕 暮の空 


と 申しけ るに 


六 


一 《一  山 端を こえて や 月の出で ぬらん  藤 原爲道 朝臣 


同じと ころに 見 ゆる 遠山 

一 《一 一  四つの 緖の かたわれ 月の かたがたに 讀 A しらず 


中將に 侍りけ る 時、 人人 連歌し 侍りけ るに 

、のかたち し覺 東な 法 性 寺 入道 1 > 卽 

是を 人人 附けか ねたり ける に 


1 :衣は 一 
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一 〇 


力 さそ ひつと いふ 人 もな 


源俊賴 朝臣 


卷第 


九 


二 五 


萘玖波 集 (下〕 


二 五 二 


< 一 〕 奥山に 舟 こ <'' 音が するとは、 雁が音 
を 櫓 聲に 比した のか、 あるいは 山中に 湖 
でも あって、 林を 隔てて 漕 <'' 昔が 聞え る 
とす 〇 のか 受け取 リが たい 句。 

(一一) 附句は 、後の方 Q 意に 取 9、 木の 實 
が 熟して ぅみ. て ゐ ると いふのを、 海め 音 
に 通は せ、 前 句の 舟と あるのに 應 じた。 
-0O 夕に 月は 遠山の 頂に 上り、 こちらの 
山陰には 推の 枝 折る 猿が 一聲 叫んで ゐる 
との 景氣附 。猛虎 一聲山 月 高と 違 ひ 淋し 
い 趣き。 枝は 椎と あるのは 椎 Q 枝を 逆に 
した もの。 

(四〕 はじ 弓は 壚 Q 木を 中央に、 その 前後 
に 竹を 副へ て籐で 卷いて あるので、 前後 
竹 あると 附 け、 竹を 竹 藪の ことと し、 そ 
の 間にある 壚の 木に M が 止まって 鳴いて 
ゐる とした。 金 葉 集には 「賎 のゐ るは じ 
の 立 枝の 薄紅 葉 たれ わが 宿の ものと みる 
らむ」 の 歌の 詞を 踏まへ ての 作。 

へ 五〕 前 句は、 陸 奥の ^ 場に 養った 駒が 左 
右 馬 寮に 繫 養され る 5 f めに、 八月の 中旬 
駒 引き 使に 引かれ、 逢阪の 關を こえる 0 
(六〕 小 H. の稻を 荒されな いために 關の附 
近 こ-は 番小屋が ある。 あたり 近く 鹿 笛の 
. 音 がする。 驁ぃて 雀が 飛んで 行く 秋景。 


奥山に 舟 こぐ 音の 聞 ゆな b 
一一 

一<<3  なれる このみやう みわたる らん  紀  貫 之 


夕に のぼる 月の 遠山 


三 


一< 八 五枝は 椎 木を 折る 猿の 一 さけび 


導譽 法師 


關白 報恩 寺に て 百 韻 連歌し 侍りし に 
弓に つくる やは じと こそ 見れ 
一八 八 六 前う しろ 竹 ある 里に II 鳴きて 


素 阿 法師 


家の 千 句の 中に 


五 


け ふ關越 ゆるまき の おく 駒 


六 


/七 


KO? 守る 小 田に 近き 鹿 笛と ひすす め  關白前 左大臣 


-'C 七〕 學本 「とひす てて」 

: 2 〕 學 •小 •大 •高* 早 3 橋 本 「つりは 
りの」 土 本 「つり ほこの」 草庵 集 「玉鋅 
の」 〇 犯 齡 Q 竿と いひ 下して 佐 保に かけ 
た 枕詞と 見るべき である。 粕 鉾は 高麗 樂 
で 四 人 舞、 青 赤 だんだら に 彩つ た 長い 竿 
を 持つて 舞 ふ。 この 樂は右 舞に 屬 して ゐ 
るので、 前 句の 右の 方に ぞと いふのに 附 
けた もの。 そこを 狙 ひ 所と した 秋 景の句 0 
<〇 甫一本 「夕 暮に」  . 

(一 0〕 實際 には 見ない が 知られる とい ふ。 
その 音の 實體 はぅた つてない。 

'( 二〕 早 本 「ながら」  , 

(一 〇 附句は 、その 音は 檮 衣の 聲で 、二人 
さし 向か ひでと もに 挺を 取つ てゐ ると， 細 
かに 附けた ‘。 

A 一  一 0 雜草 をむ しり 取る 意 かと 思 はれる. の 
を、 附句 は、 菊の きせ 綿を 取る と附 けた。 
菊の きせ 綿は 夜間 花の 上に 綿を 着せ、 露 
にょつて これにぅ つる 芳香を 賞し、 不老 
の徵 とした 古代 上流の 人人の 習俗。 

<  is 膝より 上と あるに 對 して 腰の わたり 
と附け 、腰を 越に 轉じ 、冷 ゆるに 對 し、 
.北 國には 早く も 雪 や 降る らんと 附け た。 
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右の 方に ぞ 千鳥 啼くな る 

とい ふ 句に 

八  九 

一 《<  こま ほこの 佐 保の ; II 原の 夕 


頓阿 法師 


一 〇 


一二 


こそ 見. ぬ ことなれ ど 知られ けれ 


一<<ル ふた 6 向か ひて 衣う つ 音 


むし 6 捨 つるは 花暌 かぬ 草 
H1 

KS 植袅 立つ る M の 菊に 綿き せて 


讀 A 知らす 


あや 


も 膝よ 6 上の さ ゆる かな 


一八 九 一 


一四 


こしの わた 6 は - S や ふるらん  實方 朝臣 


二 五三 


薬 玖 波 集 93 


二 五 四 


<1〕 鴛に 惜し、 池に 生けを いひ かけた 附 
け 方。 

*(一 一〕 墨を 引い .たやぅ に 見える 眞黑 Q 髮と 
いふのを、 跗 句は、 昔の 手紙には 結び目 
にい まの 封の かは りに 墨を 引いた ことに 
息 ひよ せ、 髮は 一本 二 本と いふを 一すぢ 
と 呼ぶ 習は しにより、 すぢの 語を たどつ 
■て 思 ふすぢ を 書く 戀 の 句に いひな した。 
00 子供が 親に 似て ゐない Q は 姿で ある 
とい ふ 前 句。 

(四〕 附句は 、親の 心は むかしの ままで、 
ただ 姿 ばか リが むかしと かは つて ゐ るの 
倉に 取り、 その 著しい 例と して 燈臺 鬼の 
ことを 附 けた。 燈臺 鬼は 下學 集、 長 門 本 
平家物語に 出て ゐ る。 迦留 大臣が 唐に 渡 
り 陰陽道を 學び、 歸朝 しよぅと したと き、 
かの 國 の 人は その 道の 蘊奥が わが 國に渡 
る ことを 惜しみ、 大臣の 顏 の 皮を 剝 ぎ、 
額に 燈械を 打ち、 燈臺 鬼と なした。 大臣 
の 子は 父を 慕 ひ、 遙かに 渡 唐し、 父に め 
ぐり 逢つ たけれ ども、. 子は 親を 知らず、 
父が 詩を 書いて 示した ので やう やく わか 
つたと 見えて ゐ る。 

(.五〕 燈火 はさながら 薰き 物の やう だ。 
(山へ〕 今昔 物. 語には 作者 名が 前 句と 附旬と 


死にた る鴛に 札を つけて 書き付け 侍りけ る 

をし と 思は で 誰 殺しけ れ 

一 

S1 一水 鳥は いけなが らこそ 見るべき に 良心 法師 

墨を 引く かと 見 ゆる 黑 .髮 
一八兰思ふすぢ書きゃる文のむすび目に良阿法師 


三 


親に かは る も 姿な 6 ける 

KS ともし 火の 赤き 色なる 鬼を みて  救濟 法師 


油 綿を さし 油に したりけ るが いと 香し く 匂 ひければ、 

五  >  7  六 

ともし 火は たき 物に こそ 似た 6 けれ 上 西 門院 兵 ffi 


逆にな つて ゐ る。 

(七〕 燈 心の 燃えさし のさき が 結んで 塊と 
なり、 ち やう ど 丁字の 實の狀 をな して ゐ 
る。 いは ゆる 丁子 頭の 香が 匂 ふで あらう 
と附 けた。 香料の 丁子が 薫き 物に ょく 附 
いて ゐる〇 

(八〕 難 波 律は 芦 荻が 叢生して ゐた 地。 そ 
こに 打ち寄せる 波は、 芦を 持つ て 引き返 
すとの 前 句。 

(〇 名 •甫一 •逸。 北 本 r かくる」 

(一 © 前 句の 芦を 足に 取りな し、 VT に亂れ 
て ある 藻は あたかもす まひ 草に 似て ゐる 
と あやなした。 すま ひ 草は またの 名を す 
とり 草と いふ。 

(一 0 增鏡 「はし もとの 君に なにを か」' 
(一一 0 きみは 遊君。 杣 山の 縛 (くれ〕 とい ふ 
のを 吳れ の 意に 轉じ 、纒頭 (祝儀〕 を やれ 
ば 宜しい と 申し上げ、 日の 暮れを 待つ て 
ゐた樣 子が 見える。 

(一一 一一〕 前 句-は、 孔子の 山の 岩石は 峩峩 とそ 
びえ て 倒れさうな とい ふのを、 孔子の 名 
にょつ て仆れ 死す といつ た。 

(一四〕 附句 は、 仆れ 死す とい ふ詞 をと がめ 
て侮リ ますな とい ひ、 そこには 物にしが 
みつく 葛が あると 附け た。 くしを 櫛に 取 
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七 


一  <益  丁子 かしらの 香 や 句 ■ふらん 


A ^ 

あし もて かへ る 難 波 津の波 

一〇 


待 賢 門院 堀 河 


一< 九 六 亂れ 藻は すま ひ 草に ぞ似た 6 ける 源賴義 朝臣 


建久 元年 上洛し 侍りし 濱 名の 宿に つきて 酒た うべ て 
たたんと しける 時、 


橋 本のき みには 何 か 渡すべき 


ニー 


K S ただ 杣 山の くれて あら ば や 


前 右 大將賴 朝 
平  景時 


三 


四 


熊 野へ參 りけ るに、 孔子の 山と いふ 所に て 

レの 山た ふれ 死ぬべき 岩根 かな 鴨  長 明 


一< 欠 あ. な づ b ますな かつら もぞ ある  證心 法師 

二 五 五 


り 


莬玖波 集 (下〕 

、かつらに # を かけて 昕緣 の詞 とした。 


二 五六 


(一〕 今 物語に . « 「天が下に もりて 聞 ゆる 
こと も あり」 0 天を 雨に とり、 ® りと い 
ひ 下した。 めかくし 葺は 薄い 檜 皮の 屋根 
で、 釘 穴を よく 覆 ふやう にし、 雨が 漏ら 
ぬ やうに する 葺き 方。 


0 一〕 前 句は、 その 水の 流れ 行く やぅに 心 
もとけ ないで、 空しく かへ つたとの 意。 
遣り水は 庭園に 設けて ある 幅の 狹ぃ 水の 
流れ 行く 道で、 池に 導かれて ゐ る。 その 
左右には 石を 組み. 岩を 疊んで 自然の 趣き 
を模 して ある。 


瞻西 上人 雲居 寺の 極樂 堂に 侍りけ る 時、 坊を葺 かせ 
ける を 見て 


ひじ 6 の 宿は めか 
と 云 はれければ、 


に葺け  京 極 前 太 政 大臣 


I 

一<免 あめのした も， 〇 て 聞 ゆる こ ともあれ is n ® 上 \ 


皇 后宮の 亮あ きくに の もとに まかりて、 物申さん と 
しける に、 人 も 出で ざり ければ、 人して 云 ひ 送りて 
侍りけ る 


二 

遣 


水の 心 も ゆかで 歸る かな 


俊賴 朝臣 


後に 女房の 語りて、 これが 元附け ざり しと 申し けれ 
ば、 斯く 云へ と 申して ける 


(ill〕 附句 は、 岩に 言は を かけ、 いひたい 
と應 じた 附 合。 


三 


1 たて 並べた るいは まほし さに 


藤 原顯國 朝臣 


(四〕 甫本 「すめ さまに」 〇 すり さまの 語 
が 明らかで ない。 蓼は 辛い味を つける た 
めに 揉む とはい ふが、 薑な どの やうに 磨 
るとは 聞がず、 あるいは 信 夫 もじず りの 
やうに 帛地に 摺る とも 聞かない。 後考を 
待っ。 

(一 fl) 蓼は 辛い もの、 その 音を 唐に うつし 
て附 けた。 紅葉に 唐錦と 附け るのは 常の 
ことで ある。 

(六〕 遠山に 月の 入る のを 山が 月を # むか 
とお どけて いつた 前 旬。 

(七〕 月下の 海に 鯨を 取る 大舟 は # まれぬ 
ょうせょ とお どけて 附 けた。 # 舟の 魚な 
どの 語句 も あるので 附け 加へ た。 

(八〕 白波が 烈しく 打ちつ ける ことを たた 
くと 强 調した。 

(九〕 前 句の 白波を 盜賊 の 義に 取って、 夜 
間盜 難に かからぬ ように 窓を 締める とし 
た。 立ては 浪 Q 緣。 


吉水 房の 庭に 寥と いふ 草の 紅葉した るを 見て 


四 


す. 〇 さまに 蓼の， 紅葉と 見 ゆる かな 


とい ふ 札を 立てたり ければ、 


五 


R0 一  から 錦と やい ふべ かるらん 


六 

月 


を吞む かと 思 ふ 遠 

七  こし 

1 鯨と る 越の 大船 心せ 


山 


八 


船を たたく も 沖つ 白波 


九 


前 大僧正 慈圓 


關白前 太 政 大臣 


一 ii 夜に なれば 苫屋の 窓を たてに け 6 權 大納言 尊 氏 
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二 五 七 


宽玖波 集 (下〕 

(一 〕 左右の 袖と いふのに 、舞の 衣を 聯想 
して 武張つ た 鎧に 楣を あしら ひ、 やさし 
い 舞の 姿に 裙を衝 くと いつて 反抗す る 意 
を ほのめかして 附 け、 を かし 味を 出さう 
とした。 舞樂 のうちに 楣を 持つて 舞 ふ も 
のには 陪臚 、破 陣樂 、久米 舞な どが ある。 
それらを 思 ひ 浮かべての 作 か。 

00 前 句は、 脚の 早い 駒が すねて 人の い 
ふこと をき かぬ のをい ふ。 拾遺 集雜贺 の 
「引き寄せ ば 唯には ょらで 春 駒の 綱 引す 
るぞ 名は 立つ と 聞く」 の 歌の 語を 取る。 
00 人人が 急いで 下りて 行く 坂を 馬が す 
ねて 人人の 困惑す る さまを 附 けた。 杣木 
の 下り坂は どこか 明らかで ない。 越 前の 
杣山 あたりの 坂 か。  ， 

(四〕 夕方に おける 庵の 中と いふのを、 庵 
の 夕と いふ やうな 句法は、 連歌では ょく 
用ゐ る。 谷 ひとつと いふのに 寂寥の 意が 
示して ある。 

(五〕 附句は 、風が 吹く とい ふのを 梟に い 
ひ 下した もの。 庵の 上に 高く 聳えて ゐる 
松の梢に 梟の 忌まは しい 聲が して ゐ ると 
悽愴 Q 感を强 調した 附 合。 

(六〕 前 句の 海を 絲を績 (う〕 む 意に とり か 
へ、 賤の女が 機を 立て 置きながら、 緯絲 


二 五八 


鎧には 左 も 右 も 袖 あ 6 て 
一 

R0 四た てを つきた る 舞の 姿は 
脚は やく 行く 駒の 綱 引 

三 

U S A C とに 急ぐ； P； 木の下^ 〇 さか 


二 品 法 親王 


導譽 法師 


庵の 夕ぞ谷 ひとつなる 

五 

一 S 六 松 あれば 風 ふくろ ふの 聲 ききて  周 阿 法師 


叉 見る も 海 また 見る も ® 

山、 

一 s -ts 賤の女がぬ きな きは たを 立て おきて 讀八 しらず 


七  > 

ぬる 程 やし ばし 心を 休め けん 


がなくて 織り 上げる ことが 出來な い。 い 
つに なつたら その 業が 終る Q かと、 取り 
なし 附。 

(七〕 忙しい 務を 持つた 人、. 或は 心配 ごと 
の絕 えない 人な どは、 ただ 寢てゐ る 間 だ 
け. 心が 休まる との 前 句。 ぬるは. 寢る こと。 
(八〕 附句は 、前 句を 鳥の ことと し、 貧し 
い 家な どの 軒に かかつ て 花を 着ける 夕顏 
のなかに 山 がらの 子が 止まつて 休んで ゐ 
ると した 。あらぬ ものにして 俳味を 出さ 
うとした 附 合。 

(九〕 腹の 工合が ちょつ と變で 、ごうごう 
と 鳴つ てゐ ると いへ ば、. 胃腸の 患 ひの や 
うに 思 はれる 前 句。 

(一 S 附 句は、 川 舟が 淺瀨を 上つて 行く と 
し それで 船 腹 がごうごうと 音を立てる 
と實景 Q 方に 轉 じた。 を かし 味の 附 合。 
(一 0 匆匆に 人の 立ち 歸つ たとい ふのを、 
白波が 寄せて はさち さちと かへ つた 意に 
うつした。 

(一一 一〕 文字に 關 する 洒落。 風と 嵐は 結局 同 
じ 物で あるが、 どうして 異なる かとい ふ 
のに 對し 嵐は 風の 上に 山の 字を 加へ たも 
の だと 附 けた。 古今 集に 文 屋康秀 Q 「む 
ベ 山風を 嵐と いふらん」 に 基づいた もの。 
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八 


§<山がらの.子の夕顏のぅち 


九 


こうこうと こそ 腹は な 6 けれ 


一〇 


一 S 九 川 舟は 淺瀨も 近くな 6 ぬれば 


家に 人人 あまた 来て 酒た ぅべ て 各 > 立ち かへ り 侍り 
ける に  夕 

さらさら やさら さらと こそ 立ちに* けれ 後光明 照院 1 


同家 宣旨 


と 侍る に 

U10  ょせては かへ る 沖つ 白波 

風と E はな どかは 6 ける 

一九二 上に 唯 山の 見えた る ばか 6 にて  敬 心 法師 

二 五 九 


荛玖波 集 (下) 


二六〇 


(一〕 前 句は、 •旅を するとき に 石の 上に 休 
むことは 、普通の 人に も あリが ちの こと 
であるが、 樹 下、 石 上と つらねて 僧侣の 
上に いふ ことが 多い。 

0 一〕 附 句は、 これを 双六の 遊戲の 上に 取 
り、 盤 上に 姣べて ある 石で つくつた 黑白 
の 馬 (十二 個 ある〕 の 上に 指 尖を とめて、 
采を いかに 打つたら 勝てる かと 思案投首 
の體に した。 滑稽眛 十二分の 作。 

00 金 葉 集では 「春の 田の」 の 前 句は 僧 
芷順覺 Q 作。 

(四〕 老農が 田を 耕し 鋤を 入れょぅ として 
ゐ るので、 水口 かち 水を 入れたい と 農事 
の 上に いつたのを、 一面には' すきを 好事 
として、 これに 水を 差して 妨げて やりた 
いとい たづら の 意を 含めた ものと も 見ら 
れ る。  、 

(五〕 時鳥は 鶯の巢 のなかに 卵を 入れて 孵 
させる 習癖が ある Q で、 時鳥は 鶯 Q 子と 
古くから いはれ てゐ る。 

(六〕 附句は 、これを 人の 上に 取り、 公卿 
や 武家は 親の 名の 一字を 取って これに 一 
字を 加へ、 名乘 りと する 風習が あるので、 
う <'' ひすの 「す」 の 音を ® C リ 「ほと とぎ 
す」 の 「す」 音と したと 附 けた。 


石の 上に て 休ら ひに け 6 

U 一 一一  双六の 手を 打ち わづ らふ 指の さき 救濟 法師 


三  / 

春の 田の すき 入 b ぬべき 翁 かな 


四 


ー ルー 三 かの 水口に 水を いれば や 


餐 


宇治 關白前 太 政 大臣 


五 


六 


の 子の 子規 かな 


u 一 a 親の 名の 末 一文字 やと 6 つらん  敬 心 法師 


遠き 所に 罷りた る 道に て、 兄の 社と 申す 神の 御前に 
て 


兄の 社は この かみの 名 か 


藤 原淸輔 朝臣 


(W) 兄 o' ことを 古は. この かみと いつたの 
で、 この 神を 兄に いひ かけた。 この 問 ひ 
に 對 して 父母に 聞いて みょぅと 秩 父山柞 
の 森に あやなして 答へ た。 

(八〕 午の 字の 縦の 棒が 上に 頭を 出す と 牛 
の 字と なるとい ふ 字の 謎を 川の 畔 、水の 
なかに 同じ 家畜の 牛馬を 配して を かしく 
見せた。 

(九〕 旅を して 泊る ところの， ない 場合、 む 
かしは 身分の ある 人 も 人の 家の 軒下で 一 
夜を 明かす ことが しばしば あつたとの r 
旬。 

(一 0 附句 は、 放生舍 とか 愛禽 家が 死んだ 
とかで、 特 志家ゃ 遺族が 多年 籠 中に 飼つ 
て ゐた 鳥を 放して やる と、 それらの 鳥は 
とまると ころがなくて、 窮屈な 籠を 戀ひ 
慕つて ゐる と， 轉換 した。 

(二〕 强情な 人の 心を どぅかして 嬌め 直し 
たいと 人事の 上の句 V 戀の 句と も 見られ 
5  0 

(一一 0 附 句は、 動物の ことと し、 山城 淀の 
あたりで 牛を 使 ひ 大きい 車を 引かせる。 
な ! -C かで 怒つ た 牛が、 車を 引いた まま 川 
岸に 向か ひ、 河 中に でも 飛び込ま うとし 
て 手の つけ やうの ない ことと した。 


と 侍る に、 十四 五 ばかりなる 童の 立てり ける ガ付け 
侍りけ る 


七 


九 S 秩父 山は は その 杜に ことと はん 


川の ほと b に 牛は 見えけ b 
U 一六 7K7 わたる 馬の 頭 や 出ぬ らん 


UL  した 

軒の 下にて 夜を あかすな b 

一〇 

一九 一七 籠の 中の 塒たづ ぬる 放ち 鳥 


いかで 直さむ 心つ よさを 
KK  f 牛の 岸に むかへ る 淀 車 


讀人 しらす 


卷第 _ 十九 


二 六 一 


萦玖波 集 (下〕 


二 六 一一 


( 一 〕 饑袅て ゐ るのに 角を 引つ 張り 廻され 
るのは 氣に くは ぬと 家畜の 心に なつて 述 
ベた 句。 

0 一〕 痩 牛に 破れた 車を 引かせる 無慈悲を 
とがめた 附合 。角と あるので 牛を、 引か 
るるに 車を 附 けた。 動物愛 護の 精_ の 溢 
れ たもの。 


(一一 一〕 來ん とい ふのに 狐の 鳴き 聲の コンを 
いひ かけて 附けた 。 


ひだる きに 角 引かる るぞ 心得ぬ 

ニー  - - 

UU 破れ 車を かくる 痩 牛 


救濟 法師， 


狩に 出で ける 道に 狐の 走り出で たるを 見て 

白げ て 見 ゆる ひる 狐 かな  前 右 大將賴 朝 

•  « 

と 侍る に 

ー ルー 10 契 あら ば 夜 こそ こんと いふべき に 平  景時 


(四) 杳の 「や」 とい ふのは 杳の ある 部分 
の 名 か、 靴薦 か、 明らかで ない。 ここは 
前 句に 足と あるので 、東海道の 手 越の 驛 
を 配し、 沓に對 して 藁を あしら ひ、 やが 
て それを 藁 科 川に いひ かけた。 藁 科 川は 
駿河に ある。 

(主〕 續 詞華集には、 附句 は院の 御製では 
なくて、 左 京大 夫 顯輔が 酒に 酔って なん 
となく いったに 對 して、 前 左 京大 夫敎長 
が I つく まの 神の まつりなら ね ど」 と 末 


入 人に 伴 ひて 鎌 倉へ 下向し 侍る に、 行き つれたる 男 
の 子 口す さびに 云 ひ 侍りけ る 

足冼 ひて や # の やを はく 


是を 聞きて 


四 


ール11 一 手 越よ 61 稾科 


を わたる 人 


'鴨  長 明 


を附 けたと 見えて ゐる 。かぅ いふ 別の 所 
傳が あつた のか、 あるいは 蒐玖波 集の 撰 
者が 取り 違へ たの かわから-な い。 筑摩鞞 
社. は 近 江 國坂田 郡 入江 村に ある。 この 祭 
には 女人は 男に 逢つ / C 敷 だけの 鍋を 奉る 
習 ひが あつて、 伊勢 物語に も 「近 江なる 
つく まの 祭と くせなん つれな き 人の なべ 
の數み .ん」 など も ある。 あさな ベは 淺い 
鍋。 千 早ぶ るは 軸の 枕詞で あるが、 前 句 
の 末に あるのは おもしろくない 。おそら 
くは これは 五 七の 短句と 五 七 七の 長 句と 
の 連結され る附 合の 遺物と も 思 はれる。 
(六) 猿 丸は 猿の 異名。 花を 見捨てて 歸る 
えせものを そしつた 前 ^ 。 

(七〕 藤 e 京 •土® 伊。 甫本 「星」 と ある 
が 「里」 の 誤寫で あらぅ。 〇附 句は、 猿 
丸を 本當 の 猿と し、 犬が 吠える 聲に 恐れ 
て、 逃げて 歸つ たと 附けだ 。 

(八〕 霰が 風が 烈しいた めに 橫さ まに 吹き 
つける とい ふ 前 句。 柏木の 森は 近 江に あ 
る 0 

(九〕 附句 は、 その 音の 烈し さは 居眠りを 
.して ゐ たもの の 耳に も 突き 入る であらう 
とい ふのを、 森に ゐるみ み づくは ひとり 
目 覺 めて ゐる だち うとした。 
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御前に て 人人 酒た うべ ける に、 かれこれ 盃を 多く さ 
したりければ、 左 京大 夫な にがしと かや 申しけ る 

あさな ベの、 レ 地 こそ すれ 千は やぶる 


五 


.一 S 一一ち くまの 神の 何なら ね ども 


崇德院 御製 


六 


鷲 尾の 花の 下ょり 歸り ける に 

花を 見捨てて 歸る猿 丸 

V 

と 人の 云 ひかけ ける に 


〆 


七 


一 11 一里 まもる 犬の 吠 ゆるに 驚きて 皇后 宮大夫 俊 成 女 
あられ 橫ぎる 柏木の 森 

5 四い ねぶ ぅ のみみ つくの みや 覺め ぬらん 前 大納言 爲 家，. 

二 六 三 


荛玖波 集 (下〕  一  11 六 四 

(一〕 附句 は、 不思議の 例と して 猛鳥の 一 
つで ある 鷲 Q 尾に 花が 眹 くと 擧げ た。 實 

際に 鳥の 尾に 花が 咲く わけはなく、 * 尾  世の中に ふしぎの ことを 見つ るかな 
寺の 花は 名高い Q で、 その 地名を 詠んだ  一 

もの。  U S 鷲の 尾に こそ 花は 暌き つれ  讀 A 知らす 

(一一〕 双生 兒 を產ん だとい つて 恥ぢる こと 
はない。 この 世の ためにな るとの 前 句。 

(一 0 附 句は、 古事記の 伊 弗諾 、伊 羿册二 _ 

尊の 國產み の 條を考 へ 合は せ、 伊豫の 二  A の爲に も 二子 こそ あれ 
名 -A を 生み、 つぎに 隱岐 の 三つ子 島を 生  三 

まれた など S 事に 基づぃて 日本海のぅ  u 一 隱岐佐 渡は 八 島の 內 にあら はれて 關白 前左大 S 

ちに この 一一 島を あげたので ある。 

(四〕 前 句は、 近 江 Q 日 枝 山 王の， 七 社を い 

ふ。 七 社とは 大宫 、聖眞 子、 二宮、 八 王  -  S ' . 

子、 客人 社、 十 禪師宮 、一一 一宮を ぃふ。 以  數 七つ ある 神の みやし ろ 

上を 上の 七 社と し、 中の 七 社、 下の 七 社  五 

も ぁる。  一戀 上に おく その 名の 文字は 十なる に 前 大納言 尊 氏 

(五) 附句 は、 上の 七 社のぅ ちに 十 禪師宫 
と 十の 字が つくのに、 七の 社とは これい 
かにと 數に ょつ て 洒落を 述べた もの。  六 

(六〕 五月雨の ころに 川 添 ひの 地所が 崩れ  くづ るる 土ぞ 流れ ゆきけ る 
落ち、 流れて 行く 大きな 力を 想は せる 句。  七 

Q ) 附 句は、 廢屋 Q 壁土な どが 落ちる 特 一九 一 一<  軒に もる 雨の ふる 屋の壁 ぬれて  素 阿 法師 
殊の 小さな 狀況を 組み合は せた もの。 大  ， 

に 小を つけ、 小に 大を つける の もときに 


昆る I 例。 

(<〕 煙と 薰 きものが 似て ゐる ことは、 ■富 
士 山と 伏 籠が 一つ 姿で あるのと 同じ やう 
だとの 附 <1  口。 


M にな りて 匂 ふたき もの 


八 


U 一 U  その 姿 ふじと ふせ こと 一、 つに て  導譽 法師 


(九〕 木 曾 街道は 山路で あるかち、. 駒が 疲 
れて 足を 引 きづる ので 足 引きと いひ、 山 
の 序と した。 

(一 S 人事の 句と 見える 前 句を 附句で は 鳥 
のこと とした。 鷹は 極めて 羽を 大切に す 
るので、 一 且つかん だ 鳥が 霧の な. かに 落 
ちて 行く と、 直ぐ 捨てて、 自分は 高い 上 
枝に 止まつて 载 のなか Q 小鳥を 監視して 
ゐる 。小さな 群 鳥は 恐れな がち また 笑つ 
てゐ ると した 0 

(二) 前 句は、 散 木棄 歌集には 永 源 法師の 
作。 糅馬は 茅 または 蒎でつ くつた 馬。 む 
かしは 端午の 節句に 用ゐた 子供の 玩具。 
(一 〇 きぅり の 牛は 胡瓜で 牛の 形に つくつ 
たもの。 現在 盂蘭盆に つくつて 捧げる。 
前 ^ .は、 綜 Q 馬は 首から さきが 馬に 似て 
ゐ ると いふのに 對し 胡瓜の 牛を 出した。 

を かしげな ものの 取り合は せ。 
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まだ 馴れぬ 旅に 木 曾路を 遠く 來て 


九 


5 一  〇  つかれの 駒の 足 引の 


笑 ひは すれ ど あなづ^ 〇 はせ ず 


一〇 


«► 


11 鷹の M る 森の 木す 忌の 村 i 


ちまき 馬は くびから さき ぞ以た 
一二 

U 一一 三 _ きう- 0 の 牛は 引く 力なし 


藤 原家躬 


救 ■濟 法師 


ける 

俊賴 朝臣 


灸 -t と 云 ふ 所の 障子 の 離れたり ける に 書きつ け 侍り 

•二 六 五 


宽玖波 集 9 〕 


二 六 六 


(一〕 糊を 法に かけ、 五 どを 穢土に 取 
糊の かすは 障子の 鼻汁と 見なした。 


0 一〕 附句は 、これに 對 して、 蟲が .食 ふの 
に 丹精を 要する いひ、 また 蟲に食 はれ 
ると 障子の 骨が 弱くな つて 折れる とお ど 
けて 口ずさんだ もの。 

010 前 句は、 罪障 重く、 死んで 靑鬼 とな 

つたとの 釋敎の 句。 

(四〕 附句 は、 古寺の 屋根の 鬼. 瓦に 取り、 
それに 苔が 着いて 青 鬼の やぅに 見える と 
滑稽 眛を 多分に 持たせた 附 合。 

(主〕 來 世は 彌陀 の 淨土に 生まれた いと 祈 
願す る 今日で も 底 怖ろ しいとの 前 句。 
(六〕 役の 小 角と いふ 優 婆 塞は、 鬼の 住む 
葛 城 山に 入り 凄じい 祈禱 したと 咐け た。 


ける 


の^ 〇 からは ^ どの 障子のは なならん 藤 原爲守 


又 後の 日に 書き 附け 侍りけ る 
51 一一 一蟲 のく らふに 骨は をれ つつ 


靑き 鬼と もな^ 〇 にけ るかな 


四 


5 一四 古寺の 軒の 瓦 1C 苔む して 


五 


いのる 來ん 世は 今 も 恐 


六 


ー ル 蓋 優 婆 塞は 鬼す む 峯に行 ひて 


前 中 納言爲 相 


敬 心 法師 


敎圓 法師 


(七〕 池 か 潦 (には たづみ〕 などに 散って 浮 
かんで ゐる 花を 見る とい ふ 前 句。 

(<〕 宮 •北 本 「山里の」 〇山 家の 筧の下 
の 水槽に 溜つ て ゐる 花を 見る と附 けた。 


U1 一一 六 


水 仁た まれる 花を 見-るかな 

山 本の かけ ひの 末に 舟 おきて  讀 A しらす 


(〇 二つの 枕詞 I 吊 用の 大和言葉の 代表 
とした。 當 時の 和歌が 傳統の .ぅちに とら 
はれて ゐ たのを 諷刺した とも 取られる。 

(10〕 名 本 「ぅちに 又 ほす」 學 •早 本 「こ 
こに 又 ほす」 〇磯屋 に 浦を 附け 、やがて 
これを 裏庭の 意に 取り、 日. Q 暮れた とい 
ふに、 乾して あつた 薪を 納屋に 取り入れ 
たと 漁村 Q さまを 附合 とした。 

(一 〇 修驗 者な どが 石の 窟に 入つて 修業で 
も するとき、 上から 露 や！！ 下が 落ちる あり 
さまを いつた もの か。 

(一一 一〕 附句は 、頭の 堅い 身に も 師の敎 へに 
ょつて 開けて 行く。 その ありがた さに 先 
生を 敬 ひ 戴く と附 けた もの か。 後 勘を 待 
00 

(一 a 精米は ただ われら 人間の ためだとの 
前 句。 

(一！ 0 社の 庭には これと 紛ふ眞 砂を 一面に 
打ちまい て ある。 また 神前に 捧げる 供米 
はまた 打ち 蒔きと いふので、 前 句に ちな 
んで附 けた。 


常に 聞く 大和言葉の 變ら ぬは 


九 


5 七 久方の 空 足 引の 山 


いそやの 庭は' くれに なりぬ る 

一〇 


.  51<  う- らに又 ほす 薪を も、 取. 〇 入れて. 前 大納言 尊 氏 


一一 


二 一 


づ くよ. 〇 露を も そそぐ 石の 上 


U 竞 弟子は かならず 師を ぞいた だ 


三 


一四 


らげの 米は ただ 人の ため 


一九 g 神 垣の-庭の 眞 砂を 打ち まきて 


二 品 法 親王 


救濟 法師 


卷第 十九 


二 六 七 


莬玖波 集 (下〕 

(一〕 學 •早 •京 本 「門 ふるき 池 ある 寺は」 
0 門前から 寺の 玄關ま でが 餘程 長く 奥深 
いとい ふのに、 池の 水の 深いのを かけた 

意。 

00 寺の 池 水に 馬の 四つ足が 白く陝 つて 
'ゐ ると いふのは、 さるべき 方の 參拜 など 
/ が あつて、 池邊 に繫い で 置いた 白 駒の 影 
を 指す のか 〇; 格の 高い 寺には 筋 壁 や 四つ 
足 門が 許される。 それを 利かせた もの。 
馬の 四つ足な どい ふ 語が 俳諧と しで 用ゐ 
ちれた。 

010 佛前 にお 勤めして ゐる 方が 手を 鳴ら 
すらし いとの 前 句は、 なに かの 用が あつ 
て 番僧か 供人 かを 召される 意で あちう .0 
(四) 附句 は、 室の 戶に眹 いて ゐる 花を 散 
らす 鳥を 制する ために 手を 拍つ とした 0 
室の 戶杜法 性の 室の 戶を 指し、 花を 散ち 
す 鳥は 外道を ょそへ たか。 すると 釋敎の 
句。 

(五〕 圖 •甫 I  •高 •藤本 「うちは なた る 
る」 〇霜に 打たれて 鷄 頭の 花が うなだれ 
てゐる 秋の 庭の 小景。 

(六〕 せう かう は 支那の 地名、 鷄の產 地。 
そこの 鷄が 大きく、 鷄頭 花は および もつ 
かないので、 頭を さげて ゐる とお どけて 


二 六 八 


關白家 千 句に 

一 

門 ふ 力き 池 ある 寺の 水澄み て 
一 S 一  姿は しろき 馬の ょつ 足  素 阿 去師 


三 

行 ひ 人 や 手を たたく らん 

四 

むろ. 

51 一室の 戶 の ? E ふみ ちらす 鳥を 見て  良 阿 法師 


五 


六 


ちぅな だるる 鷄頭花 かな 


七 


1 S 111 せぅ かぅ の 夕つ け 鳥の いかき さに 大的言 爲氏 


犬寥 とい ふ ものの 中に 至の 子 草 生 ひたる を 見て 


八 


犬 蓼の 中に 生 ひたる ^ の 子 草 


藤 原實淸 


とい ふを 聞き て 


いつた もの か。 夕つ け 鳥は 木綿 付 鳥で 鷄 
のこと、 鷄頭 花と いふのに 木綿 付 鳥を 附 
けた a 

(七〕 學 •早。 小 •高 本 「いかき だに」 甫 
本 「いかき さる」 甫 一本 「いかき かさ」 
藤 •ィ •圖 •名 •逸 •京 •北 •橋 •橋 一 
本 「いかき さか」 

(八〕 袅のこ 草は 「ひ づち」 のこと で、 犬 
蓼の なかに 交つて 生えて ゐ るとの 前 句。 
CO 甫 一本 「ことし」 〇ひづ ちは 刈つ た 
稻の切リ株にふき出す芽でぁるからヽ後 
にと 附け合 ふか。 

(一 S 駿 河の 手 越驛を 間近に 見る とい ふ 意 
を、 手に 取る、 手 越しと いつて ゐ る。 
(二〕 附句 は、 同じ 道の 足 柄を 足 許に 踏み 
破る と應酬 した。 

(一一 0 盥は手 洗 ひなので 足は 洗 はれぬ とい 
ふ 理窟に 對 して、 水がめの 水 も 湯 なる 
ではない かと 反問 的に 附 けた。 


九 


一 S EH ここを 見 おきて 後に ひかせん 


吾妻に 下り 侍りし に、 伴 ひたる 入 


0 


手に とる ばか， 〇 手 ごしを ぞ 見る 

/ 

と 申し 侍りけ るに 

二 

S 五嶺 高き 足 柄 こ ゆる 足 もとに 

手 洗に て 足を ばいかで 洗 ふべき 

一二 

5 六 水瓶の 湯は わかぬ もの かは 


詠 A しらす 


頓阿 法師 


俊賴朝 


梨を 燒きた りけ るに 燒けざ りければ、 


力 


たれ ど燒 けぬ 梨 かな 


前 大納言 爲家 


と 有りけ るに 


卷第 


九 


ニニ ハ 九 


臣 


荛玖波 集 (下〕  j 一七 〇 

(一〕 古今 集卷 第二 十の 東歌に 「ぉ ふの 浦  お ふの 浦の S の藻汐 火た きさして 安嘉 門院 ra 庚- 
に かたえ  さしお ほひなる なしの  なり もな 

ちず もね て 語らは む」 が あるので、 梨に 

お ふの 浦を 附 け、 藻 鹽 火の 燒 きさして あ  三 

るが 燒けぬ - とした。  ひろき 空に もす ばる 星 かな 
00 藤。 甫 一本 「もし ほ 木」  K 

(一 0 空に 輝く 七っの 星の 集まって ゐ るす  一 S 八 深き 海に かがまる 蝦の 有る からに 西 行 法師 
ばる 星は、 本來統 ばる (續 く〕 の 意で ある  、 

のを 窄 (す ば〕 るの 意に 取り、 廣い 空に も  . 

なぜす、 ぼ まる 星が あるかとの 前 句。  • 

S) 深ぃ 海に 身體を 十分 伸ばして よぃの  玉章 や 同 1 じままに て 通 ふらん 
に、 海老は なぜ あの やうに 腰を かがめる  五 

かと 禪 の 間 答？ うに 附 けた。  ■春のか^ 'がね 秋の 雁が音  よみ 人 しらす 

(五〕 書信が M じままに 通 ふとい ふのに 對 
して、 玉章には 雁の 由緖が あるので、 來 
る 雁 も 歸る雁 も おなじ さまに 通 ふと 附け  < 

た。  夜を とほしても いかで 通 はん 

(六〕 徹夜しても ど、 r* かして 通 ひたいとの  b 

戀の 句。  50  山里の 筧の 竹の ふし ごとに 

Q 〕 夜の 「よ」 の 音を、 竹 Q 節 間の 「よ」 に 
借り、 筧を傳 ふ 水が 通 ふやう にしたい と 
山里の 景色に ぼかして 前 句に つらねた。 

(八〕 春秋 二 季に 開かれる 市と ぃふ 前 句に  春秋 立てる 市は この 市 
對 して、 ま. さか 春の 花、 秋の 紅葉を 賣買  八  .  . 

する 市は あるまぃ。 風雅の 取り引きは な  一 ^ 一  花 紅葉う. 〇 かふ 人は よも あら じ  素 阿 法師 
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法 


法 


法 


法 


九 

月 ょ b すすきの 生 ひいでに け 6 
狩人の 野邊に 射す つる われ 鏑 « 

犬 こそ 人の まも 6 な， 〇 けれ 

二 

みど^ 〇 子の ひた ひに かける 文字を 見よ 良 


いで あらぅ と 逆に 附け た。 

< 礼〕 小 野 小町の 骸骨 かち、 あるいは 戰死 
して 野邊に 曝された 骸の 眼窩の なかから 
薄が 生じた などと いふ 不氣 味な 前 句。 

G S 狩り 人が 番つて 拾 ひもし ないで 捨て  一九 五一 一 
置いた 銷 矢の 裂け目から 薄が 出た と 目の 
音を 契機と し、 他の物に 換へ て附 けた。 

<二〕 犬が 夜の 守 y をす るのは 盜賊を 防ぐ 
ためで あるのに、 それを はづ して 子供の 
厄除けと して 人を 守る と附 けた。 犬の 字 
を 子供の 額に 書いて、 厄を祓 ひ 健かに 育  一 S 一一 一 
つと する 風習は、 むかし もい まも 行 はれ 
て ゐ るので。  . 

'(一一 0 高。 早 「たづ さへ る」 〇 老人の 助け 
となる のは 杖で ある。 杖 こそは 老いの 力 
である。 

(HID 二十 四 孝の 一人、 王祥が 繼母 に擊た  ー ル g 
れ 、その 杖が きつくない ので、 母の 力が 
衰 へたと 思つ て 泣いた とい ふことは、 普 
く 世の 知る ところで、 これは 子を 思 ふか 
ら 力の ない 老人が 杖で 敎訓 するとした。 

-( 一一 0 わが、 4 が 菜種の やぅに 小さくな つた 
とい ふ 前 句。  一 塞 
■(一 a 犬を けし かける 「けし」 の詞を 芥子の 
.意 K. 借りて 小粒の ものを もつて 相應 じ、 

卷第 十九 


菀玖波 集 (下〕 

■- 犬に 吹え ちれて 小さくな つたと pit けた 0 


、■(.一〕 r 良 t の^ 一の 形が まんまるな のを 見 
て、 圓に對 して、 四角の ものは ない とい 
ふこと をき かせよぅ として 設けた 附 合。 

0 一  3 名。 甫 。逸本に よつ て 「鳥と 見つ る 
は」 Q 前 句を 補 ふ。 

■0 0 前 句は、 鵜と 鷺 とを 兎にから ませた 
のに 對 して、 附句 には 木の 實の 柿と 栗に 
牡蠣と 蛤と を もたせて、 禪 の 問答 式の 附 
合。 散 木棄 歌集に も 載せて ある。 山家 集 
下卷 に濱 栗を 串に 刺して 乾した Q を 見て 
「おなじくは かきを ぞ さして ほし もす y 
きは ま <'' りよ リは名 もたより あり I の％ 
が ある。 

.(四〕 馬具のう ちに 鐙頭 をみ づを (鐙靼 〕 に 
つな <'' 燈 革を 俗に 力革と いふ。 前 句は、 
■この 力革の かは を 川に 取 sn 、 .IS Q 灑 登り 
とい ふこと を 思つ て、 ンつ たもの 0 


一一 七 一一 

修行し 侍りけ るに，、 奈良路 を ゆく とて、 尾 もな き 山 
のまろ きを 見て 

-& の 中に まん まろに こそ 見えに けれ 西 主法 ® 
と 侍る とて 


一札 ^ あそこ^ ここ 0^5 すみ^ 3 つか ^ f 


行 法師 


鵜と 鷺 との 侍る を 見て 

一一 

鳥と 見つ るは うさぎな 6 け^ 〇 


とい ふに 


三 

一蹇 木の みかと かきは まぐ 6 も 聞 ゆれば 俊滇 朝臣 


鯉つ みたる ものの 馬に 乘りた るを みて 


四 


ちから かは よ b のぼる 鳃かな 


讀人 しら-す 


< 式) 附句は 、馬の 背に 斑が あるかと いふ 
のを、 瀨と 淵と にょせ、 鯉‘ の 瀧 登りの 所 
緣 .とした。 そして 馬の 背に 鯉の あるのは 
瀨や 淵が あるの かと おどけた もの。 

(六〕 足の 病 ひで 平臥して ゐ ると いふ 人の 
上の句。 

(七〕 鯉は 俎上に 載せられても 眼を 掩ひか 
くして 置けば、 跳ね もしないで ひれ 伏し 
てゐ ると、 その 方に 轉 じて 附 けた。 

•(八〕 前 句は、 第三の 間の 意眛 にも 取れる 
し、 また お 產 Q 間に も 取れる。 

:( 九〕 附句は 、産室と した。 貴 ' A の 家に お 
產の あるときは、 蟇 目の 鏑矢を 放って 不 
:祥を 退治す る 習 ひが あった。 產 殿は 新築 
される が、 疊は古 いのを 用ゐる 慣例で あ 
つたと 見える。 

1 (一 S 山寺の 垣には 墓前に 立てた 卒堵 婆を 
用ゐ る。 それが 一。 はいで ある。 

(一 0 附句 は、 そとばの 「そと」 を 外にと 
り、 戸のう ちには 佛 像を 立て 並べて ある 
と附 けた。 卒堵 婆に 佛 像、 內に 外を 對し 
'て 附 けた。 


1_ 


とい ひて ければ、 


五 


一九天 馬の せに いかなる ふちの ある やらん 前 大納言 爲家 


六 


足の 病に ひれふして け 


七 


ー ル 茺大鯉 の騷ぐ ことなき 身を もちて  素 阿 法師 


八 


さ， ん のまと こそ 云 ふべ か 6 けれ 


一％ 


一〇 


目い る 產屋の 前の 古 だた み 


老いた •る 鼠ゐ る穴ぞ なき 


順覺 法師 


そとばみ ちた る 山寺の 垣 

U 六 一戶を あくる 內に佛 .をた てなら ベ  導譽 法師 
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二 七三 


宽玖波 集 (下〕 

(一〕 鼠は 壁に 住ま ふが、 老鼠は 穴がない 
から、 犬 ばし リに 住む とその 場所を 附け 
た。 犬 走りは、 また 犬 行 (いぬ ゆき〕 とも 
いひ、 築地の 外の 構へ と 築地との 間に あ 
る狹い 空地を いふ。 鼠に 對 して 犬を 附け 
た。 

0 一〕 犬は 人里でなくて は 住まな ぃ .ので、 
泊る ところの 里が 犬の 聲 によつ て わかつ 
たと 旅人. の 感じを 述べた 附 合。 


一九 六 一一. 古寺の 壁 まだらなる 犬 fr 


hv 


二 七 四 

救濟 法師 


とまるべき 里は さすがに 知られけ 


二 


一 S 一犬の 聲する 道の 末 かな 


大納言 尊 氏 


00 この 附 合は 古今 著 聞集卷 五に も 載せ 
て ある。 守 山の 市子は 怜悧 になった。 姥 
たちが どんなに 嬉しがる こと やちと 附け 
た。 市子は 町家の 子供を いふが、 また 口 
ょせみ この こと もい ふ。 木甚は j にぅ、 ょ 
ら ともい ふ。 市子に 甚を 寄せ、 これにう 
ばらを 緣語 とした。 

< 四 〕 名 •甫 。石* 逸 •小 本に より 「とく 
，とく」 Q 詞書 及び 附 句を 補 4 。 


r 右 大將賴 朝 上洛の 時、 守 山を 過ぎけ るに、 いちご 
の 盛りなる を 見て、 連歌せ ょと 云 ひければ、 

も 6 山の いちこ さかし くな. 〇 にけ. 〇 平時 政 朝臣 

U S む ばらが いかに うれし かるらん  前 右 大將賴 朝 


堀 河院御 位の 時、 弓 場に て 遊ばせた まひけ るに 


四 


春 くれば 弓揚殿 にても まと ゐせ 

とくとく 付けょ とせめ 仰 ^ り ナれ〆 ょ、 


XO 


中 納言國 信 


CIO この 附合は 本に よつて 相違が あり、 
散 木棄 歌集 本な どに よると、 禁中 弓 場 殿 
で 騎射の 天覽が あるので、 番に あたつた 
人人が それぞれ 參 ると 附け たもの。 正月 
十八 日 賭 弓の 儀は 恒例で ある。 よつて 春 
くれば と 首に いつて ある。 一本に よると、 
詞書も 山鳩 合の 技を 行は せられる ことと 
なつて ゐるが 、附 句が 缺 けて ゐ る。 

(六〕 菊は もと 山野に 自生して ゐ たのを 庭 
に 移し 植袅 て賞翫 した もの。 こがねは 山 
から 掘り出す ものな ので、 輕ぃ 洒落で 附 
合と した。 

(七〕 連歌は 宗匠が 都の 近郊な どの 花の 下 
に 集まつ て 千 句 や 萬 句な ど 行つ たこと を 
立ちながら 始めた とい ふが。 

(八〕 連歌に 和歌を 配し、 立ちに 對 して 居 
と應 じ、 腰折れのより どころ とした。 

(九〕 二 藍は、 紅花と 藍と で 染めた 色。 襲 
(かさね〕 の 色目の 二 藍では ない。 


五 


5 五ばん にあた 6 て參る 人人 


俊賴 朝臣 


こがねの 色に 菊や暌 くらむ 
sa、 山路よ b ほ b もとめた る 草な れ f 藤 原爲守 


連歌を ば 立ちながら こそ 始めけ れ 


と 侍る に 


八 


5 ハセ こし をれ 歌は ゐても 詠むべき 


從 二位 行 家 


禪林寺 仙 洞に て爲言 朝臣 二 藍の 狩 衣に うらした りけ 
るを 著たり ければ、 

二重に 見 ゆる 一重 かりぎぬ 
と 侍る に 


後西 園 寺 人道 ^ 
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二 七 五 


堯玖波 集 (下〕  二 七十、 

一 ^ 八ぅ らもな き 夏の 直 衣 もみへ だすき 藤 原爲定 朝臣 

二 

毛 車に 乘 りて 花を 見 侍りけ るに、 誰と もな く 云 ひか 
けけ る 

破れて は 片輪に み ゆる 車 かな 

00 車の 軸を 古くよ こかみ. といった こと  111 

は 倭 名鈔に 見えて ゐろ 〇 軸は 輪を 持す る  5 ハルな どよ こかみ の 助けざる らん  前 大納言 爲氏 

もの 0 


年中行事の 障子の もとに ゐさせ 給うて、 人人に 連歌 
せ させて 遊ばせ 給 ひける に、 今參 りたる 人の 殿上に 
ゐて物 申しけ るを 聞きて、 中 納言國 言の 「下に fe 丈 
します に惡 しう もゐた る もの かな」 と 申さる るを 聞 
し 召して、 御 口す さみの やうに て 仰 こと ありけ る 

雲の上に 雲のう へ A のぼ 6 ゐぬ  榍河院 御製； 


(一〕 二重に 見 ゆると 呼びかけた 前 句に 對 
して、 附句は 、裏 Q ない 夏の 直 衣 も 見え 
ると いふのを 三重 櫸に かけた。 三重 櫸は 
模樣 Q 名で、 11 一條の 斜線を 打ち 違へ たも 

ので ある。 

00 詞書 はいろ いろ あるが、 毛 車が ょい。 
檳榔 毛の 車の 意。 


(E) 散木棄 歌集に 出て ゐる 。また 今 鏡の 
「すべらぎ」 のなかに も 引かれて ゐ る。 

〇 下さぶ らへ は淸涼 殿の 殿上の 南、 侍臣 
の 遊 宴す ると ころ。 

(五〕 へう ほういは 表 補 衣と 同じで、 へう 
は 表、 ほういは 補 衣で、 ほう A ともい ひ、 
裏打ちを する こと。 三十 二番 歌合に 「山 
水 もは るぞみ ごとのへ うぼう A 花の 錦を 
ちう ベリに して」 のちの ものながら 雪玉 
集に 表 補繪師 「いかにせ ん馬な らぬ A の 
表 補 衣は またし わろ くの りこ. はくして」 
とも 見えて ゐ る。 

C 六〕 逸* 名 本 「へう ほいを」 學 •高 •早 
本 「ほういを ば」 

(七〕 附句 は、 前に 歪んだ 阿 彌陀佛 と ある 
にょって 、その 脇 侍の 觀音勢 至を 出して、 
制し 給へ とい ひかけ た。 

(八〕 鐘を 打って 南無 阿 彌陀佛 の 名 號を唱 
へる 念佛宗 のこと を 述べた もの。 

(九〕 佛に なる のは 疑は ない と附 けた。 定 
定は 必然の 意。 


俊賴 つかう まつれと 中 納言國 信 申しければ、 


四 


一 £ 0卜さふらへにさぶらへ力しな 


俊賴 朝臣 


五 


夢 窓國師 、西 芳精舍 にて 本尊のへ うほうい の ゆがみ 
たるを 見て 


六 


ぅ ほいを ゆかみ て 


こい ふ 句を せられけ るに. 


こ 


る 阿彌陀 かな 


七 


5 一  これを 觀世 音せ いした まへ ょ 


救濟 法師 


八 
> 

力 

九 


ねぅちて 名號を こそ 申し けれ 
一 ^ 一一 韩にな らんことは ぢや うぢ やう  敬、 心 法 ® 
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法 勝 寺の 花の 陰に 夜に 入る まで ゐ たりけ るを みて 

二 七 七 


荛玖波 集 (下〕 

C 1 〕 美しい 絲樓を 夜 ま で 眺め るのは たれ 
であらぅ Q 意。 絲 櫻の 絲 とょる とは 緣語 
である。 y 

C  〇 名。 逸 •橋 •橋  一 •甫 •早。 伊本 「奢 
の 太夫」 一本 「大 者の 上座」 〇 上座は 僧 
官三铜 の 一で、 年長 高才の 僧を 選んで こ 
れに 任じ、 法事な どを 掌ち せた。 

01 1〕 散る 花に 向かつて ■風が 吹く のを 嵐が 
追擊 する やぅに 追 ひかけ て ゆく とお どけ 

ていつ た。 

「 四〕 妙 音を 奏でて ゐた鶯 が 大 薙刀に 驁い 
て 逃げて 行く と あしち つた。 あるいは 美 
しい 稚兒を 追 ふ 山 法師の ことを 寓し たも 
のか。 「おひかけ て ゆく」 に 「にぐ る 一' 
を 寄せた。 

(五} 夜行 屋 Q 下に 立つて をち れる 石佛に 
は燈 明を 上げて ない のを、 火の 用心の た 
め、 だと、 皮肉に いつた もの。 夜行 屋は火 
M リ番の 詰める ところ。 

(六〕 前 句の 古い 革 衣を 古川に 崁 り、 - 1-. 口 今 
集雜雜 、旋頭 歌の r はっせ 河 ふる かは の 
ベに ふた もと ある 杉」 を 踏まへ て、 水浴 
のとき、 舊い 衣服を 脫ぎ 捨てた とした。 
2 〕 名 • ?[! 一本 「素 俊」 


絲樓 よるまで 見る は 誰な らん 
と 云 ひ 侍りければ、 

1SI 奢. 〇 の 上座 覺豪ぞ かし 

と 云 ひける いとを かしかり 于ん〇 


二 七 八 

讀 A しらす 

覺豪 法師 


三 


散る ® を ib ひかけ て ^ く 風 かな 
5 0 大 薙刀に にぐ るぅ ぐ ひす  讀 A しらす 


や ぎ やう や 


した 


夜行 屋の 下に 立てた る石佛 


と あるに 


五 


一 S 五火危 しとみ あかし もせ ^ 


ふる 革 衣ぬ ぎて 捨てつ る 


玉 ミ 

イ — - 
获四 

杖 

カタ 

璧六 

に 

は 

手 

舟 

地 

の 

と 

藏 

た 

い 

ふ 

か 

蟲 

の 

藤 

ら 

あ 
? ハ 

の 

惜 

V 

け 

え 

し 

る 

于こ 

き 

を 

見 

ま 

も 

て 

ひ 

の 

て 

か 

な 

九  西 


法  法 法  法  法 

師  師 師  師  師 


忠阿  心  阿 


一一 もとの 杉の 木蔭に 水 あびて  素 

あるじ も 從者も 酒を こその め 
が ■めきく をと もに 具した る 平 次 殿 敬 

伊勢 國を 修行し 侍りけ るに、 林 崎と いふ 所に て 
t やし 崎 まは ではい かが 歸 るべき 寂 

ニー  i  一一 一 

鼓が 岳を 打ちなら しつつ  S 


(八〕 平 次 殿と いふのは、 地方の 豪族の 名  一 S 六 
であらぅ。 それが 名高い 龜 菊と いふ 歌妓 
を 連れて 遊山に 出かけた ことを 詠んだ も 
のらし く、 前 句に 酒と あるので、 歌姬の 
名の 龜 菊の かめに 酒 瓶を ょせ、 從 者と あ 
るのに 對して 、ともに 具して と應 じた。 

(九〕 林 崎は 伊勢の 宇治山 田に ある。  一室 
(一 0〕 前 句は、 林 崎のは やしを 離に とり、 

舞は ずには 歸られ ない とした。 

(二〕 甫 逸本に ょつて 作者 名 「寂 阿 法師」 

を 補 ふ。 名 本 「寂 忍 法師」 

(一一 0 附句 は、 外宮の 上に ある 鼓が 岳に 鼓 
をき かせ、 打ちなら しつつ と 前 句に 應じ 
た 0 

(一 a 甫 。高 本 「玄忍 法師」  契 

(一四〕 掌中の 寶は 、この 上な く 惜しい もの 
だ。  . 

(一 5 學 •朱。 大 •小 本 「玉 杖は」 〇中國 
では 子供の 出來る ことを 弄璋 の 慶な どと 
いつて ゐ るので、 子供を 守つて 下さる 地 
藏 尊を 配して、 その 御手に 玉 杖を 離され  一九 5S 
ない とした 0 

(一 〇 橋。 神。 伊本には 「疊に 舟蟲」 から 
〔 一九<一11〕 の 「ふし たれば こそた てと いふら 
め」 の 句まで 缺け てゐ る。 

卷第 十九 


奠玫波 集 (下〕 


(一〕 舟 蟲とぃ ふので、 疊 Q 裏を 浦に きか 
せた 言語の 遊戲 に對 し、 高麗 かち さして 
來 たとい ふのに 高麗 緣を よせて 附 けた。 


二八 〇 


舟蟲 はたた みのぅら を 渡 6 け 


と 侍る に 


かぅ らい 


一§  高麗よ. 〇 やさして 來 つらん 


11 A 知らす 


0 一〕 大 一本 「おばを こそょ. ベ」 

(一一 0 この 句は、 犬筑 波に も 採って ある。 
伯母と いふので、 親の 姉と 起し、 やがて 
都の M 小路の 町名に 冠ら せた。 を かし 味 
を 主と した 作。 


風爐に 入りたり ける 人の 叔母を 呼びければ、 

I  二 

風呂のぅ ちに て 伯母を ょびけ 6 

三  . 

冗  <一 我が 親の 姊が 小路の 湯に 入りて  十佛 法 ® 


(四〕 藤* 圖 •名 •甫 •逸。 小. 京 本 「そ 
あみだぶ」 _ 

(主〕 あ ^ ぬかとの 前 句に 對 して、 無精 者 
に 無 生 法師の 名を かけて 應酬 した もの。 


曾 阿 彌夕暮 に來た れる をみ て、 云 ひ 侍りけ る 

あらぬ かと ょくょく 見れば そ あみだぶつ 無 生 法師 

五 

一 S 一  無 生の ものの 老の ひがめ や  曾 阿 ® ^ 師 


人の 家の 庭に 循のふ したる を 見て 


臥した るを たてと いふ こそ 心得ね 
と 申しければ、 

(六〕 M に 立てを いひ かけた。 犬筑波 集に  六  ,  7 

も 入って ゐ る。  S1 ふし たれば こそた てと いふら め  念 阿法自 


(七〕 子供の 齒が二 枚 白い とい ふのを、 下 
駄の齒 に 取り、 踏み 行く たびに 二の 字、 
二の ■字を 散らして 行く とした。 

ハ 八〕 前 句は、 良藥は 口に 苦い との 古諺に 
より、 佛も 云云と いった もの。 


わらは ベは 齒 こそ 二つ 白けれ 
1S 蒙 の 上に 足駄 やは きて 遊ぶ らん  導譽 法師 


八 


佛だ にに がき 物を や 好む らん 
一九 〈五 極 ^ まよき ところな ，〇 けり  敬、 心 法 6T 


卷第 十九 


後鳥羽院 御 時、 白 黑賦物 連歌の 中に 

豐の明 6 の 雪の 曙 

とい ふ 句に 


二八一 


荛玖波 集 (下： I 


二 八 一一 


(一〕 宮中の 盛宴の 行 はれる 璺明 (とょの 
あかり〕 の 節 會 (せち 袅〕 に、 この 破れた 
上衣の 禮服は 見苦しい とお どけた 句。 璺 
明は 十一月 中の 辰の 日に 行 はれる 例で あ 
る。 雪の 曙と いふのに 白を 思 ひ、 袍 (は 
ぅ〕 の 色は 身分に ょつて 異なる が、 按察 
使のは 多分 黑色 であつた ので、 これに 黑 
を賦 したので あらぅ。 のちには 黑白 の赋 
し 物と いふと、 必ず その 文字を 入れる の 
が 常規 になつた が、 當時は その 實體を あ 
げても 差し 支へ がな かつたち しい。 

( 1〇 橋 •學 •朱 本 「やれた る袍 の」 

( 5 藤。 圖 。甫 •大 •逸。 ィ* •內本 「わ 
たのく つまで」 〇 額を ぞゅふ は 額 髮を結 
ふ意昧 'か。 附句 から 推して 異樣の 姿を i 
つて ある ^ しい 。あるいは わ ^ Q  ^ つま 
での 誤りで、 額を ゅ ふは 靴の 帶を 上の 方 
に 結ぶ ことか。 

(四〕 附句 は、 大 髭の 男が 御 車 副に 北面に 
立つ てゐ ると、 異樣 のさ まを 描いた 句ら 
しぃ。 

(no 沙石 集卷五 下に 見えて ゐる 。皮肉な 
附け 方。  . 


一 S (こは いかに やれ 袍の みくらし や  按察陡 光親- 


わたの つくまで 額をぞ ゆ ふ 


四 


一九 5 大ひ けの み 車 そ ひに 北 おもて 


前 中 納言定 家 ■ 


冗 « 


天文 博士な りけ る 人の 妻を 朝日の あ、 さりと いふ もの 
盜みた る 折節、 男に 行き あ ひて 西の方へ 逃げければ、 

あやしく も 西よ^ 0 いづる 朝日影  よみ 人 しらす 

と 云 ひければ、 

天文 博士い かが 見る らん 
とぞ つけけ る。 


五 


何とて か 寥 湯のから くな かるらん 讀み人 しらす 


•(六〕 蓼 湯の 辛く と あるに 應じ 、うめる 水 
も 梅の 名の やうに 酸く あつて ほしいと 名 
に 因んで 附け た。  ' 

(七〕 皆 臥しと いふのに、 赋し 物を いひ か 
け、 耽に 用ゐ るには、 何 木を もつてしよ 
.うと、 賦し 物のう ち 最も 普通で ある 何 木 
を點 出した。 何 木は 五箇の 赋し 物の 一つ 
.である。 

<<〕 建久 三年 五月に 右大將 源賴 朝が 富士 
の卷狩 りのと き、 曾 我 兄弟が 父の 仇、 エ 
藤 祐經を 打ち殺して 多年の 素志を 遂げた 
ことは あまりに 有名で ある。 前 句、 曾 我 
の 殿原と あるのを 受け、 附句に は、 兄弟 
の 名を あらは し、 その 志を 遂げる 以前に 
母が 二 人の 身の上を 思 ひ、 復讐. の 志を 捨 
てるよう にと 歎いた とき、 十 郞が思 ひ 切 
つたのを 御覽ぜ よと しばし 母を 慰めた 詞 
をと り、 かたきうちた るに 斬る をよ せ、 
御覽ぜ よに 五郎を いひ かけた。 

(几〕 上 童は 宫中に 召し使 はれる 童 男 •童 
女を いふ。 

\ 

卷第 十九 


と \ナロ 


六 


一九 ^ うめ 水 とてもす くも あらは や 


一 ^ 一 


連歌は てて 人の ねたり ける に 

連歌師は 皆 ふし ものに な 6 にけ 6 右 大將賴 朝 


と 云 ひければ、 


b 


冗 S 何 木を と 6 て 枕には せん 


捤原景 時 


か 

八 


たき 打ちた る 曾 我の 殿原 


+7 郞がお も ひき b たる 五郞 せょ  敬 心 法. ff 


九 


堀 河 院の御 時、 中宮 上 童の 連歌と 云 ひ 侍りけ るを、 
左中辨 これ 家 忍びて 物申す と 聞え しが、 程なく 音せ 

二 八 三 


莬玖波 集 (下〕 


A  一：} 散 木 棄 歌集に 載って ゐる _ 


.0 一〕 「す A つけよ」 の 「つけ」 が 上の 連 
.歌に 應 じて ゐる。 


二 八 四 

ざり ければ、  . 

一 

まことに や 連歌を しては 音 もせぬ •よみ 人知ら す 

と 侍る に 

51 一し ばし も 宿に す 忌つ けよ 


ZT 

力 


俊賴 朝臣 


說法 しける 道場に 鳥の 形な りけ る磬 をう つを みて 聽 
聞の 人の 中に いひけ る 


一 ^ 一一一 ぅて どもた たぬ 鳥の 有 6 け 


6 


よみ 人 しら ^ 


<一一〇 紫 禁は 九重の 雲の上を いふ。 天照大 
神の 御靈 のしる し、 すなは ち 神璽の 貴 さ 
は いふ ばかりで ない との 漢 句。 

C E3 J 二囘の ぅち 一囘 は！ 71/ 宼 、もぅ 一囘は 
vH 申 Q fL を 指す か、 あるいは 新羅の 奸僧 
が ^ ■田 神宮の 神劍 を盜ん で 逃げよう とし 
たと きのこと をい ふ Q か、 また そのほか 
■のとき を 指す のか 明らかで ない 0 


-S 


聯句 連歌 


六條內 大臣 禪林 寺の 家に 御幸な りて 和漢 聯句に 


三 


.紫禁 貴-一 神璽 1 


四 


たび 世を 助けつ るかな 


後 宇多院 御製 


A 五〕 ひとり 物 思 ひに 惱んで はかなく も 夢 
が 結ば. れ な い。 


五 


孤 身虡 一夢 魂 1 


と^ > ふ 句に 

(六〕 身が 思 ふに 任せず、 心は 淚なが ちに  六 

故 鄕に馳 せて t と附 けられた。  一 S 古鄕 にかへ る 心は 淚 にて 


花園 院 御製 


-(七〕 春秋の めぐりは とこし へと いふのに 
春は 花、 秋に 紅葉を 賞して 來た ことは 幾 
年で ある ぞと 、抽象的な 漢句に 具象的の 
和 句を 附けら れ たもの。 


< 八〕 賢人の 事業は まことに 偉大で あると 
の漢 句を、 老松の 雪を 戴いた けだか さに 
たと へて 附けた 。 


春秋 運 契 長 

とい ふ！？ に 


七 


一 S ハ 幾た びか 茁紅 葉に もな れぬ らん  後醍醐 院 御製 


嘉曆四 年 七月 日、 内裏の 聯句の 連歌に 

?- 大 » 人 * 


八 


一九 ^ 老木の 松に つもる S かな 


後光明 照院 11 卽 


卷第 十九 


一 K 五 


荛玖波 集 (下〕 

C1 〕 旅の 心は 雨だれの 音に も 悲しむ との 
前 句。 

( 1 C 草庵の 閑居に 日の 暮れて 行く のを 惜 
しむ意としだ。 

<  一 0 鵠 鳥を 放して やって 臣下の 器， 格を 察 
知す る計晝 Q 漢 Q 故事は、 蘇武が 窮北の 
地に あって 雁の 足に 書信を 著け た 故事と 
.同じ だとした。 

<S〕 M- 1J Q 編戶は 風で あいたり 閉まった 9 

丄 J る 0 

(五〕 草庵には 訪れる 友達 もなくて、 ただ 
月影 だけが 友と なる ばか リで あると 閑居 
め 幽境を 述べた もの。 

0 〇 六 塵の 根になる 色 聲香眛 觸法は みな 
欲情の 種で、 身を 破る 基と なる もので、 
これに 執着す ると、 凡て 破滅で あるとの 
漢 句。 

(七〕 早く 遁世し なかった のが 悔やしい と 
和 句を 附け た。 

(八〕 壺 中の 天地の ことは、 漢書 方術 傳、 
费長房 の傳 中に ある 故事で、 賣藥 の 老翁 
は 店 さきに かけて 置いた 一 つの 壺中に 入 
る。 費 長 房が 乞うて そのな かに 入って 見 
ると 神仙 境が あり、 玉 殿が あ リ 、旨酒 甘 
.翁が みちみちて ゐ たとい ふ說 話に よって 


二八 六 


千 本の 花見 侍る とて 和漢 聯句に 

客 心 雨滴 愁 


二 


一 ^ < とまれ かし 草の 庵の 今日の 暮 


關白前 左大臣 


後宇多 院禪林 寺の 家に 行幸な りて、 和漢 聯句 侍りけ 
るに  • 

放 鵠知臣 量 

一九 ^ 玉章を 雁に つけたる 允ぐ ひとや  六條內 大臣 


四 


竹戶風 開閉 


五 


一一 0 S 友な ふ ものは ただ 月の か 


前 大納言 尊 氏 


六 


塵 根 萬 事 非 


附 けた。 若し 「あま づら」 と ある 本に ょ 
ると、 壺中 には 中世 砂糖に 代用した 甘づ 
らの 汁が 入つ てゐ たこと になる。 天地を 
あまづ ら ともぢ つたと すると、 一層 滑稽 
昧を增 す感が ある cf 

(  〇 大 •圖 •早 •伊 •高 本 「あま、 づら は」 
(一 0〕 石 •ィ •大 •小。 內 •北 本 「柳 一 ■樹」 
藤 •甫 •京 本 「春風 拂 一樹」 學 •名* 圖* 
逸。 橋 •橋 一 •早。 伊本 「春風 拂一 樽」 
〇 春風 柳 一樹と 春風 拂一 樽との 兩樣 ある 
が、 草書から 誤 まつた もの。 柳の 方なら 
松に 對 し、 樽の 方なら 花下醉 をす すめた 
樽に 春風が 吹き 拂ふ ことと なる。 松は 百 
年に一度、 千年に 十遍花 咲く とい ふ 長い 
例に いふ。 かれ も 一時、 これ も 一時と 長 
短を 組み合は せた のか。 
a 〇 名 本 「松に さへ」 

(一 10 藤本 「返 田」 北 本 「通 日」 京 本 「通 
田」 〇通 日なら ば、 終に 日を 通す ばかりの 
顏囘. の 住んだ 舍は遙 か 向か ふに 見える。 
返 田なら ば、 仕官を 辭 して 田園に 歸 耕す 
れ ばの 意と なる。 返 田の 方が よかち う。 
(ニー D 北 •圖本 「遙」 

(5) そこに 引く 水は 末は だんだん 細くな 
ると、 窮 居の さびし さを 述べて ゐ る。 


七 


1100 一  捨て ざ 6 し 世を M ふこ そ 悔やし けれ 太宰權 帥 ® 實 


家の 和漢 聯句に _ 

誤 到 _ ，神仙 宅， 

一一 00 一 一壺のう ちに も 天地は 有 b 


左兵衞 督直義 


#5 風 柳 一樹 
110011 一松に 睽く十 か 


までの 花を みて 法 印玄慧 


返 田 顔舍遠 

一四 

一一 0 § まかす る 水の 末 ほそくなる 


後光明 照院隸 SI 


嘉曆 一一 年 七月、 和漢 聯句に 


卷笫 十九 


二 八 七 


莬玖波 集 (下〕 


二 八 八 


(一〕 野中の 淸水が 谅 しいと Q 前 句を 受け 
「いにしへの 野中の 淸水 ぬる けれど 本の 
心を しる 人 ぞくむ」 の 古今 集雜歌 上の 歌 
によつ て附 けた。 


野中 淸水涼 

一  . 

一一 0 § 契 6 置きし もとの 心を 思 ひ 出で よ 後醍醐 完 御製 


00 草 間の 螢光を 見る につけ、 晋 Q 車 胤 
が 螢を 集めて 燈火 にかへ たこと から 孫康 
が 雪明りで 書物を 讀んだ ことを 附け た。 

00 名。 學 ，逸本 「四 年」 大本 「五 年」 
(四〕 深く 入り込んだ 浦には まだ 潮が 引か 
ない a 

(玉〕 附句 は、 高浪 の 寄せた ことを 對 とし 
住吉 の 浦 あたりの 海景を 附合 となした も. 
の。 源經 信の 「沖つ 風 吹きに けらし な 住 
吉の 松の しづえを 洗 ふ 白波」 (後 拾遺 集雜 
四〕、 榮花 物語、 松の しづ枝の 卷に 見える 
「色 ことに 今日は 見えけ 9 住の 江の 松の 
下 枝に かかる 白波 J などの 歌を 踏まへ て 
の 作。 

00 前 句は、 槪括 的に 述べた 句。 

(七〕 附句 は、 一喜一憂み な 夢の やうには 
かないと いつて 前 句の 說明 をして ゐ る。 


叉 見 草 螢光 


二 


1 (雪を こそ 昔は 窓に あつめし 


貞和五 年 六月、 家の 和漢 聯句に 


四 


浦 深 潮 未， 落 


五 


go -fcs 松の 下 枝に かかる 白波 


六 


事 皆 任， 自然， 


七 


一一 00 <  喜 ぶ も 歎 


ともに 夢のう も 


六條內 大臣 


左兵衞 督直義 


法師 


(八〕 來 訪客が 多くて 門前 如 レ 市と 漢書の 
鄭崇 僧傳 にいって ある 語に、 - H- 化 時 雑沓の 
さまを きかせた。 


成 % 在， 一門 


八 


一一 〇完 花の ある 宿には 人の 集 6 て 


管 原秀長 


(九〕 夕日が 梢に 殘 つて、 铊は獨 り 明らか 
に 見えて ゐ る。 

(一 S 名 •甫 •逸* 石 •橋 一本に ょり 附句 
を 補 ふ。 〇 花の 陰の 方から 晚鐘が 鳴り ひ 
びく。 山寺の 春の 夕暮れの 光景。 

(10 名 •甫 •石 •逸 •橋 本に ょつて 「隔 
レ 海故鄕 遠」 •の 句 及び 「夢 窓 國師」 を 補 
ふ。 石 本は 作者 名を 「尊 氏」 と あ ? s' o 
(一 〇 故 ^ は 遠く 海の かなたに ある。 訪れ 
ない の も 久しく、 若かつた むかしのこと 
は 全く 忘れて 夢にも 見ない と附 けた。 

(二 C 窓の 前の 竹は 腰が 折れ、 支へ 木が 必 
要 だとの 前 句に、 老齡で 杖を つくと きが 
近づいた と、 人事の 上に 轉 じた。 

(一四；} 學 •高 •早 •藤 •京 本 「定 綱」 逸. 
甫 一 •橋 一本 「宗經 」 


左兵衞 督直義 家の 聯句 連歌に 


九 


夕陽 P 木末. 


一〇 


1101 0 花の 陰より 鐘は ひびきて 


隔 fe 故鄕遠 


ニー 


一一 0 一  一老の むかしは 夢に だに 見す 


窓 前 竹 折 fe 

一三 

一一 QH 一  杖を つくよ は ひも 今は 近づきて 


前 大納言 尊 氏 


夢 窓國師 


前 中 納言定 綱 


卷第 十九 


二八 九 


莬玖波 集 (下〕 


二 九〇 


(一〕 湖は そのは しの 方は 大空に つらなる 
やぅに 見える との 大觀 Q 前 句。 

0 一〕 附句 は、 舟路 は遙か にて 雲 か 波 か 區 
別が つかない ほどで、 ほとんど 際涯を 知 
ちぬと 繰 9 返して 附け た。 

01 1〕 山 住みの 人が 暮れ かかる 夕日を 浴び 
て歸っ て 行く とい ふだけ で、 その 人は い- 
かなる  風 體の人 か  示して  ない。 

(四〕 附句 は、 爪 木を 拾 ふ 山 民と し、 しか 
も 一枝の 紅葉を 薪に 折り そへ て ゐるの は 
風雅を 忘れない とした。 


(玄〕 論語の 學而篇 で、 子 貢の 間の 富而無 
驕 、貧 而無諛 の 語に よって 附合 とした。 
驕らぬ 人も饀 はぬ 人 もと もに 貴い。 


長 湖 接，， 碧 天， 

.一一 011 一一 雲 や 波 舟路の 末は きは もな し  權少 僧都 親祐 


山人 歸 II 夕陽 1 

一一 〇一四 つま 木には 紅葉 一枝を 6 そへ て  菅原長 綱 朝臣 


道義 富 無 fe 

i 五 身を 知れば 貧しき 時も誚 はず  法 印玄惠 


C 六〕 博く 衆望が ぁって、 しかも 奇策を 立 
てる。 その 德望办 業た ぐゐ がない。 

(七〕 名は 遺る が、 姿は 殘らな いと 無常の 
さまに 附 けた。 

(<〕 上 陽は 唐の 玄宗 皇帝の 官の 名。 楊 貴 
妃がひ とり 寵 を專ら にし、 他の 宮人は 不 
遇であった。 寵を 得ない 上 陽の 官女は い 
たづら に 年老いて いつた。 


六 


博 望 策功奇 


七 


1  一 0H ハ 名と 共に 殘る 姿は なか h け 


八 


人老上 陽春 


左兵衞 督直義 


(〇 靜かに 降る 雨を 小暗ぃ 窓の なかに 聞 一一 QS 音 くらき 窓の 雨 こそ 閑 かなれ  夢 窓國師 
く 感じは いかばかりで あらぅ とさび しい 
さまに 附け た。 

雜  句 

» 

景行 天皇 四十 年 夏 六月、 東 國の亂 を しづめ て 常陸國 
ょり 甲斐の 酒 折の 宮に とどまりて 

爾比 磨利菟 玖 波 塢酒擬 底 異玖用 伽 禰菟流 日本 武尊 

人人つ け 申し 侍ら ざり ける に、 或 秉燭人 歌の 末を つ 
ぎて 

11 Ql<  伽峨奈 倍氐用 珥波虛 々能 用 比 珥波菟 塢伽塢 

此兩句 連歌の 始めにて 侍る よし 日本 紀に しるせり。 今の 平 
野の お ほん 神の 御 連歌に て 侍るな り。 

延喜 十一 年 十月 二 十四日、 菊の 宴せ させ 給 ふける。 

二 九 一 


as 伊 •橋 •大 一本 「十四日」 

卷第 十九 


r\ 


荛玖波 集 (下〕 


二 九 r 


2 〕 袋 草子から 取られた もの。 或 本には 
霜の 中に ぅつらぬ と ある。 

2 〕ィ *大 •小 本 「哀 とやみ る」 

(1C 名 •甫 •逸本に ょリ 「延喜 御製」 を 
補 ふ。 

(四〕 學 •藤 •大 •圖 •神 •京 本 「まさる 
らん」 

(五〕 これ も 袋 草子に ょった もの。 五 七 七 
を 前 句と し、 五 七を 附合 とした 異例。 な 
がめ やる は 空を みつめて 物 思 ひに ふける 
こと、 その 袖は 非常に 淚で 濡れて ゐ ると 
附け た。 


六) 圖本 「とどむ とも一 


中務の 御子 おりて か' さしの 花を 奉らせ 給 ふに 「ただ 
にや」 と 仰せられければ、 

野べ に ゆきて 折 6 つる ことは とば か 6 に 中務 皇子 


と 侍る に、 しめの 中より 

ー  ニ 

一一 QU ぅつらぬ 花を あはれ とや みん 


三 


延喜 御製 


四 


五月闇‘ ぼつ かな さの いと どま さらん， 齋宮 女御 


と 侍る に 


五 


一一 〇ーー〇 ながめ やる 袖は さの みこ そ 


讀 A しらす 


女には なれて 

うきくさ  六 

瀧つ 瀨に萍 の 根は とめす とも 


人の 心を いかが 賴まん 


紀  友 則 


とい ふ 歌を ょみて 此 下句を 各 1 付け 侍りけ る 中に 
劫の 石を 犠にお ほせて 運ぶ とも  在 原と もは る 

(七〕 以上は 古今 六 帖から 引用した もの。 

前 句を 同じく し、 附 合を 別別に 試み. たも 
の。 どれ も 出來が たい ^ とを 條件 にして 
ある。 劫の 石は 久遠 世界の 石を いふ。 

(八〕 名 本 「應和 三年」  蘭 和 三年 八月 四日、 五つになる をの 子を 失 ひつ、 こ 

とに ふれて 悲しみの 泪乾 かず、 古 萬 葉 集の 中に 「世 
の 中を 何に たと へん」 とい ふこと を 上に す袅て 下の 
句 あまたょ める 

，他 の. 中を 何に たと へん  源  順 
がかね さす 朝日 まつ まの 花の 上の 露 
夕つ ゆ もまた で 枯れぬ る 朝顔の 花 
飛鳥 川 定めな きせに たぎつ 水泡の 

卷第 十九  二 九 三 


(九) 源 順の 集に 見える。 維摩の 十 喩を詠 
じた もの。 人生のは かな さを 露、 泡、 電 
などに たと へた もの。 五 七を 前 句と し、 
五 七 五を 附け たもの。 


網の 目に ふき 來る 風は とまると も紀  貫 之 
1 一 0 一一  一 ぎ かへ る 雁を ばみ なは とどむ とも 凡 河 內躬恒 


菟玖波 集 (下〕  .  一一 九 四 

ぅたたねの 夢路 ばか 6 にかょ ふ 玉 鉾 
S 圖本 「峯の 浮 雲」  風 ふけば 行く へ も 知らぬ 峯の i 雲  . 

水は やみ かつ 崩れ ゆく 岸の 姬松 
漱の 田を K に てらす 宵の いなづま 
濁 b 江の そこに 半ばは 會る 月影 
草 も 木 も 枯れ ゆく ほどの 野べ の 蟲の音 
0 一) 源 順 集 「ふるとは 見れ ど」  110 一一  一一 冬 寒み ^- ると 見る まに けぬ る 白雪， 

(三〕 名 •逸 •甫 •石 •名 本に ょ 9 「を も  大中 臣能宣 集に 世の中の 常な きこと を 見て、 萬 葉 集 
とに して 下句を かへ て」 の 十二 字を 補 ふ。  の 中に r 世の中を 何に たと へん」 とい ふ 歌 一^, もと 1C 

して 下句を かへ て 十 づつ大 中 臣能宣 •源 順 •紀 時文 
などして 讀み 侍りし 中に 

世の中を 何に たと へん 


下き えの 氷閉ぢ たる 春の 池 永 
夏草に 舍る螢 のょ るの 灯 

(四〕 名* 甫 •石 •小 本に ょり 「ささが に  a  . 

の 絲 もてぬ ける 露の 白玉」 の 句を 補 ふ。  ささが にの 絲 もてぬ ける 露の 白玉 

ぬま 水の ぁはれ ゆく へを 賴む浮 草 
さ 夜 ふけて 半ば 入 b ぬる 山の端の 月 
風 寒み 暮れ行く 秋の ぅつせみの 聲 
吹く 風に とま 5 定めぬ 餐の釣 舟 
神無月 時雨つ きぬる 紅葉の 色 

2 ) 北 本 「淺茅 生の 庭」  霜を いたみ 色 かは 6 ゆく 淺茅 生の 野邊 

和 田の 原ぅ ちきら し 降る 波の 上の 雪 
ともし 火を 見つつ 集る 夏の 夜の 蟲 

六  v 

(C 學 •大一 •高 •早 本 「露に ぁまりて」 一 雲 一草の 葉の 露に やど b て 見 ゆる 月影 

卷第 十九  二 九 五 


次^^^ 

'. /、 ノ ‘： -■ 、 广. 

葜玖波 集 (下) 


二 九 六 


片句 連歌  • 

一一 01 S かきつくしい ふべ けれどもます 鏡 

此句者 寶治六 年 十一月、 伊勢 太 神宮の 託宣の 御 連歌に て 侍 
るとぞ 。 


( 一 〕 言は でに 鷹の 名の 磐 手を いひ かけて 
ゐ る。 大和 物語を 始め 鷹の 書に 多く 見え 
て ゐる〇 


みちの 國 より 岩 手と いふよ き廳を 奉りけ るに、 預か 
りたる 人 そらして 終に 求めえぬ よし 奏し 侍る に、 勅 
答はなくて、 

一 

一一 〇兰 いはで 思 ふ ぞい ふに まされる  聖武 天皇 御製 


堀 河 院の御 時、 黑 男と いふ 笛吹、 黑 戶に參 りて 笛を 
吹き 侍りけ るに 


0 一) 黑戶は 淸涼殿 萩の 戶の北 、瀧 口戶の 
西に ある。 そこを 黑戶 Q 御所と いふ。 


一一 011 六 m- 男く ろ どの かたに 音すな b  堀河院 御製 
大納言 國信 •俊賴 朝臣な ど 御前に 侍 ひけれ ども、 付 
け 申さ ざり ける。 


(三) 大庭は 紫宸殿の 南 表の 廣 庭* 


車に 乘 りて 宇治野を 過ぎ 侍りけ るに 

一一 0劳1<庭のかたにむくなる車かな福光園院入道|__ 

藤 原爲顯 など 同車し 侍り けれども、 終に つけで 止み 

二 于 り。 


(四〕 榮花 物語 及び 無名 抄に 見えて ゐ る。 
こがれは 葉の 焦れ K: 船の 漕がれを いひ か 
けた もの。 


卷第 十九 


後冷泉 院の御 時、 四條宮 東三條 殿に 渡らせ 給 ひて、 

色色の 絶を もて 舟に かざりて 池に 浮かべられた りけ 

るを 

一 511 八 もみぢ 葉の こがれて 見 ゆる 御船 かな 良暹 法師 

人人 多く 侍 ひけれ ども、 付けず して 止みに けり。 

一一 九 七 


玖 波 集 (下)  二 九 八 

上洛の 時 まひ さはと いふ 所を 見 侍りけ るに 

一一 0  一 A: 誰は やしけ ん舞澤 のまつ  前 右近 大將賴 朝 

源 順 集に 天曆五 年に 宣旨 ぁりて、 始めて 和歌 撰 所な 
しつ ぼに 置かせ ^ ひて、 古 萬 葉 集讀 みとき 撰ばせ 給 
ふ。 召を 蒙れる は 河 內掾淸 原元輔 、近 江掾紀 時文、 

■學士 源 順、 御 書 所 預坂上 望 城 等な り。 藏人左 近少將 
藤 原 朝臣 伊 尹 其 時 別當と 定めさせ 給ぅて、 神無月の 
晦日に 題め して 下し 給 ひける 

芎1一0神無月かぎ6とや思ふ紅葉葉の 


菟玖 波集卷 第一 


(一〕 立春が 年の暮れに 來た 。さては 春の 
來るの が 早 過ぎた Q か、 新年は 舊 年と 一 
所に 立って ゐる 。古今 集 春 歌 上の 「年の 
內に 春は きに けり ひととせを こぞと やい 
はむ ことしと やい はむ」 の 歌を 踏まへ て 
の 作。 末の 五 字 「霞みけ り」 と あるょり 
も 「たちに けり」 を 取る。 

0 一〕 早噠鶯 が 初音を 洩らした 。この 訪れ 
に 春が 來たと 古今 集 春 歌 上の 「春き ぬと 
人は いへ ども 鶯の なかぬ かぎりは あ-ちじ 
とぞ思 ふ」 の 歌が ある ほどに 鶯は 春の景 
物 第一と され、 後世に 春告 鳥と 異名を 得 
たの も 偶然で ない。 

0 1.〕 淸香の 浮動す るのは 多 小の 微風が あ 
る ためとし、 吹かぬ 間 も 風が あると こと 
さらにい つて 技巧と した。 


發  句 


年の 內に春 立ちけ る 日、 家の 連歌 發句 

一  さると し 

一一 0 一一 一一 春 やとき 去年 かけて 立ちに け 


前 大納言 爲家 


後鳥羽院 御 時、 奉りけ る 百 韻 連歌に 
8 一鶯の 初音に 春は 立ちに け K 


藤 原秀能 


梅の 發 句に 


三 


1 一一 一 吹かぬ 間 も 風 ある 梅の 匂 かな 


品 法 親王 


卷第 


十 


二 九九 


莬玖波 集 (下〕 


三〇〇 


北 野 社 千 句 連歌に 

(一〕 梅林に 接して ゐ るので、 松の梢まで  一 

花の 匂 ひがす ると 梅が 香を 稱美 した。  一一 Q S 梅睽 きて 松 さへ 花の 句 かな 


左 近 中 將義詮 


家の 千 句に 

(一一〕 木蔭に 散って ゐる 梅の 花の かんばし  二  、 

い ^ ひがす るのを 强調 しての 作。  1 一 0 蓋 梅 散 b て 木陰に つもる 句 かな 


導譽 法師 


春の 發 句の 中に 


00 中天に 霞が 立って ゐ 6 ので、 日の 光 
りの 照らす ことが 遲 いと、 霞の 深き を 詠 
じた もの 0 


三 


一一 0  一- H ハ 半天の かすみに 遲き ひかげ かな  前 大納言 爲相 


(四〕 木の芽 張る を 春に いひ かく。 

C 五〕 松 上の 霞に 風の ない のを、 霞が 風 ま 
で 隔 つとまは していつ た。 

(六〕 作者は 舜 意、 舜竟 、舜遵 、寂 意な ど 

まちまちで ある。 誤寫に よる。 


四 


一一 G  一一 一 - t: 草 ももえ 木の芽は る 雨け ふぞ 降る 京 月 法師 


五 


一一 011 K  風を さへ 隔 つる 松の 霞 かな 


六 


舜意 法師 


(七〕 春の 月は おぼろに かすんで ゐる のは 
趣きが ある。 新 古今 集 春 歌 上に 「照り も 
せず くもり もは てぬ 春の 夜の 朧月夜に し 
くも のぞな き」 とさへ 詠 じて ゐるが 、■雲 
間に こもつ てし まふな と あつら へた. 作。 


(〇 作者は 寂 意、 寂 忍、 寂 思な どい ろい 
ろで ある。 誤寫 による。 


平貞時 朝臣 家の 連歌！ 


七 


一一 0 売 霞む とも 雲を ば 出で よ 春の 月 


法 勝 寺 花の 下の 連歌に 

一一 o g 花の 色を かすまで 見せよ 春の 月 


前 大納言 爲相 


八 


寂 意 法師 


長 福 寺 花見 侍りけ る 連歌に 


(九〕 凡 河 內躬恒 の 「わがや どの 花見が て 
らに くる 人は ちりな む 後 ぞ戀 ひし かるべ 
き」 (古今 集 春 歌 上〕 の 歌と 同意。 長 福 寺 
は 山城 國诏野 郡 梅 律に あり、 大梅 山と 號 
し、 花園 法皇の 影 堂の ある 寺。 

(一 S 作者は 素 阿、 景阿 、乘 阿な どい ろい 
ろで ある 0 

(二〕 花待っ 心。 今日 も 昨日の やうに。 


九 


1 g 一花 暌 きて 後 こそ 人は 待たれ けれ 


花の 發 句の 中に 

一一 §1 まてば とて 花は 急がぬ 日數 かな 


1 I W 法師 


權少 僧都 永 運 


卷第 二 


三 〇 一 


莬玖波 集 (下〕 


三〇一 一 


(〇 伊勢の 「年を へて 花の かがみと なる 
水は ちり かかる を やく もる とい ふらむ」 
(古今 集 春 歌 上〕 Q 歌を ょりどころと して 
の 作 か。 

00 新式、 本式は 連歌 式目の 二樣で 、新 
式は 四枚懷 紙、 表 八 句、 名 殘裏八 句、 他 
は 十四 句づつ 認め、 去 嫌句數 等、 應安新 
式に 詳しい。 本式は 一一 一枚 懐紙、 一の 表 十 
旬" 名殘十 句、 他は 二 十 句づつ 認める。 
(一一 一〕 老 幹わづ かに 殘る 枝に 花を 著け て ゐ 
る。 げに 大宫 人の 冠に さす 揷 頭の 花と 異 
ならない と 0 

(0〕 雲居 寺は 東 山の いまの 高臺 寺の 地。 
その 境地は 高く もない Q で、 峯なら で. と 
序詞の やうに 加へ た。 


11 §1 一 池 水は 花の かほみ るかが みかな  如 心 法師 


新式、 本式 相 分かれ 侍りけ るに、 鷲 尾の 花の 下にて 
一日 二 千 句 連歌に 


三 


110 M 枝の こる 花は 老木の かざし かな  善 阿 法師 


雲居 寺の 花盛りな りけ る 時の 連歌に 
110 M 峯なら で 雲居る 花の 梢 かな 


澄 月 法師 


(一 0 日は 暮れて 花は 見えない が、 さりと 
て 急ぎ 歸 るを 望まない。 やがて 月が 出て 
花 上に 光りを 添へ る だら う。 


關白 家の 百 韻 連歌に 


五 


1 ハ 月に 待ち 花に 急がぬ 夕 かな 


周 阿 法師 


平貞時 朝臣 家の 瓶 子に 藤の 花の 一 陵を 立てたり ける 


(六〕 櫻 町中 納言は 神に 祈って 花壽を 二十 
日 延ばし 得た とつた へる。 水 こそ 花の 命 
.とは わかり 切つ たこと であるが、 さすが 
にす てが、. たいと ころが ある。 


〇〕 名 •逸 •石* 大 一本 f 藏春 関」 

<<〕 風 おだやかな 軒端の 梢の 花を めでた 


に、 發 句すべき よし 申し 侍りければ、 


六 


一一 s -t3 手 折 b ては 水 こそ 花の 命な れ 


條 右大臣 


七 


貞和四 年、 家の 山水に 藤春閣 とい ふ 所に て 花の 比 連 
歌 侍りし に 


八 


作。 軒端に 退 (のき〕 Q 意を かけた か。  ーー§<花にけふ風は軒端の木末かな 


關白前 左大臣 


へ 九〕 花を 賞す る あまり 春の 永い 日 ざし も  九 

短ぃ 感じ。  '  111 花 みれば 短 ^ 春の 日 かげ かな 


久良 親王 


0 S この やぅに 澤 山の 花を みると、 心が 
.その 方から その 方に 引かれる。 もし 一本 
だけなら ばと 逆に 述べた。 心のう つるの 
を 花の 緣にて 散る といつ た。 

0  0 詞 書、 石 •逸本に よって 補 ふ。 

卷第 二十 


〇 


ISO 


常 在 光院の 花見 侍りけ る 時の 連歌に 
木暌く 花には ちらぬ 心 かな 


•法 勝 寺 花の 下の 連歌に 


前 大納言 尊 氏 


三〇三 


宽玖波 集 (下〕  三〇四 

(一〕 靜かに 散って 行く 花を 見たい 心 持。 一一 § 一花 ぞうき 散れば ^ 虱の 誘 ふらん  寂 忍 法師 
あい (C く 風が 誘 ふのを かこった 作。 


鷲 尾の 花の 本の 連歌に 

00 花 ど 惜しむ 意は 「明日. も」 の 一語で  .一一  _ 

.盡 きて ゐ る。  一一 雪 一. あす も 見ん 都に 近き 山楼、  無 生 法師 

# 


鷲 尾の 花の 下に 忍びて 院の御 車を 立てられけ る 日の 
連歌に.  * 

100 第三 句、 雲と か 霞と かさま、 ざまで あ  三  四 

るが、 それに 仙 洞の 御 車を お立て 遊ばす 一一 og  明日 も 立てぅ す 花染の 春が すみ  善 阿 法師 
やぅに との 意を こめて あるから、 春霞と 
いふ 方が あたつて ゐ る。 仙 洞の 御. 厚を 霞 
Q. 洞と もい ふから。 古今 連談 集に も 載つ 

てゐ る。  鷲 尾に 始めて 瀧を 落し 侍りけ る 時、 花の 下の 連歌に 
.(四〕 逸 •甫一 •名 本 「峯の 雲」 小 •橋 7 .  S 

大一 「春 かすみ.」  一一 雲 花 かとょ 見ざ^ 〇 し 瀧の 流れ かな  尊 寂 法師 

<五〕 いままで 見なかつた 瀧、 あれは 花 か 
■と 驚いての 作。 

元應二 年 春の 頃、 鎌 倉の 花 下にて 一日 一 萬 句の 連歌 


>GO 1 向 見なかった 雲が、 たなびいて ゐ 
る。 さては 山 櫻が 咲き出た もの か。 古今 
集 春 歌 上 「櫻 花 さきにけ らし も あ レ ひき 
の 山の かひより み ゆるしち 雲 I 


侍りけ るに 


一一 0 1 花なら でい つみし 雲ぞ 山 ® 


性遵 法師 


C 七〕 伊勢の 「年を へて 花の かがみと なる 
水は ちり かかる を やく もる とい ふ ^ む」 
<古 今 集 春 歌 上〕 の 歌に よって これを 蹈ま 
へての 作。 


(八〕 櫻芘が 咲き 亂れて 附近の 松で さへ 花 
を 著け てゐる やうで、 風 もな く、 ^ きも 
.殘ら ず、 散り も 始めぬ 見 ごろで あると 賞 
..めた たへ た。 


一 M 六 


貞和二 年、 關白 家の 藤春閣 とい ふ 所に て、 花の 枝を 
中に 入れて 鏡を 月に 出して 侍りければ、 

水なら でかげ ある 花の 鏡 かな ％  二 品 法 親王 


文 和 五 年 三月 十五 日、 西方 精舍 花見 # りけ る こ 


八 


一一 〇栗 松に だに 風な き 花の さか 6 かな 關白前 左大臣 
西 芳精舍 にて 花見 侍りけ るに 

一 g< 盛6 なる 花を ば さそ ふ 風 もな し  前 大納言 尊 ^ 


卷第一 一十 


三〇五 


■*% 


荛玖波 集 (下〕  一ー ー〇ナ 

一 

1 1 一 〕 花 下 忘歸因 美景の 朗詠の 句に 同じ。 一一— 見る 人を かへ さぬ 范の さか b かな 信 照 法師 


_0 一〕 地主は 京都 淸水 寺の 鎭 守の 社。 瀧の 
水を 白絲と 詠んだ 例 歌は 少くな い。 夜目 
に 見る. ^ その 感じが 一層 深い。 「よる」 
を 「はる I とした 本は 從ひに くい。 


01 一〕 花を 惜しむ 心は 散り ゆく 花に ついて 
ゆく。 わが 心ながら もの 義〇 


地主の 花の 下にて 

1  一 0 六 0 一广 るぞ 見る 白き は 瀧の 絲櫻 


寬元四 年 三月、 地主の 花 下にて 


三 


1 2 ハー a- 吹けば 花に 散 6 そふ 心 かな 


是性 法師 


道 生 法師 


花 下の 連歌に 


.(四〕 春風は ょく 花を 咲かせる が、 誘ぅ. て 
も 花の ためとは ならず、 忽ちに 散らして 
しま ふ。 

(5 花を 惜しむ 心から 山の 浮 雲 も 花の 形 
鬼と みる。 新 古今 集 春 歌 下、 後 京 極攝政 
，の 「初瀨 山う つろ ふ 花に 春 くれて まが ひ 
し雲ぞ 峰に Q これる」 と 同 想。 正 和 二 年 
.とも、 三年と も、. 四 年と もい はれる。 


四 


1 S ハ 1 一 誘 ひても 花を 思は ぬ 嵐 かな 


正 和 一一. 年 三月、 法 勝 寺の 千 句に 


五 


一一〇六一一一 浮 雲は あだなる 花の 形見 かな 


救濟 法師 


南佛 法師 


l M SI II n p フ ■  iks 花  il  にけ り 

實 にものたら ぬ感が あると。 


藤 原俊賴 朝臣 


gu は：^ 依估 費を—  ■  も 花に なほ 吹く 嵐 かな 


藤 原長泰 


花 下の 連歌に 

% 雪は 落花を いふ。 一句——  §  ^ に來て 書に 忘る る 家路 かな 


十佛 法師 


(ル〕 花を It しむ ft の 切なる 上から 設けて  九 

一一 0 S 散らすな と 風に 物い ふ 花 もがな  良 阿 法師 


法 勝 寺の 花 下にて 


(一 0〕 遲櫻 はは やく 靑葉 がちに なつて しま 
ふ。 見どころが 少い のを It しむの 意。 


一〇 


110 六  <  日 に そへ て靑 葉に な 6 ぬ遲櫻  道 生 法師 


卷第二 


三〇七 


宽玫波 集 (下〕 

(一〕 春風ょ く 花を 咲かせ、- またょ く 花を 
散らす。 その 風が 落花を 擁して、 風 自身 
が 花の やぅ ft なつた と 驁く體 にいつ たも 

の 0 

(1 一〕 花に 〇 九ない 嵐が、 靑 葉を 吹く のは 
合點が ゆかない と 思って ゐた が、 靑葉交 
りの 花を 吹き散らす Q であった と、 表現 
も 新しい 句。 


三〇八 

一 

一一 S  いと はれし 風 さへ 芘にな 6 に' け. 〇 花 運 法師 


報恩 寺に て 春の 暮に 花見 侍りけ るに 

二 

11 S 0  靑葉 にも 花は ありけ る 鼠 かな 


源賴氏 朝臣 


(一 0 美しく 眺めた 花は、 全く 夢であった 
か。 はかなく 散り ゆく ところ だけは 現實 
で 名残りが 惜しまれる。 國師 Q 圓寂は 正 
しく それで あると、 追悼の 意を ょせた。 
(四〕 人に も 賞翫 されないで 、夜の 間に 散 
り ゆく. は、 花に とつても なさけな いと 思. 
ふで あらう と、 擬人 的に 述べた。 

(主〕 新 古今 集 春 歌 止 「尋ねき て 花に 暮ら 
せる 木の間より ^ つと しもな き 山の端の 
月」 の 意。 


夢 窓 國師圓 寂の 後、 西芳 精舎の 花 下にて 百 韻の 連歌 
侍りし に 


三 


達 一花 や 夢ち るは うつつの 名殘 かな 


品 法 親王 


四 


一一 S 一一 夜ち る や 花もう き 名を 忍ぶ らん  導 # 法師 


五 


一一 S1 一花と 見し 木の間は 月に な. 〇 にけ. 〇攘 原 知 春 


GO 詞書に 三月と あ' るのは どぅか。 初夏 
の 作の やうに 見える。 春の ころ 人人の 心 
を 捕ら I へた 花 Q おもかげは、 すつ かり 靑 
葉の なかに _され たと、 飽くまで も新綠 
の 美し さを 謠つた 佳句。 


正 和 元年 三月、 法 輪 千 句に 

1 四 見し 花の 面影 うづむ 靑葉か な  善 阿 法師 


友學 法師 身 まかりけ る 春、 源賴 遠が 家に て 連歌し 侍 
りけ るに 


(七〕 「花に 過ぎぬ る」 は 友學 法師に 永別 
した ことを よせた 追悼の 句。 


七 


一一 〇窆 程 もな く 花に 過ぎぬ る日數 かな  救 濟法你 


前 大納言 尊 氏 家の 千 句 連歌に 

(八〕 藤の ことを 藤 波とは 古く かち 詠まれ  A 

てゐ るが、 閑 かなる 波 S は 珍 t い。 雲 閑 かなる 波とぞ 見 ゆる 藤の 花 


頓 阿法此 


こ 


(ル〕 盡は 月のは ての 日。 いま. の 晦日 〇盡 
きの 日で あるから、 入相に かぎれる とい 
つた。 


三月 盡 日の 連歌に 


一一 蓬 入相に かぎれる 春の 餘波か な  花山院 入道 ば 


卷第二 


三〇九 


寛 玖 波 集 (下) 


三一〇 


(一〕 ^ は 風に 散らされて、 春は いま 果て 
の 日、 暮れ ゆく 鐘の音を 聽く 。ああぅる 
はしい 自然に あこがれ 樂 しんで 來た この 
春に 別れる とはと。 

(一一〕 作^! は尙武 、尙 式、 尙義 など まち ま 
ちで あ，。 誤寫に ょる。 

(一 0 伊勢 物語の 「千 早 振る 神の 忌垣 も 越 
えぬべし 大宫 人の 見 まく ほし さに」 の 歌 
の 語を とり、 逆 ic 越えず 1C 春は とどまれ 
と あつちへ た。 三月 晦日の こと、 だから、 
春を 惜しむ 心から かう いふ。 メ 
(四〕 山城 國賀 茂の 葵祭には 二葉の 葵を 柱 
に、 車に、 その他に も 懸けて 祈る。 この 
かけて を 萬 代に わた. つての 意に 用ゐ fe- 。 


一一 OK 花は 風 春は 鐘き く 別れ かな 


北 野 社に て 三月 盡の 日、 連歌に 

三 

一一〇老 神 垣を 今宵は こえぬ 春 もがな 


後鳥羽院 御 時、 百 韻 連歌に 


四 


11 0 5 萬 ^: を かけて ぞ まもる 葵 草 


% 


三 善尙武 


前 大納言 經繼 


源 家長 朝臣 


C 五〕 郭公は 有 明け方に 鳴く と 詠まれた 歌 
が， 多い。 これは 待つ 心より 宵の 間にと あ 
つらへ ての 作。 


■元 亨四年 四月、 百 韻 連歌に 


五 


一一 〇< 一  宵の 間は 雲間に 來鳴け 子規 


後 宇多院 御製 


弘 安二 年 五月、 定意法 印 日吉瓧 奉納の 爲各 i 百 韻 連 
歌を 勸め ける 時、 發句 一つを 用ゐ 侍るべし とて 申し 


な 


(六〕 郭公の 一聲を 聞きて はまた 一 聲と心 
を惱ま す 習 ひで あるが、 いまは 全く 聞か 
ない のでい ちいち し 七 ゐる心 境。 

(七〕 時鳥の 鳴かない のを 待ち ft びた 聲。 


かけ 侍りければ、 


六 


一一 0 <一 一  聞かぬ にぞ心 はっくす 郭公 


七 


前 大納言 爲兵 


一一 0<一11 待つ 夜に もなかで や あらん 時鳥  前大 ft 正實源 


(八〕 もう 鳴く か 鳴く かと 待つ てゐ るに 音 
づれ もしない 。あの 鳥は 月下にょ く 鳴く 
と 聞いて ゐる 。さらば 月に 鳴く やうに と 
賴ま うかと 。これ も 待つ 聲〇 
(九) 京， 學 •小。 早。 名 •伊本 「鳴きつ 
づけ」 〇 人の 待つて ゐ るのを 見と どけて 
それから ゆるゆる 鳴きは じめ る やうな こ 
とはし ないで、 道道に もな けと 註文す る 
句。 

(一 S 郭公は、 死 出の 田 長 (たを さ〕 とも 呼 
ばれて ゐる 。お前 も 鳴けば 名を 殘すの で 
ある ぞ と、 擬 化して すすめる 體。 


八 


110 <四 待ち くれて 月に ぞ賴む 杜宇 


九 


天 龍 寺 夢 窓國師 位牌の 前にて 百 韻 連歌に 


一 〇 


一一 0<ナ、 鳴けば こそ 名は 殘 り けれ 郭公 


信 照 法師 


一一 0 会 來つつ 鳴け 待つ をな 待ち そ 郭公  夢 窓國師 


救濟 法師 


遊行の 時、 兵 庫の 島に つきたり ける に、 淨阿 上人 待 


卷第一 一 


三 一 


ン 


荛玖波 集 (下〕 


(一〕 めぐ リ逢 ふの めぐりは、 月の 緣でい 
ふことは 勿論で あるが、 上人と め <'' り逄 
ふこと を 利かせて、 月下に 鳴け 子規ょ と 
呼びかけた 句。 上人は 兵 庫の 眞 光寺の 住 
職であった 人。 

00 十聲一 聲は敷 度 鳴けと いふ ことなが 
ら淨 土宗に ていふ 十 念 唱名の ことを きか 
せて ある。 


三 一二 


ち 向か ひたりけ る 夜の 連歌に 

一 

一一 0 5 月に 鳴けめ ぐ 6 逢 ふ 夜の 子規 


詫 阿 上人 


善 阿 法師 一 廻の 佛 事の 席に 一日 千 句 侍りけ るに 

一一 〇« 賴 むぞよ 十 聲一聲 ほととぎす  能 阿 先 ® A 


00 郭公々々 と 待つ てゐ ると、 あいにく 
鳴かぬ 日 も あつて ぅら さびしい 。むしろ 
待たずに ゐれ ばよ いと、 逆にい つて 慕 ふ 
心を 述べた もの。 

(四： T 耳で なく 心で 聞いた 初音が 珍ら しい 
との 意 か。 禪的な 表現で ある。 


文 和 三年 四月、 家の 千 句 連歌に 


三 


11_0< 7U 待てば こそ 鳴かぬ 日 も あれ 子規  導譽 法師 


一 ^ 0 郭公な かぬ 初音 ぞ Br しき 


遍 上 A 


(五〕 峯 に も 谷に も 郭公の 聲が して ゐる〇 
さて 一方は 木魂の せゐで はない かと 疑 ひ 
を 挟んで 表現。 天彥は 木魂に 同じ。 


西 芳精舍 にて 

五 

■一 あま 彥か 谷と 峯 との 郭公 


救濟 法師 


(六〕 雲は 遠く 隔たって ゐる が、 郭公の 聲 
は その 方から ころげて 來る 。いづこの 空 
で 鳴く  Q やらと、 雲間の 郭公を M す。 


六 


11 §1 雲 遠し 聲は そなたの 郭公 


寂 意 法師 


Q〕 名 •甫  一 • 逸本 「ひととせに」 〇日ご 
ろ 見馴れて ゐる 普通の 家 も、 け ふは 端午 
の 節句と て 軒端と いふ 軒端は みな 菖蒲を 
ふいて ゐ 實に 珍ら しいと 賞美した。 


五月 五日の 連歌に 


七 


一一 S1 つねにみ る 軒端め づ らし 菖蒲 草 岡 本 前關白 左大臣 


家の 千 句に 


八 


CO 秋の 實 Q りを 期す る 田 植を賦 す。  一一 S  ゆたかなる 年と ていそぐ 早苗 かな 前 大納言 尊 氏 


C 九〕 さみだれの 降る を 古里に いひ かけて 
ある。 後醍醐 天皇の 吉野 行宮での 御製の 
「都 だに さびし かりし を 雲 はれぬ 吉 野の 
奥の 五月雨の ころ」 C 新 葉 集 夏 歌〕 と 思 ひ 
合は せられて 感深 い。 


正 和 四 年 五月、 伏 見 殿 百 韻 連歌に 

九 

一一 〇兰 五月雨の ふる 里 さびし 伏 見 山 


伏見院 御製 


北 野 社の 千 句に 


卷 第 


三 一三 


荛玖波 集 (下) 


三 一四 


(一〕 北 野の 天滿官 は 當時 すでに 連歌の 神 
と 仰がれ、 その 社頭に おいて 百 韻 千 句の 
催しが しばしば 行は れ たので、 言の葉の 
千草に しげきと いひ、 夏野の 草の しげき 
に 比した。 

(一一〕 梅の 雨は 梅雨。 さみ / C れご ろになる' 
と 香りの 高い 橘の 花が 咲き、 雨まで 匂 ふ 
とした 0 

(一一 一〕 「夏 しらぬ」 の 句 か ^ 〔一一 二 六〕 まで 
の、 以下 十九 句、 高 •早 •內 本に なし。 
〇暑 さを 知らぬ 水には つめたい 秋の色が 
浮かんで ゐる とした。 

Q) 禁中のう てな (臺〕 は御壺 (御 坪〕 の 池 
水に 景を うつして 夏の 涼し さを 示して ゐ 
ると した 0 


一一 §ハ 言の葉の 千 種に しげき 夏野 かな 


一一 〇交 橘の 匂に な b ぬ 梅の 雨 


品 法 親王 


素 阿 法師 


貞和五 年 六月、 左兵衞 督直義 家の 百 韻の 連歌に 


三 


一一 0 穴 夏 しらぬ 水 こそ 秋を ぅかべ けれ  夢 窓國師 


四 


一一 〇党 九重のう てな をう つす 泉 かな  後醍醐 天皇 御製 


家の 泉に てこれ かれ 百 韻の 連歌 侍りし に 

( 5 朗詠に 池 水冷 無 三 伏 夏と ある。 谅昧  E 

ゆたかな 作。  一一〇〇水をせき月をたたへて夏も無し  關白前 左大臣 


關白家 千 句に 


< 六〕 草繁 く、 燈火喑 く、 さやかに 物は 見 
えない が、 百合の 一本は あざやかに 浮き 
.出て ゐ ると。 新味 ある 句。 


六 


一二 0 一 


らき ともし 火な れや 百合の 花 藤 原 家 尹 朝臣 


おなじ 家の 千 句に 


'(七〕 古今 集 秋 歌 上の 「みどりなる ひとつ 
韋とぞ 春は みし 秋は 色色の 花に ぞ 有りけ 
る」 の やうに、 春の 草で なくと 綠 深き 
夏草 も その やう だとした。 


(八〕 淮南 子の 「一葉 落 而天 下知 レ 秋」 の 語 
をと り、 秋風に 誘 杖れ 落ちた 一葉が 木蔭 
に 見える と、 微かな ものを もつ て大 な る 
ものを 推した 0 


七 


11 一 01 1 夏草 も 花の 秋には な 5 にけ 


七月 湖 日 


八 


一一 1011 r  ” 木隱れ に 秋風み する 一葉 かな 


.( 0 -40 秋 


の 月の 谅 しさを いふ- 


二 品 法 親王 家 千 句に 

一一 一 0S 初秋は 月 も そなたの 夕 かな 


木鎭 法師 


順覺 法師 


性遵 法師 


(一 0〕 皇居は 雲の上と いふから、 星 まつる 
七夕の 今日、 御苑 內にせ き 入れた 水は、 
さしずめ 天上界に おける かの 天の川と い 
ふところで あらう。 


嘉曆四 年 七月、 內裡の 竹 泉に て 百 韻 連歌 侍りけ るに 


一〇  あまの かは 

11  一 § 雲の上に け ふせく 水 や 銀河 


後光明 照院鋪 SI 


卷 第二 


三 一 五 


荛玖波 集 (下〕  三 一六 


元應 元年 七月、 六條內 大臣 禪林 寺の 竹 泉に て 

<〇 「吳 竹の」. は 千代に かかる 枕詞。 澄  1  一一  . 

みわたって ゐる 秋の 泉水には めでたき 千  一一 1 2 吳 竹の 千代 もす むべき 秋の 水  後 宇多院 御製 
代の 影が ぅつつて ゐる ■とした。 

< 1 一〕 藤 •王 •圖 •甫一 •橋 一 •石. 大. 

4b 本 「千代 ぞ」 と ある 0 

弘長一 一年 八月 七日、 庚申の 連歌に 

01 1〕 「いらね ど」 より 「いらぬに」 の 方  三  . 

が 句 f が 迫って ゐな い。  .  一— 山陰は いらぬに 月の 見えぬ かな  後嵯峨 院 御製 


八月 十五夜に _ 

<  0 〕 類な き 名月を たたへ た。 望月に 持ち  四 

をい ひかけ 1  \  一 _ 0<たぐひなき名を望月のこょひかな關白前左大臣 


文 和 四 年 八 ^ 十五夜に 

< 五.〕 名月を 賞す。 松 井 博士 所 藏山田 通 古  五 

本には この 句 以下 〔一三 六〕 まで 八句缺 く。 一一  一 S 名に も 聞き 見る にも 月の 今宵 かな 導譽 法師 


/ 


<六〕 八幡 社頭. での 連歌で あるから、 ここ 
に 神と いふのは、 應神 天皇を 指す か、 あ ニー ーー 0 
'5 いは 月讀 命を 指す か、 あきらかでは な 
レが、 神と 月と が 光りを かは すと い， ふは 
明月の さやかなる をい つた。 

< 七〕 長月は 九月の 異名。 後の 月 (九月 十 
三 夜の 月〕 は 中秋 C 八月 十五夜〕 Q 月に ，■一一 一二 
對す 。長月に くちべ て 短い と 惜しめる 意 
を 述べた もの。 

同じ 夜 連歌に 

<八〕一 一夜は 八月 十五夜の 名月と 九月 十三  A 

夜の 月と を 指す。  一ー ニー ー ー秋に 二 夜の 月の 名殘 かな  導譽法 師 


同時に 

< 九〕 夜は 明けて しまつた。 今一度、 月見  九 

の 夜が 來れ ばょ いと、 月を 賞し、 秋を惜  1 三 一 I 一明け にけ 6 叉 月の 夜の 秋 もがな  救濟 法師 
しむ 意から 出た。 

<10〕 作者は 寬流 法師 または 寬親 法師と し 

た 本が ぁる。  一三 E3 月の 夜は 長き も 知らで 更けに け 6 ^0 胤 法 親王 

卷第. 二 十  三 一七 


八月 十五夜、 八幡の 社頭の 連歌に 

神と 月光を かは す こょ ひかな  救濟 法師 

九月 十三夜、 家の 月次 連歌に 

長月の 月に みじかき 今宵 かな  二 品 法 親王 


菟玖波 集 (下〕 


三 一八 


二 品 法 親王、 雲 林院坊 山水 見 侍らん とて まかり 向か 
ひたりし に、 月の 頃に て 侍りし かば 

a 〕 園內を 月世界の それと 見做した 句。 fr s 庭に 見て 月の 中なる 野 山 かな  關白 左大臣 


0 


00 以上 十九 句、 高 •早 •內本 •奥 書の 
あとに 出づ。 〇實況 をうた つた もの。 但 
A 秋の 雨には 名残りを 惜しむ 意を ょせた 
か。 漂うて ゐた 雲は 山へ、 風は 吹かな く 
なり、 その あとに さびし さうな 雨が ぱら 
り はらり と 落ちた とした。 惜 別の 情を そ 
そる 〇 

0 〇 一夜の 松は 北 野 社の 境內 にある。 名 
にし 負 ふ 名勝。 一 輪の 明月が それに かか 
つて ゐて 、そぞろにむ かしを しのばせる 
ものが ある。 

(四) 實況を 詠つ たもの。 入る に對 し、 出 
づ ると 置く。 發匂 帳には 月殘る 雲間 かな 
となつ てゐ る。 


一三 六 * ' 


文 和 二 年、 導譽播 磨國に 向か ひ 侍りし に、 人人 餞し 
侍りけ る 百 韻の 連歌に 


力 


風 しづ ま b ぬ 秋の 雨 


北 野の 社の 千 句に 


三 


四 


救濟 法師 


1 三 - k: 月の こる 一夜の 松の木の 間 かな  海 部宗信 


一三 八 入る と 見て また 月 出づる 雲間 かな 周 阿 法 


V 


(五) 冴え わたる 月の 色に 秋の 半ばは すで 
に 過ぎた ことが 察知され ると、 銳き觀 察 
を敍べ た。 


寶治 元年 八月 十五夜、 院の百 韻の 連歌に 


1 二 ^ 月の いろに 秋の 半ば ぞ 知られけ る 前 大納言 爲氏 


C 六〕 露は どぅか 知らぬ が、 月は 草の 上に 
すずしい 光りを 結んで ゐ ると。 普通なら 
露は 箱ぶ とい ふところを 逆に 月が 結ぶ と 
した 0 

(七〕 名月の 名は どこの， 里で も稱 へぬ とこ 
ろは ない。 その 明 光は 深山の 陰 もな けれ. 
ば、 津 々浦々 まで も 照らさない 隈は ない 


六 


一三 一 0 露は いさ 月 こそ 草に 結び けれ 


善 阿 法師 


有 馬の 溫泉 にて 八月 十五夜に 


七 


一二 一一 一 月の 名に み 山が くれはな か 5 け 6 二 品 法 親王 


(八〕 菊は さかり 久しい もの ゅ灸 、古來 千 
代の ためしに 引かれる。 

(礼〕 時雨は 木木を 紅に 染める が、 松には 
一向き き 目がない ので、 松に 注 r  Q は 無 
駄で ある。 惜しい こと だと 松柏 後凋の 心 
を M した もの。 


後嵯峨 院の御 時、 百 韻 連歌に 


八 


一三 一一 一 千代 ふべき かざしと ぞ みる 菊の花 前 大納言 爲家 


九 


1 ニー ーー-一 紅葉せ ぬ 松には をし き 時雨 かな  眞照 法師 


菀玖波 集 (下〕 


三二〇 


(一〕 太宰府の 安樂 寺は 菅公謫 居の 址 、こ 
この 梅は 都から 飛 來した と傳 へられろ 〇 
梅は 百花に さきがけて 淸 香を 放ち、 秋は 
紅葉す るのを 忘れない とした。 


0 一〕 靑 葉の 楓の片 枝は 時雨に さきだって 
美しく 紅葉した と。 


安樂 寺社 頭に て 連歌し 侍りけ る 
=: 一一 s 紅を 忘れぬ 梅の も みぢかな 


救濟法 1 


.常 在光院 にて 紅葉を 見 侍りけ るに 

一一 一一 S: 片枝ま づ 時雨を またぬ 紅葉 かな  前 大納言 尊 氏 


貞和四 年 秋、 山家に て 紅葉 見 侍りけ るに 

00 殘光は 紅葉に ぅつつて まだ 暮れ 殘る  三 

夕方の 景 。そぞろに 人の 心を ひく  0  一 zr s 日は 入 6 て 紅葉に 殘る夕 かな 


關白前 左大臣 


藤 澤の淸 淨光院 へま かりて 連歌し 侍りけ るに 

(四〕 紅葉の 色に 照りは やされ て樹 下は あ  E 

かるい が、 仰げば 梢は 高い と。  一二 一一 - t: 下 てらす 紅葉は 高き 梢 かな 


淨阿 上人 


S 普通なら 落葉に 聲 ありと いふ、 へきと 業 ^5 風に ちらで 音 •ある 木の葉 かな 林喬 法師 


ころ ハ 


(六〕 名 •逸本、 十月 二日と ある _ 


元亨 元年 十月 六日、 龜山 殿の 連歌に 


七 


Q〕 山の 名の あらしを 時雨に 利かせて あ 一二 一 U  冬來 ぬと 時雨に な b ぬ 嵐 山 
る 0 


前 大納言 爲世 


(八〕 浮世 ばなれした 深山の 紅葉が 庭に 見 
られ ると、 閑居の 紅葉を 賞揚した 句。 深 
山に 見を いひ かく。 

(九〕 時雨に 染められた 下 枝 Q 紅葉を 賞 飯 
した 旬。 時雨は 染める 他面は 吹き 落す の 
_ でか う あつら へた もの。 


神無月の 始 、紅葉 盛りの 頃、 救濟大 原極樂 寺に 日數 
へて 住み 侍りけ るに、 閑居と ぶら ひ 侍らん とて、 彼 
所に まかりて 連歌し 侍りけ るに 


八 


1二 一一 一 3 冬 木まで 庭に み 山の 紅葉 かな 


品 法 親王 


九 


一一 一一 一一 一 散らすな よ 染めし 時雨の 下 紅葉  救濟 法師 


前 大納言 尊 氏 常 在光院 にて 百 韻 連歌 侍りし に 


卷第 一一 


三 ニー 


菟玖波 集 (下〕 

(一〕 時雨には、 照る 日 もく もる 習 ひで あ 
るが、 ここには 寺院の 名を ょみ 入れて、 
照る 日の 光りは つねに あると した 挨接の 

句。 

(一一〕 霜の ふるに 落葉の ふ y 重なると 旬を 
仕立てた。 稍には 葉は 殘 ちず、 木の下に 
は 落葉と おく 霜と 重な 9 あつて ゐる とし 
た。  . 


三 


一  つね ある 

1 ニー ーー 1 一一 時雨に も 照る 日常 在 光 かな 


導譽 法師 


救 濟北野 社の 千 句 連歌に 


S S 木の本に 重なる 霜の ふ 6 葉 かな  素 阿 法師 


一 三-® 都と て 山風き かぬ 木の葉 かな  南佛 法師 


前 中 納言宗 經家百 韻 連歌に 


00 充分に 紅葉し ない うちに 散った 落葉 
に、 時雨が 紅く 染まれと ばかりに 烈しく 
降つ てゐ る。 


三 


1 二 S 染め あかで 落葉に かかる 時雨 かな 順 阿 法師 


(四〕 山 おろしに 落葉の 音は、 時雨の ふる 
かと 思. はれて ゐたが 、やがて 眞の 時雨が 
注ぎ 出した。 


文 和 四 年 十月、 前 大僧正 賢 俊淸閑 寺に て 連歌 侍りけ 
るに 


四 


1 5 .K 木の葉よ b 時雨に な b ぬ 山 11 


導譽 法師 


(Ifo 「神無月 かさなる」 に 閏月‘ を 利かせ、 
落葉の 庭に ぅづた かく 積んで ゐる さまを 
敍べ た。 

(六〕 月光を さへ ぎつ てゐた 木の葉は、 こ 
と ごとく 掃 ひつく して、 いまや 裸の ■梢に 
は 月 もや どち ぬと した。 


文 和 三年 閏 十月に 


五 


一 三定 神無月 かさなる 庭の 落葉 かな  前 大僧正 賢 俊 


六 


§IK 月を さへ とめぬ 落葉の 梢 かな  導 朝 法師 


家に て 百 韻の 連歌 侍りけ るに 


ヒ 


( Is 讓に 白く 霜の 下りて ゐる靜 かな 冬 雲 置く 霜の 白く 染めな す 落葉 かな S 房 親王 

の 1; の景  " 


150.日影さす雲にも寒き鼠かな 


前 大納言 尊 氏 


< 


} 月光の 冴えた のを 氷と 見て、 川 音の 
きこえる 上に 月が 氷る とお もしろ くいつ 
た 0 


八 


一一 1 H 川 音のう へなる 月の 氷 かな 


淨阿 法師 


卷第二 
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三 二 三 


菟玖波 集 (下)  三 二 四 

後 宇多院 右近の 馬場の 明け方の 雪 御覧 じ 侍りけ るに、 

あやしき 女 車 立てた るに、 一句 かけょと 仰せられけ 

S、 

(一) 月光と 雪の 色と 見 粉 へられる 狀況。 一一 i  わきがた き 月と 雪との 光 かな  前 大納言 爲世 


文 保の 比、 宿願に て 北 野 社 年 ごとの 千 句、 最初の 發 
句に 

(一 0 風 も 冴え、 月 も 更けた 深夜の 光景。 一一 S 一  さ ゆる 夜は 風と 弓 とに 更けに け 6 救濟 法師 

救 濟北野 社の 千 句に 

外に 見ぬ かれ 野の 雪の 夕 かな  權少 僧都 永 運 

後醍醐 院御 時、 內裡百 韻 連歌に 


01 一〕 實況を 見る やぅで、 人に 迫る 偉大な 
光景を  よ 叙して ある。 


一一 一四 四 


S 御所の 九重を、 雪の 深し にと って ゐ II 九重に つもれば ふかし 庭の 雪  後光明 照院 11 g 


(五〕 梢の 雪を 花と 見立てて、 枯れた 枝は 
なしと いつて ゐ るのは、 〔一二 四 八〕 の 「冬 も 

なし」 と 同じ 構想。 


曆應四 年 十一月、 淸水 寺に て 


五 


一一 一四 六花と 見て 雪に 枯れた る 枝 もな し  救濟 法師 


關白家 千 句に 


C 六) 月光を 雪に 見立てた もの。 


六 


，一一 5  月 あれば 降らぬ も 雪の 雲 まかな  大江成 種 


北 野 社の 千 旬に 

(七) 梅が 枝に 降り かかった 雪を 花と 見 立  七 

てた。 從って その 梢には 冬は なしと。  1一 5 < *- とみて梅の雪には冬もなし 


性遵 法師 


(八〕 師走の 詠で あるので、 その 有 明けを 
もつ て 一年の 名殘 りと した。 

卷第二 十 


文 和 四 年 十二月に 淸 閑寺坊 にて 百 韻 連歌 侍りけ るに 


A 


一一 一 K 有 明は ことしの 月の な/: かな  前 大僧正 賢 俊， 

三 二 五 


三 二 六 

菟莰 波集可 被 准 勅撰 可 有 御存知 之 由 天氣 
所 候 也 以此由 可 令 申入 關白殿 給 仍執達 如何 
延文二 年後 七月 十一 日  S 野 左 中 辨時光 
謹 上 刑 部 卿 殿 

追申  菅少納 言 長 綱 朝臣. 
依 武家 奏聞 之 間 如 iit 也 鞫沙汝 候 也 
同 可 令 申入 給 

里 村 本。 (名 古 屋本 校合) 

追申  ， 

武家 奏聞 之 間 其 沙汰 候 也  同 可 令 申入 給 
薬 玖 波 集 可 被 准 勅撰 也 可 有 御存知 之 由 


天氣所 候也以 此旨可 令 申入 關白殿 給 仍執達 如 
件 

後 七月 十一 日  左 中 辨時光 
謹 上 刑 部 卿 殿 

河 州 太子 聖 光明 院之常 什物 也  行  忠判 
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